
〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）

三
五

　
　

解
題

　

式
亭
三
馬
の
読
本
『
梅
精
奇
談	

魁
草
紙
』
は
、
歌
川
国
安
の
口
絵
・
挿
絵

を
附
し
て
、
江
戸
の
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
大
坂
の
河
内
屋
太
助
か
ら
文
政
八
年

（
一
八
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
三
馬
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
世
を
去
っ

て
お
り
、
本
作
の
刊
行
は
作
者
歿
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
立
お
よ
び
刊
行

の
過
程
に
つ
い
て
は
、本
田
康
雄
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り（
１
）

	

、岩
本
活
東
子
編『
戯

作
六
家
撰
』（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉
成
）
に
詳
し
い
。

文
政
九
戌
年
刻
成
た
る
梅
精
奇
談
魁
双マ
マ

紙
と
い
へ
る
読
本
五
巻
は
、
浪
速

の
書
肆
文
金
堂
河
内
屋
太
助
、
江
戸
の
書
賈
仙
鶴
堂
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
は

か
り
て
、
合ノ
リ
ハ
ン梓
に
て
発
市
に
及
べ
り
。
繡
絵
は
国
安
ぬ
し
画
け
り
。
い
ぬ

る
文
政
三
年
辰
の
秋
、
三
馬
子
か
の
草
稿
五
巻
を
予
に
託
し
て
浄
書
せ
し

む
。
お
の
れ
拙
筆
を
も
て
し
た
ゝ
め
ん
も
本
意
な
ら
ね
ば
、
固
辞
し
つ
れ

ど
も
許
さ
ず
。
遂
に
そ
の
意
に
随
ひ
毫
を
と
り
た
れ
ど
も
、
遅
筆
に
し
て

や
ゝ
翌
春
に
お
よ
び
、
辛
じ
て
落
成
し
ぬ
。
大
人
予
に
い
へ
る
は
、
原
こ

の
草
紙
の
さ
し
ゑ
は
豊
広
が
男
豊
清
を
し
て
画
し
め
た
れ
ど
も
、
彼
れ
不

幸
に
し
て
世
を
早
う
し
、
そ
の
画
半
に
も
至
ら
ず
し
て
、
そ
の
画
ざ
し
の

繡
絵
三
五
丁
を
出
し
見
せ
ら
る
。
さ
て
其
後
、
国
直
に
画
か
せ
ん
と
て
稍

久
し
く
彼
方
へ
遣
し
置
た
れ
ど
も
、
出
来
ざ
れ
ば
取
戻
し
た
り
と
の
は
な

し
な
り
し
。
巳
の
春
、
予
が
浄
書
畢
て
よ
り
、
お
よ
そ
間
ひ
と
ゝ
せ
を
経

て
、
戌
の
春
、
国
安
氏
が
筆
に
て
出
た
り（
２
）

	

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
馬
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
は
す
で
に
脱
稿
し
て

お
り
、刊
行
が
遅
れ
た
の
は
挿
絵
が
完
成
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

三
馬
は
当
初
、
歌
川
豊
広
の
息
豊
清
に
挿
絵
を
描
か
せ
よ
う
と
し
て
い
た
が
、

早
世
し
た
た
め
残
り
を
歌
川
国
直
に
依
頼
し
た
も
の
の
、こ
れ
も
完
成
が
遅
れ
、

最
後
は
国
安
が
描
く
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
刊
年
を
文
政
九
年
と
し

て
い
る
の
は
誤
認
。

　

本
作
は
半
紙
本
五
巻
五
冊
で
五
篇
を
収
め
る
が
、
巻
一
と
巻
二
は
一
続
き
の

作
品
で
あ
り
、
実
質
は
四
篇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
短
篇
白
話
小
説
集

『
今
古
奇
観
』
所
収
作
品
の
翻
案
で
、
巻
一
「
床せ
う

下か

の
義ぎ

士し

窮き
ゆ
う

客き
や
くの
為た
め

に
剣け
ん

を

飛と
ば

す
話こ
と

」
と
巻
二
「
奸か
ん

女じ
よ

が
舌ぜ
つ

頭と
う

に
鼠そ

平へ
い

義ぎ

に
負
そ
む
く

話こ
と

」
は
『
今
古
奇
観
』
巻

十
六
「
李
汧
公
窮
邸
遇
俠
客
」、
巻
三
「
姦か
ん
き
や
う兇を
逞
た
く
ま
し
うし
て
頑
ぐ
わ
ん

夫ぷ

其そ
の

身み

を
斃た
ふ

す
話こ
と

」

は
巻
二
十
四
「
陳
御
史
巧
勘
金
釵
鈿
」、
巻
四
「
淑し
く

女じ
よ

が
一い
つ

箭せ
ん

暗あ
ん

に
赤せ
き

縄ぜ
う

を
繋つ
な

ぐ
話こ
と

」
は
巻
三
十
四
「
女
秀
才
移
花
接
木
」、
巻
五
「
羽は

束つ
か

身み

を
汚け
が

し
て
却か
へ
つて

身み

を
清す
ゝ

ぐ
話こ
と	

」
（
３
）

は
巻
二
十
六
「
蔡
小
姐
忍
辱
報
仇
」
を
そ
れ
ぞ
れ
原
話
と
す

る（
４
）

	

。
三
馬
の
翻
案
は
原
話
の
内
容
を
ほ
ぼ
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
単
に
人

名
や
地
名
を
日
本
の
も
の
に
改
め
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
指
摘
も
あ
る
が（
５
）

	

、

巻
一
・
二
の
名
張
蔀
と
韓
木
根
隼
太
の
関
係
性
や
、
巻
五
に
お
け
る
卞
福
の
死
の

背
景
な
ど
は
明
ら
か
に
原
話
を
改
変
し
て
お
り
、
三
馬
の
創
意
が
皆
無
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
紙
幅
の
都
合
上
、
い
ま
詳
細
に
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、
三

馬
の
白
話
小
説
利
用
法
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う（
６
）

	

。

〈
翻
刻
〉
式
亭
三
馬
『
梅
精
奇
談	

魁
草
紙
』

（
巻
一
～
三
）

丸
井　

貴
史
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

式
亭
三
馬　

魁
草
紙　

読
本　

今
古
奇
観　

翻
案
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三
六

　
　

書
誌

○
所
蔵	

国
立
国
会
図
書
館
（
請
求
記
号
：190/222

）。

○
表
紙	

黄
土
色
、波
に
武
士
・
巻
貝
（
兜
を
か
ぶ
っ
た
武
士
が
海
に
向
か
っ

て
立
つ
姿
が
あ
し
ら
わ
れ
る
）。二
二
・
一
×
一
五
・
五
糎
。五
冊（
合

一
冊
）。

○
題
簽	

左
肩
。
子
持
ち
枠
。「
梅
精
奇
談	

魁
草
紙
」。
一
四
・
七
×
三
・
六
糎
。

○
構
成	

第
一
冊
：
見
返
し
（
半
丁
）、
序
（
一
丁
半
）、
目
録
（
一
丁
）、

口
絵
（
四
丁
半
）、
巻
一
本
文
（
十
二
丁
）。
第
二
冊
：
巻
二
本
文

（
十
九
丁
）。
第
三
冊
：
巻
三
本
文
（
三
十
丁
）。
第
四
冊
：
巻
四

本
文
（
二
十
四
丁
）。
第
五
冊
：
巻
五
本
文
（
三
十
三
丁
）、
奥
付

（
半
丁
）。

○
序
末	

「
文
政
七
年
甲
申
仲
秋
／
摂
都　

木
村
繁
雄
録
（「
明
啓
」
の
印
）」

○
見
返
し	

「
楳
精
奇
談
魁
／
草
紙　

全
部
五
巻　

浪
華
書
賈
文
金
堂
藏
／
武

江
城
本
街
延
壽
丹
主
人
故
式
亭
／
洒
落
齊
三
馬
遺
編
歌
川
國
安
画

圖
」

○
序
題	

「
梅
精
奇
談
魁
草
紙
序
」

○
巻
首
題	

「
梅ば

い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草さ
う

紙し

巻
之
壹
（
～
五
）（

７
）

	

」

○
尾
題	

「
梅ば

い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草さ
う

紙し

巻
之
壹い

ち

畢を
は
る（

～
三
畢を

は
る、

四
、五
大
尾
）

（
８
）	

」

○
柱
刻
題	

「
魁
草
紙
巻
之
一
（
～
五
）」

○
匡
郭	

四
周
単
辺
。
一
八
・
六
×
一
四
・
〇
糎
。

○
挿
絵	

第
一
冊
：
十
二
ウ
・
十
三
オ
、
十
六
ウ
・
十
七
オ
。
第
二
冊
：
三

ウ
・
四
オ
、
十
ウ
・
十
一
オ
、
十
七
ウ
・
十
八
オ
。
第
三
冊
：
六

ウ
・
七
オ
、
十
二
ウ
・
十
三
オ
、
十
八
ウ
・
十
九
オ
、
二
十
四
ウ
・

二
十
五
オ
。
第
四
冊
：
八
ウ
・
九
オ
、
十
六
ウ
・
十
七
オ
。
第
五

冊
：
七
ウ
・
八
オ
、
十
四
ウ
、
二
十
一
オ
、
二
十
八
ウ
・
二
十
九
オ
。

○
行
数	

序
：
毎
半
葉
七
行
、
本
文
：
毎
半
葉
十
一
行
。

○
奥
付	

「
東
武　

故
式
亭
三
馬
遺
編
／
仝　

歌
川
国
安
画
圖
／
文
政
八
載

乙
酉
新
鐫
春
王
正
月
吉
辰
發
版
／
江
戸
通
油
町　

鶴
屋
喜
右
衛
門

／
大
阪
心
齊
橋
通
唐
物
町　

河
内
屋
太
助
」

○
備
考	

本
作
に
は
「
海
賊
奇
談
絵
本
魁
」
の
外
題
を
持
つ
後
刷
本
が
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
関
西
大
学
図
書
館
中
村
幸
彦
文
庫
所
蔵

本
（
請
求
記
号
：5-409

）
に
従
え
ば
、
序
・
目
録
・
口
絵
・
本

文
・
挿
絵
は
同
板
で
あ
る
が
見
返
し
は
な
く
、
末
尾
に
河
内
屋
源

七
郎
の
広
告
「
軍
書
小
説
類
蔵
板
目
録
」
三
丁
が
附
さ
れ
る
。
な

お
、
奥
付
に
は
「
製
本
處
／
大
阪
心
齋
橋
通
北
久
寳
寺
町
／
四
町

目
十
八
番
地
／
前
川
源
七
郎
」
と
あ
る
。

　
　

凡
例

一
、	

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
底
本
の
字
体
を
残
す

必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
そ
の
よ
う
に
し
た
。

二
、	

底
本
の
句
読
点
は
す
べ
て
「
。」
で
あ
る
が
、
読
点
は
「
、」
に
改
め
た
。

た
だ
し
適
宜
取
捨
し
、
ま
た
補
っ
た
も
の
も
あ
る
。

三
、	

必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
補
っ
た
。

四
、	

誤
字
・
衍
字
は
適
宜
正
し
、
誤
字
に
つ
い
て
は
注
記
し
た
。

五
、	

脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
〔　

〕
に
入
れ
て
示
し
た
。

六
、	

左
訓
は
（　

）
に
入
れ
て
示
し
た
。

七
、	
会
話
文
な
ら
び
に
心
中
思
惟
は
「　

」
に
入
れ
て
示
し
た
。
な
お
、
会
話

文
中
に
別
の
会
話
文
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
を
『　

』
に
入

れ
て
示
し
た
。

八
、	

踊
り
字
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
「
〻
」
は
「
々
」
に
改
め
た
。

九
、	

口
絵
・
挿
絵
は
す
べ
て
掲
げ
た
。

十
、	

底
本
の
丁
移
り
は
「（
１
オ
）」
の
よ
う
に
示
し
た
。
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三
七

　
　

翻
刻

                                      

（
表
紙
）                                       

（
見
返
し
）

梅
精
奇
談
魁
草
紙
序

如
キ二

唐
山
ノ
野
史
小
説
ノ一

、
其
作
者
不
レ
可
二
枚
挙
ス一

。
雖
二
毫
傑
之
徒
ト一

欲
ス下

不
シ
テ
レ　

得
レ	

志
ヲ
而
屈
伏
シ
、
鬱
滞
シ
テ
而
発
ト　上

レ

狂
ヲ
者
、
托
シ
テ
二　

諸
ヲ
虚
辞
綺
語
ニ一

以
テ
遣
レ
懐
ヲ
者
、

往
々
不
レ
鮮
。
近
年
我
土
、
如
キ二

小
説
家
ノ一

、
売
レ
辞
ヲ
射
レ
利
ヲ
、
衒
〔
二
〕
媚
ヲ
於

市
井
児
女
ニ一

者
比
ト々
シ
テ
是
ナ
リ
。
多
ハ
逸
寸
之
徒
為
下
苦
レ
貧
而
潤
ス
コ
ト
ヲ

中　
　
　

口
腹
ヲ上

者

亦
不
レ
鮮
。
然
彼
此
、
至
テ二

其
舒
暢
之
域
ニ一

也
一
（
１
オ
）
矣
。
而
称
セ
ラ
ル

二　
　

世
之
作

者
ト一

豈
容
易
哉
。
其
構
レ
思
吐
レ
錦
也
。
或
ハ
招
ク二

空
中
之
蜃
気
楼
ヲ一

。
幾
ド
移
二
南

柯
之
蟻
穴
城
ヲ一

、
或
ハ
発
ス二

鄭
国
濮
上
之
音
ヲ一

。
終
ニ
ハ
是
帰
乙
於
伐
二
罪
悪
ヲ一

奨
二
忠

孝
ヲ一

之
規
矩
ニ甲		

。
（
９
）

噫
性
善
之
所
レ
徴
、
而
勧
善
懲
悪
之
功
、
亦
不
レ
為
レ
少
シ
ト
。

如
キ二

三
馬
式
亭
子
ノ一

、
近
来
小
説
家
之
尤
者
ナ
リ
。
惜
イ
夫
、
死
而
既
ニ
歴
タ
リ
二

三
霜
ヲ一

。	

如
キ二

魁
草
紙
ノ一

、
浪
華
書
肆
某
、
不
レ
遠
セ二

千
里
ヲ一

、
乞
フ二

諸
ヲ
式
亭
子
ニ一

。
既
ニ
（
１
ウ
）

脱
シ
テ
レ

稿
、
未ズ
ダレ

及
二
上
木
ニ一

、
而
式
亭
子
帰
ス二

于
黄
泉
ニ一

。
有
レ
故
束
ネ二

之
塵
架
ニ一

、

荏
苒
ト
シ
テ
徒
ニ
過
レ
歳
ヲ
。
茲
歳
甲
申
ノ
秋
、
書
肆
已
ニ
上
スレ

梓
ニ
。
噫
此
数
冊
子
、

雖
二
僅
タ々
ル
者
ト一

、
成
二
於
其
死
歳
ニ一

則
ハ
、
雖
二
其
著
作
富
贍
也
ト一

、
豈
可
レ
不
レ

為
レ
珍
ト
乎
。

文
政
七
年
甲
申
仲
秋

　
　
　
　

摂
都　

木
村
繁
雄
録　
　
　
（
２
オ
）

　
　
　

全
部
標
題

第
壹
回　

床せ
う

下か

の
義ぎ

士し

窮き
ゆ
う

客き
や
くの
為た
め

に
剣け
ん

を
飛と
ば

す
話こ
と

　
　

古
寺
の
雨
や
ど
り　

し
ら
波
の
か
く
れ
家

第
二
回　

奸か
ん

女じ
よ

が
舌ぜ
つ

頭と
う

に
鼠そ

平へ
い

負そ
む
くレ
義ぎ
ニ
話こ
と

　
　

う
ま
の
は
な
む
け　

風
の
ま
へ
の
と
も
し
火
（
２
ウ
）

第
三
回　

姦か
ん
き
や
う兇を
逞
た
く
ま
し
うし
て
頑
ぐ
わ
ん

夫ぷ

其そ
の

身み

を
斃た
ふ

す
話こ
と

　
　

し
ら
布
の
こ
が
ね　

か
た
み
の
か
ん
ざ
し

第
四
回　

淑し
く

女じ
よ

が
一い
つ

箭せ
ん

暗あ
ん
ニ
赤せ
き

縄ぜ
う

を
繋つ
な

ぐ
話こ
と

　
　

な
に
は
の
隣
同
士　

か
ら
う
た
の
辻
う
ら

第
五
回　

羽は

束つ
か

身み

を
汚け
が

し
て
却か
へ
つて
身み

を
清す
ゝ

ぐ
話こ
と

　
　

波
の
月
の
う
き
わ
か
れ　

む
く
ひ
の
し
ら
刃

　
　
　

通
計
五
帙
（
３
オ
）

明
啓
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翻
刻

（
表
紙
）

（
見
返
し
）

梅
精
奇
談
魁
草
紙
序

如

唐
山

ノ

野
史
小
説

、
其
作
者
不
レ

可
二

枚
挙

。
雖
二

毫
傑
之
徒

欲

不

得
レ

志
ヲ

而
屈
伏

シ

、
鬱
滞

シ
テ

而
発

狂
ヲ

者
、

キ二

ノ一

ス一

ト一

ス下

シ
テ

レ

ト上
レ

托

諸
ヲ

虚
辞
綺
語

以
テ

遣
レ

懐
ヲ

者
、
往
々
不
レ

鮮
。
近
年
我
土
、
如

小
説
家

、
売
レ

辞
ヲ

射
レ

利
ヲ

、
衒
〔
二
〕

媚
ヲ

於
市
井

シ
テ

二

ニ一

キ二

ノ一

児
女

者
比
々

ト
シ
テ

是
ナ
リ

。
多

ハ

逸
寸
之
徒
為
下

苦
レ

貧
而
潤

口
腹

者
亦
不
レ

鮮
。
然
彼
此
、
至

其
舒
暢
之
域

也
一

ニ一

ス
コ
ト
ヲ

中

ヲ上

テ二

ニ一

（
１
オ
）

矣
。
而
称

世
之
作
者

豈
容
易
哉
。
其
搆
レ

思
吐
レ

錦
也
。
或

ハ

招

空
中
之
蜃
気
楼

。
幾

ド

移
二

南
柯
之
蟻
穴

セ
ラ
ル

二

ト一

ク二

ヲ一

城

、
或

ハ

発

鄭
国
濮
上
之
音

。
終

ニ
ハ

是
帰
乙

於
伐
二

罪
悪

奨
二

忠
孝

之
規
矩

。
噫
性
善
之
所
レ

徴
、
而
勧
善
懲
悪
之

ヲ一

ス二

ヲ一

ヲ一

ヲ一

ニ甲
(9)

功
、
亦
不
レ

為
レ

少
シ
ト

。
如

三
馬
式
亭
子

、
近
来
小
説
家
之
尤
者

ナ
リ

。
惜

イ

夫
、
死
而
既

ニ

歴

三
霜

。
如

魁
草
紙

、

キ二

ノ一

タ
リ

二

ヲ一

キ二

ノ一

浪
華
書
肆
某
、
不
レ

遠

千
里

、
乞

諸
ヲ

式
亭
子

。
既

ニ

（
１
ウ
）

脱

稿
、
未

及
二

上
木

、
而
式
亭
子
帰

于
黄
泉

。

ズ

セ二

ヲ一

フ二

ニ一

シ
テ

レ

ダレ

ニ一

ス二

ニ一

有
レ

故
束

之
塵
架

、
荏
苒

ト
シ
テ

徒
ニ

過
レ

歳
ヲ

。
茲
歳
甲
申

ノ

秋
、
書
肆
已

ニ

上

梓
ニ

。
噫
此
数
冊
子
、
雖
二

僅
々

タ
ル

者

、

ネ二

ニ一

スレ

ト一

成
二

於
其
死
歳

則
ハ

、
雖
二

其
著
作
富
贍
也

、
豈
可
レ

不
レ

為
レ

珍
ト

乎
。

ニ一

ト一

文
政
七
年
甲
申
仲
秋

摂
都

木
村
繁
雄
録

明
啓

（
２
オ
）

全
部
標
題

第
壹
回

床
下
の
義
士

窮

客

の
為
に
剣
を
飛
す
話

せ
う

か

ぎ

し

き
ゆ
う
き
や
く

た
め

け
ん

と
ば

こ
と

古
寺
の
雨
や
ど
り

し
ら
波
の
か
く
れ
家

第
二
回

奸
女
が
舌
頭
に
鼠
平

負
レ

義
ニ

話

か
ん
じ
よ

ぜ
つ
と
う

そ

へ
い
そ
む
く

ぎ

こ
と

う
ま
の
は
な
む
け

風
の
ま
へ
の
と
も
し
火
（
２
ウ
）

第
三
回

姦
兇
を

逞

し
て

頑

夫
其
身
を
斃
す
話

か
ん
き
や
う

た
く
ま
し
う

ぐ
わ
ん

ぷ

そ
の

み

た
ふ

こ
と

し
ら
布
の
こ
が
ね

か
た
み
の
か
ん
ざ
し

第
四
回

淑
女
が
一
箭
暗

ニ

赤
縄
を
繋
ぐ
話

し
く
じ
よ

い
つ
せ
ん
あ
ん

せ
き
ぜ
う

つ
な

こ
と

な
に
は
の
隣
同
士

か
ら
う
た
の
辻
う
ら

第
五
回

羽
束
身
を
汚
し
て

却

て
身
を
清
ぐ
話

は

つ
か

み

け
が

か
へ
つ

み

す
ゝ

こ
と

波
の
月
の
う
き
わ
か
れ

む
く
ひ
の
し
ら
刃

通
計
五
帙
（
３
オ
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〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）

三
九

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草さ
う

紙し

巻
之
壹

　

○
床し
や
う

下か

の
義ぎ

士し

窮き
う

客か
く

の
為た
め

に
剣け
ん

を
飛と
ば

す
話こ
と

い
づ
れ
の
頃こ
ろ

に
か
あ
り
け
ん
、都み
や
この
五ご

條で
う

わ
た
り
に
羽は

咋ぐ
ひ

鼠そ

平へ
い

と
い
ふ
者も
の

あ
り
。

些す
こ
しの
才さ
い

気き

あ
る
身み

な
が
ら
、
年と
し

四よ
そ
ぢ十
に
近ち
か

き
ま
で
生す
ぎ
は
ひ理
に
疎う
と

き
ゆ
ゑ
、
家し
ん
だ
い道
は

な
は
だ
貧ま
づ
しく
し
て
、
僅は
づ
かに
妻つ
ま

が
紡う
み

績つ
む
ぎ、
或あ
る
ひは
機は
た

織お

る
業わ
ざ

を
頼た
の
みて
細ほ
そ

き
煙け
ぶ
りを
立た
て

侘わ
び

ぬ
。
頃こ
ろ

は
九
月
の
下
し
も
つ

浣か
た

、
漸や
う
やく
寒か
ん

気き

に
向む
か

ふ
時と
き

な
れ
ど
も
、
海み

る松
の
ご
と
く
破や
れ

裂ち
ぎ

れ
し
襤つ
ゞ
れ褸
の
衣き
ぬ

一ひ
と

重へ

に
て
、
寒さ
ぶ

き
を
凌し
の

が
ん
方て
だ
て便
だ
に
な
し
。
い
か
に
も
し

て
一ひ
と

套か
さ
ねの
繒わ
た
い
れ纊
を
得え

ば
や
と
、
左と
か
く右
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、
忽た
ち
まち
妻つ
ま

が
篋て
ば
この
中う
ち

に

二に

反た
ん

の
木も

綿め
ん

あ
る
を
見み

出い
だ

し
、
用も
ち

ひ
て
我わ
が

衣い

服ふ
く

に
製つ
く
らむ
こ
と
を
計は
か

る
。
妻つ
ま

小こ

谷だ
に

は
出み
も
と身
の
賤い
や

し
き
者も
の

な
り
け
れ
ば
、
器
う
つ
は

狭せ
ま

く
心
こ
ゝ
ろ

邪よ
こ
し
まに
、
口く
ち

に
は
針は
り

を
含ふ
く
み
て
詈
の
ゝ
し

り
、
腹は
ら
（
８
オ
）
に
は
毒ど
く

を
蓄
）
たく

た
く
は
へ（

			
て
行お
こ
なひ
、
事こ
と

の
応お
う

変へ
ん

に
巧た
く
みに
し
て
、
高た
か

き
に

は
高た
か

く
答こ
た

へ
、
低ひ
く

き
に
は
低ひ
き

く
答こ
た

へ
、
死し
ゝ

た
る
を
も
活い
き

た
る
と
言い
ひ

張は

り
、
活い
き

た

る
を
も
死し
ゝ

た
り
と
説と
き

得え

て
、
只ひ
た
す
ら顧
唇く
ち
び
るを
翻
ひ
る
が
へし
舌し
た

を
弄
も
て
あ
そぶ
の
奸か
ん

婦ぷ

（
わ
か
き
を
ん

な
）
な
り
。
平つ
ね
〴常〵
吾わ
が

夫を
つ
との
世せ

事じ

に
疎う
と

く
し
て
、
斯か
く

ま
で
貧ひ
ん

窮き
う

に
及お
よ

ぶ
こ
と
を
厭い
と

ひ
、
い
か
な
る
因い
ん

果ぐ
わ

に
て
か
ゝ
る
貧ま
づ

し
き
家い
へ

に
嫁か

し
来き
た

り
け
ん
と
、
父ち
ゝ

母は
ゝ

の
失し
つ

計け
い

（
お
も
ひ
れ
ち
が
ひ
）
を
恨う
ら

む
折お
り

か
ら
、
適
た
ま
〳
〵

夫を
つ
とに
吾わ
が

蓄
か
く
ま
ひ

置お

く
所
の
木も

綿め
ん

を

需も
と
めら
れ
、
辛し
ん

気き

に
堪た
え

ず
口く
ち

を
開ひ
ら

き
て
い
ふ
や
う
、「
你
お
ん
み

丈を
と
こ夫
に
生う
ま

れ
な
が
ら
却
か
へ
つ

て
女
に
養や
し
なは
れ
、
此
年と
し

月つ
き

を
送
る
の
み
な
ら
ず
、
又
吾わ
が

蓄
た
く
は
へ

置お

く
木も

綿め
ん

を
需も
と
めて
、

你お
ん
みの
衣い

服ふ
く

に
用も
ち

ひ
ん
と
す
る
は
、
鉄て
つ

面め
ん

皮ぴ

（
あ
つ
か
は
づ
ら
）
の
骨こ
つ

張ち
や
うと
い
ふ

べ
し
」。
鼠そ

平へ
い

此こ
と
ば言
を
聴き
ゝ

て
、
面お
も
てに
紅も
み
ぢ葉
を
帯お

び
、
心こ
ゝ
ろに
恥は
ぢ

入い

る
と
い
へ
ど
も
、

猶
声こ
ゑ

を
低ひ
く

う
し
て
い
ふ
や
う
、「
吾わ
れ

素も
と

よ
り
営す
ぎ
は
ひ生
に
拙つ
た
なく
、
常
に
你お
ん
みの
力ち
か
らを
借か
り

て
世よ

を
渡わ
た

る
こ
と
、謝し
や

す
る
に
所
な
し
。
吾わ
れ

今い
ま

こ
そ
斯か
く

貧ま
づ
しく
は
暮く
ら

せ
、他た

日じ
つ

（
お

し
つ
け
）
登と
う

庸よ
う

（
し
ゆ
つ
せ
）
の
時と
き

に
遇
は
ゞ
、今こ
ん

日に
ち

二に

反た
ん

の
布ぬ
の

十じ
ふ

倍ば
い

に
し
て
、

你お
ん
みが
（
８
ウ
）
鴻か
う

恩お
ん

に
報む
く

ふ
べ
し
」
と
い
ふ
。
小
谷
頭か
し
らを
揺ふ
り

て
、「
又
例れ
い

の
十

倍
を
の
給
ふ
か
。
雲く
も

を
抓つ
か

む
に
斉ひ
と
しき
虚
た
ら
し

誣ご
と

も
最も

早は
や

聴き
ゝ

倦あ
き

た
り
。
你
お
ん
み

四よ
そ
ぢ十
に
至い
た

る

ま
で
発は
つ

達た
つ

（
よ
に
い
づ
る
）
の
時と
き

な
く
、
い
つ
を
待ま
ち

て
か
享さ
い
は
ひ福
の
来き
た

る
こ
と
あ

ら
ん
。
此
二に

反た
ん

の
木
綿
は
指
ゆ
び
さ
しを
も
し
給
ふ
な
。
吾わ

が
寒さ
ぶ
さを
防ふ
せ

ぐ
緊た
い
せ
つ要
の
貨し
ろ
も
の物
な

り
。
你お
ん
み
の
衣い

服ふ
く

は
你お
ん
み
の
計は
た
ら
き策
に
任ま
か

せ
て
、
吾わ

が
関
あ
づ
か
りし
る
所
に
あ
ら
ず
」
と
し

た
ゝ
か
に
辱
は
づ
か
しめ
ら
れ
、
鼠
平
は
布ぬ
の

を
乞こ
ひ

得え

ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼か
れ

が
毒ど
く

あ
る
言
こ
と
ば

を
聴き
ゝ

て
、
心
に
憤
い
き
ど
ほ
りを
含ふ
く

む
と
い
へ
ど
も
、
荒あ
ら

だ
て
な
ば
隣と
な
り家
へ
聞き
こ

え
ん
こ
と
を

慚は
ぢ

恐お
そ

れ
て
、
我わ
れ

は
一ひ
と

言こ
と

を
も
交ま
じ

へ
ず
、
却か
へ
つ
て
妻つ
ま

が
怒
い
か
り

詈の
ゝ
しる
を
宥
な
だ
め

居ゐ

た
り
。
さ

れ
ど
算さ
ん

計け
い

（
も
く
ろ
み
）
す
で
に
竭つ
き

て
、「
此
上
は
せ
ん
か
た
な
し
。
日ひ

頃ご
ろ

親し
た
し

き
人
〴
〵
に
打う
ち

嘆な
げ
きて
、
と
も
か
く
も
計
は
か
ら
ひ

見み

ん
」
と
思
ひ
け
れ
ば
、
空む
な
しく
家い
へ

を
出い
で

て
交と
も
だ
ち友
の
許も
と

に
到い
た

り
、
辞こ
と
ばを
卑い
や
しう
し
て
物
を
乞こ
ひ

需も
と
むる
と
い
へ
ど
も
、
い
か
に
せ

ん
阿あ

漕こ
ぎ

が
嶋し
ま

に
曳ひ

く
鯛た
ひ

の
、
度た
び

重か
さ
なれ
る
こ
と
な
れ
ば
、
今
ま
で
笑
わ
ら
ひ

居ゐ

た
り
し
人

も
忽
ち
渋し
ぶ

き
面お
も
て
に
変か
は

り
、
誰た
れ

一
チ
人
頭か
う
べを
対あ
は
せ
て
愁う
れ
へ
を
倶と
も

に
す
る
者も
の
（
９
オ
）
な

し
。
鼠
平
せ
ん
か
た
な
く
此こ

所ゝ
よ
彼か
し
こ所
と
走
は
し
り

回め
ぐ

る
折を
り

か
ら
、
頼た
の

む
木こ
の

下も
と

に
雨あ
め

漏も

る
の
み
か
は
、
忽た
ち
まち
一ひ
と

陣し
き
りの
風ふ
う

雨う

、
雲く
も

を
巻ま
き

て
起お
こ

り
け
れ
ば
、
彼か
の

海み

松る

の
ご
と

き
襤つ
ゞ
れ褸
の
衣き
ぬ

、
颼し
う

々〳
〵

と
し
て
落ら
く

葉え
ふ

の
声こ
ゑ

を
な
し
、
惣さ
う

身し
ん

寒と
り
は
だ粟
を
生し
や
うじ
て
寒さ
ぶ

さ
に

堪た
へ

ず
、
風ふ
う

雨う

を
侵を
か

し
て
走は
し
りけ
る
が
、
忽た
ち
まち
一い
ち

宇う

の
古ふ
る

院で
ら

を
見
つ
け
て
、
辛か
ら
うじ
て

こ
ゝ
に
馳か
け

入い

り
、し
ば
ら
く
雨あ
め

を
避さ
け

ん
と
す
。
此
寺
号な
づ

け
て
金こ
ん

華げ

禅ぜ
ん

寺じ

と
い
ふ
。

ま
づ
山さ
ん

門も
ん

に
進す
ゝ
みて
見
る
に
、
既す
で

に
一
チ
人
の
大
男
、
先さ
き

だ
つ
て
雨あ
ま

舎や
ど
りし
て
左ひ
だ
りな

る
回
く
わ
い

廊ら
う

に
憩
や
す
み

居ゐ

た
り
。
堂だ
う

の
内
に
は
老ら
う

僧そ
う

の
経き
や
う
を
誦じ
ゆ

す
る
声こ
ゑ

す
る
の
み
。
鼠

平
即す
な
はち
右
の
方か
た

な
る
回
く
わ
い

廊ら
う

に
坐ざ

し
て
、
し
ば
ら
く
時
を
過す
ご

す
に
、
雨あ
め

や
う
〳
〵	

止や
み

て
風か
ぜ

も
静し
づ
かに
な
り
ぬ
。
此
時
帰か
へ
らず
ば
再ふ
た
ゝび
又
降ふ
り

来き
た

ら
ん
こ
と
を
懼お
そ

れ
、
身み

を

起お
こ

し
て
顧
か
へ
り
みる
に
、
此
回く
わ
い

廊ら
う

の
壁か
べ

の
面お
も
て
に
、
一い
ち

羽は

の
鶏
に
は
と
りを
画ゑ
が
き
た
り
。
翼つ
ば
さ
よ
り
足あ
し

に
至い
た

る
ま
で
精
こ
ま
や
かに
画ゑ
が
きた
れ
ど
も
、
却か
へ
つて
首か
し
らを
画ゑ
が

か
ず
。「
い
か
な
る
人
の
業わ
ざ

な

ら
む
。
心
あ
り
て
画か
き

残の
こ

せ
し
物
か
。
戯た
は
ぶれ
に
画か
き

終を
は
らざ
る
も
の
か
。
我わ
れ

今い
ま

饑き

（
う

ゑ
）（
９
ウ
）
寒か
ん

に
逼せ
ま

り
し
身み

に
て
、
此
絵ゑ

を
評ひ
や
う
す
る
遑い
と
ま
は
あ
ら
ね
ど
、
兼か
ね

て

聞き
ゝ

及お
よ

び
し
こ
と
あ
り
。
凡す
べ

て
鳥と
り

を
画ゑ
が

か
ん
と
す
る
も
の
は
、
頭か
し
らを
先さ
き

に
す
る
こ

と
画ゑ
の

法ほ
ふ

な
り
。
し
か
る
に
人ひ
と

と
異こ
と
なり
て
、却か
へ
つて
画か
き

完つ
く
さざ
る
こ
そ
不い
ぶ
か
し審
け
れ
」
と
、

し
ば
し
停た
ち

止と
ゞ
ま
りて
仔こ
ま
か細
に
見
れ
ば
、巧た
く
みに
画
ゑ
が
き

得え

て
は
な
は
だ
愛あ
い

玩ぐ
わ
んす
べ
し
。「
か
ゝ

る
精せ
い

妙み
や
うの
画ゑ

を
此
ま
ゝ
に
棄す
て

置お
か

ん
は
朽く
ち

惜を

し
。
我わ
れ

此こ
の

道み
ち

を
暁さ
と

さ
ず
と
い
へ
ど

も
、
試
こ
ゝ
ろ
みに
鶏
と
り
の

首か
し
らを
画か
き

添そ
ふ

る
に
、
何
の
難か
た

き
こ
と
か
あ
ら
む
」
と
、
堂
だ
う
の

中う
ち

に
至い
た
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四
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り
て
老ら
う

僧そ
う

に
一ひ
と
つ枝
の
筆ふ
で

を
借か
り

来
り
、
直た
ゞ
ちに
鳥と
り

の
頭か
し
らを
画か
き

添そ
ふ

る
に
、
十じ
ふ

分ぶ
ん

醜み
に
くか
ら

ざ
れ
ば
、
心
は
な
は
だ
歓よ
ろ
こび
、「
我わ
れ

若も
し

丹ゑ
の

青み
ち

を
学ま
な

ば
ゝ
、
名な

あ
る
画ゑ
か
き工
と
な
り

て
世よ

に
し
ら
る
べ
き
に
」
と
、
独
ひ
と
り

戯た
は
ぶれ
て
彳た
ゝ
ずむ
所
に
、
彼か
の

回く
わ
い

廊ら
う

に
坐ざ

せ
し
男を
と
こ、

最さ
い

前ぜ
ん

よ
り
此こ
の

体て
い

を
見
居
た
り
し
が
、
俄に
は
かに
進
す
ゝ
み

来き
た

り
て
礼れ
い

を
施ほ
ど
こし
て
い
ふ
や
う
、

「
小そ
れ
が
し人
此
事
に
つ
き
て
些す
こ
しの
話は
な
し説
あ
り
。
ね
が
は
く
は
我わ
が

家い
へ

に
来
り
給
へ
。
話
は
な
し
の

中う
ち

に
お
の
づ
か
ら
好よ
き

所こ
と

あ
る
べ
し
。
你お
ん
みの
為た
め

あ
し
く
は
計は
か
らは
じ
」
と
い
ふ
。
鼠

平
今
困こ
ん

窮き
う
（
10
オ
）
の
折を
り

か
ら
、
好よ
き

所こ
と

あ
り
と
聴き
ゝ

て
大
キ
に
喜よ
ろ
こび
、
筆ふ
で

を
和お

尚し
や
う

に
返か
へ

し
、
彼か
の

男を
と
こに
従
し
た
が
ひて
直た
ゞ
ち
に
金こ
ん

華げ

寺じ

を
出い
で

去さ

り
ぬ
。
此
時
風ふ
う

雨う

止や

む
と
い
へ

ど
も
、
地ち

上じ
や
うい
ま
だ
乾か
は

か
ず
。
泥ど
ろ

に
辷す
べ

り
て
歩
あ
ゆ
み

難が
た

き
も
厭い
と

は
ず
、
東
ひ
が
し

山や
ま

を
も
過す
ぎ

て
真ま

葛く
ず
が

原は
ら

に
到い
た

れ
ば
、
道み
ち

の
傍
か
た
は
らに
小ち
ひ

さ
き
門も
ん

あ
り
。
彼か
の

男
こ
ゝ
に
伴と
も
な
ひ
て
門も
ん

の
扉と
ぼ
そを
扑た
ゝ

け
ば
、
内
よ
り
「
応お
う

」
と
い
ら
へ
て
門
を
開ひ
ら

く
者
あ
り
。
此
男
も
又ま
た

是こ
れ

同み
ち
づ
れ伴
の
男
に
等ひ
と
しく
、
丈た
け

高た
か

く
風ふ
う

標ひ
や
う（
り
つ
ぱ
）
な
る
が
、
鼠
平
を
見
て
咲わ
ら
ひを

含ふ
く

み
、
太は
な
はだ
歓よ
ろ
こべ
る
所あ
り
さ
ま勢
な
り
。
鼠
平
心
こ
ゝ
ろ
の

中う
ち

疑う
た
が
ひ惑
を
生し
や
うじ
、「
此
両
人
の
者
は

何
人
な
る
や
。
我わ
れ

を
請し
や
うじ
来
り
て
何
の
好よ
き
こ
と処
か
あ
る
」
と
心
落お
ち

着つ
か

ず
、「
此
家

は
誰た
れ

の
家い
へ

な
る
ぞ
」
と
問と
ふ

に
、
二
人
答こ
た
へて
「
君き
み

ま
づ
裡う
ち

へ
入い
り

給
は
ゞ
お
の
づ
か

ら
暁
さ
と
し

得え

給
ふ
べ
し
」
と
、
引ひ
い

て
門も
ん
な
い内
に
入い

ら
し
め
、
元も
と

の
ご
と
く
門も
ん

戸こ

を
鎖と
ざ

し

て
進す
ゝ

み
行ゆ

く
。
鼠
平
傍か
た
は
らを
見
る
に
、
落お
ち

葉ば

路み
ち

な
き
ま
で
に
覆
お
ほ
ひ
か
さ
な
重
り
、
枯か
れ

草く
さ

お
の

が
ま
ゝ
に
散ち
り

乱み
だ

れ
、
荊い
ば
ら蓁
木も
く
せ
い犀
庭に
は

に
は
び
こ
り
て
、
敗く
づ
れ
は
て落た
る
花は
な

園ば
た
けな
り
。
高た
か

き
に
上の
ぼ

り
（
10
ウ
）
低ひ
く

き
に
下く
だ

り
、
広ひ
ろ

き
に
曲ま
が

り
狭せ
ま

き
に
湾め
ぐ

り
て
、
一ひ
と
つ軒
の
茅か
や

舎や

に
到い
た

れ
ば
、
内
よ
り
又
十
四
五
人
、
お
の
〳
〵
雲く
も

を
貫つ
ら
ぬく
ば
か
り
の
大お
ほ
を
と
こ男、

眼ま
な
こす
る
ど
く
髭ひ
げ

深ふ
か

く
、
猙
お
そ
ろ

獰し
げ

な
る
が
出
来
り
、
迎む
か
へて
亭い
へ
の
う
ち中に
坐ざ

せ
し
む
。
鼠
平

心し
ん
ち
う
お
ど
ろ
き
あ
や
し

中
驚
怪
み
、
只た
ゞ

黙も
く

然ね
ん

と
し
て
坐ざ

し
居ゐ

た
る
に
、
彼か
の

伴と
も
なひ
し
男
、
詞こ
と
ばを
発お
こ

し
て

い
ふ
や
う
、「
你
お
ん
み

駭お
ど
ろき
給
ふ
な
。
我わ
れ

們〳
〵

は
皆み
な

江よ
の

湖な
か

の
豪が
う

傑け
つ

（
す
ぐ
れ
た
る
ひ
と
）

と
呼よ
ば

る
ゝ
者
な
り
。
他ひ
と

の
貨た
か
らを
自わ
が
も
の有
と
な
し
、
本も
と
で銭
を
費つ
ひ
やさ
ず
し
て
生す
ぎ
は
ひ意
を
な

せ
ど
も
、各
お
の
〳
〵

勇ゆ
う

あ
る
の
み
に
し
て
謀
は
か
り
ご
とを
施ほ
ど
こす
者も
の

な
し
。
さ
る
に
よ
つ
て
前さ
き
ご
ろ日
も
、

殆ほ
と
ん
ど

危あ
や
ふき
目め

に
遇あ
は

ん
と
せ
り
。
故ゆ
ゑ

に
天て
ん

に
祈い
の

り
て
智ち
ぼ
う謀
あ
る
人
を
求も
と

め
、
首か
し
ら領

と
な
し
て
其そ
の

指さ
し
づ揮
に
従し
た
がは
ん
と
思お
も

へ
り
。
彼か
の

金こ
ん

華げ

寺じ

の
壁か

べ面
に
首か
し
らな
き
鶏と
り

を
画
ゑ
が
き

た
る
は
、
我わ
れ

〳
〵
が
天て
ん

に
祈い
の
りて
設ま
う
くる
所
の
誓ち
か
ひに
し
て
、
羽つ
ば
さ翼
全ま
つ
たく
し
て
却か
へ
つて
頭
か
し
ら

な
き
は
、
即す
な
はち
数あ
ま
た多
の
徒な
か
ま党
は
あ
れ
ど
も
首か
し
ら領
な
き
の
意こ
ゝ
ろな
り
。
も
し
人ひ
と

あ
り

て
鳥と
り

の
頭か
し
らを
補
お
ぎ
な
ひ

足た

す
者
は
、
こ
れ
天て
ん

よ
り
（
11
オ
）
賜た
ま

は
る
謀ぼ
う

師し

（
は
か
り
ご

と
を
す
る
人
）
な
れ
ば
、
こ
ゝ
に
迎む
か
へ
て
首か
し
ら領
と
な
さ
ん
こ
と
を
思
ひ
、
数す

日じ
つ

等う
か
ゞ
ひ

候ま
つ

と
い
へ
ど
も
、い
ま
だ
其そ
の

人ひ
と

を
得え

ず
。
今
ン
日
幸さ
い
はひ
に
皇て
ん

天た
う

霊み
た
まを
下く
だ

し
て
、

我わ
れ

〳
〵
に
君き
み

を
賜た
ま

は
る
。
寔ま
こ
とに
真し
ん

実じ
つ

（
ほ
ん
と
う
）
の
首し
ゆ

領り
や
う（
お
か
し
ら
）
と

い
ふ
べ
し
。
願ね
が

は
く
は
謀
は
か
り
ご
とを
施ほ
ど
こし
て
我わ
れ

〳
〵
を
導
み
ち
び
き

給
へ
」。
鼠
平
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、

彼か
れ

輩ら

は
一ひ
と

夥む
れ

の
強ぬ
す
び
と盗
な
る
こ
と
を
暁さ
と

り
、
大
き
に
駭お
ど
ろき
て
い
ふ
、「
我わ
れ

は
素も
と

よ

り
物も
の

を
学ま
な

び
、
書し
よ

を
講か
う

ず
る
こ
と
を
業わ
ざ

と
す
れ
ば
、
登と
う

運う
ん

（
よ
に
い
づ
る
）
の

時
を
得え

て
、
仕し

官く
わ
ん（
み
や
づ
か
へ
）
を
ま
つ
者も
の

な
り
。
清き
よ

き
が
上う
へ

に
も
、
潔
い
さ
ぎ
よき

こ
と
を
こ
そ
計は
か

れ
、
か
く
穢け
が

れ
た
る
業わ
ざ

を
佐た
す

け
て
法ほ
う

を
犯を
か

す
に
忍し
の

び
ず
」
と
い

へ
ば
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

（
ぬ
す
び
と
ゞ
も
）
呵か
ら

々〳
〵

と
打う
ち

笑わ
ら

ひ
、「
君き
み

の
見

）
たた

け
ん
し
き（識		（
お
も
は
く
）

は
な
は
だ
違た
が

へ
り
。
た
と
へ
官お
ほ
や
け府
の
人
と
な
る
と
も
、
身み

終を
は

る
ま
で
公こ
う

務む

（
お

ほ
や
け
の
つ
と
め
）
に
役つ
か

は
れ
、
式し
き

目も
く

に
身み

を
縛し
ば

ら
れ
て
、
下し
も

半は
ん

生せ
い

の
快
こ
ゝ
ろ
よき
こ

と
を
得え

じ
。
吾わ
が

夥な
か
まの
首か
し
ら領
と
な
り
て
、
美び

酒し
ゆ

佳か

餚か
う

を
味あ
ぢ
はひ
、
安や
す
ら
か佚
に
世よ

を
過す
ご

さ

ん
に
は
し
か
じ
。
君き
み

も
し
不う
け

肯が
は
ずは
（
11
ウ
）
強し
ひ

て
勧す
ゝ
むる
に
あ
ら
ず
。
我わ
れ

〳
〵
が

大だ
い

事じ

を
明あ
か

せ
し
上う
へ

は
、
再ふ
た
ゝび
活い
け

て
は
帰か
へ

さ
じ
。
彼か
の

金こ
ん

華げ

寺じ

に
画ゑ
が

き
し
鳥と
り

の
ご
と

く
、
首か
う
べな
き
人ひ
と

と
な
し
て
放
は
な
ち

帰か
へ

さ
ん
」
と
い
へ
ば
、
傍
か
た
は
らよ
り
口く
ち

を
揃そ
ろ

へ
て
「
い

か
に
も
其そ
の

如ご
と

し
。
も
し
妻つ
ま

に
遇あ
い

た
く
ば
幽い
う

霊れ
い

と
な
り
て
家い
へ

に
帰か
へ

る
べ
し
」
と
、

衆し
ゆ
う

賊ぞ
く

腰こ
し

刀が
た
なを
抜ぬ
き

て
ひ
ら
め
か
す
に
、
鼠
平
魂た
ま
し
ひも
身み

に
添そ
は

ず
、「
各
お
の
〳
〵し
ば
ら
く
待ま
ち

給
へ
。
吾わ
れ

深ふ
か

く
思し

案あ
ん

し
て
返へ
ん

辞じ

す
べ
し
」
と
、
手て

を
挙あ
げ

て
噢
さ
け
び

呼よ
ば

は
れ
ば
、「
汝
な
ん
ぢ

従し
た
がふ
も
従し
た
がは
ざ
る
も
一ひ
と

言こ
と

に
決け
つ

せ
よ
。
何な
ん

の
商
し
や
う

量り
や
うか
あ
る
べ
き
」
と
前ぜ
ん

後ご

左さ

右ゆ
う

よ
り
取と
り

籠か
こ
みて
、
今
や
斬き

ら
ん
と
構か
ま
へた
り
。
鼠
平
想お
も

ふ
に
、「
斯か

く
人ひ
と

里ざ
と

遠と
ほ

き
山さ
ん

寨さ
い

に
墜お
ち
いり
、
も
し
彼か
れ

等ら

に
従
し
た
が
はざ
る
時
は
、
一い
つ

刀た
う

の
下も
と

に
命い
の
ちを
落お
と

さ
ん
。
我
ま
づ

彼か
れ

を
偽い
つ
はり
て
其
言こ
と
ばに
従し
た
がひ
、
明あ

日す

に
い
た
り
て
遁
の
が
れ

去さ

る
と
も
遅お
そ

か
ら
じ
」
と
思お
も

ひ
定さ
だ

め
、「
在そ
れ
が
し下
お
の
〳
〵
の
勧す
ゝ
めに
あ
ひ
て
、
何な
ん

ぞ
従し
た
がは
ざ
る
こ
と
の
あ
る
べ

き
。
只た
ゞ

恐お
そ

ら
く
は
心
こ
ゝ
ろ

弱よ
わ

き
性
う
ま
れ

質つ
き

に
て
、
此
業わ
ざ

を
な
し
得え

ざ
ら
ん
」
と
（
12
オ
） 
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四
一

い
へ
ば
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、

「
正
し
や
う

直ぢ
き

な
る
こ
と
を
い
ふ
人
か

な
。
我わ
れ

〳
〵
と
て
も
、
胞え

な衣
に

山や
ま

岡を
か

頭づ

巾き
ん

を
冠か
ぶ

り
、
手て

に
大だ
ん
び
ら刀

を
携た
づ
さ
へ
て
、
母は
ゝ

の
胎た
い

内な
い

を
切き
り

破や
ぶ
りて
は
出い
で

ず
。
仏ほ
と
けも
元も
と

は
凡ぼ
ん

夫ぶ

な
り
。
賊
ぬ
す
び
とも
皆み
な

素し
ろ

人う
と

よ
り
な
る

も
の
な
れ
ば
、
初は
じ
め時
は
誰た
れ

も
心
こ
ゝ
ろ

弱よ
わ

し
。
勉つ
と
めて
度た
び

を
重か
さ
ぬれ
ば
、
自
お
の
づ
か

ら
胆き
も

太ふ
と

く
英え
い

豪が
う

（
じ
や
う
ぶ
）

の
心
に
移う
つ

る
も
の
な
り
。
君
も

し
言こ
と
ばに
従
し
た
が
ひて
我わ

が
首し
ゆ

領り
や
うと
な
り

給
は
ゞ
、
半
年
を
ま
た
ず
し
て

必か
な
らず
豪が
う

強き
や
うと
な
り
給
は
ん
」と
、

或あ
る
ひは
崇あ
が

め
或あ
る
ひは
唬を
ど

し
て
、
さ
ま

〴
〵
に
勧す
ゝ
めけ
れ
ば
、
鼠
平
や
む
こ
と
を
得え

ず
、
竟つ
ひ

に
彼か
れ

等ら

が
意こ
ゝ
ろに
従
し
た
が
ひぬ
。
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

喜よ
ろ
こぶ
こ
と
限か
ぎ
りな
く
、
刀か
た
なを
取と
り

て
鞘さ
や

に
納を
さ

め
、
お
の
〳
〵
無ぶ

礼れ
い

を
侘わ
び

畢を
は

り
て
円く
る
ま
ざ居

に
お
し
な
ほ
り
、「
斯か
く

一い
つ

家け

と
な
る
上う
へ

は
、
以い

来ら
い

君
を
敬
う
や
ま
ひて
兄あ
に

と
称し
よ
う
す
べ
し
」

と
て
、
一ひ
と

套か
さ
ねの
新あ
た
らし
き
衣い

服ふ
く

を
取
出
し
、
鼠
平
に
着き
せ

換か
へ

さ
せ
、
又
一ひ
と

腰こ
し

の
佩か
た
な刀

を
帯お
ば

し
む
る
に
、
鼠
平
が
人じ
ん

品ぴ
ん

、
前ま
へ

に
比く
ら
ぶれ
ば
大
き
に
同お
な

じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
皆み
な

斉ひ
と

し
く
喝ほ
め
は
や采
せ
り
。
鼠
平
素も
と

よ
り
（
13
ウ
）
貧ま
づ

し
き
身み

に
て
、
か
ゝ
る
華は
な
や
か麗
な

る
衣い

服ふ
く

を
は
じ
め
て
着き

た
る
こ
と
な
れ
ば
、
思
は
ず
心
を
動う
ご

か
し
、
密ひ
そ
かに
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

の
言こ
と
ばを
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、「
一い
ち

理り

な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。吾わ
れ

丈を
と
こ夫
の
身み

に
し
て
、

深し
ん

秋し
う

（
あ
き
ふ
く
る
）
に
い
た
れ
ど
冬ふ
ゆ

を
迎む
か

ふ
べ
き
計
は
か
り
ご
とな
く
、
偕か
い

老ら
う

を
契ち
ぎ

る
妻つ
ま

だ
に
二に

反た
ん

の
布ぬ
の

を
惜を
し

み
、
情な
さ
けな
く
も
与あ
た

へ
ざ
り
し
に
、
今
此
輩
と
も
が
ら義ぎ

気き

あ
り
て
、

斯か
く

の
ご
と
き
美び

服ふ
く

を
あ
た
へ
、
又
吾わ

が
指さ
し
づ揮
に
従し
た
が
は
ん
と
い
ふ
は
、
寔ま
こ
と
に
僥
こ
ぼ
れ

倖さ
い
は
ひと
い
ふ
べ
し
。
い
か
さ
ま
に
も
此
夥な
か
ま中
に
加く
は

は
り
、
一い

つ

生し
や
うの
快

く
わ
い

活く
わ
つ（
よ
き
た

の
し
み
）
を
な
さ
ん
」
と
思
ひ
、又
ひ
と
つ
に
は
「
万ま
ん

一い
ち

宦く
わ
ん

兵ぺ
い

に
拿と
ら
へら
れ
な
ば
、

吾わ

が
性い
の
ち命
も
保
た
も
ち

難が
た

か
ら
ん
か
。
と
や
せ
ん
、
か
く
や
せ
ま
し
」
と
さ
ま
〴
〵	

に
思
お
も
ひ

煩わ
づ
らふ
所
に
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

酒さ
け

餚さ
か
なを
携
た
づ
さ
へ来き
た
り
、
鼠
平
を
進す
ゝ

め
て
上
じ
や
う
坐ざ

に
居を

ら
し
め
、

お
の
〳
〵
車く
る
ま

座ざ

に
居ゐ

流な
が

れ
、
盃
さ
か
づ
きを
飛と
ば

せ
て
舞ま
ひ

娯た
の
し	

む）
た1
（

。
平つ
ね

常〴
〵

麁そ

飯は
ん

を
だ
に
十じ
ふ

分ぶ
ん

に
は
食く
ひ

得え

ざ
る
鼠
平
な
れ
ば
、
斯か
ゝ

る
美び

酒し
ゆ

佳か

肴か
う

を
恣
ほ
し
い

意ま
ゝ

に
飲の
み

食く
ら

ひ
、
心
中
大
き

に
娯た
の

し
み
、
又
（
14
オ
）
密ひ
そ
かに
想お
も

ふ
や
う
、「
吾わ
れ

一い
つ

生し
や
う

身み

骨ほ
ね

を
粉こ

に
砕く
だ

く
と
も
、

か
や
う
の
造し
あ
は
せ化
に
は
遇あ
ひ
が
た難
か
る
べ
し
。
ま
づ
彼か
れ

等ら

が
言い
ふ

に
任ま
か

せ
て
、
一
両
度

賊ぬ
す
みを
な
す
と
も
、
か
な
ら
ず
人
の
暁さ
と

り
得う

る
こ
と
な
か
ら
ん
。
両
三
度
に
許そ
こ
ば
く多

の
黄こ

金が
ね

を
盗ぬ
す

ま
ば
、
其そ
の

後ゝ
ち

業わ
ざ

を
廃す
て

て
営す
ぎ
は
ひ生
を
な
す
べ
し
。
若も
し

又
不ふ

幸か
う

に
し
て
拿
と
ら
へ

ら
れ
、
刑つ
み

に
行お
こ
なは
る
ゝ
と
も
恨う
ら

む
る
所
な
し
」
と
、
商
し
や
う

量り
や
う（
り
や
う
け
ん
）
す

で
に
定さ
だ
ま
り
、
憂う
さ

を
忘わ
す

れ
て
呑の
み

喫く
ら

ひ
、
し
ば
ら
く
時
を
移う
つ

し
け
り
。
斯か
く

て
黄た
そ

昏か
れ

過す
ぐ

る
比こ
ろ

、
一
チ
人
の
盗ぬ
す

賊び
と

進す
ゝ

み
出い
で

、「
今
日
首お
か
し
ら領
に
対め
み
え顔
の
手て

は
じ
め
な
れ
ば
、

少す
こ

し
く
家か

業げ
ふ

を
な
し
て
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
」と
い
へ
ば
、衆
賊「
最
も
つ
と
も」と
一い
ち

同ど
う

し
、

「
ま
づ
誰た
れ

が
家い
へ

に
か
打う
ち

入い

ら
ん
」
と
、
と
や
か
く
商
し
や
う

議ぎ

（
さ
う
だ
ん
）
す
る
を

聴き
ゝ

て
、
鼠
平
は
や
く
も
首し
ゆ

領り
や
うの
心
移う
つ

り
け
ん
、
威ゐ

儀ぎ

を
正た
ゞ

し
一い
ち

坐ざ

を
見み

度わ
た

し
て
、

「
凡
お
よ
そ

都み
や
この
町ま
ち

〳
〵
富ふ

家か

（
か
ね
も
ち
）
多お
ほ

し
と
い
へ
ど
も
、
北き
た

嵯さ

峨が

な
る
狭さ

賀が

埜の

長ち
や
う

者じ
や

に
過す
ぎ

た
る
者
な
し
。
い
は
ん
や
彼か
し
こ所
は
洛ら
く

外ぐ
わ
いに
て
、
宦
く
わ
ん

兵ぺ
い

の
夜よ

廻ま
は

り

な
ど
も
な
く
、
吾わ
れ

又
（
14
ウ
）
案あ
ん

内な
ひ

を
よ
く
知し

り
ぬ
。
お
の
〳
〵
吾わ
が

指さ
し
づ揮
に
従
し
た
が

は
ゞ
、
よ
き
活は
た
ら
き計
あ
る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

大
き
に
喜よ
ろ
こび
、「
彼か
の

長ち
や
う

者じ
や

は
、

我わ
れ

〳
〵
久ひ
さ

し
く
心こ
ゝ
ろを
懸か
く

れ
ど
、
案
内
を
し
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
是こ
れ

ま
で
空む
な

し
く
打う
ち
す
ご過

せ
り
。
今
日
首お
か
し
ら領
の
案あ
ん

内な
い

に
ま
か
せ
、
且か
つ

指さ
し
づ揮
に
従し
た
がは
ゞ
、
袋ふ
く
ろの
物も
の

を
探さ
ぐ

る
が

ご
と
く
な
る
べ
し
」
と
、
衆
賊
す
み
や
か
に
支し

度た
く

を
調と
ゝ
のへ
、
群む
ら
がる
虎と
ら

の
山さ
ん

林り
ん

を

出い
づ

る
勢い
き
ほ
ひ
を
な
し
、
お
の
〳
〵
園ゑ
ん

門も
ん

を
出い
で

て
進す
ゝ

み
ゆ
く
。
扨さ
て

此こ
の

狭さ

賀が

埜の

長ち
や
う

者じ
や

と
い
へ
る
は
、
代だ
い

〳
〵
北き
た

嵯さ

峨が

に
住す
ま
ひて
、
金き
ん

銀〴
〵

財ざ
い

宝ほ
う

数か
ず

を
し
ら
ず
、
都み
や
こに
名な

高だ
か

き
豪が
う

家か

（
か
ね
も
ち
）
な
り
。
此こ
の

頃ご
ろ

盗ぬ
す
び
と賊
の
為た
め

に
許そ
こ
ば
く多
の
財ざ
い

宝ほ
う

を
奪
う
ば
ひ

取と

ら
れ
、

即す
な
はち
問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

に
訴う
つ
たへ
て
後の
ち

、
数あ
ま
た多
の
人
を
傭や
と

ひ
て
四し

方は
う

の
門も
ん

戸こ

を
護ま
も

ら
せ
、
用よ
う

心じ
ん

堅け
ん

固ご

に
防ふ
せ

ぎ
け
る
を
、
鼠
平
が
輩
と
も
が
らか
く
と
は
夢ゆ
め

に
も
し
ら
ず
、
門も
ん

を
打う
ち
や
ぶ破
り

- 7 -

〳
〵
無
礼
を
侘
畢
り
て
円
居
に
お
し
な
ほ
り
、
「
斯
一
家
と
な
る
上

ぶ

れ
い

わ
び
を
は

く
る
ま
ざ

か
く
い
つ

け

う
へ

は
、
以
来
君
を

敬

て
兄
と

称

す
べ
し
」
と
て
、
一

套

の

新

し

い

ら
い

う
や
ま
ひ

あ
に

し
よ
う

ひ
と
か
さ
ね

あ
た
ら

き
衣
服
を
取
出
し
、
鼠
平
に
着
換
さ
せ
、
又
一
腰
の
佩
刀
を
帯
し
む

い

ふ
く

き
せ
か
へ

ひ
と
こ
し

か

た

な

お
ば

る
に
、
鼠
平
が
人
品
、
前
に

比

れ
ば
大
き
に
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
皆
斉

じ
ん
ぴ
ん

ま
へ

く
ら
ぶ

お
な

み
な
ひ
と

し
く
喝
采
せ
り
。
鼠
平
素
よ
り
（

ウ
）
貧
し
き
身
に
て
、
か
ゝ
る
華
麗

ほ
め
は
や

も
と

ま
づ

み

は
な
や
か

13

な
る
衣
服
を
は
じ
め
て
着
た
る
こ
と
な
れ
ば
、
思
は
ず
心
を
動
か
し
、

い

ふ
く

き

う
ご

密

に

衆

賊
の

言

を
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
、
「
一
理
な
き
に
し
も
あ
ら

ひ
そ
か

し
ゆ
う
ぞ
く

こ
と
ば

い
ち

り

ず
。
吾
丈
夫
の
身
に
し
て
、
深
秋
（
あ
き
ふ
く
る
）
に
い
た
れ
ど
冬
を
迎

わ
れ
を

と

こ

み

し
ん
し
う

ふ
ゆ

む
か

ふ
べ
き

計

な
く
、
偕
老
を
契
る
妻
だ
に
二
反
の
布
を
惜
み
、

情

は
か
り
ご
と

か
い
ら
う

ち
ぎ

つ
ま

に

た
ん

ぬ
の

を
し

な
さ
け

な
く
も
与
へ
ざ
り
し
に
、
今
此

輩

義
気
あ
り
て
、
斯
の
ご
と
き
美
服

あ
た

と
も
が
ら

ぎ

き

か
く

び

ふ
く

を
あ
た
へ
、
又
吾
が
指
揮
に

従

は
ん
と
い
ふ
は
、

寔

に

僥

倖

わ

さ

し

づ

し
た
が

ま
こ
と

こ
ぼ
れ
さ
い
は
ひ

と
い
ふ
べ
し
。
い
か
さ
ま
に
も
此
夥
中
に
加
は
り
、
一

生

の

快

活

な

か

ま

く
は

い
つ
し
や
う

く
わ
い
く
わ
つ

（
よ
き
た
の
し
み
）
を
な
さ
ん
」
と
思
ひ
、
又
ひ
と
つ
に
は
「
万
一

宦

兵

ま
ん
い
ち
く
わ
ん
ぺ
い

に

拿

ら
れ
な
ば
、
吾
が
性
命
も

保

難
か
ら
ん
か
。
と
や
せ
ん
、
か

と
ら
へ

わ

い

の

ち

た
も
ち
が
た

く
や
せ
ま
し
」
と
さ
ま
〴
〵
に

思

煩

ふ
所
に
、

衆

賊
酒

餚

を

携

来
り
、
鼠
平
を
進
め
て

上

坐

お
も
ひ
わ
づ
ら

し
ゆ
う
ぞ
く
さ
け
さ
か
な

た
づ
さ
へ
き
た

す
ゝ

し
や
う

ざ

に
居
ら
し
め
、
お
の
〳
〵

車

座
に
居
流
れ
、

盃

を
飛
せ
て
舞

娯

む
。
平
常
麁
飯
を
だ
に
十
分
に
は
食
得
ざ
る
鼠

を

く
る
ま

ざ

ゐ

な
が

さ
か
づ
き

と
ば

ま
ひ
た
の
し

つ
ね
〴
〵

そ

は
ん

じ
ふ
ぶ
ん

く
ひ

え

(12)

平
な
れ
ば
、
斯
る
美
酒
佳
肴
を

恣

意
に
飲
食
ひ
、
心
中
大
き
に
娯
し
み
、
又
（

オ
）

密

に
想
ふ
や
う
、「
吾
一

生

身
骨

か
ゝ

び

し
ゆ

か

か
う

ほ
し
い
ま
ゝ

の
み
く
ら

た
の

ひ
そ
か

お
も

わ
れ
い
つ
し
や
う

み

ほ
ね

14

を
粉
に
砕
く
と
も
、
か
や
う
の
造
化
に
は
遇
難
か
る
べ
し
。
ま
づ
彼
等
が
言
に
任
せ
て
、
一
両
度

賊

を
な
す
と
も
、

こ

く
だ

し
あ
は
せ

あ
ひ
が
た

か
れ

ら

い
ふ

ま
か

ぬ
す
み

か
な
ら
ず
人
の
暁
り
得
る
こ
と
な
か
ら
ん
。
両
三
度
に
許
多
の
黄
金
を
盗
ま
ば
、
其
後
業
を
廃
て
営
生
を
な
す
べ
し
。
若

さ
と

う

そ
こ
ば
く

こ

が
ね

ぬ
す

そ
の
ゝ
ち
わ
ざ

す
て

す
ぎ
は
ひ

も
し

又
不
幸
に
し
て

拿

ら
れ
、
刑
に

行

は
る
ゝ
と
も
恨
む
る
所
な
し
」
と
、

商

量
（
り
や
う
け
ん
）
す
で
に

定

り
、
憂

ふ

か
う

と
ら
へ

つ
み

お
こ
な

う
ら

し
や
う
り
や
う

さ
だ
ま

う
さ

を
忘
れ
て
呑
喫
ひ
、
し
ば
ら
く
時
を
移
し
け
り
。
斯
て
黄
昏
過
る
比
、
一

チ

人
の
盗
賊
進
み
出
、
「
今
日
首
領
に
対
顔

わ
す

の
み
く
ら

う
つ

か
く

た
そ
か
れ
す
ぐ

こ
ろ

ぬ
す
び
と
す
ゝ

い
で

お
か
し
ら

め

み

え

の
手
は
じ
め
な
れ
ば
、
少
し
く
家
業
を
な
し
て
は
い
か
ゞ
あ
ら
ん
」
と
い
へ
ば
、
衆
賊
「

最

」
と
一
同
し
、「
ま
づ
誰

て

す
こ

か

げ
ふ

も
つ
と
も

い
ち
ど
う

た
れ

が
家
に
か
打
入
ら
ん
」
と
、
と
や
か
く

商

議
（
さ
う
だ
ん
）
す
る
を
聴
て
、
鼠
平
は
や
く
も
首

領

の
心
移
り
け
ん
、
威
儀

い
へ

う
ち

い

し
や
う

ぎ

き
ゝ

し
ゆ
り
や
う

う
つ

ゐ

ぎ

を
正
し
一
坐
を
見
度
し
て
、
「

凡

都

の
町
〳
〵
富
家
（
か
ね
も
ち
）
多
し
と
い
へ
ど
も
、
北
嵯
峨
な
る
狭
賀
埜

長

者

た
ゞ

い
ち

ざ

み

わ
た

お
よ
そ
み
や
こ

ま
ち

ふ

か

お
ほ

き
た

さ

が

さ

が

の

ち
や
う
じ
や

に
過
た
る
者
な
し
。
い
は
ん
や
彼
所
は
洛

外

に
て
、

宦

兵
の
夜
廻
り
な
ど
も
な
く
、
吾
又
（

ウ
）

案
内
を
よ
く
知

す
ぎ

か

し

こ

ら
く
ぐ
わ
い

く
わ
ん
ぺ
い

よ

ま
は

わ
れ

あ
ん
な
ひ

し

14

り
ぬ
。
お
の
〳
〵
吾
指
揮
に

従

は
ゞ
、
よ
き
活
計
あ
る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
衆

賊
大
き
に

喜

び
、「
彼

長

者
は
、
我

わ
が
さ

し

づ

し
た
が

は
た
ら
き

し
ゆ
う
ぞ
く

よ
ろ
こ

か
の
ち
や
う
じ
や

わ
れ

〳
〵
久
し
く

心

を
懸
れ
ど
、
案
内
を
し
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
是
ま
で
空
し
く
打
過
せ
り
。
今
日
首
領
の
案
内
に
ま
か
せ
、

ひ
さ

こ
ゝ
ろ

か
く

こ
れ

む
な

う
ち
す
ご

お
か
し
ら

あ
ん
な
い

且
指
揮
に

従

は
ゞ
、
袋

の
物
を
探
る
が
ご
と
く
な
る
べ
し
」
と
、
衆
賊
す
み
や
か
に
支
度
を

調

へ
、
群

る
虎
の
山
林

か
つ
さ

し

づ

し
た
が

ふ
く
ろ

も
の

さ
ぐ

し

た
く

と
ゝ
の

む
ら
が

と
ら

さ
ん
り
ん

を
出
る

勢

ひ
を
な
し
、
お
の
〳
〵
園
門
を
出
て
進
み
ゆ
く
。
扨
此
狭
賀
埜

長

者
と
い
へ
る
は
、
代
〳
〵
北
嵯
峨
に

住

い
づ

い
き
ほ

ゑ
ん
も
ん

い
で

す
ゝ

さ
て
こ
の

さ

が

の

ち
や
う
じ
や

だ
い

き
た

さ

が

す
ま
ひ

て
、
金
銀
財
宝
数
を
し
ら
ず
、

都

に
名
高
き
豪
家
（
か
ね
も
ち
）
な
り
。
此
頃
盗
賊
の
為
に
許
多
の
財
宝
を

奪

取
ら

き
ん
〴
〵
ざ
い
ほ
う
か
ず

み
や
こ

な

だ
か

が
う

か

こ
の
ご
ろ
ぬ
す
び
と

た
め

そ
こ
ば
く

ざ
い
ほ
う

う
ば
ひ

と

れ
、

即

ち
問
注
所
に

訴

へ
て
後
、
数
多
の
人
を
傭
ひ
て
四
方
の
門
戸
を
護
ら
せ
、
用
心
堅
固
に
防
ぎ
け
る
を
、
鼠
平

す
な
は

も
ん
ぢ
う
し
よ

う
つ
た

の
ち

あ

ま

た

や
と

し

は
う

も
ん

こ

ま
も

よ
う
じ
ん
け
ん

ご

ふ
せ

が

輩

か
く
と
は
夢
に
も
し
ら
ず
、
門
を
打
破
り
て
馳
入
る
所
に
、
警
固
の
大
勢
一
斉
に
起
り
立
、
太
鼓
を
打
ち
喊
を
作

と
も
が
ら

ゆ
め

も
ん

う
ち
や
ぶ

は
せ

い

け
い

ご

お
ほ
ぜ
い
い
ち
ど
き

お
こ

た
ち

た
い

こ

う

と
き

つ
く

り
て

迎

戦

ふ
。
兼
て
号
令
を
定
め
た
る
隣
家
の
人
〳
〵
、
太
鼓
の
（

オ
）

音
を
聞
く
よ
り
も
、
得
物
〳
〵
を
引
提

む
か
へ
た
ゝ
か

か
ね

あ

ひ

づ

さ
だ

り
ん

か

た
い

こ

お
と

き

え

も
の

ひ
つ
さ
げ

15

て
、
此
家
の
四
面
を
取
囲
み
、
一

チ

人
も
洩
さ
じ
と
い
ど
み
合
ふ
。
盗
賊
等
、
敵
の
多
勢
な
る
を
見
て

慌

騒
ぎ
、
路
を

奪

こ
の

や

し

め
ん

と
り
か
こ

も
ら

あ

ぬ
す
び
と
ば
ら

て
き

た

ぜ
い

あ
は
て
さ
わ

み
ち

う
ば
ひ

て
走
ら
ん
と
す
る
に
、
加
勢
の
人
に

支

ら
れ
、
力

を
尽
し
て

戦

へ
ど
も
、
多
勢
に
無
勢
敵
し
難
く
、
竟
に

悉

く

拿

は
し

か

せ
い

さ
ゝ
え

ち
か
ら

つ
く

た
ゝ
か

た

ぜ
い

ぶ

ぜ
い
て
き

が
た

つ
ひ

こ
と
〴
〵

と
ら
へ

ら
れ
、
鼠
平
も
又
縲
緤
の
中
に
あ
り
。
天
明
に
い
た
り
て
問
注
所
に

訴

へ
け
れ
ば
、

捕

置
た
る
盗
賊
等
を
目
代
所
に

な

は

め

う
ち

よ

あ

け

も
ん
ぢ
う
し
よ

う
つ
た

と
ら
へ
お
き

ぬ
す
び
と

ら

も
く
だ
い
し
よ

引
下
し
て
、
罪
の
次
第
を
弁
明
し
む
。
此
時
問
注
所
の
目
代
は
、
名
張

蔀

と
い
ふ
者
な
り
。
是
よ
り
さ
き
、
韓
木
根
隼
太

ひ
き
く
だ

つ
み

し

だ
い

た

ゞ

さ

こ
の
と
き
も
ん
ぢ
う
し
よ

も
く
だ
い

な

ば
り
し
と
み

も
の

こ
れ

か
ら

こ

ね

は
や

た

と
い
ふ
人
、
勝
れ
て
義
気
篤
き
目
代
な
り
し
が
、

好

て
幻

術

を

行

ひ
け
れ
ば
、
公
務
（
つ
と
め
む
き
）
を

懶

く
思

す
ぐ

ぎ

き

あ
つ

も
く
だ
い

こ
の
み

げ
ん
じ
ゆ
つ

お
こ
な

こ
う

む

も
の
う

ひ
、
ね
が
は
く
は
一
所
不
住
の
身
と
な
り
、
随

意
に

術

を

施

し
て
世
を

玩

ん
こ
と
を
思
ひ
、
幸

ひ
に

蔀

が
篤
実

い
つ
し
よ

ふ

ぢ
う

み

こ
ゝ
ろ
ま
ゝ

じ
ゆ
つ

ほ
ど
こ

よ

も
て
あ
そ
ば

さ
い
は

し
と
み

と
く
じ
つ

な
る
を
監
定
て
目
代
の

職

を
継
し
め
、
竟
に
致
仕
し
て
後
、
吾
家
を
も

顧

ず
、
い
づ
く
と
も
な
く
出
去
り
ぬ
。
扨

み

た

て

も
く
だ
い

し
よ
く

つ
が

つ
ひ

ち

し

の
ち

わ
が
い
へ

か
へ
り
み

い
で

さ

（

ウ
・

オ
）

12

13

（
12
ウ
・
13
オ
） 
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四
二

て
馳は
せ

入い

る
所
に
、
警け
い

固ご

の
大お
ほ

勢ぜ
い

一い
ち

斉ど
き

に
起お
こ

り
立た
ち

、
太た
い

鼓こ

を
打う

ち
喊と
き

を
作つ
く

り
て
迎
む
か
へ

戦た
ゝ
かふ
。
兼か
ね

て
号あ
ひ
づ令
を
定さ
だ

め
た
る
隣り
ん

家か

の
人
〳
〵
、
太た
い

鼓こ

の
（
15
オ
）
音お
と

を
聞き

く

よ
り
も
、
得え

物も
の

〳
〵
を
引ひ
つ

提さ
げ

て
、
此こ
の

家や

の
四し

面め
ん

を
取と
り

囲か
こ

み
、
一
チ
人
も
洩も
ら

さ
じ

と
い
ど
み
合あ

ふ
。
盗ぬ
す

賊び
と

等ば
ら

、
敵て
き

の
多た

勢ぜ
い

な
る
を
見
て
慌
あ
は
て

騒さ
わ

ぎ
、
路み
ち

を
奪う
ば
ひて
走は
し

ら

ん
と
す
る
に
、
加か

勢せ
い

の
人
に
支さ
ゝ
えら
れ
、
力ち
か
らを
尽つ
く

し
て
戦た
ゝ
かへ
ど
も
、
多た

勢ぜ
い

に
無ぶ

勢ぜ
い

敵て
き

し
難が
た

く
、
竟つ
ひ

に
悉
こ
と
〴
〵く
拿と
ら
へら
れ
、
鼠
平
も
又
縲な
は
め緤
の
中う
ち

に
あ
り
。
天よ
あ
け明
に
い
た

り
て
問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

に
訴う
つ
たへ
け
れ
ば
、
捕
と
ら
へ

置お
き

た
る
盗ぬ
す

賊び
と

等ら

を
目も
く

代だ
い

所し
よ

に
引ひ
き

下く
だ

し
て
、
罪つ
み

の
次し

第だ
い

を
弁た
ゞ
さ明
し
む
。
此こ
の

時と
き

問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

の
目も
く

代だ
い

は
、
名な

張ば
り

蔀し
と
みと
い
ふ
者も
の

な
り
。
是こ
れ

よ
り
さ
き
、
韓か
ら

木こ

根ね

隼は
や

太た

と
い
ふ
人
、
勝す
ぐ

れ
て
義ぎ

気き

篤あ
つ

き
目も
く

代だ
い

な
り
し
が
、
好
こ
の
み

て
幻げ
ん

術じ
ゆ
つを
行お
こ
なひ
け
れ
ば
、
公こ
う

務む

（
つ
と
め
む
き
）
を
懶も
の
うく
思
ひ
、
ね
が
は
く
は

一い
つ

所し
よ

不ふ

住ぢ
う

の
身み

と
な
り
、
随
こ
ゝ
ろ

意ま
ゝ

に
術じ
ゆ
つを
施ほ
ど
こし
て
世よ

を
玩
も
て
あ
そ
ばん
こ
と
を
思
ひ
、
幸さ
い
はひ

に
蔀し
と
みが
篤と
く

実じ
つ

な
る
を
監み
た
て定
て
目も
く

代だ
い

の
職し
よ
くを
継つ
が

し
め
、
竟つ
ひ

に
致ち

仕し

し
て
後の
ち

、
吾わ
が

家い
へ

を
も
顧
か
へ
り
みず
、
い
づ
く
と
も
な
く
出い
で

去さ

り
ぬ
。
扨
此
蔀し
と
みは
、
生
し
や
う

得と
く

忠ち
う

義ぎ

の
心
深ふ
か

く
、

世よ

を
救す
く

ひ
、
民た
み

を
安や
す
んず
る
の
（
15
ウ
）
才さ
い

あ
り
。
今
目も
く

代だ
い

の
職し
よ
くに
あ
り
て
、
上か
み

を
敬う
や
まひ
下し
も

を
憐あ
は
れみ
、
平つ
ね

常〴
〵

心
を
尽つ
く

し
て
、
冤
む
じ
つ
の

獄つ
み

な
か
ら
ん
こ
と
を
ね
が
へ
り
。

此こ
の

日ひ

十
余
人
の
盗た
う

賊ぞ
く

を
広ひ
ろ

庭に
は

に
引ひ
き

出い
だ

さ
し
め
、
密ひ
そ
かに
目め

を
挙あ
げ

て
伺
う
か
ゞ
ひ

見
る
に
、
其そ
の

状か
た
ち貌
悉
こ
と
〴
〵く
猙
お
そ
ろ

獰し
げ

な
る
中
に
、
鼠
平
一
チ
人
が
風と
り

采な
し

閑み
や
び
や
か
麗
に
し
て
、
賊ぬ
す
みを
な
す
べ

き
人じ
ん

物ぶ
つ

に
あ
ら
ず
。
蔀
し
と
み

一ひ
と

た
び
見
て
ま
づ
憐あ
は
れむ
の
心
あ
り
。
す
な
は
ち
一
チ
人

毎ご
と

に
前ま
へ

に
進す
ゝ

ま
し
め
て
、
細こ
ま
か密
に
罪ざ
い

状じ
や
うを
尋
た
づ
ね
問と

ふ
。
や
が
て
鼠
平
が
番ば
ん

に
至い
た

り

て
や
う
〳
〵
に
這は
ひ

出い
で

、
涙な
み
だを
流な
が

し
て
告ま
を
しけ
る
は
、「
小そ
れ
が
し人
幼い
と
け
なき
よ
り
書し
よ

（
ほ
ん
）

を
読よ

み
、
儒じ
ゆ

を
業わ
ざ

と
し
、
素も
と

よ
り
盗た
う

賊ぞ
く

の
類た
ぐ
ひに
あ
ら
ず
。
家い
へ

貧ま
づ

し
う
し
て
詮せ
ん

方か
た

な
く
些す
こ
しの
財ざ
い

を
借か
ら

ん
が
為た
め

に
、
昨き
の
ふ日
友と
も
だ
ち人
の
許も
と

に
行ゆ
け

る
が
、
途と

中ち
う

雨あ
め

に
逢あ
ひ

て
金こ
ん

華げ

寺じ

に
到い
た

り
、
鶏と
り

を
画ゑ
が

き
て
よ
り
彼か
れ

等ら

に
威を
ど

し
偪せ
ま

ら
れ
、
昨さ
く

夜や

や
む
こ
と
を
得え

ず
、
は
じ
め
て
盗
ぬ
す
び
と

夥な
か
まに
入
し
次し

第だ
い

」〔
と
〕
仔こ
ま
か細
に
訴う
つ
たへ
嘆な
げ

き
け
れ
ば
、
蔀
し
と
み

素も
と

よ
り
鼠
平
が
貌か
た
ちを
見
て
は
な
は
だ
惜を
し

み
、
又
彼か
れ

が
詞こ
と
ばの
（
16
オ
）
哀あ
は

れ
に
切せ
つ

な

る
を
聴き
ゝ

て
、
人
し
れ
ず
釈ゆ
る

し
還か
へ

さ
ん
と
思
へ
ど
も
、
同ど
う

罪ざ
い

一ひ
と

夥む
れ

の
中う
ち

に
て
一
チ

人
を
助た
す

け
が
た
く
、
仮か
り

に
喝し
か
り
て
退し
り
ぞ
か
し
め
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

と
お
な
じ
く
獄ご
く

中ち
う

（
ひ
と

や
）
に
捕
と
ら
へ

置お
き

ぬ
。
其
夜
下し
た

司づ
か
さの

虎こ

平へ
い

六ろ
く

と
い
ふ
者
を
密ひ
そ
かに
招ま
ね

か

し
む
。
此
虎こ

平へ
い

六ろ
く

、
先
年
冤む
じ
つの

罪つ
み

に
罹か
ゝ

り
て
死し

刑け
い

に
も
及
ぶ
べ

か
り
し
を
、
蔀し
と
みが
仁じ
ん

心し
ん

に
助た
す
けら

れ
し
か
ば
、深ふ
か

く
其そ
の

恩お
ん

を
感か
ん

じ
、

常つ
ね

に
蔀し
と
みが
為た
め

に
力ち
か
らを
尽つ
く

さ
ん
こ

と
を
思
ふ
を
り
か
ら
、
夜や

中ち
う

急に
は
かの
招ま
ね

き
に
あ
ひ
、
何
事
や
ら

ん
と
馳は
せ

来
り
し
を
、
ま
づ
一ひ
と

間ま

に
呼よ
び

入い

れ
、「
さ
て
汝な
ん
ぢ
を
招ま
ね

き

し
こ
と
別べ
つ

義ぎ

に
あ
ら
ず
。
今
ン	

日
罪つ
み

を
糾た

問ゞ
せ
し
盗ぬ
す
び
と賊
の
中う
ち

に

鼠
平
と
い
ふ
者
あ
り
。
我わ
れ

此

者
を
見
る
に
、
相す
が
た貌
軒け
だ
か
く昻
し
て

言こ
と
ば語
清あ
ざ
や
か爽
な
り
。
こ
れ
い
ま
だ
時
を
得え

ざ
る
豪が
う

傑け
つ

と
見
ゆ
れ
ば
、
彼か
れ

を
許ゆ
る

さ
ん

と
思
へ
ど
も
、
衆
し
ゆ
う

賊ぞ
く

の
眼ま
な
こを
覆お
ほ
ひが
た
し
。
故ゆ
ゑ

に
汝な
ん
ぢが
手し
ゆ

段だ
ん

を
頼た
の

み
、
透す
き

を
見
て

彼か
れ

を
逃の
が

さ
ん
こ
と
を
思
ふ
。
此
三
両
の
金か

ね子
を
、
彼か
れ

が
路ろ

用よ
う

に
与あ
た

へ
て
、
遠え
ん

国ご
く

に
隠か
く

れ
し
め
よ
。
近き
ん

辺ぺ
ん

に
（
17
ウ
）
あ
ら
ば
再ふ
た
ゝび
拿と
ら
へら
る
べ
し
。
扨
彼か
れ

を
逃の
が

し

て
後の
ち

、朋ほ
う

輩ば
い

に
咎と
が
めら
れ
な
ば
、汝な
ん
ぢが
身み

に
禍わ
ざ
はひ
来き
た

ら
ん
。夫そ
れ

に
こ
そ
方て
だ
て便
は
あ
れ
。

ま
づ
彼か
れ

を
放は
な

ち
て
後の
ち

、
妻さ
い

子し

を
伴と
も
なひ
吾わ

が
第
や
し
き

中う
ち

に
隠か
く

れ
住す

む
べ
し
。
汝
は
吾わ

が

左さ

右ゆ
う

に
あ
り
て
親て
ま
は
り近
の
勤き
ん

仕し

を
な
さ
ば
、
今
の
食
し
よ
く

禄ろ
く

に
増ま
さ

る
べ
し
」
と
、
一
チ

〳
〵
仔こ
ま
か細
に
諭さ
と

し
け
れ
ば
、
虎こ

平へ
い

六ろ
く

大
キ
に
喜よ
ろ
こび
、
快
こ
ゝ
ろ
よく
諾う
け
がひ
て
直た
ゞ
ちに
獄ご
く

中ち
う

（
ひ

と
や
）
に
走
り
往ゆ

き
、
守し
ゆ

護ご

人に
ん

に
打う
ち

向む
か

ひ
て
、「
新あ
ら
たに
来き
た

れ
る
罪つ
み
ん
ど人
を
一い
つ

所し
よ

の

獄ご
く

に
下く
だ

し
置お
か

ば
、
お
そ
ら
く
は
大だ
い

事じ

を
起お
こ

さ
ん
。
早は
や

く
諸し
よ

処〳
〵

に
配は
い

分ぶ
ん

し
て
同お
な

じ

所
に
置お

く
こ
と
な
か
れ
」
と
分い
ひ
つ
く付
れ
ば
、
守し
ゆ

護ご

人に
ん

此
言こ
と
ばに
し
た
が
ひ
、
衆
賊
を

引
て
四し

方は
う

に
分わ
か

ち
居を

ら
し
む
。
此
隙ひ
ま

を
窺う
か
ゞひ
て
、
虎こ

平へ
い

六ろ
く

は
鼠
平
を
誘い
ざ
なひ
、
片か
た

- 8 -

此

蔀

は
、

生

得
忠
義
の
心
深
く
、
世
を
救
ひ
、
民
を

安

ず
る
の
（

ウ
）

才
あ
り
。
今
目
代
の

職

に
あ
り
て
、
上

し
と
み

し
や
う
と
く
ち
う

ぎ

ふ
か

よ

す
く

た
み

や
す
ん

さ
い

も
く
だ
い

し
よ
く

か
み

15

を

敬

ひ
下
を

憐

み
、
平
常
心
を
尽
し
て
、
冤

獄
な
か
ら
ん
こ
と
を
ね
が
へ
り
。
此
日
十
余
人
の
盗
賊
を
広
庭
に
引
出

う
や
ま

し
も

あ
は
れ

つ
ね
〴
〵

つ
く

む
じ
つ
の
つ
み

こ
の

ひ

た
う
ぞ
く

ひ
ろ
に
は

ひ
き
い
だ

さ
し
め
、
密

に
目
を
挙
て

伺

見
る
に
、
其
状
貌

悉

く

猙

獰
な
る
中
に
、
鼠
平
一

チ

人
が
風
采
閑

麗
に
し
て
、
賊

ひ
そ
か

め

あ
げ

う
か
ゞ
ひ

そ
の
か

た

ち
こ
と
〴
〵

お
そ
ろ
し
げ

と
り
な
し
み
や
び
や
か

ぬ
す
み

を
な
す
べ
き
人
物
に
あ
ら
ず
。
蔀

一
た
び
見
て
ま
づ

憐

む
の
心
あ
り
。
す
な
は
ち
一

チ

人
毎
に
前
に
進
ま
し
め
て
、
細
密

じ
ん
ぶ
つ

し
と
み
ひ
と

あ
は
れ

ご
と

ま
へ

す
ゝ

こ

ま

か

に
罪

状

を

尋

問
ふ
。
や
が
て
鼠
平
が
番
に
至
り
て
や
う
〳
〵
に
這
出
、

涙

を
流
し
て

告

け
る
は
、
「
小
人

幼

き

ざ
い
じ
や
う

た
づ
ね

と

ば
ん

い
た

は
ひ
い
で

な
み
だ

な
が

ま
を
し

そ
れ
が
し
い
と
け
な

よ
り
書
（
ほ
ん
）
を
読
み
、
儒
を
業
と
し
、
素
よ
り
盗
賊
の

類

に
あ
ら
ず
。
家
貧
し
う
し
て
詮
方
な
く

些

の
財
を
借

し
よ

よ

じ
ゆ

わ
ざ

も
と

た
う
ぞ
く

た
ぐ
ひ

い
へ
ま
づ

せ
ん
か
た

す
こ
し

ざ
い

か
ら

ん
が
為
に
、
昨
日
友
人
の
許
に
行
る
が
、
途
中
雨
に
逢
て
金
華
寺
に
到
り
、
鶏
を
画
き
て
よ
り
彼
等
に
威
し
偪
ら
れ
、

た
め

き

の

ふ

と
も
だ
ち

も
と

ゆ
け

と

ち
う
あ
め

あ
ひ

こ
ん

げ

じ

い
た

と
り

ゑ
が

か
れ

ら

を
ど

せ
ま

昨
夜
や
む
こ
と
を
得
ず
、
は
じ
め
て

盗

夥

に
入
し
次
第
」
〔
と
〕

さ
く

や

え

ぬ
す
び
と
な
か
ま

し

だ
い

仔
細
に

訴

へ
嘆
き
け
れ
ば
、

蔀

素
よ
り
鼠
平
が

貌

を
見
て
は
な

こ

ま

か

う
つ
た

な
げ

し
と
み
も
と

か
た
ち

は
だ
惜
み
、
又
彼
が

詞

の
（

オ
）

哀
れ
に
切
な
る
を
聴
て
、
人
し

を
し

か
れ

こ
と
ば

あ
は

せ
つ

き
ゝ

16

れ
ず
釈
し
還
さ
ん
と
思
へ
ど
も
、
同
罪
一
夥
の
中
に
て
一

チ

人
を
助

ゆ
る

か
へ

ど
う
ざ
い
ひ
と
む
れ

う
ち

た
す

け
が
た
く
、
仮
に

喝

て

退

か
し
め
、

衆

賊
と
お
な
じ
く
獄
中
（
ひ

か
り

し
か
り

し
り
ぞ

し
ゆ
う
ぞ
く

ご
く
ち
う

と
や
）
に

捕

置
ぬ
。
其
夜
下

司

の
虎
平
六
と
い
ふ
者
を

密

に
招
か

と
ら
へ
お
き

し
た
づ
か
さ

こ

へ
い
ろ
く

ひ
そ
か

ま
ね

し
む
。
此
虎
平
六
、
先
年

冤

の
罪
に
罹
り
て
死
刑
に
も
及
ぶ
べ
か

こ

へ
い
ろ
く

む
じ
つ

つ
み

か
ゝ

し

け
い

り
し
を
、

蔀

が
仁
心
に

助

ら
れ
し
か
ば
、
深
く
其
恩
を
感
じ
、
常

し
と
み

じ
ん
し
ん

た
す
け

ふ
か

そ
の
お
ん

か
ん

つ
ね

に

蔀

が
為
に

力

を
尽
さ
ん
こ
と
を
思
ふ
を
り
か
ら
、
夜
中

急

の
招

し
と
み

た
め

ち
か
ら

つ
く

や

ち
う
に
は
か

ま
ね

き
に
あ
ひ
、
何
事
や
ら
ん
と
馳
来
り
し
を
、
ま
づ
一
間
に
呼
入
れ
、

は
せ

ひ
と

ま

よ
び

い

「
さ
て

汝

を
招
き
し
こ
と
別
義
に
あ
ら
ず
。
今

ン

日
罪
を
糾
問
せ
し

な
ん
ぢ

ま
ね

べ
つ

ぎ

つ
み

た

ゞ

盗
賊
の
中
に
鼠
平
と
い
ふ
者
あ
り
。
我
此
者
を
見
る
に
、
相
貌
軒
昻

ぬ
す
び
と

う
ち

わ
れ

す

が

た

け
だ
か
く

し
て
言
語
清
爽
な
り
。
こ
れ
い
ま
だ
時
を
得
ざ
る
豪
傑
と
見
ゆ
れ
ば
、

こ

と

ば
あ
ざ
や
か

え

が
う
け
つ

彼
を
許
さ
ん
と
思
へ
ど
も
、

衆

賊
の

眼

を

覆

が
た
し
。
故
に

汝

か
れ

ゆ
る

し
ゆ
う
ぞ
く

ま
な
こ

お
ほ
ひ

ゆ
ゑ

な
ん
ぢ

が
手
段
を
頼
み
、
透
を
見
て
彼
を
逃
さ
ん
こ
と
を
思
ふ
。
此
三
両
の
金
子
を
、
彼
が
路
用
に
与
へ
て
、

し
ゆ
だ
ん

た
の

す
き

か
れ

の
が

か

ね

か
れ

ろ

よ
う

あ
た

遠
国
に
隠
れ
し
め
よ
。
近
辺
に
（

ウ
）
あ
ら
ば

再

び

拿

ら
る
べ
し
。
扨
彼
を
逃
し
て
後
、
朋
輩
に

咎

ら
れ
な
ば
、
汝

え
ん
ご
く

か
く

き
ん
ぺ
ん

ふ
た
ゝ

と
ら
へ

か
れ

の
が

の
ち

ほ
う
ば
い

と
が
め

な
ん
ぢ

17

が
身
に

禍

ひ
来
ら
ん
。
夫
に
こ
そ
方
便
は
あ
れ
。
ま
づ
彼
を
放
ち
て
後
、
妻
子
を

伴

ひ
吾
が

第

中
に
隠
れ
住
む
べ

み

わ
ざ
は

き
た

そ
れ

て

だ

て

か
れ

は
な

の
ち

さ
い

し

と
も
な

わ

や
し
き
う
ち

か
く

す

し
。
汝
は
吾
が
左
右
に
あ
り
て
親
近
の
勤
仕
を
な
さ
ば
、
今
の

食

禄
に
増
る
べ
し
」
と
、
一

チ

〳
〵
仔
細
に
諭
し
け
れ

わ

さ

ゆ
う

て
ま
は
り

き
ん

し

し
よ
く
ろ
く

ま
さ

こ

ま

か

さ
と

ば
、
虎
平
六
大

キ

に

喜

び
、

快

く

諾

ひ
て

直

に
獄
中
（
ひ
と
や
）
に
走
り
往
き
、
守
護
人
に
打
向
ひ
て
、「

新

に
来

こ

へ
い
ろ
く

よ
ろ
こ

こ
ゝ
ろ
よ

う
け
が

た
ゞ
ち

ご
く
ち
う

ゆ

し
ゆ

ご

に
ん

う
ち
む
か

あ
ら
た

き
た

れ
る
罪
人
を
一
所
の
獄
に
下
し
置
ば
、
お
そ
ら
く
は
大
事
を
起
さ
ん
。
早
く
諸
処
に
配
分
し
て
同
じ
所
に
置
く
こ
と
な

つ
み
ん
ど

い
つ
し
よ

ご
く

く
だ

お
か

だ
い

じ

お
こ

は
や

し
よ
〳
〵

は
い
ぶ
ん

お
な

お

か
れ
」
と
分
付
れ
ば
、
守
護
人
此

言

に
し
た
が
ひ
、
衆
賊
を
引
て
四
方
に
分
ち
居
ら
し
む
。
此
隙
を

窺

ひ
て
、
虎
平
六

い
ひ
つ
く

し
ゆ

ご

に
ん

こ
と
ば

し

は
う

わ
か

を

ひ
ま

う
か
ゞ

こ

へ
い
ろ
く

は
鼠
平
を

誘

ひ
、
片
陰
に
連
来
り
て
、
目
代

蔀

が

情

の
ほ
ど
を
細
〴
〵
と
語
り
き
か
せ
、
金
子
を
出
し
て
与
へ
け

い
ざ
な

か
た
か
げ

つ
れ
き
た

も
く
だ
い
し
と
み

な
さ
け

こ
ま

か
た

き
ん

す

あ
た

れ
ば
、
鼠
平

辱

さ
身
に
余
り
、
「
小
人
今
生
に
て
此
恩
を
報
ひ
得
ざ
ら
ば
、
来
世
は
犬
馬
（

オ
）

と
な
り
て
、
万

か
た
じ
け
な

み

あ
ま

そ
れ
が
し

こ

の

よ

お
ん

む
く

え

ら
い

せ

け
ん

ば

ま
ん

18

が
一
を
も
報
ふ
べ
し
。
是
す
な
は
ち

譬

の
ご
と
く
、
地
獄
に
在
て
活

仏

の
相
公
に
見
え
奉
り
、
紫
麻
黄
金
の
路
用
を

授

い
ち

む
く

こ
れ

た
と
へ

ぢ

ご
く

あ
り

い
き
ぼ
と
け

と
の
さ
ま

ま
み

し

ま

わ
う
ご
ん

ろ

よ
う

さ
づ
か

る
の
み
な
ら
ず
、
苦
患
を
救
ひ
給
は
る
鴻
恩
、
骨
に
鐫
り
胆
に
銘
じ
て
忘
れ
難
し
」
と
感
泪
を

催

し
け
れ
ば
、
虎
平

く

げ
ん

す
く

た
ま

こ
う
お
ん

ほ
ね

ゑ

き
も

め
い

わ
す

が
た

か
ん
る
い

も
よ
ほ

六
打
笑
ひ
、「
吾
が
相
公
は
仁
心
あ
り
て
、
今

汝

を
救
ひ
給
へ
ど
、
報

を
待
の
賤
し
き

志

に
あ
ら
ず
。
汝
此
後

行

う
ち
わ
ら

わ

と

の

じ
ん
し
ん

な
ん
ぢ

す
く

む
く
い

ま
つ

い
や

こ
ゝ
ろ
ざ
し

お
こ
な

ひ
を

更

め
て
、

回

生
（
い
き
か
へ
る
）
の
徳
に
負
く
事
な
か
れ
」
と
、
仔
細
に

教

諭

て
後
、
吾
が
衣
服
を
脱
て
鼠

あ
ら
た

く
わ
い
せ
い

と
く

そ
む

こ

ま

か

を
し
へ
さ
と
し

の
ち

わ

い

ふ
く

ぬ
ぎ

平
に
着
せ
、
後
門
に
人
な
き
を

窺

ひ
、
密

に
垣
を
越
て
走
ら
し
む
。
鼠
平
思
ひ
よ
ら
ず

命

を

助

り
、
北
国
の
方
に
逃
下

き

う
ら
も
ん

う
か
ゞ

ひ
そ
か

か
き

こ
え

は
し

い
の
ち

た
す
か

ほ
く
こ
く

か
た

に
げ
く
だ

る
に
、
適

昔

の
友
人
、
越
前
の
榛
原
に

仕

居
た
る
に
遇
ひ
、
此
度
の
難
を
語
り
嘆
く
に
、
彼
人
こ
れ
を

憐

み
、
聊

た
ま
〳
〵
む
か
し

と
も
だ
ち

え
ち
ぜ
ん

は
い
ば
ら

つ
か
へ

ゐ

あ

な
ん

か
た

な
げ

か
の

あ
は
れ

い
さ
ゝ
か

の
役
を
与
へ
て

藩

中
に
と
ゞ
め
し
か
ば
、
鼠
平
や
う
〳
〵
心
を

安

じ
、
密

に
人
を

都

に
遣
は
し
て
、
妻
小
谷
を
呼
迎

や
く

あ
た

や
し
き
う
ち

や
す
ん

ひ
そ
か

み
や
こ

つ
か

つ
ま

こ

た
に

よ
び
む
か

へ
、
し
ば
ら
く
安
佚
に
二
光
を
送
り
ぬ
。
扨
又
虎
（

ウ
）

平
六
は
其
夜

俄

に
家
財
を
と
り
か
た
づ
け
、

密

に
妻
子

や
す
ら
か

つ

き

ひ

お
く

こ

へ
い
ろ
く

に
は
か

か

ざ
い

ひ
そ
か

さ
い

し

18

を

携

へ
て
、
蔀

が
衙
内
に
隠
れ
居
け
り
。
扨
も
守
護
人
等
は
翌
朝
に
い
た
り
、
囚
人
に

食

事
を
喫
し
め
ん
と
し
て
、

た
づ
さ

し
と
み

や

し

き

か
く

ゐ

し
ゆ

ご

に
ん

ら

よ
く
て
う

つ
み
ん
ど

し
よ
く

じ

く
は

獄
舎
（
ひ
と
や
）
の

鎖

を
開
く
に
、
鼠
平
が
在
ざ
る
を
見
て
大

キ

に

怪

み
、
獄
舎
の
隅
〴
〵
点
検
（
ぎ
ん
み
）
す
れ
ど

ご
く
し
や

と
ざ
し

ひ
ら

あ
ら

あ
や
し

ご
く
し
や

く
ま

て
ん
け
ん

（

ウ
・

オ
）
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（
16
ウ
・
17
オ
） 
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四
三

陰か
げ

に
連つ
れ

来き
た

り
て
、
目も
く

代だ
い

蔀し
と
みが
情な
さ
けの
ほ
ど
を
細こ
ま

〴
〵
と
語か
た

り
き
か
せ
、
金き
ん

子す

を
出

し
て
与あ
た

へ
け
れ
ば
、
鼠
平
辱
か
た
じ
け
なさ
身み

に
余あ
ま

り
、「
小そ
れ
が
し人
今こ
の
よ生
に
て
此
恩お
ん

を
報む
く

ひ
得え

ざ
ら
ば
、
来ら
い

世せ

は
犬け
ん

馬ば

（
18
オ
）
と
な
り
て
、
万ま
ん

が
一い
ち

を
も
報む
く

ふ
べ
し
。
是こ
れ

す

な
は
ち
譬た
と
への
ご
と
く
、
地ぢ

獄ご
く

に
在あ
り

て
活い
き

仏ぼ
と
けの
相と
の
さ
ま公
に
見ま
み

え
奉
り
、
紫し

麻ま

黄わ
う

金ご
ん

の

路ろ

用よ
う

を
授さ
づ
かる
の
み
な
ら
ず
、
苦く

患げ
ん

を
救す
く

ひ
給た
ま

は
る
鴻こ
う

恩お
ん

、
骨ほ
ね

に
鐫ゑ

り
胆き
も

に
銘め
い

じ

て
忘わ
す

れ
難が
た

し
」
と
感か
ん

泪る
い

を
催も
よ
ほし
け
れ
ば
、
虎
平
六
打う
ち

笑わ
ら

ひ
、「
吾わ

が
相と

の公
は
仁じ
ん

心し
ん

あ
り
て
、
今
汝な
ん
ぢを
救す
く

ひ
給
へ
ど
、
報む
く
いを
待ま
つ

の
賤い
や

し
き
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しに
あ
ら
ず
。
汝
此
後

行お
こ
なひ
を
更あ
ら
ため
て
、
回
く
わ
い

生せ
い

（
い
き
か
へ
る
）
の
徳と
く

に
負そ
む

く
事
な
か
れ
」
と
、
仔こ
ま
か細

に
教
を
し
へ

諭さ
と
して
後の
ち

、
吾わ

が
衣い

服ふ
く

を
脱ぬ
ぎ

て
鼠
平
に
着き

せ
、
後う
ら

門も
ん

に
人
な
き
を
窺う
か
ゞひ
、
密
ひ
そ
か

に
垣か
き

を
越こ
え

て
走は
し

ら
し
む
。
鼠
平
思
ひ
よ
ら
ず
命い
の
ちを
助た
す
かり
、
北ほ
く

国こ
く

の
方か
た

に
逃に
げ

下く
だ

る

に
、
適
た
ま
〳
〵

昔む
か
しの
友と
も
だ
ち人
、
越え
ち

前ぜ
ん

の
榛は
い

原ば
ら

に
仕
つ
か
へ

居ゐ

た
る
に
遇あ

ひ
、
此
度
の
難な
ん

を
語か
た

り
嘆な
げ

く
に
、
彼か
の

人
こ
れ
を
憐あ
は
れみ
、
聊
い
さ
ゝ
かの
役や
く

を
与あ
た

へ
て
藩
や
し
き

中う
ち

に
と
ゞ
め
し
か
ば
、
鼠
平

や
う
〳
〵
心
を
安や
す
んじ
、
密ひ
そ
かに
人
を
都み
や
こに
遣つ
か

は
し
て
、
妻つ
ま

小こ

谷た
に

を
呼よ
び

迎む
か

へ
、
し
ば

ら
く
安や
す
ら
か佚
に
二つ
き
ひ光
を
送お
く

り
ぬ
。
扨
又
虎こ

（
18
ウ
）
平へ
い

六ろ
く

は
其
夜
俄に
は
かに
家か

財ざ
い

を
と

り
か
た
づ
け
、
密ひ
そ
かに
妻さ
い

子し

を
携た
づ
さへ
て
、
蔀し
と
みが
衙や
し
き内
に
隠か
く

れ
居ゐ

け
り
。
扨
も
守し
ゆ

護ご

人に
ん

等ら

は
翌よ
く

朝て
う

に
い
た
り
、
囚つ
み
ん
ど人
に
食し
よ
く
じ事
を
喫く
は

し
め
ん
と
し
て
、
獄ご
く

舎し
や

（
ひ
と
や
）	

の
鎖と
ざ
しを
開ひ
ら

く
に
、
鼠
平
が
在あ
ら

ざ
る
を
見
て
大
キ
に
怪あ
や
しみ
、
獄ご
く

舎し
や

の
隅く
ま

〴
〵
点て
ん
け
ん	

（
ぎ
ん
み
）
す
れ
ど
も
影か
げ

を
だ
に
見
ず
。
衆み
な

人〳
〵

慌あ
は
て

駭お
ど
ろ
きて
、
早
く
虎こ

平へ
い

六ろ
く

に
告つ
げ

ん

と
、
大お
ほ

勢ぜ
い

門か
ど

口ぐ
ち

に
い
た
る
に
、
門も
ん

戸こ

い
ま
だ
開ひ
ら
かざ
り
し
か
ば
、
頻し
き
りに
打う
ち

叩た
ゝ

け
ど

も
、
家か

内な
い

静し
づ
まり
て
声こ
ゑ

も
せ
ず
。
せ
ん
方か
た

な
く
戸と

を
破や
ぶ

り
て
走
は
し
り

入い

る
に
、
厨
か
つ
て

下だ
う
ぐ具

を
と
り
ち
ら
し
あ
る
の
み
に
て
、
す
べ
て
一ひ
と
つ軒
の
空あ
き

舎や

と
な
り
ぬ
。
こ
ゝ
に

お
い
て
、
囚つ
み
ん
ど人
を
売う
り

放は
な

つ
者
は
虎こ

平へ
い

六ろ
く

な
る
こ
と
を
、
衆み
な
〳人〵
は
じ
め
て
悟さ
と

り
、

一い
ち
ど斉
に
目も
く

代だ
い

所し
よ

に
い
た
り
て
其そ
の

由よ
し

を
訴う
つ
たふ
。
蔀
し
と
み

偽い
つ
はり
て
大
き
に
驚お
ど
ろき
、
即そ
く

時じ

に

捕と
り
て卒
を
頒
わ
か
ち

遣や

り
て
虎
平
六
を
探さ
が

さ
し
め
、
又
上じ
や
う

書し
よ

し
て
其
罪つ
み

を
乞こ

ふ
。
問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

の
庁ち
や
うに
於お
い

て
蔀し
と
みが
罪つ
み

を
正た
ゞ

し
、
官く
わ
ん（
や
く
め
）
を
罷や
め

（
は
な
し
）
て
民た
み

（
ら

う
に
ん
）
と
な
し
、（
19
オ
）
四し

方は
う

に
人ひ
と

を
遣つ
か

は
し
て
、
鼠
平
虎こ

平
六
両
人
が

行ゆ
く
へ方
を
厳き
び

し
く
尋た
づ
ねけ
り
。
扨
此
名な

張ば
り

蔀し
と
みは
、家か

道だ
う

（
し
ん
だ
い
）
貧ま
づ

し
き
上う
へ

に
、

目も
く

代だ
い

の
職し
よ
くに
在あ
り

て
も
決け
つ

し
て
賄ま
ひ
な
ひ賂
を
受う
け

ざ
る
ゆ
ゑ
、
些す
こ
しの
蓄
た
く
は
へさ
へ
あ
ら
ね
ば
、

即そ
の

日ひ

家か

財ざ
い

を
収と
り
を
さ拾
め
て
、
虎こ

平へ
い

六ろ
く

を
ば
女を
ん
なの
形か
た
ち容
に
打い
で
た扮ゝ
せ
、
一ひ
と

群む
れ

の
女ぢ
よ

中ち
う

に

交ま
じ

へ
て
伴
と
も
な
ひ

連つ

れ
、
浪ら
う

〳
〵
と
し
て
古こ

郷き
や
うに
帰
り
、
み
づ
か
ら
耕た
が
やす
事
二ふ
た

年と
せ

あ
ま

り
、
益
ま
す
〳
〵

貧ひ
ん

困こ
ん

に
逼せ
ま

る
所
に
、
適
た
ま
〳
〵

友と
も

と
せ
し
何な
に

某が
し

、
越え
つ

中ち
う

の
国こ
く

司し

に
招ま
ね

か
れ
し
が
、

今
は
老ら
う

分ぶ
ん

の
職し
よ
くに
在あ

る
由よ
し

を
聞き
ゝ

て
、
彼か
れ

を
尋
た
づ
ね

訪と

は
ん
と
思
ひ
、
虎こ

平
六
並な
ら
びに
東と
う

五ご

西さ
い

六ろ
く

と
い
ふ
二
人
の
奴し
も
べ僕
を
携た
づ
さへ
、
行ゆ
き

〳
〵
て
越え
ち

前ぜ
ん

の
榛は
い

原ば
ら

に
到い
た

り
け
る
。

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草さ
う

紙し

巻
之
壹い
ち

畢を
は
る（

19
ウ
）

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草ざ
う

紙し

巻
之
二

　

〇
奸か
ん

女ぢ
よ

が
舌ぜ
つ

頭と
う

に
鼠そ

平へ
い

義ぎ

に
負そ
む

く
話こ
と

斯か
く

在あ
り

し
時と
き

、
歩ほ

卒そ
つ

杖つ
へ

を
把と
つ

て
進す
ゝ

み
来き
た

り
、「
官
く
は
ん

司し

き
た
り
給
ふ
。
各
を
の
〳
〵

馬う
ま

を
下く
だ

り

て
路み
ち

の
傍
か
た
は
らに
倚よ
る

べ
し
」
と
呼よ

ぶ
。
蔀し
と
みこ
れ
を
聴き
ゝ

て
片か
た

陰か
げ

に
避か
た
よ躱
る
に
、
虎こ

平
六

は
る
か
に
彼か
の

官く
は
ん

司し

を
驚を
ど
ろき
て
云い
ふ

、「
怪あ
や

し
い
か
な
、
先せ
ん

年ね
ん

放は
な

ち
遣や

り
し
盗と
う

賊ぞ
く

の

鼠そ

平へ
い

に
似に

た
り
」。
蔀し
と
みこ
れ
を
聴き
ゝ

て
自み
づ
から
窺う
か
ゞひ
見み

る
に
、
果は
た

し
て
鼠そ

平へ
い

な
り
け

れ
ば
、
大
キ
に
駭を
ど
ろ
き
又
心
に
思を
も

ふ
や
う
、「
我わ
れ

前さ
き
ご
ろ日
、
こ
の
人
は
未い
ま

だ
時と
き

に
遇あ
は

ざ
る
英え
い

雄ゆ
う

な
ら
ん
と
思を
も

ひ
し
に
、
果は
た

し
て
今い
ま

斯か
く

の
ご
と
し
。
い
か
な
る
こ
と
に

て
斯か
く

斗ば
か

り
俄に
は
かに
登し
ゆ
つ
せ運
の
身み

と
な
り
け
ん
。彼か
れ

に
し
た
し
く
問と
は

ん
と
は
思を
も

へ
ど
も
、

此こ
の

方は
う

よ
り
詞こ
と
ばを
交ま
じ

へ
て
は
、
前ぜ
ん

日じ
つ

の
報む
く

ひ
を
求も
と
むる
に
似に

て
、
心
に
恥は
じ

る
所と
こ
ろあ
り
」

と
、
只た
ゞ

首か
う
べを
た
れ
て
黙も
く

し
居ゐ

た
り
。
彼か
の

官つ
か
さ

司び
と

や
う
〳
〵
近ち
か

く
な
り
、
蔀し
と
み
を
見み

と
め
て
大
キ
に
驚を
ど
ろき
、馬う
ま

よ
り
飛と
び

下を

り
て
礼れ
い

を
施ほ
ど
こし
、「
恩を
ん

人じ
ん

そ
れ
が
し
を
見み

て
、

な
ん
ぞ
避さ
け

躱の
が

れ
給た
ま

ふ
や
。（
１
オ
）
小そ
れ
が
し人
先せ
ん

年ね
ん

、回く
は
い
せ
い生の
恩を
ん

を
請う
け

て
此こ
の

地ち

に
走は
し

り
、

今い
ま

の
ご
と
く
発は
つ

達た
つ

せ
し
も
、
全ま
つ
たく
君き
み

の
恩を
ん

徳と
く

に
依よ
れ

り
。
先ま
づ

我わ
が

家や

に
宿し
ゆ
くし
て
長て
う

途ど

の
疲つ
か
れ労
を
憩や
す

め
給
へ
」
と
、
手て

を
取と
つ

て
馬う
ま

に
の
せ
、
両
り
や
う

人に
ん

く
つ
わ
を
並な
ら

べ
て
往ゆ
く

ほ
ど
に
、
一い
つ

所し
よ

の
別し
も

荘や
し
きに
到い
た

り
、
蔀し
と
みを
書し
よ

院い
ん

の
内う
ち

に
お
ら
し
め
、
猥み
だ
りに
人
の
入い
る

こ
と
を
許ゆ
る

さ
ず
、
只た
ゞ

扈こ

従し
や
う

一
人
を
と
ゞ
め
て
給き
う

仕じ

せ
し
め
、
虎
平
六
な
ら
び
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四
四

に
東と
う

五ご

西さ
い

六ろ
く

の
三
人
は
、
別
ほ
か
の

室へ
や

に
置を
い

て
饗も
て
なさ
し
め
、
又
腹ふ
く

心し
ん

の
家け
ら
い隷
、
北ほ
く

二じ

南な
ん

三ざ
ふ

両
人
を
衙や
し
き中
よ
り
呼よ
び

よ
せ
て
、
万ば
ん

事じ

を
管と
り

待ま
か
な
　

は）
た1
（

し
む
。
鼠
平
い
か
な
れ
ば

斯か
く

の
ご
と
く
人
の
出
入
を
禁き
ん

ず
る
と
い
ふ
に
、
彼か
れ

平へ
い

日じ
つ

、
大だ
い

諸し
よ

侯こ
う				

某
）な
に
が
し

た1
（

の
親し
ん

戚せ
き

と
偽い
つ
はり
て
此
高か
う

禄ろ
く

を
得え

し
か
ば
、今
日
蔀し
と
みと
の
問も
ん

答ど
う

を
人
〴
〵
に
聞き
か

れ
な
ば
、

忽
た
ち
ま
ち
偽ば
け
の
か
は謀あ
ら
は
れ
、
此
後の
ち

嘲あ
ざ

け
ら
れ
ん
こ
と
を
懼を
そ

れ
て
な
り
。
鼠
平
蔀
を
引

て
上
じ
や
う

坐ざ

に
進す
ゝ

め
、
虎こ

平
六
を
其そ
の

次つ
ぎ

に
居を

ら
し
め
、
遥は
る
かに
坐ざ

を
下く
だ

り
て
頭か
う
べを
地ち

に

つ
け
、「
寔ま
こ
とに
再さ
い

生せ
い

（
い
の
ち
）
の
父
母
（
を
や
）
に
め
ぐ
り
あ
ひ
、
活い
き

仏ぼ
と
けの

来ら
い

迎が
う

を
一い
ち

斉ど
き

に
拝は
い

す
る
が
ご
と
く
、
歓う
れ
し
さ喜
形か
た
ど
り容
す
べ
か
ら
ず
」
と
、
再さ
い

三さ
ん

前ぜ
ん

日じ
つ

の
恩を
ん

を
謝し
や

し
畢を
は

り
、
扨さ
て

虎こ

平
六
に
向む
か

ひ
て
、「
你を
ん
みに
ひ
と
つ
の
頼た
の
みあ
り
。
我わ
れ

今

か
く
の
ご
と
き
身み

と
な
り
し
故ゆ
へ

、
昔せ
き

年ね
ん

の
こ
と
を
深ふ
か

く
つ
ゝ
め
り
。
我わ
が

家け
ら
い僕
等ど
も

の
（
１
ウ
）
聴き
く

と
こ
ろ
に
て
は
、
先せ
ん

年ね
ん

の
始し

末ま
つ

を
語か
た

り
給
ふ
な
」
と
い
へ
ば
、

虎
平
六
点う
な
づ
き頭
て
、「
こ
れ
は
の
給
ふ
ま
で
も
な
く
、
我わ
れ

も
他た

聞ぶ
ん

を
憚は
ゞ
かれ
ば
、
彼か
の

一い
ち

大だ
い

事じ

は
決け
つ

し
て
言い

わ
じ
」
と
、
三
人
か
は
る
〴
〵
往す
ぎ
し

事こ
と

を
語か
た

り
て
、
互た
が

ひ

に
感か
ん

慨が
い

す
。鼠
平
問と
ふ

て
い
ふ
、「
恩を
ん

人じ
ん

何な
ん

の
任に
ん

に
陞の
ぼ

り
て
か
、此こ
の

辺ほ
と
りを
過す
ぎ

給
ふ
や
」。

蔀し
と
みこ
た
へ
て
い
ふ
、「
吾わ
れ

足そ

こ下
を
の
が
し
た
る
咎と
が

に
よ
り
て
職し
よ
くを
罷や
め

ら
れ
、
し

ば
ら
く
故こ

郷け
う

に
耕た
が
やす
と
こ
ろ
、
此こ
の

頃ご
ろ

一
人
の
友と
も
だ
ち人
、
越え
つ

中ち
う

の
国こ
く

司し

に
仕つ
か

へ
を
り

し
を
尋た
づ
ねん
が
た
め
、
此こ
の

辺ほ
と
りを
過よ
ぎ

り
て
、
は
か
ら
ず
足そ

こ下
に
遇あ
ひ

ぬ
」。
鼠
平
驚を
ど
ろき

て
い
ふ
、「
恩を
ん

人じ
ん

元も
と
よ
り来
、
不そ
れ
が
し肖
が
故ゆ
へ

を
も
つ
て
官く
は
んを
罷や
め

ら
れ
、
不そ
れ
が
し肖
か
へ
つ
て

禄ろ
く

を
竊ぬ
す

み
て
こ
ゝ
に
あ
り
。
深ふ
か

く
愧は
づ

る
に
堪た
へ

た
り
」。
蔀し
と
みい
ふ
、「
義ぎ

の
為た
め

に
は

命い
の
ちを
も
お
し
ま
ず
。
区く

（々
ら
ち
の
あ
か
ぬ
）た
る
卑ひ

職し
よ
く（
い
や
し
き
や
く
ぎ
）、

な
ん
ぞ
い
ふ
に
足た

ら
ん
。
只た
ゞ

足そ

こ下
の
身み
の

上う
へ

、
わ
か
れ
し
後の
ち

い
か
に
し
て
か
此こ
の

高か
う

官く
は
んを
得え

た
る
」。
鼠
平
い
ふ
、「
不そ
れ
が
し肖
獄ご
く

屋や

を
遁の
が

れ
て
よ
り
、
不は
か
ら
ず慮
も
友と
も
だ
ち人
の

選と
り
た
て挙
に
因よ
り

て
此こ
の

国く
に

に
つ
か
へ
、
甚は
な
はだ
国こ
く

司し

の
も
て
な
し
を
う
け
、
半は
ん

年ね
ん

の
後の
ち

、

昇の
ぼ
りて
こ
の
（
２
オ
）
所
の
郡ぐ
ん

領り
や
うと
な
り
ぬ
」。
蔀し
と
み此
話は
な
しを
聴き
ゝ

て
、原も
と

よ
り
忠ち
う

良り
や
う（
ま

こ
と
あ
る
）
の
人
な
れ
ば
、
鼠
平
が
あ
ま
り
に
急に
は
かに
出
し
ゆ
つ

身し
ん

し
た
る
を
見
て
、
後の
ち

に
は
奢
お
ご
り

傲ほ
こ
つて
不ふ

良り
や
う（
よ
か
ら
ぬ
）
の
心
を
引
出
さ
ん
こ
と
を
恐お
そ

れ
、
規
を
し
へ

訓さ
と

し
て

云
、「
人
の
官く
わ
んに
居を

る
、
上か
み

は
朝て
う

廷て
い

に
負そ
む

か
ず
、
下し
も

は
百
ひ
や
く

姓せ
い

を
害や
ぶ

ら
ず
、
小せ
う

利り

の
た
め
に
惑ま
ど
はさ
れ
て
汝な
ん
ぢの
節せ
つ

を
改あ
ら
たむ
る
こ
と
な
か
れ
。
た
と
へ
一い
ち

時じ

の
僥し
あ
は
せ倖
を

得う

る
と
も
、
笑わ
ら
ひを
後の
ち
の
よ代
に
貽の
こ

す
べ
か
ら
ず
」。
鼠
平
拝は
い

謝し
や

し
て
、「
恩お
ん

人じ
ん

金き
ん

玉ぎ
よ
くの

教を
し
へ、
不そ
れ
が
し肖
一い
つ

生し
や
う

忘わ
す

る
べ
か
ら
ず
」
と
、
又
席せ
き

を
あ
ら
た
め
て
酒
を
す
ゝ
め
、

山さ
ん

海か
い

の
珍ち
ん

味み

を
備そ
な

へ
て
丁て
い

寧ね
い

に
も
て
な
し
、半は
ん

夜や

に
い
た
り
て
漸や
う
やく
盃
さ
か
づ
きを
収を
さ

め
、

み
づ
か
ら
裀よ

ぎ褥
を
敷し
き

設ま
う

け
、
溺し
ゆ
び
ん器
を
携た
づ
さへ
、
聊
い
さ
ゝ
か

親し
ん

切せ
つ

の
意こ
ゝ
ろを
表あ
ら
はす
。
蔀
か
く
の

ご
と
く
鼠
平
が
懇
ね
ん
ご
ろな
る
を
見
て
、
信し
ん

義ぎ

（
ま
こ
と
）
あ
る
人
な
り
と
感か
ん

嘆た
ん

し
、

両
人
心
を
傾か
た
ぶけ
て
、
心し
ん

事じ

（
こ
ゝ
ろ
の
内
の
こ
と
）
を
残の
こ

さ
ず
語
か
た
り

合あ

ひ
、
た
が

ひ
に
相あ
ひ

愛あ
い

す
る
事
数す

日じ
つ

の
後の
ち

、蔀
暇い
と
まを
告つ
げ

て
越え
つ

中ち
う

に
赴
お
も
む
かん
と
す
。鼠
平
再
三
と
ゞ

め
て
、
別
わ
か
れ

去さ

る
（
２
ウ
）
こ
と
を
許ゆ
る

さ
ず
。
蔀
い
ふ
、「
足そ

こ下
の
懇こ
ん

切せ
つ

（
ね
ん

ご
ろ
）
を
請う
け

て
、
我
も
又
別わ
か
れ

去さ

る
に
忍し
の

び
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
足そ

こ下
も
一こ
の

懸と
こ
ろ

の
主あ
る
じな
る
に
、吾わ
が

こ
ゝ
に
在あ

る
ゆ
ゑ
に
政
ま
つ
り

務ご
と

を
廃す
つ

る
事
数す

日じ
つ

。
吾わ
が

心
穏お
だ
や
かな
ら
ず
。

明
日
決け
つ

し
て
別
わ
か
れ

去さ

る
べ
し
」。
鼠
平
彼か
れ

が
と
ゞ
ま
ら
ざ
る
こ
と
を
察さ
つ

し
、「
し
か

ら
ば
明
日
一い
つ

樽そ
ん

（
ひ
と
た
る
）
を
備そ
な

へ
て
、
餞せ
ん

別べ
つ

（
は
な
む
け
）
の
宴え
ん

（
さ
か

も
り
）
を
な
し
、
明
後
早さ
う

朝て
う

発ほ
つ

足そ
く

し
給
は
ゞ
い
か
に
」。
蔀
「
し
か
る
べ
し
」

と
同ど
う

じ
け
れ
ば
、
鼠
平
暫ざ
ん

時じ

第や
し
き宅
に
帰か
へ

り
、
礼れ
い

物も
つ

を
備そ
な

へ
て
贈お
く

ら
ん
と
思
ひ
、

漸や
う
やく
身み

を
起お
こ

し
て
本ほ
ん

宅た
く

に
帰
り
ぬ
。
こ
ゝ
に
彼か
れ

が
妻つ
ま

小
谷
は
、
昔そ
の

年む
か
し

落お
ち
ぶ
れ魄
あ

り
し
時
、
万ば
ん

事じ

吾わ
が

侭ま
ゝ

に
計は
か
らひ
し
が
癖く
せ

と
な
り
て
、
今
も
何
事
に
よ
ら
ず
、
み
づ

か
ら
思
ふ
ま
ゝ
に
管と
り

待ま
か
なひ
し
が
、
此
頃
鼠
平
別し
も

庄や
し
きに
と
ゞ
ま
り
、
南な
ん

三ざ
う

北ほ
く

二じ

両

人
の
家け
ら
い僕
を
呼よ
び

よ
せ
し
よ
り
以こ
の
か
た来
、
十
日
あ
ま
り
本も
と

衙や
し
き内
に
帰
ら
ず
、
何
事
を

か
な
す
ら
ん
と
怪あ
や
しみ
居ゐ

た
り
し
に
、
此
日
鼠
平
が
帰
り
来
る
を
見
て
、
例れ
い

の
唇
く
ち
び
る

を
翻
ひ
る
が
へし
て
い
ふ
、「
你
お
ん
み

何
事
の
（
３
オ
）
あ
り
て
久ひ
さ

し
く
第や
し
きに
帰
り
給
は
ざ
る
や
。

冬ふ
ゆ

来く

れ
ば
夏な
つ

を
忘わ
す

れ
、
夏な
つ

来く

れ
ば
冬ふ
ゆ

を
忘わ
す

る
ゝ
に
等ひ
と

し
く
、
昔む
か
しの
貧ひ
ん

苦く

を
は
や

く
も
忘わ
す

れ
て
、
若も
し

隠か
く
し

妻づ
ま

な
ど
し
給
は
ゞ
、
其そ
の

侭ま
ゝ

に
は
捨す
て

置お
か

じ
」
と
罵の
ゝ
し
る
。
鼠

平
是こ
れ

等ら

の
事
は
耳み
ゝ

に
も
か
け
ず
、
恩お
ん

人じ
ん

に
遇あ
ひ

て
よ
り
別し
も

荘や
し
きに
と
ゞ
め
置
し
委い

細さ
い

を
語か
た

り
、
明
日
餞せ
ん
べ
つ別		

の）
た1
（

贈お
く
り

物も
の

を
調と
ゝ
のへ
ん
が
為た
め

に
帰
り
し
由よ
し

を
演の
ぶ

れ
ば
、
小
谷

領う
な
づ
き首
て
、「
さ
ら
ば
一い
ち

両り
や
うば
か
り
の
金き
ん

子す

を
贈お
く

り
給
は
ん
か
」。
鼠
平
笑わ
ら
ひて
、

「
吾わ
が

性せ
い

命め
い

（
い
の
ち
）
を
救す
く

ふ
の
恩お
ん

人じ
ん

に
然さ

ば
か
り
の
物も
の

を
贈お
く

ら
れ
ん
や
」。
小



〈翻刻〉式亭三馬『梅精奇談 魁草紙』（巻一～三）

四
五

谷
云
、「
し
か
ら
ば
又
壹
両
を

増ま
し

与あ
た

へ
て
早
く
出い
だ

し
帰か
へ

ら
し
め

よ
」。
鼠
平
い
ふ
、「
汝な
ん
ぢな
ん
ぞ

斯か
く

の
ご
と
く
吝し
は

き
こ
と
を
い
ふ

や
」。
小
谷
素も
と

よ
り
鄙ひ

吝り
ん

（
し

は
ん
ぼ
う
）
の
生う
ま

れ
な
れ
ば
、

心
中
大
き
に
喜よ
ろ
こば
ず
、
又
仮わ

ざ意

と
い
ふ
、「
し
か
ら
ば
十
両
に

て
は
い
か
に
」。
鼠
平
い
ふ
、「
十

両
ば
か
り
の
黄こ

金が
ね

は
、
只た
ゞ

虎こ

平

六
に
贈お
く

る
べ
し
」。
小
谷
こ
れ

を
聴き
ゝ

て
大
き
に
呆あ
き

れ
、「
さ
ら

ば
五
十
両
を
お
く
る
べ
き
か
」

と
思
ひ
切
て
尋た
づ

ぬ
る
に
、（
４
ウ
）

鼠
平
「
い
ま
だ
少す
く
なし
」
と
答こ
た
ふる

ゆ
ゑ
、
此
上
は
千せ
ん

仞じ
ん		

の）
た1
（

谷た
に

底ぞ
こ

へ
身み

を
投な
ぐ

る
の
想お
も
ひを
な
し
、「
し
か
ら
ば
百
両

を
贈お
く

る
べ
き
か
」
と
い
ふ
に
、
鼠
平
や
う
〳
〵
頷う
な
づく
。
小
谷
い
ふ
、「
此
頃
僅は
づ
か

に
官く
わ
んを
得え

て
、
な
ん
ぞ
此
大
金
あ
ら
ん
。
た
と
へ
吾わ
が

身み

ま
で
を
売う

る
と
も
数か
ず

に

満み
つ

べ
か
ら
ず
」。
鼠
平
い
ふ
、「
庫く
ら

を
ひ
ら
き
て
取
出い
だ

す
べ
し
」。
小
谷
お
ど
ろ

き
て
、「
庫こ

中ち
う

（
く
ら
の
な
か
）
は
す
べ
て
朝て
う

廷て
い

の
銭せ
ん

糧り
や
うに
し
て
、
す
な
は
ち

国こ
く

司し

よ
り
の
預
あ
づ
か
り

物も
の

な
り
。
な
ん
ぞ
私
に
用も
ち

ふ
る
こ
と
を
せ
ん
」。
鼠
平
い
ふ
、「
汝

が
詞
き
は
め
て
理り

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
恩お
ん

人じ
ん

に
は
か
に
帰か
へ

る
に
、
贈お
く

る
べ
き
物

な
き
を
い
か
ゞ
せ
ん
」。小
谷
、夫を
つ
とが
家か

財ざ
い

を
つ
く
し
て
贈お
く

ら
ん
と
す
る
を
聴き
ゝ

て
、

心こ
ゝ
ろも
だ
え
、
我わ
が

身み

の
肉に
く

を
割さ
か

る
ゝ
が
ご
と
く
、
し
ば
ら
く
思し

案あ
ん

し
て
在あ
り

け
る
が
、

忽た
ち
まち
不よ
か
ら
ぬ良
こ
ゝ
ろ
を
起お
こ

し
て
い
ふ
、「
你お
ん
みな
ん
ぞ
決け
つ

断だ
ん

（
と
り
き
は
め
）
な
き
。

吾わ
れ

に
ひ
と
つ
の
捷ち
か
み
ち径
の
計て
だ
てあ
り
。
所し
よ

詮せ
ん

彼か
れ

が
大だ
い

恩お
ん

を
報む
く

ふ
べ
き
術て
だ
てな
け
れ
ば
、

今こ

宵よ
ひ

す
み
や
か
に
彼か
れ

等ら

を
殺
こ
ろ
し

尽つ
く

さ
ば
、
乾け
ん

浄じ
や
う（
さ
つ
ぱ
り
）
と
し
て
よ
き
に
あ

ら
ず
や
」。
鼠
平
（
５
オ
）
驚お
ど
ろき
あ
き
れ
て
い
ふ
、「
汝な
ん
ぢな
ん
ぞ
か
や
う
の
こ
と

を
い
ふ
や
。
先
年
汝
に
木も

綿め
ん

を
求
め
し
に
、
汝
な
ん
ぢ

惜を
し

み
て
与あ
た
へざ
り
し
よ
り
、
他た

人に
ん

に
借か
ら

ん
と
し
て
事こ
と

起お
こ

り
、
盗た
う

賊ぞ
く

の
夥な
か
まに
墜お
ち
いり
、
す
で
に
命い
の
ちを
失う
し
なふ
べ
か
り
し
を
、

彼か
の

名な

張ば
り

氏う
ぢ

、
自じ

分ぶ
ん

の
官
く
わ
ん

職し
よ
くを
廃す
て

て
救
す
く
ひ

出だ

さ
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
今
日
夫ふ
う
ふ婦
一い
つ

所し
よ

に

あ
る
こ
と
を
得う

れ
。
然し
か

る
を
又
我わ
れ

に
す
ゝ
め
て
、
恩お
ん

あ
る
人
を
傷
そ
こ
な
はし
め
ん
と
す

る
は
何
の
道だ
う

理り

ぞ
や
」。
小
谷
笑わ
ら
ひて
い
ふ
、「
你
お
ん
み

平つ
ね

常〴
〵

一い
ち

事じ

あ
る
毎ご
と

に
、
吾わ

が
木も

綿め
ん

を
与あ
た
へざ
る
こ
と
を
い
ひ
出い
だ

し
て
吾わ
れ

を
恨う
ら

み
給
へ
ど
、
吾わ
が

身み

十
七
歳さ
い

よ
り
你お
ん
みに

従し
た
がひ
て
、
我わ
が

所し
よ

持ぢ

の
衣い

服ふ
く

道だ
う

具ぐ

、
悉
こ
と
〴
〵く
你お
ん
みに
あ
た
へ
て
用よ
う

に
充あ
て

た
り
。
な
ん
ぞ

二に

反た
ん

の
木も

綿め
ん

の
み
を
惜を
し

ま
ん
。
其
時
吾わ
れ

木
綿
を
あ
た
へ
ず
し
て
少す
こ

し
く
辱は
づ
かし
め

た
る
は
、你お
ん
みを
激は
げ
まし
て
業わ
ざ

を
勉つ
と
めし
め
ん
と
思
ひ
し
故ゆ
ゑ

な
り
。
然し
か

る
に
な
ん
ぞ
や
、

自み
づ
から
事こ
と

を
引ひ
き

出い
だ

し
、
却か
へ
つて
吾わ
れ

を
う
ら
む
は
甚は
な
はだ
道だ
う

理り

に
あ
た
ら
ず
。
且か
つ

彼か
の

名な

張ば
り

氏う
ぢ

、
其そ
の

時と
き

你お
ん
みを
助た
す

け
た
る
は
、
豈あ
に

真ま
こ
との
（
５
ウ
）
義ぎ

気き

な
ら
ん
や
。
彼か
れ

相ち
か
づ
き識
に

も
あ
ら
ぬ
人
の
為た
め

に
、
な
ん
ぞ
自じ

分ぶ
ん

の
官
く
わ
ん

職し
よ
くを
捨す
て

て
、
重お
も

き
囚つ
み
ん
ど人
を
救す
く

は
ん
や
。

彼か
れ

お
も
ふ
に
、
你お
ん
みは
賊ぞ
く

中ち
う

（
ぬ
す
び
と
）
の
首し
ゆ

領り
や
う（
か
し
ら
）
な
れ
ば
、
助た
す

け

帰
さ
ば
後ご

日に
ち

お
も
き
謝し
や

礼れ
い

あ
ら
ん
と
思
ひ
て
、
赦ゆ
る

し
返か
へ

せ
る
も
の
也
。
さ
な
く

ば
大
勢
の
中う
ち

に
て
、
な
ん
ぞ
一
チ
人
を
赦ゆ
る

さ
ん
や
。
今
夫ふ
う
ふ婦
此
所
に
あ
る
を
聞き
ゝ

て
、
そ
れ
と
な
く
来き

て
謝し
や

礼れ
い

を
求も
と
むる
も
の
な
る
べ
し
」。
鼠
平
頭か
し
らを
揺ふ
り

て
い
ふ
、

「
当そ
の
か
み時
吾わ
れ

を
救す
く

ひ
し
は
、
只た
ゞ

彼か
の

人
の
仁じ
ん

心し
ん

な
り
。
な
ん
ぞ
別べ
つ

の
意こ
ゝ
ろあ
ら
ん
。
今

恩お
ん

人じ
ん

、
越ゑ
つ

中ち
う

に
往ゆ
か

ん
と
し
て
吾
に
と
ゞ
め
ら
れ
、
久ひ
さ

し
く
滞た
い

留り
う

せ
ば
吾わ

が
政せ
い

務む

（
ま
つ
り
ご
と
）
を
妨
さ
ま
た
げん
こ
と
を
お
そ
れ
、
強し
ひ

て
帰
ら
ん
と
い
ふ
も
の
な
り
。

わ
ざ
〳
〵
来
り
て
我
を
訪と
ぶ
らふ
に
あ
ら
ず
」。
小
谷
い
ふ
、「
彼か
れ

が
越ゑ
つ

中ち
う

に
ゆ
く
と

い
ふ
も
、又
こ
れ
偽
い
つ
は
りな
る
べ
し
。
彼か
の

虎こ

平へ
い

六ろ
く

を
携た
づ
さへ
て
来
れ
る
、是こ
れ

証し
よ
う

拠こ

な
り
。

も
し
果は
た

し
て
越ゑ
つ

中ち
う

に
ゆ
く
者
な
ら
ば
、隠か
く

し
置
き
し
虎こ

平
六
を
携た
づ
さふ
べ
か
ら
ず
。

又
数す

日じ
つ

此
所
に
と
ゞ
ま
る
べ
き
よ
し
な
し
」。
鼠
平
云
、（
６
オ
）「
彼か
れ

が
此
地

に
と
ゞ
ま
り
し
は
、
吾わ

が
再
三
懇ね
ん
ご
ろに
と
ゞ
め
し
ゆ
ゑ
な
り
」。
小
谷
い
ふ
、「
夫そ
れ

こ
そ
彼
が
心
を
用も
ち

ふ
る
所
に
し
て
、
你お
ん
みが
彼か
れ

に
対た
い

し
て
実じ
つ

情じ
や
うを
尽つ
く

す
か
尽つ
く
さざ
る

か
を
試こ
ゝ
ろみ
し
も
の
な
れ
」。
鼠
平
素も
と

よ
り
主
し
ゆ
う

意い

の
定さ
だ

ま
ら
ぬ
性し
や
うな
れ
ば
、
妻つ
ま

の
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に
は

命

を
も
お
し
ま
ず
。
区
々
（
ら
ち
の
あ
か
ぬ
）
た
る
卑

職
（
い
や
し
き
や
く
ぎ
）
、
な
ん
ぞ
い
ふ
に
足
ら
ん
。
只
足
下

い
の
ち

く

ひ

し
よ
く

た

た
ゞ

そ

こ

の
身
上
、
わ
か
れ
し
後
い
か
に
し
て
か
此
高

官

を
得
た
る
」
。
鼠
平
い
ふ
、「
不
肖
獄
屋
を
遁
れ
て
よ
り
、
不
慮
も
友
人

み
の
う
へ

の
ち

こ
の
か
う
く
は
ん

え

そ
れ
が
し
ご
く

や

の
が

は
か
ら
ず

と
も
だ
ち

の
選
挙
に
因
て
此
国
に
つ
か
へ
、

甚

だ
国
司
の
も
て
な
し
を
う
け
、
半
年
の
後
、

昇

て
こ
の
（
２
オ
）

所
の
郡

領

と

と
り
た
て

よ
り

こ
の
く
に

は
な
は

こ
く

し

は
ん
ね
ん

の
ち

の
ぼ
り

ぐ
ん
り
や
う

な
り
ぬ
」
。

蔀

此

話

を
聴
て
、
原
よ
り
忠

良
（
ま
こ
と
あ
る
）
の
人
な
れ
ば
、
鼠
平
が
あ
ま
り
に

急

に

出

身
し
た

し
と
み

は
な
し

き
ゝ

も
と

ち
う
り
や
う

に
は
か

し
ゆ
つ
し
ん

る
を
見
て
、
後
に
は

奢

傲

て
不

良
（
よ
か
ら
ぬ
）
の
心
を
引
出
さ
ん
こ
と
を
恐
れ
、

規

訓
し
て
云
、
「
人
の

官

に
居

の
ち

お
ご
り
ほ
こ
つ

ふ

り
や
う

お
そ

を
し
へ
さ
と

く
わ
ん

を

る
、
上
は
朝
廷
に
負
か
ず
、
下
は

百

姓
を
害
ら
ず
、
小
利
の
た
め
に

惑

さ
れ
て

汝

の
節
を

改

む
る
こ
と
な
か
れ
。

か
み

て
う
て
い

そ
む

し
も

ひ
や
く
せ
い

や
ぶ

せ
う

り

ま
ど
は

な
ん
ぢ

せ
つ

あ
ら
た

た
と
へ
一
時
の
僥
倖
を
得
る
と
も
、

笑

を
後
代
に
貽
す
べ
か
ら
ず
」
。
鼠
平
拝
謝
し
て
、
「
恩
人
金

玉

の

教

、
不
肖

い
ち

じ

し
あ
は
せ

う

わ
ら
ひ

の
ち
の
よ

の
こ

は
い
し
や

お
ん
じ
ん
き
ん
ぎ
よ
く

を
し
へ

そ
れ
が
し

一

生

忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
又
席
を
あ
ら
た
め
て
酒
を
す
ゝ
め
、
山
海
の
珍
味
を
備
へ
て
丁
寧
に
も
て
な
し
、
半
夜

い
つ
し
や
う
わ
す

せ
き

さ
ん
か
い

ち
ん

み

そ
な

て
い
ね
い

は
ん

や

に
い
た
り
て

漸

く

盃

を
収
め
、
み
づ
か
ら
裀
褥
を
敷
設
け
、
溺
器
を

携

へ
、

聊

親
切
の

意

を

表

す
。
蔀
か
く

や
う
や

さ
か
づ
き

を
さ

よ

ぎ

し
き
ま
う

し
ゆ
び
ん

た
づ
さ

い
さ
ゝ
か
し
ん
せ
つ

こ
ゝ
ろ

あ
ら
は

の
ご
と
く
鼠
平
が

懇

な
る
を
見
て
、
信
義
（
ま
こ
と
）
あ
る
人
な
り
と
感
嘆
し
、
両
人
心
を

傾

け
て
、
心
事
（
こ
ゝ

ね
ん
ご
ろ

し
ん

ぎ

か
ん
た
ん

か
た
ぶ

し
ん

じ

ろ
の
内
の
こ
と
）
を
残
さ
ず

語

合
ひ
、
た
が
ひ
に
相
愛
す
る
事
数
日
の
後
、
蔀

暇

を
告
て
越
中
に

赴

ん
と
す
。
鼠

の
こ

か
た
り

あ

あ
ひ
あ
い

す

じ
つ

の
ち

い
と
ま

つ
げ

え
つ
ち
う

お
も
む
か

平
再
三
と
ゞ
め
て
、
別

去
る
（
２
ウ
）
こ
と
を
許
さ
ず
。
蔀
い
ふ
、「
足
下
の
懇
切
（
ね
ん
ご
ろ
）
を
請
て
、
我
も
又

別

去

わ
か
れ

さ

ゆ
る

そ

こ

こ
ん
せ
つ

う
け

わ
か
れ

さ

る
に
忍
び
ず
。
し
か
れ
ど
も
、
足
下
も
一

懸

の

主

な
る
に
、
吾
こ
ゝ
に
在
る
ゆ
ゑ
に

政

務
を
廃
る
事
数
日
。
吾
心

穏

し
の

そ

こ

こ
の
と
こ
ろ

あ
る
じ

わ
が

あ

ま
つ
り
ご
と

す
つ

す

じ
つ

わ
が

お
だ
や
か

な
ら
ず
。
明
日
決
し
て

別

去
る
べ
し
」
。
鼠
平
彼
が
と
ゞ
ま
ら
ざ
る
こ
と
を
察
し
、「
し
か
ら
ば
明
日
一
樽
（
ひ
と
た
る
）

け
つ

わ
か
れ

さ

か
れ

さ
つ

い
つ
そ
ん

を
備
へ
て
、
餞
別
（
は
な
む
け
）
の
宴
（
さ
か
も
り
）
を
な
し
、
明
後
早
朝
発
足
し
給
は
ゞ
い
か
に
」
。
蔀
「
し
か
る
べ
し
」

そ
な

せ
ん
べ
つ

え
ん

さ
う
て
う
ほ
つ
そ
く

と
同
じ
け
れ
ば
、
鼠
平
暫
時
第
宅
に
帰
り
、
礼
物
を
備
へ
て
贈
ら
ん
と
思
ひ
、

漸

く
身
を
起
し
て
本
宅
に
帰
り
ぬ
。

ど
う

ざ
ん

じ

や

し

き

か
へ

れ
い
も
つ

そ
な

お
く

や
う
や

み

お
こ

ほ
ん
た
く

こ
ゝ
に
彼
が
妻
小
谷
は
、
昔

年

落
魄
あ
り
し
時
、
万
事
吾
侭
に

計

ひ
し
が
癖
と
な
り
て
、
今
も
何
事
に
よ
ら
ず
、
み

か
れ

つ
ま

そ
の
む
か
し
お
ち
ぶ
れ

ば
ん

じ

わ
が
ま
ゝ

は
か
ら

く
せ

づ
か
ら
思
ふ
ま
ゝ
に
管

待

ひ
し
が
、
此
頃
鼠
平
別

庄

に
と
ゞ
ま
り
、
南
三
北
二
両
人
の
家
僕
を
呼
よ
せ
し
よ
り
以
来
、

と
り
ま
か
な

し
も
や
し
き

な
ん
ざ
う
ほ
く

じ

け

ら

い

よ
び

こ
の
か
た

十
日
あ
ま
り
本
衙
内
に
帰
ら
ず
、
何
事
を
か
な
す
ら
ん
と

怪

み
居
た
り
し
に
、
此
日
鼠
平
が
帰
り
来
る
を
見
て
、
例

も
と

や

し

き

あ
や
し

ゐ

れ
い

の

唇

を

翻

し
て
い
ふ
、
「

你

何
事
の
（
３
オ
）

あ
り
て
久
し
く

第

に
帰

く
ち
び
る

ひ
る
が
へ

お
ん
み

ひ
さ

や
し
き

り
給
は
ざ
る
や
。
冬
来
れ
ば
夏
を
忘
れ
、
夏
来
れ
ば
冬
を
忘
る
ゝ
に
等
し

ふ
ゆ

く

な
つ

わ
す

な
つ

く

ふ
ゆ

わ
す

ひ
と

く
、

昔

の
貧
苦
を
は
や
く
も
忘
れ
て
、
若

隠

妻
な
ど
し
給
は
ゞ
、
其
侭

む
か
し

ひ
ん

く

わ
す

も
し
か
く
し
づ
ま

そ
の
ま
ゝ

に
は
捨
置
じ
」
と

罵

る
。
鼠
平
是
等
の
事
は
耳
に
も
か
け
ず
、
恩
人
に
遇

す
て
お
か

の
ゝ
し

こ
れ

ら

み
ゝ

お
ん
じ
ん

あ
ひ

て
よ
り
別

荘

に
と
ゞ
め
置
し
委
細
を
語
り
、
明
日
餞
別

の

贈

物
を

調

し
も
や
し
き

い

さ
い

か
た

せ
ん
べ
つ

お
く
り
も
の

と
ゝ
の

(15)

へ
ん
が
為
に
帰
り
し
由
を
演
れ
ば
、
小
谷
領
首
て
、
「
さ
ら
ば
一

両

ば
か

た
め

よ
し

の
ぶ

う
な
づ
き

い
ち
り
や
う

り
の
金
子
を
贈
り
給
は
ん
か
」
。
鼠
平

笑

て
、
「
吾
性
命
（
い
の
ち
）
を
救

き
ん

す

お
く

わ
ら
ひ

わ
が
せ
い
め
い

す
く

ふ
の
恩
人
に
然
ば
か
り
の
物
を
贈
ら
れ
ん
や
」
。
小
谷
云
、
「
し
か
ら
ば
又

お
ん
じ
ん

さ

も
の

お
く

壹
両
を
増
与
へ
て
早
く
出
し
帰
ら
し
め
よ
」
。
鼠
平
い
ふ
、
「

汝

な
ん
ぞ
斯

ま
し
あ
た

い
だ

か
へ

な
ん
ぢ

か
く

の
ご
と
く
吝
き
こ
と
を
い
ふ
や
」
。
小
谷
素
よ
り
鄙
吝
（
し
は
ん
ぼ
う
）
の
生

し
は

も
と

ひ

り
ん

う
ま

れ
な
れ
ば
、
心
中
大
き
に

喜

ば
ず
、
又
仮
意
と
い
ふ
、
「
し
か
ら
ば
十
両

よ
ろ
こ

わ

ざ

に
て
は
い
か
に
」
。
鼠
平
い
ふ
、「
十
両
ば
か
り
の
黄
金
は
、
只
虎
平
六
に
贈

こ

が
ね

た
ゞ

こ

お
く

る
べ
し
」
。
小
谷
こ
れ
を
聴
て
大
き
に
呆
れ
、
「
さ
ら
ば
五
十
両
を
お
く
る

き
ゝ

あ
き

べ
き
か
」
と
思
ひ
切
て
尋
ぬ
る
に
、（
４
ウ
）

鼠
平
「
い
ま
だ

少

し
」
と

答

た
づ

す
く
な

こ
た
ふ

る
ゆ
ゑ
、
此
上
は
千
仞

の
谷
底
へ
身
を
投
る
の

想

を
な
し
、
「
し
か
ら
ば
百
両
を
贈
る
べ
き
か
」
と

せ
ん
じ
ん

た
に
ぞ
こ

み

な
ぐ

お
も
ひ

お
く

(16)

い
ふ
に
、
鼠
平
や
う
〳
〵

頷

く
。
小
谷
い
ふ
、
「
此
頃

僅

に

官

を
得
て
、
な
ん
ぞ
此
大
金
あ
ら
ん
。
た
と
へ
吾
身
ま

う
な
づ

は
づ
か

く
わ
ん

え

わ
が

み

で
を
売
る
と
も
数
に
満
べ
か
ら
ず
」
。
鼠
平
い
ふ
、
「
庫
を
ひ
ら
き
て
取
出
す
べ
し
」
。
小
谷
お
ど
ろ
き
て
、
「
庫
中
（
く

う

か
ず

み
つ

く
ら

い
だ

こ

ち
う

ら
の
な
か
）
は
す
べ
て
朝
廷
の
銭

糧

に
し
て
、
す
な
は
ち
国
司
よ
り
の

預

物
な
り
。
な
ん
ぞ
私
に
用
ふ
る
こ
と
を
せ

て
う
て
い

せ
ん
り
や
う

こ
く

し

あ
づ
か
り
も
の

も
ち

ん
」
。
鼠
平
い
ふ
、
「
汝
が
詞
き
は
め
て
理
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
恩
人
に
は
か
に
帰
る
に
、
贈
る
べ
き
物
な
き
を
い
か

り

お
ん
じ
ん

か
へ

お
く

ゞ
せ
ん
」
。
小
谷
、
夫

が
家
財
を
つ
く
し
て
贈
ら
ん
と
す
る
を
聴
て
、
心

も
だ
え
、
我
身
の
肉
を
割
る
ゝ
が
ご
と
く
、

を
つ
と

か

ざ
い

お
く

き
ゝ

こ
ゝ
ろ

わ
が

み

に
く

さ
か

し
ば
ら
く
思
案
し
て
在
け
る
が
、

忽

ち
不
良
こ
ゝ
ろ
を
起
し
て
い
ふ
、
「

你

な
ん
ぞ
決
断
（
と
り
き
は
め
）
な
き
。
吾

し

あ
ん

あ
り

た
ち
ま

よ
か
ら
ぬ

お
こ

お
ん
み

け
つ
だ
ん

わ
れ

（
３
ウ
・
４
オ
）

（
３
ウ
・
４
オ
） 
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四
六

為た
め

に
説と
か

れ
て
、
心
中
漸や
ゝ

疑う
た
がひ
を
生し
や
う
じ
、
沈ち
ん

吟ぎ
ん

し
て
答こ
た

へ
ず
。
小
谷
又
い
ふ
、

「
必ひ
つ

竟き
や
う

此
恩お
ん

は
、
い
か
に
し
て
も
報む
く

ふ
こ
と
を
得う

べ
か
ら
ず
。
其
ゆ
ゑ
は
、
若も
し

報む
く

ふ
こ
と
薄う
す

き
時
は
、
彼か
れ

怒い
か
りて
旧き
う

悪あ
く

を
訴う
つ
たへ
出い
で

な
ば
、
夫を
つ
との
性せ
い

命め
い

危あ
や

ふ
か
る
べ

し
。
又
報む
く

ふ
こ
と
厚あ
つ

き
時
は
、彼か
れ

度た
び

〳
〵
来き

て
求も
と
むる
と
も
与あ
た
へざ
る
こ
と
を
得え

ず
。

若も
し

聊い
さ
ゝ
かも
彼か
れ

が
心
に
負そ
む

か
ば
、
又
お
な
じ
く
害が
い

を
蒙か
う
ぶる
べ
し
。
你お
ん
み今
も
し
吾わ

が
言
こ
と
ば

を
用も
ち

ひ
ず
ん
ば
、
後の
ち

に
必か
な

ら
ず
悔く
ゆ

る
事
あ
る
べ
し
」。
鼠
平
こ
ゝ
に
至い
た
りて
、
妻つ
ま

が
言
こ
と
ば

一
チ
〳
〵
理り

あ
り
と
し
て
、
其そ
の

言こ
と
ばに
従し
た
がは
ん
と
思
ひ
し
が
、
又
再ふ
た
ゝび
思し

案あ
ん

し
て
い
ふ
、「
本も
と

こ
れ
吾わ
が

方か
た

よ
り
彼か
れ

が
恩お
ん

徳と
く

を
報ほ
う

ぜ
ん
と
思
ふ
の
み
に
し
て
、

彼か
れ

よ
り
は
少す
こ

し
も
求も
と
む
る
所
な
し
。（
６
ウ
）
お
そ
ら
く
は
彼か
れ

に
其そ
の

意い

な
か
ら
ん

か
」。
小
谷
笑わ
ら
ひて
い
ふ
、「
彼か
れ

你お
ん
みが
手
を
出
す
を
見
ざ
る
ゆ
ゑ
、
敢あ
え

て
口く
ち

を
出い
だ

さ

ず
。
期ご

に
臨の
ぞ

ま
ゞ
自
お
の
づ
から
わ
か
る
べ
し
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
此
度
彼か
れ

も
し
別べ
つ

意い

な
く
と
も
、
你お
ん
みの
行ゆ
く

末す
ゑ

は
な
は
だ
危あ
や

ふ
し
。
其
故ゆ
ゑ

い
か
に
と
い
ふ
に
、
彼か
の

人
の

爰こ
ゝ

に
来
り
て
你お
ん
みと
は
な
は
だ
親し
た

し
き
を
見
て
、
衙
や
し
き

中う
ち

の
人
其そ
の

訳わ
け

を
し
ら
ず
、
必ひ
つ

定ぢ
や
う

彼か
れ

が
家け

人に
ん

に
問と

は
ん
。
彼か
れ

が
家け

人に
ん

、
な
ん
ぞ
你お
ん
み
の
為た
め

に
醜あ
し

き
こ
と
を
か
く

さ
ん
や
。
必か
な
らず
実ま
こ
とを
語か
た

る
べ
し
。
し
か
ら
ば
衙
や
し
き

中う
ち

の
人
、
追お
ひ

〳
〵
聞き
ゝ

伝つ
た

へ
て
你
お
ん
み

の
旧き
う

悪あ
く

を
唱と
な

へ
な
ば
、
你
お
ん
み

何な
に

の
顔
か
ほ
ば
せあ
り
て
此こ
の

地ち

に
足あ
し

を
と
ゞ
め
ん
や
。
又
彼か
の

人ひ
と

、
も
し
実じ
つ

に
越ゑ
つ

中ち
う

へ
ゆ
く
な
ら
ば
、
彼か
の

地ち

に
到い
た

り
て
必か
な
らず
此
事
を
語か
た

ら
ん
。

さ
ら
ば
忽た
ち
まち
衆お
ほ
ぜ
い人
の
耳み
ゝ

に
触ふ

れ
、
漸ぜ
ん

々〴
〵

伝つ
た

へ
て
此
地
に
い
た
り
、
終
に
你
の
大

き
な
る
害が
い

を
な
す
べ
し
。
し
か
じ
、
今
急き
う

〳
〵
に
手て

を
下く
だ

し
て
、
後の
ち

の
禍
わ
ざ
は
ひを
除の
ぞ

か
ん
に
は
」。
鼠
平
は
じ
め
よ
り
、
蔀し
と
み
が
家か

僕ぼ
く

の
真ま
こ
と説
を
洩も
ら
（
７
オ
）
さ
ん
こ

と
を
恐お
そ

れ
し
事
な
れ
ば
、
今
小
谷
が
い
ふ
所
、
正ま
さ

に
自お
の
れ己
が
思
ふ
所
に
合が
つ

し
た

れ
ば
、
遂つ
ひ

に
心
を
決け
つ

し
て
、
妻
が
言こ
と
ばに
従し
た
がは
ん
と
し
け
る
が
、
又
思し

案あ
ん

し
て
い

ふ
や
う
、「
彼か
れ

と
ゞ
ま
り
て
我わ
が

家や

に
あ
る
こ
と
、
第て
い

中ち
う

（
や
し
き
う
ち
）
の
人

し
ら
ざ
る
者
な
し
。
若も
し

今こ
ん

夜や

手て

を
下く
だ

し
て
、
明
日
彼か
れ

が
輩
と
も
が
らを
見
ず
ん
ば
、
衆
し
ゆ
う

人じ
ん

は
な
は
だ
疑う
た
が
ふ
べ
し
。
且か
つ

、
尸
し
か
ば
ねを
ば
い
か
ゞ
し
て
出い
だ

さ
ん
や
」。
小
谷
い
ふ
、

「
是こ
れ

何
の
難か
た

き
こ
と
か
あ
ら
ん
。
今こ
ん

夜や

酒さ
け

を
す
ゝ
め
て
彼か
れ

等ら

を
酔ゑ
ひ

臥ふ
さ

し
め
、
人

を
遣つ
か
はし
て
刺さ
し

殺こ
ろ

し
、
其そ
の

後ゝ
ち

火ひ

を
か
け
て
書し
よ

院ゐ
ん

を
焼や
き

払は
ら

ひ
、
明
日
骨こ
つ

を
拾ひ
ろ

ひ
て
葬さ
う

（
は
う
ぶ
り
）
を
な
さ
ば
、
衆み
な

人〳
〵

焼や
け

死し
ゝ

た
り
と
思
ひ
て
、
誰た
れ

か
怪あ
や
しむ
者
あ
ら
ん
」。

鼠
平
大
き
に
よ
ろ
こ
び
、「
此
計
は
か
り
ご
とは
な
は
だ
妙み
や
うな
り
」
と
、
妻
が
智ち

謀ぼ
う

（
は
か

り
ご
と
）
を
称
し
よ
う

讃さ
ん

（
ほ
め
は
や
し
）
し
、
急し
き
りに
其
支し

度た
く

に
及
び
け
り
。
壁か
べ

に
耳み
ゝ

あ
り
と
い
へ
る
諺
こ
と
わ
ざも
宜う
べ

な
る
か
な
。
彼か
れ

が
家け

来ら
い

北ほ
く

二じ

、
先
刻
よ
り
片か
た

陰か
げ

に
あ
り

て
両
人
の
問も
ん

答だ
ふ

を
聞き
ゝ

、
大
き
に
駭お
ど
ろき
て
思
ふ
や
う
、「
原
ぐ
わ
ん

来ら
い

我わ

が
主し
ゆ

人じ
ん

、
か
く

の
ご
と
き
兇
き
よ
う

悪あ
く

の
人
な
り
。（
７
ウ
）
か
ゝ
る
悪あ
く

人に
ん

に
従し
た
がひ
〳
〵
）
た1
（		

何
の
益え
き

か
あ

ら
ん
。
一
人
の
命い
の
ちを
救す
く

ふ
は
、
浮ほ

屠と

化け

千せ
ん

体た
い

を
造つ
く

る
に
勝ま
さ

る
と
い
へ
ば
、
密ひ
そ
かに

彼か
の

輩と
も
が
らに
告つ
げ

て
、
彼か
れ

等ら

四
人
の
性い
の
ち命
を
救す
く

は
ん
」
と
、
急
に
別し
も

荘や
し
きに
到い
た

り
、
書
院

を
伺う
か
ゞふ
に
、
南な
ん

三ざ
う

は
茶ち
や

を
煮に

な
が
ら
睡ね
む

り
居い

て
、
虎
平
六
は
見
え
ず
。
蔀
し
と
み

一
人

端た
ん

坐ざ

し
て
、
書し
よ

籍じ
や
く（
も
の
ゝ
ほ
ん
）
を
披ひ
ら

き
居
た
り
。
北ほ
く

二じ

急き
ふ

に
進す
ゝ
みよ
り
、
声こ
ゑ

を
低ひ
く

う
し
て
一
チ
〳
〵
委い

細さ
い

に
語か
た

り
け
れ
ば
、
蔀
大
き
に
驚お
ど
ろき
、「
も
し
足そ

こ下
の

義ぎ

に
よ
つ
て
告つ
げ

ら
る
ゝ
な
く
ば
、
吾わ

が
性せ
い

命め
い

今
夜
に
限
る
べ
し
。
此
恩お
ん

徳と
く

、
他た

日じ
つ

か
な
ら
ず
厚あ
つ

く
報む
く

ふ
べ
し
。
足そ

こ下
の
主
人
鼠
平
が
如
く
、
恩
に
負そ
む

く
人
を
学ま
な

ぶ
べ
か
ら
ず
。
不そ
れ
が
し肖
急き
ふ

に
こ
ゝ
を
去さ

ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
禍
わ
ざ
は
ひを
足そ

こ下
に
遺の
こ

さ
ん

こ
と
を
恐お
そ

る
」。
北ほ
く

二じ

い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
又
妻さ
い

子し

な
し
。
君き
み

が
去さ

り
給
ふ
の
後の
ち

、
又

密ひ
そ
かに
遠と
ほ

く
走は
し

ら
ん
」。
蔀
い
ふ
、「
し
か
ら
ば
我
と
と
も
に
、
越ゑ
つ

中ち
う

に
い
た
ら
ば

い
か
ゞ
あ
ら
ん
」。
北
二
い
ふ
、「
君
も
し
棄す
て

ず
ん
ば
、
ね
が
は
く
は
鞭む
ち

を
執と
り

て

従し
た
がは
ん
」。
蔀
い
ふ
、「
虎
平
六
、二
人
の
（
８
オ
）
奴し
も
べ僕
と
共と
も

に
草わ
ら
ぐ
つ鞋
を
買か
ひ

に

出
た
り
。
い
か
ゞ
せ
ば
よ
か
ら
ん
」。
北
二
い
ふ
、「
在そ
れ
が
し下
行
て
た
づ
ね
来
ら
ん
」

と
、
急き
ふ

に
書し
よ

院ゐ
ん

を
出
て
見
る
に
、
早は
や

く
南な
ん

三ざ
う

を
見
ず
。
原
ぐ
わ
ん

来ら
い

南
三
、
睡ね
ぶ
りさ
め
て

厠か
は
やに
往ゆ
き

た
る
を
、
北
二
は
吾わ

が
話
を
聞き
ゝ

つ
け
て
、
主
人
鼠
平
に
告つ
げ

ん
と
し
て
走は
し

れ
る
も
の
な
ら
ん
と
思
ひ
、
心
大
き
に
慌
あ
は
て

驚お
ど
ろき
、
其
由よ
し

を
蔀
に
告つ
ぐ

る
に
、
こ
れ

も
又
忙
ふ
た
め
き
、
両
人
荷
物
を
も
棄す
て

置お
き

て
、
急い
そ

ぎ
門も
ん

外ぐ
わ
いに
走は
し

り
出
る
に
、
幸
さ
い
は

ひ
鼠
平
が
飼か
ひ

馬う
ま

三
疋
つ
な
ぎ
て
門も
ん

前ぜ
ん

に
あ
り
。
北
二
こ
ゝ
ろ
に
計
は
か
り
ご
とを
生し
や
う
じ
、

馬う
ま
か
た夫
に
む
か
ひ
て
、「
貴き

賓ひ
ん

（
お
き
や
く
じ
ん
）
西に
し

の
城き

ど門
に
行
て
客ひ
と

を
迎む
か

へ

給
ふ
。
は
や
く
其
馬
を
率ひ
き

来き
た

る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
馬ば

夫ふ

（
う
ま
か
た
）
い
そ

ぎ
二
疋
の
馬
を
率ひ
き

出
す
。
二
人
急い
そ

ぎ
鞍く
ら

に
上の
ぼ

る
に
、
幸
さ
い
は
ひに
虎こ

平
六
が
帰か
へ

り
来き
た

る
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四
七

を
見
て
、
又
一い
つ

匹ぴ
き

を
出
さ
せ
、
三さ
ん

騎き

飛と

ぶ
が
ご
と
く
、
市し

中ち
う

（
ま
ち
な
か
）
を

離は
な

れ
ん
と
す
る
所
に
、
西さ
い

六ろ
く

東と
う

五ご

、
草わ
ら
ぐ
つ鞋
を
提さ
げ

て
走
来
る
。（
８
ウ
）
蔀
し
と
み

声こ
ゑ

を

上
て
、「
汝
な
ん
ぢ

等ら

只た
ゞ

我わ
が

後あ
と

に
従
し
た
が
つて
、
多お
ほ

く
言も
の
いふ
こ
と
な
か
れ
」。
虎
平
六
、
主し
ゅ

人じ
ん

の

斯か
く
の

如ご
と

く
慌あ
は
て
い
そ
ぐ
を
見
て
、
何な
に

の
縁い
は
れ故
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
只た
ゞ

後お
く

れ
じ
と

し
て
馬う
ま

を
打う
つ

て
走は
し

る
所
に
、
忽た
ち
まち
向む
か
ふよ
り
三さ
ん

騎ぎ

の
人に
ん

馬ば

出い
で

来き
た

る
。
近ち
か

よ
り
て
見

れ
ば
、
是こ
れ

も
又
鼠そ

平へ
い

が
属し
た
や
く
ど
も

吏
等
也
。
其そ
の

中う
ち

一
チ
人
は
央あ
う

助す
け

と
い
ひ
て
北ほ
く

二じ

が
親し
た

し
き
朋は
う

輩ば
い

な
れ
ば
、
北
二
央あ
う

助
に
対む
か

ひ
て
、「
貴き

賓ひ
ん

（
お
き
や
く
じ
ん
）、
今
日

来ら
い

客か
く

（
く
る
ひ
と
）
を
迎
む
か
へ

給
ふ
が
、
従じ
う

者し
や

労つ
か

れ
て
歩
あ
ゆ
み

難が
た

し
。
你お
ん
みの
馬う
ま

を
借か
し

奉
る

べ
き
か
」
と
問と
ふ

に
、
央あ
う

助
な
ん
ぞ
従し
た
がは
ざ
ら
ん
、
鞍く
ら

坪つ
ぼ

を
払は
ら

ひ
て
奉
た
て
ま
つる
所
に
、

二
人
の
従
じ
ゆ
う

者し
や

や
う
〳
〵
に
追お
ひ

着つ
き

来
り
け
れ
ば
、
央
介
）
た1
（		

則
ち
鞭む
ち

を
わ
た
し
て
馬

に
騎の
ら

し
む
。
是
よ
り
五ご

騎き

二に

十じ
つ

箇こ

の
馬ば

蹄て
い

、
大た
い

風ふ
う

の
発は
つ

す
る
ご
と
く
越ゑ
つ

中ち
う

を
望
の
ぞ
ん

で
走
は
し
り

行ゆ
き

ぬ
。
偖さ
て

又
南な
ん

三ざ
う

は
厠か
は
やよ
り
出
て
茶ち
や

を
さ
ゝ
げ
、
書し
よ

院ゐ
ん

の
中う
ち

に
到い
た

る
に
客

人
を
見
ず
。
爰こ
ゝ

か
し
こ
尋た
づ
ねも
と
む
れ
ど
も
影か
げ

だ
に
見
え
ず
。
定さ
だ
めて
庭に
は

に
出
て
花は
な

を
見
る
な
ら
ん
と
思
ひ
、
待ま

つ
こ
と
一ひ
と

時ゝ
き

ば
か
り
。
猶な
ほ

帰か
へ
り

来き
た

ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、

外ほ
か

に
出
て
尋た
づ
ねん
と
す
る
所
に
、
折を
り

よ
く
主し
ゆ

人じ
ん

の
進
す
ゝ
み

来き
た

る
に
遇あ
ひ

ぬ
。
鼠そ

平へ
い
（
９
オ
）

南な
ん

三ざ
う

に
対む
か
ひて
、「
北ほ
く

二じ

は
何い
づ
れに
在あ
り

や
」
と
問と

ふ
に
、「
さ
れ
ば
内
に
は
見
え
ず
。

名な

張ば
り

公ど
の

に
従し
た
がひ
て
外そ
と

園に
は

に
出い
で

し
な
る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
少す
こ

し
く
疑
う
た
が
ひを
生お
こ

し
、

爰こ
ゝ

か
し
こ
尋
た
づ
ね

覓も
と
むる
所
に
、
忽た
ち
まち
央あ
う

助す
け

来き
た

る
を
見
て
此こ
の

由よ
し

を
訊た
づ
ぬれ
ば
、「
先さ
き

刻ほ
ど

西に
し

の
城き

ど門
に
て
遇あ
ひ

奉
り
し
が
、
北ほ
く

二じ

同ど
う

道だ
う

し
て
客き
や
くを
迎む
か
ふる
よ
し
に
て
、
在そ
れ
が
し下
が
馬う
ま

を
借か
し

て
家か

僕ぼ
く

を
乗の
ら

し
め
、
都す
べ

て
五
人
辻つ
ぢ

風か
ぜ

の
ご
と
く
走は
し

り
ゆ
き
ぬ
」。
鼠
平
聴き
ゝ

を
は
り
て
密み
つ

事じ

の
洩も
れ

し
こ
と
を
暁さ
と

り
、
心し
ん

中ち
う

驚お
ど
ろけ
ど
も
再
ふ
た
ゝ
び

問と
は

ず
。
急い
そ

ぎ
第や
し
き中
に

帰か
へ

り
て
此こ
の

由よ
し

を
語か
た

る
に
、
小
谷
大お
ほ

き
に
驚
お
ど
ろ
き

愁う
れ

へ
、「
想お
も

ふ
に
彼か
れ

い
ま
だ
遠
く
は

往ゆ
か

じ
。
你
お
ん
み

速は
や

く
心し
ん

腹ぷ
く

の
人
に
命め
い

じ
、
賊
ぬ
す
び
との
ご
と
く
打い
で
た
ち扮
て
急き
ふ

に
追お
ひ
つ
き着
、
一い
ち
ど斉
に

殺こ
ろ

さ
し
め
給
へ
」。
鼠
平
則
す
な
は
ち

央
介
を
呼よ
び

て
計け
い

較か
く

（
さ
う
だ
ん
）
す
る
に
、
彼か
れ

し

ば
ら
く
思し

案あ
ん

し
て
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
一ひ
と

ツ
の
計け
い

策さ
く

あ
り
。
多た

勢ぜ
い

を
動う
ご
かさ
ず
し
て
彼か
れ

等ら

一
チ
人
も
遁の
が

さ
じ
。
其そ
の

ゆ
ゑ
は
、
在そ
れ
が
し下
が
隣と
な
り家
に
一ひ
と

月つ
き

前さ
き

よ
り
一
チ
人
の
異い

人じ
ん

の
住す

む
あ
り
。
何
の
生す
ぎ
は
ひ意
も
な
く
、
毎
日
外ほ
か

に
出
て
沈ち
ん

酔す
い

（
ゑ
ひ
し
れ
）
し

て
帰か
へ

る
。
ゆ
ゑ
に
小そ
れ
が
し人
、
彼か
れ

が
来ら
い

歴れ
き

を
正た
ゞ

さ
ん
と
す
る
に
、（
９
ウ
）
一あ
る
と
き日
一
チ

人
の
豪が
う

士し

、
馬
を
躍を
ど

ら
せ
て
、
従
じ
ゆ
う

者し
や

数す

人に
ん

彼か
の

家い
へ

に
留と
ゞ
まる
事こ
と

三み
つ

日か

に
し
て
去さ

る
。

ひ
そ
か
に
彼か
の

家け

頼ら
い

を
呼よ
び

て
懇
ね
ん
ご
ろに
た
づ
ね
し
に
、
彼か
の

人
は
な
は
だ
剣け
ん

術じ
ゆ
つに
達た
つ

し
、

よ
く
刀か
た
なを
飛と
ば

し
て
人
の
頭く
び

を
取と

り
、
又
よ
く
飛ひ

行ぎ
や
うし
て
鳥と
り

の
翔か
け

る
が
ご
と
く
、

先
日
人
に
代か
は

り
て
仇あ
た

を
報ほ
う

じ
、
跡あ
と

を
隠か
く

し
て
爰こ
ゝ

に
あ
り
。
些す
こ
しの
礼れ
い

物も
つ

を
送お
く

り
て

彼か
れ

を
頼た
の

ま
ば
、
万ま
ん

に
一ひ
と
ツ
も
仕し

損そ
ん

ず
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
小
谷
屏び
や
う
ぶ風
の
後
う
し
ろ

よ
り
出い
で

来き
た

り
て
い
ふ
、「
此
計
は
か
り
ご
とき
は
め
て
よ
し
。早
く
往ゆ
き

て
其
人
を
頼た
の

む
べ
し
」。

鼠
平
す
な
は
ち
廿
両
の
金か
ね

を
懐
ふ
と
こ
ろに
し
、
南な
ん

三ざ
う

央あ
う

助す
け

を
引
つ
れ
、
夜よ

に
ま
ぎ
れ
て

彼か
の

異い

人じ
ん

の
門か
ど

を
叩た
ゝ

く
に
、
異い

人じ
ん

出
来
り
て
門も
ん

を
開ひ
ら

き
、「
誰た
れ

ぞ
」
と
問と

ふ
。
央あ
う

助
声こ
ゑ

を
ひ
そ
め
、「
是こ
れ

は
此
所
の
郡ぐ
ん

領り
や
う

羽は

咋ぐ
ひ

公ど
の

な
る
が
、
自み
づ
から
爰こ
ゝ

に
来
り
、
義ぎ

士し

に
見ま
み

え
給
ふ
」。
異い

人じ
ん

い
ふ
、「
我わ
が

家い
へ

な
ん
ぞ
さ
や
う
の
義ぎ

士し

あ
ら
ん
」
と
、

又
門
を
閇と
ざ

さ
ん
と
す
。
央あ
う

助
お
し
と
ゞ
め
て
、「
暫し
ば
らく
門も
ん

を
閉と
ぢ

給
ふ
な
。
語か
た

り

申
す
べ
き
こ
と
あ
り
」。（
10
オ
）
異い

人じ
ん

い
ふ
、「
吾わ
れ

今
睡ね
ぶ

ら
ん
と
思
ふ
所
な
り
。

用よ
う

あ
ら
ば
明
日
来き
た

ら
れ
よ
」。
鼠
平
い
ふ
、「
急き
ふ

な
る
話こ
と

に
て
、
翌あ
す

を
待ま

つ
暇い
と
まあ

ら
ず
」。
異い

人じ
ん

是ぜ

非ひ

な
く
引ひ
い

て
内
に
入い

ら
し
む
る
に
、
鼠
平
礼れ
い

物も
つ

を
献け
ん

じ
て
云
、

「
不ふ

腆て
ん

の
薄は
く

儀ぎ

、
い
さ
ゝ
か
義ぎ

士し

の
為た
め

に
心
を
致い
た

す
」。
異
人
笑わ
ら
ひて
い
ふ
、

「
小そ
れ
が
し人
無む

学が
く

無む

能の
う

（
ぶ
ち
や
う
ほ
う
な
る
も
の
）、な
ん
ぞ
義ぎ

士し

の
称し
よ
うに
当あ
た

ら
ん
。

此
礼れ
い

物も
つ

又
用も
ち

ふ
る
所
な
し
。早さ
う

〳
〵
に
持も
ち

帰か
へ

ら
れ
よ
」。鼠
平
身み

を
屈か
ゞ

め
て
い
ふ
、

「
礼れ
い

物も
つ

薄う
す

し
と
い
へ
ど
も
、
在そ
れ
が
し下
が
一い
つ

点て
ん

の
誠せ
い

心し
ん

を
あ
ら
は
す
。
幸
さ
い
は
ひに
拒こ
ば

む
こ

と
な
か
れ
」。
異
人
云
、「
你お
ん
み身
を
匹ひ
つ

夫ぷ

に
屈く
つ

し
、
又
此
厚こ
う

礼れ
い

（
か
ろ
か
ら
ぬ
し

な
）
を
賜た
ま

ふ
。
何
の
求も
と

む
る
所
か
あ
る
」。
鼠
平
い
ふ
、「
義ぎ

士し

ま
づ
此
礼れ
い

物も
つ

を

請う
け

給
は
ゞ
、
其そ
の

時と
き

ゆ
る
〳
〵
と
告つ
げ

申
す
べ
し
」。
彼か
の

人
い
ふ
、「
在そ
れ
が
し下
貧ま
づ

し
と
い

へ
ど
も
、
故ゆ
ゑ

な
き
礼れ
い

物も
つ

を
と
ら
ず
。
你お
ん
みも
し
明
ら
か
に
告つ
げ

ず
ば
、
吾わ
れ

決け
つ

し
て
受う
け

じ
」。
鼠
平
わ
ざ
と
泣な
き

て
い
ふ
、「
在そ
れ
が
し下
ひ
さ
し
く
大む
じ
つ冤
を
蒙か
う
ぶり
、
今
そ
の
仇あ
た

目も
く

前ぜ
ん

に
あ
れ
ど
も
、
恥は
ぢ

を
雪す
ゝ

ぐ
こ
と
あ
た
は
ず
。（
11
ウ
）
義
士
望の
ぞ
むら
く
は
、

小そ
れ
が
し人
が
為た
め

に
此
賊ぞ
く

を
除の
ぞ

き
給
は
ゞ
、
生
し
や
う

涯が
い

こ
の
大だ
い

徳と
く

を
わ
す
れ
じ
」。
彼
人
首
か
し
ら

を
揺ふ
つ

て
い
ふ
、「
在そ
れ
が
し下
吾わ

が
身み

の
事
さ
へ
策て
だ
てな
く
、
な
ん
ぞ
人
の
為た
め

に
大だ
い

事じ

を
謀は
か
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四
八

ら
ん
。
か
や
う
の
話は
な
し、
も
し
人

に
聞き
か

れ
て
は
甚は
な
はだ
よ
ろ
し
か
ら

じ
」
と
、
外そ
と

に
向む
か
つて
走は
し

り
避さ
け

ん

と
す
。
鼠
平
や
う
〳
〵
に
袖そ
で

を

引
と
め
、「
吾わ
れ

、
義
士
は
人
の
為

に
害が
い

を
除の
ぞ

き
、
危あ
や
ふき
を
救す
く

ふ
と

聞き
ゝ

て
、
わ
ざ
〳
〵
来
り
て
願ね
が

へ

ど
も
、義ぎ

士し

の
為
に
憐あ
は
れま
れ
ず
。

思
ふ
に
、
此
仇あ
た

長な
が

く
報む
く

ふ
こ
と

を
得え

じ
」
と
い
ひ
終を
は

り
て
、
大お
ほ

き
に
哭な

き
悲か
な
し
む
。
彼か
の

人
こ
の

形あ
り
さ
ま勢
を
見
て
、
実ま
こ
と情
な
る
こ
と

を
し
り
、
即
す
な
は
ちい
ふ
、「
你お
ん
み
の
讐あ
た

い
か
や
う
の
縁わ

け故
に
て
、
今

何い
づ
く所
に
か
あ
る
。
細こ
ま
か
に
告つ
げ

給	

へ
」。
鼠
平
偽い
つ
は
りを
矯か
ざ
りて
い
ふ
、「
名な

張ば
り

蔀し
と
みと
い
ふ
者
、
前ぜ
ん

年ね
ん

（
ま
へ
か
た
）
在そ
れ
が
し下

を
誣し
ひ

て
盗ぬ
す
び
と賊
な
り
と
し
、
獄ご
く

中ち
う

に
て
責せ
め

を
受う
く

る
こ
と
数す

日じ
つ

。
又
幾い
く

度た
び

か
獄ご
く

卒そ
つ

虎こ

平へ
い

六ろ
く

を
し
て
、
吾わ

が
性せ
い

命め
い

（
い
の
ち
）
を
失う
し
なは
ん
と
せ
し
か
ど
も
、
悉
こ
と
〴
〵く
人
の

為た
め

に
（
12
オ
）
た
す
け
ら
れ
、
又
後あ
と

官や
く

情な
さ
けあ
り
て
小そ
れ

人が〔
し
〕が
冤む
じ
つを
し
り
、
や
う
〳
〵	

放ゆ
る

さ
れ
て
後の
ち

、
此
所
に
官く
わ
んを
得え

し
に
、
此
頃
又
虎
平
六
と
共と
も

に
来
り
て
、
許そ
こ
ば
く多

の
金か
ね

を
求も
と

め
、
猶
意こ
ゝ
ろに
足た

れ
り
と
せ
ず
、
吾わ
が

家け

頼ら
い

北ほ
く

二じ

に
頼た
の

み
て
、
在そ
れ
が
し下
を
殺こ
ろ

さ
ん
と
せ
し
が
、
事
あ
ら
は
れ
、
今
日
北
二
と
共と
も

に
越え
つ

中ち
う

の
方
へ
遁の
が

れ
去さ

り
ぬ
」

と
、
弁べ
ん

舌ぜ
つ

懸け
ん

河が

の
ご
と
く
、
言こ
と
ばを
巧た
く

み
に
語か
た

り
け
り
。
此
異い

人じ
ん

は
是こ
れ

誰た
れ

ぞ
と
い

ふ
に
、
前さ
き

の
目も
く

代だ
い

職し
よ
くに
あ
り
し
韓か
ら

木こ

根ね

隼は
や

太た

な
り
け
れ
ば
、
鼠
平
が
語か
た

る
一い
ち

部ぶ

始し

終じ
う

を
細こ
ま
かに
聞き
ゝ

終を
は

り
て
い
ふ
、「
奸か
ん

賊ぞ
く

に
く
む
べ
し
。
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

蔀し
と
み

虎こ

平
六
が
出
し
ゆ
つ

身し
ん

（
み
も
と
）
は
、
我わ
れ

よ
く
知し

る
所
な
り
。
蔀
は
篤と
く

行か
う

の
君く
ん

子し

な
る
ゆ
ゑ
、
吾わ

が

後あ
と

官や
く

と
し
て
目も
く

代だ
い

の
職し
よ
くに
居を

ら
し
め
、
虎
平
六
は
先せ
ん

官く
わ
ん（
せ
ん
や
く
）
某
な
に
が
し

判は
ん

断だ
ん

を
誤あ
や
まり
、
死し

刑け
い

に
行お
こ
なふ
べ
か
り
し
を
、
我わ
れ

急き
ふ

に
後あ
と

官や
く

と
な
り
て
よ
り
、
彼か
れ

が
罪つ
み

を
糺き
う

明め
い

す
る
に
、
其そ
の

罪つ
み

正た
ゞ

し
か
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
後ご

日に
ち

証し
よ
う

拠こ

の
出い
づ

る
を
待ま
ち

て
是ぜ

非ひ

を
（
12
ウ
）
決け
つ

す
べ
く
思
ひ
、
永な
が

く
獄ご
く

中ち
う

に
禁い
ま
しめ
置お
き

し
が
、
後の
ち

に
蔀
が
裁さ
い

判ば
ん

に
よ
り
て
冤む
じ
つの
事
明あ
き
らか
に
彰あ
ら
はれ
し
か
ば
、
蔀
が
属
し
よ
く

吏り

（
し
た
や
く
）
と
な
せ
し

由よ
し

ほ
の
か
に
聞き
け

り
。
彼か
れ

等ら

二
人
、
か
く
の
ご
と
き
兇
き
よ
う

悪あ
く

の
人
と
は
し
ら
ず
。
我わ
れ

監か
ん

定て
い

（
め
き
ゝ
）
を
誤あ
や
まれ
り
」
と
大
き
に
怒い
か

り
、「
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

足ご
へ
ん下
、
此
の
大た
い

冤ゑ
ん

（
お

ほ
き
な
る
む
じ
つ
）
を
蒙か
う
ぶる
を
、
我わ
れ

な
ん
ぞ
見
る
に
忍し
の

び
ん
。
今
夜
越え
つ

中ち
う

に
走は
し

り
て
此
賊ぞ
く

を
た
づ
ね
、
足ご
へ
ん下
の
為た
め

に
仇あ
だ

を
報は
う

じ
、
夜よ

中な
か

に
は
帰か
へ

り
来き
た

ら
ん
」。

鼠
平
い
ふ
、「
然さ

あ
る
時と
き

は
義ぎ

士し

の
大だ
い

恩お
ん

天て
ん

地ち

と
斉ひ
と

し
。
事こ
と

成な
る

の
日ひ

は
重お
も

く
報む
く

ふ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
彼か
れ

等ら

五
人
、
今
日
午う
ま
の

刻こ
く

（
ひ
る
ど
き
）
よ
り
鞭む
ち

打う
つ

て

走は
せ

た
り
し
か
ば
、行み
ち
の
り程
十
余よ

里り

は
隔へ
だ
たり
つ
ら
ん
。
然さ

ら
ば
往わ
う

反へ
ん

（
ゆ
き
も
ど
り
）

二
十
余よ

里り

の
行み
ち
の
り程
を
、
夜や

半は
ん

ま
で
に
は
覚お
ぼ

束つ
か

な
し
」。
異い

人じ
ん

色い
ろ

を
正た
ゞ

し
う
し
て

い
ふ
、「
我わ
れ

な
ん
ぞ
謝し
や

礼れ
い

を
求も
と

め
ん
。
此
礼れ
い

物も
つ

早さ
う

〳
〵
に
持も
ち

返か
へ

る
べ
し
。
又

行み
ち
の
り程
百
里
を
隔へ
だ

つ
と
も
、
何
の
難か
た

き
（
13
オ
）
こ
と
か
あ
ら
ん
。
我
夜や

半は
ん

と
い

ふ
に
覚お
ぼ
えな
く
て
は
い
は
ず
」
と
い
ひ
も
終を
は

ら
ず
、
刀か
た
なを
執と
つ

て
門も
ん

を
出い
で

、
そ
の
走は
し

る
事
飛ひ

鳥ち
や
うの
ご
と
く
、
瞬ま
た
ゝく
間う
ち

に
見
え
ず
な
り
ぬ
。
鼠
平
両
人
と
共と
も

に
呆あ
き

れ
驚
お
ど
ろ

き
、「
実ま
こ
とに
異い

人じ
ん

な
り
。
さ
れ
ど
目も
く

代だ
い

の
先せ
ん

官く
わ
んと
い
ひ
し
は
心
こ
ゝ
ろ

得え

ず
。
彼か
れ

が
帰か
へ

る
を
待ま
ち

て
再ふ
た
ゝび
問と
ひ

明あ
き

ら
め
、
又
再ふ
た
ゝび
賜お
く

ら
ん
」
と
礼れ
い

物も
つ

を
収と
り

拾を
さ
めて
、
我わ
が

衙や
し
き中
に

帰か
へ

り
ぬ
。
扨
も
虎こ

平
六
と
西さ
い

六ろ
く

東と
う

吾ご	

の）
た1
（

三
人
は
、
主し
ゆ

人じ
ん

蔀し
と
みの
走は
し

る
を
見
て
、

何
の
縁わ

け故
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
馬う
ま

を
駆は
せ

て
ゆ
く
事
五
六
里
、
日ひ

既す
で

に
暮く
れ

け
れ

ど
も
宿や
ど

を
も
と
め
ず
。
幸さ
い
はひ
に
十
三
夜や

の
月
明あ
き

ら
か
な
る
に
乗じ
よ
うじ
、
馬う
ま

を
は
や

め
て
路み
ち

の
嶮け
ん

岨そ

を
厭い
と

は
ず
、
只た
ゞ

跡あ
と

よ
り
追お
つ
て人
の
来き
た

ら
ん
こ
と
を
懼お
そ

れ
て
、
物
を

も
い
は
ず
急い
そ

ぎ
け
る
が
、
亥ゐ

の
刻こ
く

（
夜
の
四
ツ
時
）
に
及
て
ひ
と
つ
の
村む
ら

に
到い
た

る
。
此こ
の

時と
き

に
い
た
り
て
、
人ひ
と

困く
る
しみ
馬う
ま

倦つ
か

れ
て
ゆ
く
事
能あ
た

は
ず
。
北
二
い
ふ
、

（
13
ウ
）「
道み
ち

す
で
に
遠と
ほ

く
、
追お
つ
て人
の
来き
た

る
こ
と
も
あ
る
ま
じ
。
今
夜
は
此
処
に

宿や
ど

り
て
明
み
や
う

朝て
う

は
や
く
走は
し

る
べ
し
」。
蔀し
と
みそ
の
詞こ
と
ばに
し
た
が
ひ
、
一い
つ

軒け
ん

の
旅は
た
ご
や店
を

覓も
と

め
、
各
お
の
〳
〵

奥お
く

の
一ひ
と

室ま

に
入
り
て
労つ
か
れを
休や
す

め
け
る
が
、
虎こ

平へ
い

六ろ
く

問と

ふ
て
云
、「
彼か
の

- 13 -

を
引
つ
れ
、
夜
に
ま
ぎ
れ
て
彼
異
人
の
門
を
叩
く
に
、
異
人
出
来
り
て
門
を
開
き
、
「
誰
ぞ
」
と
問
ふ
。
央
助
声
を
ひ

よ

か
の

い

じ
ん

か
ど

た
ゝ

い

じ
ん

も
ん

ひ
ら

た
れ

と

あ
う

こ
ゑ

そ
め
、
「
是
は
此
所
の
郡

領

羽
咋
公
な
る
が
、

自

ら
爰
に
来
り
、
義
士
に
見
え
給
ふ
」
。
異
人
い
ふ
、
「
我
家
な
ん
ぞ

こ
れ

ぐ
ん
り
や
う

は

ぐ
ひ
ど
の

み
づ
か

こ
ゝ

ぎ

し

ま
み

い

じ
ん

わ
が
い
へ

さ
や
う
の
義
士
あ
ら
ん
」
と
、
又
門
を
閇
さ
ん
と
す
。
央
助
お
し
と
ゞ
め
て
、
「

暫

く
門
を
閉
給
ふ
な
。
語
り
申
す
べ

ぎ

し

と
ざ

あ
う

し
ば
ら

も
ん

と
ぢ

か
た

き
こ
と
あ
り
」
。（

オ
）

異
人
い
ふ
、
「
吾
今
睡
ら
ん
と
思
ふ
所
な
り
。
用
あ
ら
ば
明
日
来
ら
れ
よ
」
。
鼠
平
い
ふ
、
「
急

い

じ
ん

わ
れ

ね
ぶ

よ
う

き
た

き
ふ

10

な
る
話
に
て
、
翌
を
待
つ

暇

あ
ら
ず
」
。
異
人
是
非
な
く
引
て
内
に
入
ら
し
む
る
に
、
鼠
平
礼
物
を
献
じ
て
云
、「
不
腆

こ
と

あ
す

ま

い
と
ま

い

じ
ん

ぜ

ひ

ひ
い

い

れ
い
も
つ

け
ん

ふ

て
ん

の
薄
儀
、
い
さ
ゝ
か
義
士
の
為
に
心
を
致
す
」
。
異
人

笑

て
い
ふ
、
「
小
人
無
学
無
能
（
ぶ
ち
や
う
ほ
う
な
る
も
の
）
、
な

は
く

ぎ

ぎ

し

た
め

い
た

わ
ら
ひ

そ
れ
が
し

む

が
く

む

の
う

ん
ぞ
義
士
の

称

に
当
ら
ん
。
此
礼
物
又
用
ふ
る
所
な
し
。
早
〳
〵
に
持
帰

ぎ

し

し
よ
う

あ
た

れ
い
も
つ

も
ち

さ
う

も
ち
か
へ

ら
れ
よ
」
。
鼠
平
身
を
屈
め
て
い
ふ
、「
礼
物
薄
し
と
い
へ
ど
も
、
在
下
が
一
点

み

か
ゞ

れ
い
も
つ
う
す

そ
れ
が
し

い
つ
て
ん

の
誠
心
を
あ
ら
は
す
。

幸

に
拒
む
こ
と
な
か
れ
」
。
異
人
云
、「
你
身
を
匹
夫

せ
い
し
ん

さ
い
は
ひ

こ
ば

お

ん

み

ひ
つ

ぷ

に
屈
し
、
又
此
厚
礼
（
か
ろ
か
ら
ぬ
し
な
）
を
賜
ふ
。
何
の
求
む
る
所
か
あ
る
」
。

く
つ

こ
う
れ
い

た
ま

も
と

鼠
平
い
ふ
、
「
義
士
ま
づ
此
礼
物
を
請
給
は
ゞ
、
其
時
ゆ
る
〳
〵
と
告
申
す

ぎ

し

れ
い
も
つ

う
け

そ
の
と
き

つ
げ

べ
し
」
。
彼
人
い
ふ
、「
在
下
貧
し
と
い
へ
ど
も
、
故
な
き
礼
物
を
と
ら
ず
。
你

か
の

そ
れ
が
し
ま
づ

ゆ
ゑ

れ
い
も
つ

お
ん
み

も
し
明
ら
か
に
告
ず
ば
、
吾
決
し
て
受
じ
」
。
鼠
平
わ
ざ
と
泣
て
い
ふ
、「
在
下

つ
げ

わ
れ
け
つ

う
け

な
き

そ
れ
が
し

ひ
さ
し
く
大
冤
を

蒙

り
、
今
そ
の
仇
目
前
に
あ
れ
ど
も
、
恥
を
雪
ぐ
こ
と

む

じ

つ

か
う
ぶ

あ
た
も
く
ぜ
ん

は
ぢ

す
ゝ

あ
た
は
ず
。（

ウ
）

義
士

望

ら
く
は
、
小
人
が
為
に
此
賊
を
除
き
給
は
ゞ
、

の
ぞ
む

そ
れ
が
し

た
め

ぞ
く

の
ぞ

11

生

涯
こ
の
大
徳
を
わ
す
れ
じ
」
。
彼
人

首

を
揺
て
い
ふ
、
「
在
下
吾
が
身
の

し
や
う
が
い

だ
い
と
く

か
し
ら

ふ
つ

そ
れ
が
し

わ

み

事
さ
へ

策

な
く
、
な
ん
ぞ
人
の
為
に
大
事
を
謀
ら
ん
。
か
や
う
の

話

、
も

て
だ
て

た
め

だ
い

じ

は
か

は
な
し

し
人
に
聞
れ
て
は

甚

だ
よ
ろ
し
か
ら
じ
」
と
、
外
に

向

て
走
り
避
ん
と
す
。

き
か

は
な
は

そ
と

む
か
つ

は
し

さ
け

鼠
平
や
う
〳
〵
に
袖
を
引
と
め
、
「
吾
、
義
士
は
人
の
為
に
害
を
除
き
、

危

そ
で

わ
れ

が
い

の
ぞ

あ
や
ふ

き
を
救
ふ
と
聞
て
、
わ
ざ
〳
〵
来
り
て
願
へ
ど
も
、
義
士
の
為
に

憐

ま
れ
ず
。
思
ふ
に
、
此
仇
長
く
報

す
く

き
ゝ

ね
が

ぎ

し

あ
は
れ

あ
た
な
が

む
く

ふ
こ
と
を
得
じ
」
と
い
ひ
終
り
て
、
大
き
に
哭
き

悲

む
。
彼
人
こ
の
形
勢
を
見
て
、
実
情
な
る
こ
と
を
し
り
、

即

え

を
は

お
ほ

な

か
な
し

か
の

あ
り
さ
ま

ま

こ

と

す
な
は
ち

い
ふ
、「

你

の
讐
い
か
や
う
の
縁
故
に
て
、
今
何
所
に
か
あ
る
。
細

に
告
給
へ
」
。
鼠
平

偽

を

矯

て
い
ふ
、「
名
張

蔀

お
ん
み

あ
た

わ

け

い

づ

く

こ
ま
か

つ
げ

い
つ
は
り

か
ざ
り

な

ば
り
し
と
み

と
い
ふ
者
、
前
年
（
ま
へ
か
た
）
在
下
を
誣
て
盗
賊
な
り
と
し
、
獄
中
に
て
責
を
受
る
こ
と
数
日
。
又
幾
度
か
獄
卒
虎
平
六

ぜ
ん
ね
ん

そ
れ
が
し

し
ひ

ぬ
す
び
と

ご
く
ち
う

せ
め

う
く

す

じ
つ

い
く
た
び

ご
く
そ
つ

こ

へ
い
ろ
く

を
し
て
、
吾
が
性
命
（
い
の
ち
）
を

失

は
ん
と
せ
し
か
ど
も
、

悉

く
人
の
為
に
（

オ
）

た
す
け
ら
れ
、
又
後
官

情

わ

せ
い
め
い

う
し
な

こ
と
〴
〵

た
め

あ
と
や
く
な
さ
け

12

あ
り
て
小

人

が

冤

を
し
り
、
や
う
〳
〵
放
さ
れ
て
後
、
此
所
に

官

を
得
し
に
、
此
頃
又
虎
平
六
と
共
に
来
り
て
、
許
多

そ
れ
が
〔
し
〕

む
じ
つ

ゆ
る

の
ち

く
わ
ん

え

と
も

そ
こ
ば
く

の
金
を
求
め
、
猶

意

に
足
れ
り
と
せ
ず
、
吾
家
頼
北
二
に
頼
み
て
、
在
下
を
殺
さ
ん
と
せ
し
が
、
事
あ
ら
は
れ
、
今

か
ね

も
と

こ
ゝ
ろ

た

わ
が

け

ら
い
ほ
く

じ

た
の

そ
れ
が
し

こ
ろ

日
北
二
と
共
に
越
中
の
方
へ
遁
れ
去
り
ぬ
」
と
、
弁
舌
懸
河
の
ご
と
く
、

言

を
巧
み
に
語
り
け
り
。
此
異
人
は
是
誰

と
も

え
つ
ち
う

の
が

さ

べ
ん
ぜ
つ
け
ん

が

こ
と
ば

た
く

か
た

い

じ
ん

こ
れ
た
れ

ぞ
と
い
ふ
に
、
前
の
目
代

職

に
あ
り
し
韓
木
根
隼
太
な
り
け
れ
ば
、
鼠
平
が
語
る
一
部
始
終
を

細

に
聞
終
り
て
い
ふ
、

さ
き

も
く
だ
い
し
よ
く

か
ら

こ

ね

は
や

た

か
た

い
ち

ぶ

し

じ
う

こ
ま
か

き
ゝ
を
は

「
奸
賊
に
く
む
べ
し
。

元

来

蔀

虎
平
六
が

出

身
（
み
も
と
）
は
、
我
よ
く
知
る
所
な
り
。
蔀
は
篤
行
の
君
子
な
る
ゆ

か
ん
ぞ
く

ぐ
わ
ん
ら
い
し
と
み

こ

し
ゆ
つ
し
ん

わ
れ

し

と
く
か
う

く
ん

し

ゑ
、
吾
が
後
官
と
し
て
目
代
の

職

に
居
ら
し
め
、
虎
平
六
は
先

官
（
せ
ん
や
く
）

某

判
断
を

誤

り
、
死
刑
に

行

わ

あ
と
や
く

も
く
だ
い

し
よ
く

を

せ
ん
く
わ
ん

な
に
が
し
は
ん
だ
ん

あ
や
ま

し

け
い

お
こ
な

ふ
べ
か
り
し
を
、
我
急
に
後
官
と
な
り
て
よ
り
、
彼
が
罪
を
糺
明
す
る
に
、
其
罪
正
し
か
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
、
後
日

証

拠

わ
れ
き
ふ

あ
と
や
く

か
れ

つ
み

き
う
め
い

そ
の
つ
み
た
ゞ

ご

に
ち
し
よ
う

こ

の
出
る
を
待
て
是
非
を
（

ウ
）
決
す
べ
く
思
ひ
、
永
く
獄
中
に

禁

め
置
し
が
、
後
に
蔀
が
裁
判
に
よ
り
て

冤

の
事

明

い
づ

ま
ち

ぜ

ひ

け
つ

な
が

ご
く
ち
う

い
ま
し

お
き

の
ち

さ
い
ば
ん

む
じ
つ

あ
き
ら

12

か
に

彰

れ
し
か
ば
、
蔀
が

属

吏
（
し
た
や
く
）
と
な
せ
し
由
ほ
の
か
に
聞
り
。
彼
等
二
人
、
か
く
の
ご
と
き
兇
悪
の

あ
ら
は

し
よ
く

り

よ
し

き
け

か
れ

ら

き
よ
う
あ
く

人
と
は
し
ら
ず
。
我
監
定
（
め
き
ゝ
）
を

誤

れ
り
」
と
大
き
に
怒
り
、「

元

来
足
下
、
此
の
大
冤
（
お
ほ
き
な
る
む
じ
つ
）

わ
れ
か
ん
て
い

あ
や
ま

い
か

ぐ
わ
ん
ら
い
ご

へ

ん

た
い
ゑ
ん

を

蒙

る
を
、
我
な
ん
ぞ
見
る
に
忍
び
ん
。
今
夜
越
中
に
走
り
て
此
賊
を
た
づ
ね
、
足
下
の
為
に
仇
を
報
じ
、
夜
中
に

か
う
ぶ

わ
れ

し
の

え
つ
ち
う

は
し

ぞ
く

ご

へ

ん

た
め

あ
だ

は
う

よ

な
か

は
帰
り
来
ら
ん
」
。
鼠
平
い
ふ
、
「
然
あ
る
時
は
義
士
の
大
恩
天
地
と
斉
し
。
事
成
の
日
は
重
く
報
ふ
べ
し
。
し
か
れ

か
へ

き
た

さ

と
き

ぎ

し

だ
い
お
ん
て
ん

ち

ひ
と

こ
と
な
る

ひ

お
も

む
く

ど
も
彼
等
五
人
、
今
日

午

刻
（
ひ
る
ど
き
）
よ
り
鞭
打
て
走
た
り
し
か
ば
、
行
程
十
余
里
は

隔

り
つ
ら
ん
。
然
ら
ば
往
反

か
れ

ら

う
ま
の
こ
く

む
ち
う
つ

は
せ

み
ち
の
り

よ

り

へ
だ
た

さ

わ
う
へ
ん

（
ゆ
き
も
ど
り
）
二
十
余
里
の
行
程
を
、
夜
半
ま
で
に
は
覚
束
な
し
」
。
異
人
色
を
正
し
う
し
て
い
ふ
、
「
我
な
ん
ぞ
謝
礼

よ

り

み
ち
の
り

や

は
ん

お
ぼ
つ
か

い

じ
ん
い
ろ

た
ゞ

わ
れ

し
や
れ
い

を
求
め
ん
。
此
礼
物
早
〳
〵
に
持
返
る
べ
し
。
又
行
程
百
里
を
隔
つ
と
も
、
何
の
難
き
（

オ
）
こ
と
か
あ
ら
ん
。
我
夜
半

も
と

れ
い
も
つ
さ
う

も
ち
か
へ

み
ち
の
り

へ
だ

か
た

や

は
ん

13

と
い
ふ
に
覚
な
く
て
は
い
は
ず
」
と
い
ひ
も
終
ら
ず
、
刀
を
執
て
門
を
出
、
そ
の
走
る
事
飛
鳥

の
ご
と
く
、
瞬
く
間

お
ぼ
え

を
は

か
た
な

と
つ

も
ん

い
で

は
し

ひ

ち
や
う

ま
た
ゝ

う
ち

（

ウ
・

オ
）

10

11

（
10
ウ
・
11
オ
） 
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四
九

羽は

咋ぐ
ひ

主ぬ

し人
、
懇
ね
ん
ご
ろに
饗も
て
なし
明
日
人に
ん

馬ば

を
備そ
な

へ
て
送お
く

ら
ん
と
い
は
れ
し
も
の
を
、
今

日
却か
へ
つて
荷に

物も
つ

を
も
棄す
て

置お
き

て
、
難な
ん

を
逃の
が

る
ゝ
者も
の

の
ご
と
く
、
連よ
ど
ほ
し夜
に
走は
し

り
て
辛し
ん

苦く

す
る
は
何
の
縁い
は
れ故
ぞ
や
」。
蔀
嘆た
ん

じ
て
い
ふ
、「
汝な
ん
ぢな
ん
ぞ
し
ら
ん
。
今
ン
日
北ほ
く

二じ

主ぬ
し

な
か
り
せ
ば
、
吾わ
れ

も
汝な
ん
ぢも
身み

を
葬は
う
ぶる
の
地と
こ
ろな
か
ら
ん
。
今
幸さ
い
はひ
に
虎こ

口こ
う

を

遁の
が

れ
得え

た
り
。
何な
ん

ぞ
辛し
ん

苦く

を
顧
か
へ
り
みん
」。
虎
平
六
驚お
ど
ろき
て
、
其そ
の

縁い
は
れ故
を
問と

は
ん
と

す
る
時
、
旅は
た
ご
や店
の
主あ
る
じ、
此
客き
や
く

五
人
五ご

騎き

、
深し
ん

夜や

に
宿や
ど

を
と
り
、
些す
こ
し
の
行に
も
つ李
も

な
き
を
見
て
、
心
こ
ゝ
ろ

大
き
に
疑う
た
がひ
、
前ま
へ

に
進す
ゝ

み
て
問と
ふ

て
い
ふ
、「
客
き
や
く

人じ
ん

何
の
主す
ぎ
は
ひ意

を
な
し
、
何い
づ
か
た方
よ
り
（
14
オ
）
爰こ
ゝ

に
来き
た

り
給
ふ
や
」。
蔀
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、
亭て
い

主し
ゆ

を
前ま
へ

に
坐ざ

せ
し
め
、
即す
な
はち
鼠
平
が
盗た
う

賊ぞ
く

を
な
せ
し
時
、
そ
の
才さ
い

貌ば
う

を
憐あ
は
れみ
、
密
ひ
そ
か

に
虎こ

平
六
を
し
て
釈
ゆ
る
し

放は
な

さ
し
め
、
其
罪つ
み

に
よ
り
て
官く
わ
ん（
や
く
ぎ
）
を
罷や
め

（
は
な

さ
る
）
ら
れ
、
適
た
ま
〳
〵

此こ
の

国く
に

を
通と
ほ

り
て
他か
れ

に
と
ゞ
め
ら
れ
、
厚あ
つ

く
饗も
て
なさ
れ
し
が
、
今

日
彼か
れ

、
妻つ
ま

の
讒ざ
ん

言げ
ん

を
用も
ち

ひ
て
吾わ
れ

を
殺こ
ろ

さ
ん
と
せ
し
を
、
北
二
が
告つ
ぐ

る
に
よ
り
て

遁の
が

れ
来
り
し
事
、
前ぜ
ん

後ご

細こ
ま
か密
に
語か
た

り
け
れ
ば
、
虎こ

平
六
大
き
に
怒い
か

り
、
店
や
ど
の

主あ
る
じも

嗟さ

嘆た
ん

し
て
止や
ま

ず
。
北ほ
く

二じ

傍か
た
は
らよ
り
、
亭あ
る
じ主
に
云い
ひ

つ
け
て
酒し
ゆ

飯は
ん

（
さ
け
と
め
し
と
）

を
出い
だ

さ
し
む
。
店あ
る
じ主
出い
で

去さ
り

て
後の
ち

、
忽た
ち
まち
床ゆ
か
の下し
たを
鑕く
ゞ

り
て
現あ
ら
はれ
出い
で

た
る
一い
ち

人に
ん

の
大お
ほ

男を
と
こ、
身み

に
は
襷た
す
きを
引ひ
き

結ゆ

ひ
、
手て

に
刀か
た
なを
執と

り
て
威ゐ

風ふ
う

凜り
ん

〳
〵
、
殺さ
つ

気き

騰と
う

〳
〵
た

り
。
蔀
主し
ゆ
う

従〴
〵

大
き
に
お
ど
ろ
き
、
魂
た
ま
し
ひも
身み

に
つ
か
ず
、
首か
う
べ
を
地ち

に
つ
け
て
、

只た
ゞ

「
命い
の
ちを
饒ゆ
る

し
給
へ
」
と
叫さ
け

ぶ
に
、
彼か
の

人
は
や
く
蔀
を
扶
た
す
け

起お
こ

し
、「
蔀
し
と
み

主ぬ
し

、
驚
お
ど
ろ

く
こ
と
な
か
れ
。
吾わ
れ

は
韓か
ら

木こ

根ね

隼は
や

太た

な
り
」
と
い
ふ
。
蔀
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、（
14
ウ
）

怪く
わ
い

夢む

（
こ
は
き
ゆ
め
）
は
じ
め
て
寤さ
め

た
る
ご
と
く
、又
再ふ
た
ゝび
驚お
ど
ろき
、「
故こ

人じ
ん

（
む

か
し
の
と
も
だ
ち
）
何
の
事
あ
り
て
か
爰こ
ゝ

に
は
来き
た

り
給
ふ
」
と
、
隼は
や

太た

を
上
じ
や
う

坐ざ

に
進す
ゝ

め
て
後の
ち

、
こ
と
の
縁わ

け故
を
問と

ふ
に
、
隼は
や

太た

が
い
ふ
、「
我わ
れ

世よ

を
避さ
け

て
後の
ち

、

四し

方は
う

に
周し
う

遊い
う		

し）
1く
（

、
寓す
み
かを
一い
つ

所し
よ

に
も
と
め
ず
。
平つ
ね
〴生〵
義ぎ

に
よ
り
て
人
を
救す
く

ひ
、

勉つ
と
めて
天て
ん

下か
（
よ
の
な
か
）不ふ

義ぎ

の
事
を
悪に
く

め
り
。
今
夜
適
た
ま
〳
〵鼠
平
来
り
て
虚き
よ

談だ
ん（
う

そ
ば
な
し
）
を
告つ

げ
、
吾わ
れ

を
し
て
足ご
へ
ん下
を
害こ
ろ

さ
し
む
。
な
ん
ぞ
し
ら
ん
、
彼か
れ

か

く
の
ご
と
く
義ぎ

に
負そ
む

き
、
恩お
ん

を
忘わ
す

る
ゝ
の
賊ぞ
く

な
ら
ん
と
は
。
吾わ
れ

床し
や
う

下か

（
ゆ
か

の
し
た
）
に
在あ
り

て
足ご
へ
ん下
の
話は
な
し説
を
聞き
か

ず
は
、恐お
そ

ら
く
は
足ご
へ
ん下
の
ご
と
き
長
ち
や
う

者じ
や（
を

と
な
し
き
ひ
と
）
を
殺こ
ろ

さ
ん
」。
蔀
頻し
き
りに
頭か
う
べを
叩た
ゝ
きて
、
活
く
わ
つ

命め
い

（
た
す
か
る
）
の

恩お
ん

を
謝し
や

す
。
隼は
や

太た

い
ふ
、「
謝し
や

す
る
事
な
か
れ
。
我わ
れ

し
ば
ら
く
去さ

り
て
又
再ふ
た
ゝび

来
ら
ん
」
と
。
即す
な
はち
広ひ
ろ

庭に
は

に
出
け
る
が
、
身
を
躍を
ど

ら
し
て
屋や

根ね

に
上あ
が

る
。
其
疾は
や

き
事
飛ひ

鳥ち
や
うの
ご
と
く
、
忽た
ち
まち
見
え
ず
な
り
ぬ
。
衆み
な

人〳
〵

大
き
に
駭お
ど
ろき
、
彼か
の

人
再ふ
た
ゝび

来
り
て
何
事
を
な
す
か
と
、心
こ
ゝ
ろ
の

下う
ち

安
か
ら
ず
。（
15
オ
）
扨
又
鼠
平
が
妻
小
谷
は
、

夫を
つ
とが
帰
り
来
て
事こ
と

の
整と
ゝ
のひ
た
る
よ
し
を
聴き
ゝ

、
か
ぎ
り
な
く
喜よ
ろ
こび
、
酒さ
け

を
と
り
肴
さ
か
な

を
備そ
な

へ
て
夫ふ
う

婦ふ

相あ
ひ

楽た
の

し
み
、
央あ
う

助す
け

を
も
第や
し
き中
に
と
ゞ
め
て
、
共と
も

に
義ぎ

士し

の
帰か
へ

る

を
待ま

つ
。
三さ
ん

更か
う

（
夜
九
ツ
時
）
の
頃こ
ろ

に
及お
よ

び
て
、
幽も
の

閑し
づ
かな
る
庭て
い

中ち
う

（
に
は
の
う

ち
）
た
ち
ま
ち
宿ね

鳥と
り

驚お
ど
ろき
鳴な

き
、木こ
の

葉は

乱み
だ

れ
落お

ち
、一
チ
人
の
大お
ほ

男を
と
こ

堂ざ
し
き上
に
入
る
。

鼠
平
目め

を
挙あ
げ

て
見
る
に
彼か
の

義ぎ

士し

な
り
け
れ
ば
、
ひ
と
つ
に
は
驚お
ど
ろき
、
ひ
と
つ
に

は
喜よ
ろ
こび
、
迎む
か

へ
て
坐ざ

上じ
や
うに
進す
ゝ

め
動や
う
す静
を
問と

は
ん
と
す
る
に
、
義ぎ

士し

忿ふ
ん

然ぜ
ん

と
し
て

刀か
た
なを
ひ
ら
め
か
し
、
罵の
ゝ
しり
て
い
ふ
、「
汝
な
ん
ぢ

鼠
平
、
恩お
ん

に
負そ
む

く
の
賊ぞ
く

。
名な

張ば
り

氏う
ぢ

は

救き
う

命め
い

（
い
の
ち
を
す
く
ふ
）
の
恩お
ん

人じ
ん

な
る
を
、
報む
く

ひ
を
為な

さ
ゞ
る
の
み
か
、

婦を
ん
な人
の
言こ
と
ばに
従し
た
がひ
て
害こ
ろ

さ
ん
と
し
、
事こ
と

あ
ら
は
れ
て
は
過
あ
や
ま
ちを
悔く
や

む
べ
き
に
、
又

虚い
つ
は
り誕
を
飾か
ざ
りて
、
吾わ
れ

を
し
て
賢け
ん

人じ
ん

（
か
し
こ
き
ひ
と
）
を
殺こ
ろ

さ
し
め
ん
と
す
。
汝
な
ん
ぢ

が
ご
と
き
極ご
く

悪あ
く

人に
ん

、は
や
く
我わ

が
刀た
う

下か

（
か
た
な
の
し
た
）
の
鬼き

（
い
う
れ
い
）

と
な
る
べ
し
」。
鼠
平
色い
ろ

を
失う
し
なひ
、
詞こ
と
ばを
出い
だ

さ
ん
と
す
る
所
に
、（
15
ウ
）
頭か
う
べす

で
に
地ち

に
落お
ち

た
り
。
小
谷
は
平へ
い

生ぜ
い

物
に
驚お
ど
ろか
ざ
る
性う
ま
れな
る
が
、
爰こ
ゝ

に
い
た
り
て

胆き
も

を
失う
し
なひ
、
口く
ち

を
開ひ
ら

く
事
を
得え

ず
。
口
く
ち
の

裏う
ち

は
じ
め
て
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

を
念ね
ん

じ
、
又
万ま
ん

歳ざ
い

楽ら
く

を
誦じ
ゆ

し
、
一ひ
と

縮ち
ゞ
みに
な
り
て
震ふ
る

ひ
居ゐ

た
る
に
、
義ぎ

士し

又
詈の
ゝ
しり
て
い
ふ
、「
汝
な
ん
ぢ

狗ち
く
し
や
う

婦を
ん
な、
丈を
つ
と夫
に
善ぜ
ん

（
よ
き
こ
と
）
を
勧す
ゝ

め
ず
し
て
、
か
ゝ
る
姦わ
る

兇だ
く
みの
事
を
な

さ
し
む
。
吾わ
れ

、
汝な
ん
ぢが
胸む
ね

を
裂さ
き

て
、
汝な
ん
ぢが
胆き
も

の
他ひ
と

に
異こ
と

（
こ
と
か
は
る
）
な
る
や

否い
な

や
を
試
こ
ゝ
ろ
みん
」
と
、
右み
ぎ

の
膝ひ
ざ

に
て
彼か
れ

が
股
ふ
と
も
ゝを
押お
さ

へ
、
左ひ
だ
りの
足あ
し

を
伸の
べ

て
彼か
れ

が
頭か
う
べを

踏ふ
み

つ
け
、
刀か
た
なを
取と
り

直な
ほ

し
て
胸む
ね

よ
り
臍へ
そ

ま
で
裂さ
き

開ひ
ら

き
、
刀か
た
なを
口く
ち

に
咥く
は

へ
、
両
手
を

か
け
て
五ご

臓ざ
う

六ろ
つ

腑ぷ

を
引ひ
き

出い
だ

し
、
血ち

の
し
た
ゞ
る
を
も
管か
ま

は
ず
、
燈
と
も
し
び
の

下も
と

に
照て
ら

し
、

独ひ
と
り

言ご
と

し
て
い
ふ
、「
か
ゝ
る
悪あ
く

婦ふ

の
胆き
も

は
他ひ
と

に
異こ
と

な
ら
ん
と
思
ひ
し
に
、
案あ
ん

の

外ほ
か

尋よ
の
つ
ね常（
ひ
と
な
み
）
の
胆き
も

な
り
。
い
か
に
し
て
か
や
う
の
狠わ
る

毒だ
く
みを
な
せ
し
や
」
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五
〇

と
傍
か
た
は
らに
投な
げ

棄す
て

、
さ
て
二ふ
た
つ級
の
首く
び

を
斬き
り

て
革か
は

嚢ぶ
く
ろの
中う
ち

に
い
れ
、
又
庭に
は

に
下く
だ

り
、
墻か
き

を
越こ
え

て
走は
し

り
、
再ふ
た
ゝび
蔀
が
（
16
オ
）
旅り
よ

店て
ん

（
や
ど
れ
る
い
へ
）
に
到い
た

る
。
此
時

儳は
づ
かに
四し

更か
う

（
夜
八
ツ
時
）
の
鐘
じ
よ
う

声せ
い

（
か
ね
の
お
と
）
響ひ
ゞ
けり
。
隼は
や

太た

い
か
な
る
法ほ
ふ

あ
り
て
か
、
か
ゝ
る
疾は
や

足あ
し

の
術じ
ゆ
つを
得え

た
り
け
ん
。
斯か
く

て
主
し
ゆ
う

従〴
〵

の
前ま
へ

に
進す
ゝ

み
、
革か
は

嚢ぶ
く
ろを
投な
げ

出い
だ

し
て
い
ふ
、「
義ぎ

に
負そ
む

く
の
賊ぞ
く

、吾わ
れ

す
で
に
腹は
ら

を
裂さ

き
、腸
は
ら
わ
たを
屠ほ
ふ

り
ぬ
」

と
、
二ふ
た
つ級
の
首く
び

を
取と
り

出い
だ

す
に
、
蔀
大
き
に
驚お
ど
ろき
且か
つ

喜よ
ろ
こび
、
首か
う
べを
地ち

に
つ
け
て
い

ふ
、「
在そ
れ
が
し下
立た
て

山や
ま

を
も
見
ざ
る
の
前さ
き

、
ひ
と
つ
の
活
く
わ
つ

地ぢ

獄ご
く

（
こ
の
よ
の
ぢ
ご
く
）

に
堕だ

（
お
ち
い
る
）
し
、修し
ゆ

羅ら

（
き
つ
た
り
は
つ
た
り
）
の
苦く

患げ
ん

（
く
る
し
み
）

を
得う

べ
か
り
し
所と
こ
ろに
、
却か
へ
つて
手て

も
下く
だ

さ
ず
し
て
仇あ
た

を
報む
く

ふ
。
足ご
へ
ん下
の
高か
う

義ぎ

謝し
や

す

る
に
所
な
し
。
願ね
が

は
く
は
住ぢ
う

所し
よ

を
告つ
げ

給
へ
。
他た

日じ
つ

厚あ
つ

く
報む
く

ふ
べ
し
」。
隼は
や

太た

か

ら
〳
〵
と
笑わ
ら

ひ
、「
足ご
へ
ん下
い
ま
だ
我わ

が
行お
こ
な
ひ跡
を
し
ら
ず
や
。
我わ
れ

是こ
れ

ま
で
報む
く
ひを
も

と
め
ず
。
只た
ゞ

義ぎ

に
よ
り
て
す
る
所
な
り
。
且か
つ

住ぢ
う

所し
よ

も
定さ
だ

め
ず
。
今
は
韓か
ら

木こ

根ね

隼は
や

太た

と
も
呼よ

ば
ず
、
す
べ
て
姓せ
い

名め
い

あ
る
こ
と
な
し
。
只た
ゞ

今
日
、
此こ
の

家や

の
床ゆ
か

下し
た

よ
り

出い
で

た
れ
ば
、
他た

日じ
つ

も
し
相あ
ひ

逢あ

は
ゞ
、
床
し
や
う

下か

（
ゆ
か
し
た
）
の
義ぎ

士し

（
い
き
ぢ
あ

る
ひ
と
）
と
呼よ

び
（
16
ウ
）
給
ふ
べ
し
」。
蔀
い
ふ
、「
吾わ
れ

足ご
へ
ん下
の
大た
い

志し

は
し
る

と
い
へ
ど
も
、
独
ひ
と
り

暁さ
と

し
難が
た

き
は
、
最さ
い

前ぜ
ん

の
挙ふ
る
ま
ひ動
な
り
。
我わ
が

輩
と
も
が
ら

過く
わ

分ぶ
ん

の
力ち
か
らを
つ

く
し
、
馬ば

足そ
く

（
う
ま
の
あ
し
）
を
借か
り

て
す
ら
、
午ひ
る

時ど
き

よ
り
亥ゐ
の

刻こ
く

（
夜
の
四
ツ
時
）

に
至い
た
り
て
、
儳は
づ
か
に
十じ
ふ

余よ

里り

に
過す
ぎ

ず
。
し
か
る
に
足ご
へ
ん下
、
往わ
う

反へ
ん

（
ゆ
き
も
ど
り
）

二
十
余
里
の
行み
ち
の
り程
を
、
一い
つ

刻と
き

の
間ま

に
往わ
う

来ら
い

し
給
ふ
は
い
ぶ
か
し
。
是こ
れ

い
か
な
る

術じ
ゆ
つを
究き
は

め
給
ふ
や
」
と
問と

へ
ば
、
隼は
や

太た

笑わ
ら
ひて
、「
い
か
な
る
術じ
ゆ
つな
る
か
我わ
れ

も
し

ら
ず
」
と
答こ
た

へ
て
、
懐
ふ
と
こ
ろよ
り
一ひ
と

封つ
ゝ
みの
薬く
す
りを
出い
だ

し
、
些す
こ
しば
か
り
を
摘つ
ま

み
て
首く
び

の
切き
り

口く
ち

に
ふ
り
か
け
置お

き
、
疾は
や

く
走は
し

り
出
て
去さ

る
所
を
し
ら
ず
。
蔀
二ふ
た
つ級
の
首く
び

を
棄す
て

置お
か

れ
し
か
ば
、
い
か
ゞ
せ
ん
と
思
ふ
所
に
、
怪あ
や

し
い
か
な
、
此
首く
び

漸ぜ
ん

々〴
〵

に
縮ち
ゞ

み

て
小ち
ひ

さ
く
な
り
、
看み
る

〳
〵
消き
え

て
水み
づ

に
な
り
ぬ
。
衆ひ
と

人〴
〵

奇き

異い

（
め
づ
ら
し
）
の
思お
も

ひ
を
な
し
、
漸や
う

〳
〵
心
を
安や
す
んじ
け
れ
ば
、
天よ

明あ
け

に
い
た
り
て
又
馬う
ま

を
催も
よ
ほし
、
往ゆ

く
事
両ふ
つ
か日
に
し
て
越え
つ

中ち
う

の
国こ
く

府ふ

に
着つ

き
、
さ
て
彼か
の

旧き
う

友い
う

（
む
か
し
と
も
だ
ち
）

を
訪と
ぶ
ら
ふ
に
、
彼か
の
（
17
オ
）
人
故こ

人じ
ん

（
む
か
し
の
と
も
）
を
見
て
大お
ほ

き
に
喜よ
ろ
こ
び
、

衙や
し
き内
に
と
ゞ
め
て
饗も
て
な応
す
事
数す

日じ
つ

、
蔀
前ぜ
ん

事じ

を
仔こ
ま
か細
に
語か
た

り
出い
だ

す
に
、
彼か
の

人
も
又
感か
ん

嘆た
ん

し
て
止や
ま

ず
。
扨
又
鼠
平
が
家い
へ

に
て
は
、

其そ
の

夜よ

央あ
う

助
南な
ん

三ざ
う

の
両
人
、
大お
ほ

勢ぜ
い

の
奴し
も
べ僕
と
共と
も

に
、
義ぎ

士し

の
主し
ゆ

人じ
ん

を
殺こ
ろ

す
を
見
て
震ふ
る

ひ
戦わ
な
ゝき
、
小こ

陰か
げ

に
隠か
く

れ
居ゐ

た
り
し
が
、
程ほ
ど

な

く
天よ

明あ
け

て
よ
り
国こ
く

司し

に
訴う
つ
たふ
る

に
、
衆み
な
ひ
と官
大
き
に
驚お
ど
ろき
、
諸し
よ

司し

許あ
ま

多た

来
り
て
詮せ
ん

議ぎ

す
る
に
、
央あ
う

助
南な
ん

三ざ
う

口く
ち

を
そ
ろ
へ
て
、
蔀し
と
みが

奸か
ん

計け
い

、
彼か

の
義ぎ

士し

を
頼た
の

み
て
鼠

平
夫ふ
う
ふ婦
を
殺こ
ろ

さ
せ
し
な
ら
ん
と

仔し

細さ
い

を
訴う
つ
たへ
け
れ
ば
、
即そ
く

時じ

に

健あ
し
が
る児
を
遣つ
か

は
し
て
彼か
の

義ぎ

士し

を
捕と
ら
へし
む
る
に
、早は
や

く
跡あ
と

を
隠か
く

し
て
影か
げ

を
だ
に
見
ず
。

衆み
な

人〳
〵

さ
ま
〴
〵
に
商
し
や
う

議ぎ

す
る
に
、
蔀
は
是こ
れ

、
越
中
の
国
に
旧き
う

友い
う

あ
る
と
い
ふ
の

み
に
て
、
慥た
し
かに
姓せ
い

名め
い

宿し
ゆ
く

所し
よ

を
し
ら
ず
。
又
平つ
ね
〴生〵
鼠
平
が
薄は
く

徳と
く

（
と
く
う
す
し
）

ゆ
ゑ
、
誰た
れ

あ
り
て
仇あ
だ

を
報む
く

は
ん
と
す
る
者
な
く
、（
18
ウ
）
只た
ゞ

夜や

半は
ん

盗た
う

賊ぞ
く

の
為た
め

に
殺こ
ろ

さ
れ
た
り
と
披ひ

露ろ
う

し
て
扨さ
て

止や
み

ぬ
。
此こ
の
の
ち後
数す

年ね
ん

を
経へ

て
、
蔀し
と
みは
越え
つ

中ち
う

の
国こ
く

司し

の
推す
ゐ

挙き
よ

（
と
り
も
ち
）
に
よ
り
、
再ふ
た
ゝび
都み
や
こに
帰か
へ

り
て
高か
う

官く
わ
んに
陞の
ぼ

り
、
常つ
ね

に
義ぎ

士し

の
行ゆ
く

方へ

を
尋た
づ

ね
て
、
恩お
ん

を
報む
く

は
ん
こ
と
を
思
ひ
し
に
、
或あ
る

時と
き

三さ
ん

條で
う

の
街ち
ま
たに
て
、

白は
く

馬ば

に
乗の
り

て
過す
ぐ

る
者も
の

を
看み

る
に
、
彼か
の

床し
や
う

下か

の
義ぎ

士し

な
り
け
れ
ば
、
急い
そ

ぎ
馬う
ま

よ

り
飛と
び

下お

り
て
礼れ
い

を
施ほ
ど
こす
に
、
義ぎ

士し

咲わ
ら
ひて
、「
大た
い

人じ
ん

よ
く
吾わ
れ

を
見み

覚お
ぼ

え
給
ふ
か
」。

蔀
い
ふ
、「
不そ
れ
が
し肖
日に
ち

夜や

君き
み

の
恩お
ん

を
忘わ
す

れ
ず
。
何な
ん

ぞ
見み
わ
す忘
れ
申
さ
ん
や
。
願ね
が

は
く

は
吾わ
が

家や

に
来
り
給
へ
」。
義ぎ

士し

い
ふ
、「
近き
ん

日じ
つ

別べ
つ

に
高か
う

門も
ん

を
叩た
ゝ

く
べ
し
。
今
日
は

命お
ほ
せに
従し
た
がは
ず
。
も
し
大た
い

人じ
ん

吾わ
れ

を
棄す
て

給
は
ず
ん
ば
、
我わ
が

家い
へ

に
来
り
給
へ
」。
蔀
欣き
ん

- 15 -

ゝ
る
姦
兇
の
事
を
な
さ
し
む
。
吾
、
汝
が
胸
を
裂
て
、
汝
が
胆
の
他
に
異
（
こ
と
か
は
る
）
な
る
や
否
や
を

試

ん
」

わ
る
だ
く
み

わ
れ

な
ん
ぢ

む
ね

さ
き

な
ん
ぢ

き
も

ひ
と

こ
と

い
な

こ
ゝ
ろ
み

と
、
右
の
膝
に
て
彼
が

股

を
押
へ
、

左

の
足
を
伸
て
彼
が

頭

を
踏
つ
け
、

刀

を
取
直
し
て
胸
よ
り
臍
ま
で
裂
開

み
ぎ

ひ
ざ

か
れ

ふ
と
も
ゝ

お
さ

ひ
だ
り

あ
し

の
べ

か
れ

か
う
べ

ふ
み

か
た
な

と
り
な
ほ

む
ね

へ
そ

さ
き
ひ
ら

き
、
刀
を
口
に
咥
へ
、
両
手
を
か
け
て
五
臓
六
腑
を
引
出
し
、
血
の
し
た
ゞ
る
を
も
管
は
ず
、

燈

下
に
照
し
、
独
言

か
た
な

く
ち

く
は

ご

ざ
う
ろ
つ

ぷ

ひ
き
い
だ

ち

か
ま

と
も
し
び
の
も
と

て
ら

ひ
と
り
ご
と

し
て
い
ふ
、
「
か
ゝ
る
悪
婦
の
胆
は
他
に
異
な
ら
ん
と
思
ひ
し
に
、
案
の
外
尋
常
（
ひ
と
な
み
）
の
胆
な
り
。
い
か
に
し

あ
く

ふ

き
も

ひ
と

こ
と

あ
ん

ほ
か
よ
の
つ
ね

き
も

て
か
や
う
の
狠

毒
を
な
せ
し
や
」
と

傍

に
投
棄
、
さ
て
二
級
の
首
を
斬
て
革

嚢

の
中
に
い
れ
、
又
庭
に
下
り
、
墻

わ
る
だ
く
み

か
た
は
ら

な
げ
す
て

ふ

た

つ

く
び

き
り

か
は
ぶ
く
ろ

う
ち

に
は

く
だ

か
き

を
越
て
走
り
、

再
び
蔀
が
（

オ
）

旅
店
（
や
ど
れ
る
い
へ
）
に
到
る
。
此
時

儳
に
四
更
（
夜
八
ツ
時
）
の
鐘

声
（
か
ね
の

こ
え

は
し

ふ
た
ゝ

り
よ
て
ん

い
た

は
づ
か

し

か
う

じ
よ
う
せ
い

16

お
と
）

響
り
。
隼
太
い
か
な
る
法
あ
り
て
か
、
か
ゝ
る
疾
足
の
術
を
得
た
り
け
ん
。
斯
て

主
従
の
前
に
進
み
、
革
嚢

ひ
ゞ
け

は
や

た

ほ
ふ

は
や
あ
し

じ
ゆ
つ

え

か
く

し
ゆ
う
〴
〵

ま
へ

す
ゝ

か
は
ぶ
く
ろ

を
投
出
し
て
い
ふ
、
「
義
に
負
く
の
賊
、
吾
す
で
に
腹
を
裂
き
、

腸

を
屠
り
ぬ
」
と
、
二
級
の
首
を
取
出
す
に
、
蔀

な
げ
い
だ

ぎ

そ
む

ぞ
く

わ
れ

は
ら

さ

は
ら
わ
た

ほ
ふ

ふ

た

つ

く
び

と
り
い
だ

大
き
に

驚

き
且

喜

び
、

首

を
地
に
つ
け
て
い
ふ
、
「
在
下
立
山
を
も
見
ざ
る
の
前
、
ひ
と
つ
の

活

地
獄
（
こ
の
よ
の

お
ど
ろ

か
つ
よ
ろ
こ

か
う
べ

ち

そ
れ
が
し
た
て
や
ま

さ
き

く
わ
つ

ぢ

ご
く

ぢ
ご
く
）
に
堕
（
お
ち
い
る
）
し
、
修
羅
（
き
つ
た
り
は
つ
た
り
）
の
苦
患
（
く
る
し
み
）
を
得
べ
か
り
し

所

に
、

却

て
手

だ

し
ゆ

ら

く

げ
ん

う

と
こ
ろ

か
へ
つ

て

も
下
さ
ず
し
て
仇
を
報
ふ
。
足
下
の
高
義
謝
す
る
に
所
な
し
。
願
は
く
は
住
所
を
告
給
へ
。
他
日
厚
く
報
ふ
べ
し
」
。
隼
太

く
だ

あ
た

む
く

ご

へ

ん

か
う

ぎ

し
や

ね
が

ぢ
う
し
よ

つ
げ

た

じ
つ
あ
つ

む
く

は
や

た

か
ら
〳
〵
と
笑
ひ
、
「
足
下
い
ま
だ
我
が
行
跡
を
し
ら
ず
や
。
我
是
ま
で

報

を
も
と
め
ず
。
只
義
に
よ
り
て
す
る
所
な

わ
ら

ご

へ

ん

わ

お
こ
な
ひ

わ
れ
こ
れ

む
く
ひ

た
ゞ

ぎ

り
。
且
住
所
も
定
め
ず
。
今
は
韓
木
根
隼
太
と
も
呼
ば
ず
、
す
べ
て
姓
名
あ
る
こ
と
な
し
。
只
今
日
、
此
家
の
床
下
よ

か
つ
ぢ
う
し
よ

さ
だ

か
ら

こ

ね

は
や

た

よ

せ
い
め
い

た
ゞ

こ
の

や

ゆ
か
し
た

り
出
た
れ
ば
、
他
日
も
し
相
逢
は
ゞ
、

床

下
（
ゆ
か
し
た
）
の
義
士
（
い
き
ぢ
あ
る
ひ
と
）
と
呼
び
（

ウ
）

給
ふ
べ
し
」
。

い
で

た

じ
つ

あ
ひ

あ

し
や
う

か

ぎ

し

よ

16

蔀
い
ふ
、
「
吾
足
下
の
大
志
は
し
る
と
い
へ
ど
も
、

独

暁
し
難
き
は
、
最
前
の
挙
動
な
り
。
我

輩

過
分
の

力

を
つ

わ
れ

ご

へ

ん

た
い

し

ひ
と
り
さ
と

が
た

さ
い
ぜ
ん

ふ
る
ま
ひ

わ
が
と
も
が
ら
く
わ
ぶ
ん

ち
か
ら

く
し
、
馬
足
（
う
ま
の
あ
し
）
を
借
て
す
ら
、
午
時
よ
り
亥
刻
（
夜
の
四
ツ
時
）
に

至
て
、

儳
に
十
余
里
に
過
ず
。
し
か

ば

そ
く

か
り

ひ
る
ど
き

ゐ
の
こ
く

い
た
り

は
づ
か

じ
ふ

よ

り

す
ぎ

る
に
足
下
、
往
反
（
ゆ
き
も
ど
り
）
二
十
余
里
の
行
程
を
、
一
刻
の
間
に
往
来
し
給
ふ
は
い
ぶ
か
し
。
是
い
か
な
る

術

ご

へ

ん

わ
う
へ
ん

み
ち
の
り

い
つ
と
き

ま

わ
う
ら
い

こ
れ

じ
ゆ
つ

を
究
め
給
ふ
や
」
と
問
へ
ば
、
隼
太
笑
て
、「
い
か
な
る
術
な
る
か
我
も
し
ら
ず
」
と
答
へ
て
、

懐

よ
り
一
封
の
薬

き
は

と

は
や

た

わ
ら
ひ

じ
ゆ
つ

わ
れ

こ
た

ふ
と
こ
ろ

ひ
と
つ
ゝ
み

く
す
り

を
出
し
、
些
ば
か
り
を
摘
み
て
首
の
切
口
に
ふ
り
か
け
置
き
、
疾
く
走
り
出
て
去
る
所
を
し
ら
ず
。
蔀
二
級
の
首
を
棄
置

い
だ

す
こ
し

つ
ま

く
び

き
り
く
ち

お

は
や

は
し

さ

ふ

た

つ

く
び

す
て
お
か

れ
し
か
ば
、
い
か
ゞ
せ
ん
と
思
ふ
所
に
、
怪
し
い
か
な
、
此
首
漸
々
に
縮
み
て
小
さ
く
な
り
、
看
〳
〵
消
て
水
に
な
り

あ
や

く
び
ぜ
ん
〴
〵

ち
ゞ

ち
ひ

み
る

き
え

み
づ

ぬ
。
衆
人
奇
異
（
め
づ
ら
し
）
の
思
ひ
を
な
し
、
漸
〳
〵
心
を
安
じ
け
れ
ば
、
天
明
に
い
た
り
て
又
馬
を
催
し
、
往
く

ひ
と
〴
〵

き

い

お
も

や
う

や
す
ん

よ

あ
け

う
ま

も
よ
ほ

ゆ

事
両
日
に
し
て
越
中
の
国
府
に
着
き
、
さ
て
彼
旧
友
（
む
か
し
と
も
だ
ち
）

ふ

つ

か

え
つ
ち
う

こ
く

ふ

つ

か
の
き
う
い
う

を
訪
ふ
に
、
彼
（

オ
）
人
故
人
（
む
か
し
の
と
も
）
を
見
て
大
き
に

喜
び
、
衙
内

と
ぶ
ら

か
の

こ

じ
ん

お
ほ

よ
ろ
こ

や

し

き

17

に
と
ゞ
め
て
饗
応
す
事
数
日
、
蔀
前
事
を
仔
細
に
語
り
出
す
に
、
彼
人
も

も

て

な

す

じ
つ

ぜ
ん

じ

こ

ま

か

か
た

い
だ

か
の

又
感
嘆
し
て
止
ず
。
扨
又
鼠
平
が
家
に
て
は
、
其
夜
央
助
南
三
の
両
人
、
大
勢

か
ん
た
ん

や
ま

い
へ

そ
の

よ

あ
う

な
ん
ざ
う

お
ほ
ぜ
い

の
奴
僕
と
共
に
、
義
士
の
主
人
を
殺
す
を
見
て
震
ひ
戦

き
、
小
陰
に
隠
れ
居

し

も

べ

と
も

ぎ

し

し
ゆ
じ
ん

こ
ろ

ふ
る

わ
な
ゝ

こ

か
げ

か
く

ゐ

た
り
し
が
、
程
な
く
天
明
て
よ
り
国
司
に

訴

ふ
る
に
、
衆
官
大
き
に

驚

ほ
ど

よ

あ
け

こ
く

し

う
つ
た

み
な
ひ
と

お
ど
ろ

き
、
諸
司
許
多
来
り
て
詮
議
す
る
に
、
央
助
南
三
口
を
そ
ろ
へ
て
、

蔀

が

し
よ

し

あ
ま

た

せ
ん

ぎ

あ
う

な
ん
ざ
う
く
ち

し
と
み

奸
計
、
彼
の
義
士
を
頼
み
て
鼠
平
夫
婦
を
殺
さ
せ
し
な
ら
ん
と
仔
細
を

訴

か
ん
け
い

か

ぎ

し

た
の

ふ
う

ふ

こ
ろ

し

さ
い

う
つ
た

へ
け
れ
ば
、
即
時
に
健
児
を
遣
は
し
て
彼
義
士
を

捕

し
む
る
に
、
早
く
跡

そ
く

じ

あ
し
が
る

つ
か

か
の

ぎ

し

と
ら
へ

は
や

あ
と

を
隠
し
て
影
を
だ
に
見
ず
。
衆
人
さ
ま
〴
〵
に

商

議
す
る
に
、
蔀
は
是
、

か
く

か
げ

み
な
〳
〵

し
や
う

ぎ

こ
れ

越
中
の
国
に
旧
友
あ
る
と
い
ふ
の
み
に
て
、
慥
に
姓
名
宿
所
を
し
ら
ず
。

き
う
い
う

た
し
か

せ
い
め
い
し
ゆ
く
し
よ

又
平
生
鼠
平
が
薄
徳
（
と
く
う
す
し
）
ゆ
ゑ
、
誰
あ
り
て
仇
を
報
は
ん
と
す

つ
ね
〴
〵

は
く
と
く

た
れ

あ
だ

む
く

る
者
な
く
、（

ウ
）
只
夜
半
盗
賊
の
為
に
殺
さ
れ
た
り
と
披
露
し
て
扨
止
ぬ
。

た
ゞ

や

は
ん
た
う
ぞ
く

た
め

こ
ろ

ひ

ろ
う

さ
て
や
み

18

此
後
数
年
を
経
て
、
蔀
は
越
中
の
国
司
の
推
挙
（
と
り
も
ち
）
に
よ
り
、
再
び
都
に
帰
り
て
高
官

こ
の
の
ち

す

ね
ん

へ

し
と
み

え
つ
ち
う

こ
く

し

す
ゐ
き
よ

ふ
た
ゝ

み
や
こ

か
へ

か
う
く
わ
ん

に
陞
り
、
常
に
義
士
の
行
方
を
尋
ね
て
、
恩
を
報
は
ん
こ
と
を
思
ひ
し
に
、
或
時
三
條
の

街

に
て
、
白
馬
に
乗
て
過

の
ぼ

つ
ね

ぎ

し

ゆ
く

へ

た
づ

お
ん

む
く

あ
る
と
き
さ
ん
で
う

ち
ま
た

は
く

ば

の
り

す
ぐ

る
者
を
看
る
に
、
彼
床

下
の
義
士
な
り
け
れ
ば
、
急
ぎ
馬
よ
り
飛
下
り
て
礼
を

施
す
に
、
義
士
咲
て
、「
大
人
よ
く
吾

も
の

み

か
の
し
や
う

か

ぎ

し

い
そ

う
ま

と
び

お

れ
い

ほ
ど
こ

ぎ

し

わ
ら
ひ

た
い
じ
ん

わ
れ

を
見
覚
え
給
ふ
か
」
。
蔀
い
ふ
、
「
不
肖
日
夜
君
の
恩
を
忘
れ
ず
。
何
ぞ
見
忘
れ
申
さ
ん
や
。
願
は
く
は
吾
家
に
来
り

み

お
ぼ

そ
れ
が
し
に
ち

や

き
み

お
ん

わ
す

な
ん

み

わ

す

ね
が

わ
が

や

給
へ
」
。
義
士
い
ふ
、「
近
日
別
に
高
門
を
叩
く
べ
し
。
今
日
は
命
に

従
は
ず
。
も
し
大
人
吾
を
棄
給
は
ず
ん
ば
、
我
家

ぎ

し

き
ん
じ
つ
べ
つ

か
う
も
ん

た
ゝ

お
ほ
せ

し
た
が

た
い
じ
ん
わ
れ

す
て

わ
が
い
へ

に
来
り
給
へ
」
。
蔀
欣
然
と
し
て
馬
を
並
べ
て
行
に
、
一
條

戻
橋
の

辺
に
い
た
り
て
馬
を
下
り
、
一

ツ

の
小
門
の
内
に
入

き
ん
ぜ
ん

う
ま

な
ら

ゆ
く

い
ち
で
う
も
ど
り
ば
し

ほ
と
り

お

ひ
と

も
ん

い

（

ウ
・

オ
）
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五
一

然ぜ
ん

と
し
て
馬う
ま

を
並な
ら

べ
て
行ゆ
く

に
、
一い
ち

條で
う

戻も
ど
り

橋ば
し

の
辺ほ
と
りに
い
た
り
て
馬
を
下お

り
、
一ひ
と
ツ

の
小
門も
ん

の
内
に
入い

る
に
、
一い
ち

坐ざ

の
高た
か

楼ど
の

雲く
も

に
聳そ
び

へ
、
普ふ

請し
ん

の
（
19
オ
）
結け
つ

構か
う

い

ふ
ば
か
り
な
く
、
奴し
も
べ僕
数す

十
人
趨は
し
りて
相あ
ひ

迎む
か

へ
、
請し
や
うじ
て
堂だ
う

中ち
う

に
坐ざ

せ
し
め
、
し

ば
ら
く
あ
り
て
饗
き
や
う

応お
う

の
筵え
ん

席せ
き

、
善ぜ
ん

美び

を
尽つ
く

し
、
王わ
う

侯こ
う

（
だ
い
み
や
う
）
の
富と
み

と

い
ふ
と
も
、
是こ
れ

に
は
過す
ぎ

じ
と
思
ふ
ば
か
り
な
り
。
や
が
て
数す

人に
ん

の
美び

女ぢ
よ

を
呼よ
び

出い
だ

し
、
各
お
の
〳
〵

歌う
た
ひ

舞ま
は

し
む
る
に
、
い
づ
れ
も
顔
か
ん
ば
せ

桃た
う

花く
わ

の
ご
と
く
、
絶ぜ
つ

世せ
い

の
佳か

人じ
ん

な
り
。

蔀
義ぎ

士し

と
倶と
も

に
、
古こ

今こ
ん

英え
い

雄ゆ
う

の
事
を
談だ
ん

論ろ
ん

し
、
暮く
れ

に
及
び
て
別わ
か

れ
帰か
へ

り
、
次
つ
ぎ
の
日ひ

礼れ
い

物も
つ

を
備そ
な
へて
再ふ
た
ゝび
尋た
づ

ぬ
る
に
、
只た
ゞ

一い
つ

所し
よ

の
空く
う

宅た
く

（
あ
き
や
）
あ
る
の
み
に
て
、

家か

財ざ
い

奴ぬ

僕ぼ
く

、
い
づ
こ
に
遁
の
が
れ

去さ

り
し
か
し
る
べ
か
ら
ず
。
蔀し
と
みむ
な
し
く
嗟さ

嘆た
ん

し
て

帰か
へ

る
。
後こ
う

来ら
い

蔀
ま
す
〳
〵
高か
う

位ゐ

に
陞の
ぼ

り
、
北ほ
く

二じ

虎こ

平
六
も
、
又
些す
こ
しの
官
く
わ
ん

職し
よ
くを
得え

て
、
安あ
ん

穏を
ん

に
世よ

を
送お
く

り
し
と
な
り
。
独
ひ
と
り

彼か
の

床し
や
う

下か

の
義ぎ

士し

は
い
か
ゞ
な
り
し
か
、

其
終を
は
りを
し
ら
ず
と
な
ん
。

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草ざ
う

紙し

巻
之
二
畢を
は
る（

19
ウ
）

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草さ
う

紙し

巻
之
三

　

〇	

姦か
ん

兇き
よ
う（
わ
る
だ
く
み
）
を
逞
た
く
ま
し
うし
て
頑
ぐ
は
ん

夫ぷ

（
た
は
け
も
の
）
其そ
の

身み

を
斃た
ふ

（
う

し
な
ふ
）
す
話こ
と

あ
る
人ひ
と

の
歌う
た

に

　

心
な
く
花は
な

の
下し
づ

枝え

を
折を

る
人
の
た
も
と
は
露つ
ゆ

に
ぬ
れ
ず
や
は
あ
る

世よ

の
諺
こ
と
わ
ざに
、
人
を
呪の
ろ

は
ゞ
穴あ
な

ふ
た
つ
と
い
へ
る
、
宜う
べ

な
る
か
な
。
人
を
傷そ
こ
なは
ん

と
す
る
者も
の

は
、
人
を
ば
傷
そ
こ
な
ひ

得え

ず
し
て
、
却か
へ
つて
其そ
の

身み

を
傷そ
こ
なふ
者も
の

多お
ほ

し
。
花は
な

の
枝え
だ

を

折を

る
人
の
、
い
ま
だ
折を
り

果は
て

ざ
る
に
袂た
も
とを
露つ
ゆ

に
ひ
た
し
、
衣こ
ろ
もを
裂さ
き

破や
ぶ

る
に
た
と
へ

て
、
斯か
く

は
詠よ
め

る
な
る
べ
し
。
い
づ
こ
な
ら
ん
地と
こ
ろは
し
ら
ね
ど
、
真し
ん

九く

郎ら
う

と
い
へ

る
者も
の

あ
り
。
年と
し

長た
け

た
れ
ど
も
妻つ
ま

を
娶め
と

ら
ず
、
一
チ
人
の
老ら
う

母ぼ

を
養や
し
なひ
、
油あ
ぶ
らを
賈う
り

て
生す
ぎ
は
ひ活
と
せ
し
が
、
一あ
る
と
き日
例れ
ゐ

の
ご
と
く
油
あ
ぶ
ら

桶を
け

を
担に
な

ひ
て
出い
で

け
る
に
、
途と

中ち
う

頻し
き
りに

大だ
い

便べ
ん

の
気き

を
催も
よ
ほし
（
１
オ
）
け
れ
ば
、
傍
か
た
は
らな
る
厠か
は
やに
入
り
し
が
、
は
か
ら
ず
も

褁ど
う
ま
き肚
を
拾ひ
ろ

ひ
ぬ
。
中う
ち

に
一い
つ

封ぷ
う

の
金か
ね

あ
り
て
重お
も

さ
三
拾
両
余あ
ま
りと
お
ぼ
し
）
1た
（	

、
真
九

郎
歓よ
ろ
こ
び喜
に
堪た
へ

ず
、
急い
そ

ぎ
家
に
帰か
へ

り
て
老
母
に
対む
か

ひ
、「
我わ
れ

今こ
ん

日に
ち

は
か
ら
ざ
る

造し
あ
は
せ化
を
得え

て
、
許あ
ま

多た

の
金か
ね

を
拾ひ
ろ

ひ
た
り
」
と
、
褁ど
う
ま
き肚
を
出
し
て
見
せ
け
る
に
、

老
母
大
き
に
駭お
ど
ろき
て
、「
你お
ん
みい
か
な
る
巧た
く
みを
な
し
て
此
金
を
偸
ぬ
す
み

来き
た

れ
る
や
」
と

問と

ふ
に
、
真
九
郎
答こ
た
へて
、「
吾わ
れ

敢あ
へ

て
他ひ
と

の
物も
の

を
盗ぬ
す

み
た
る
に
あ
ら
ず
。
何
人
の

落お
と

せ
し
か
は
し
ら
ね
ど
、
厠か
は
やの
中う
ち

に
在あ
り

し
ゆ
ゑ
拾
ひ
ろ
ひ

取と
り

て
帰か
へ

れ
る
な
り
。
我わ
れ

等ら

が

如ご
と

き
些ほ
そ
も
と
で

本
銭
の
者も
の

、
容た
や
す
く易
此
大た
い

金き
ん

を
得え

難が
た

し
。
明
日
よ
り
此
金
を
油
の
本も
と
で銭
と

な
さ
ば
、
以い

前ぜ
ん

に
増ま
さ

り
て
双さ
う

倍ば
い

の
利り

徳と
く

あ
ら
ん
」
と
い
ふ
に
、
老
母
聴き
ゝ

て
頭か
し
らを

揺ふ

り
、「
古い
に
しへ
よ
り
貧ひ
ん

富ぷ

（
ま
づ
し
き
も
と
め
る
も
）
皆み
な

繇め
い
に

命よ
る

（
天
の
さ
づ
け
）

と
い
へ
り
。
若も
し

你お
ん
み

此
金
を
得う

る
ほ
ど
の
果く
わ

報ほ
う

あ
ら
ば
、
か
ゝ
る
貧ま
づ
し
き
家い
へ

に
生う
ま

る
ま
じ
。
你お
ん
みが
心
を
設ま
う
けて
謀
は
か
り

得え

た
る
金
に
は
あ
ら
ね
ど
、
又
（
１
ウ
）
辛し
ん

苦く

し

て
得え

た
る
物
に
は
あ
ら
ず
。
功か
う

な
く
し
て
禄ろ
く

を
受う
け

な
ば
、
却か
へ
つて
其そ
の

殃わ
ざ
は
ひを
受う
け

む
こ

と
を
お
そ
る
。
此
金
を
脱お
と

せ
る
人
、
も
し
借か
り

来き
た

れ
る
物
に
て
、
索た
づ
ねて
も
見
え
ざ

る
時
は
、
其
苦く
る
しみ
い
か
ば
か
り
な
ら
ん
。
命い
の
ちを
失う
し
なふ
に
至い
た

ら
ん
も
し
ら
れ
ず
。

吾わ
が

躬み

つ
め
り
て
他ひ
と

の
疼い
た

さ
を
暁さ
と

れ
と
は
、
此こ
れ

等ら

の
こ
と
を
い
ふ
ぞ
か
し
。
你
お
ん
み

早は
や

く
拾
ひ
ろ
ひ
取と
り
し
所
に
到い
た

り
、
若も
し

尋た
づ
ね

来き
た

る
人
あ
ら
ば
、
速
す
み
や
かに
帰か
へ

し
遣つ
か
は
す
べ
し
。
譬た
と

へ

ば
橋は
し

な
き
大だ
い

河が

に
橋は
し

ひ
と
つ
造つ
く

り
し
ご
と
く
、
大
き
な
る
陰い
ん

徳
）
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と
く（		

な
れ
ば
、
你
お
ん
み

の
為た
め

あ
し
き
こ
と
あ
ら
じ
」
と
い
へ
ば
、
真
九
郎
素も
と

よ
り
正
直
な
る
性う
ま
れな
り
け

れ
ば
、
老
母
に
教
を
し
へ

訓さ
と

さ
れ
て
は
な
は
だ
其そ
の

理り

に
伏ふ
く

し
、
即そ
く

時じ

に
褁ど
う
ま
き肚
を
携た
づ
さへ
て

本も
と

の
厠か
は
やの
辺ほ
と
りに
至い
た

れ
ば
、
一ひ
と

叢む
れ

の
人
、
一
チ
人
の
男
を
囲か
こ

み
、
其
男
憤
い
き
ど
ほ
りを
含ふ
く
める

さ
ま
に
て
嚷
わ
め
き

居ゐ

た
り
。
元
来
此
男
は
他た

国こ
く

の
者
な
る
が
、
此
厠か
は
やに
入
て
金か
ね

を
脱お
と

し
、
立
帰
り
て
尋た
づ
ぬれ
ど
も
其
褁ど
う
ま
き肚
見
え
ざ
れ
ば
、
許あ
ま

多た

の
人ひ
と

を
傭
や
と
ひ

来き
た

り
、
糞こ
ひ

坑つ
ぼ

の
中う
ち

を
（
２
オ
）
探さ
が

さ
ん
と
す
る
を
見
て
、
街ま
ち

上な
か

の
人
〴
〵
す
べ
て
此
光あ
り
さ
ま景
を

見
ん
と
て
会
つ
ど
ひ

集あ
つ
まれ
る
な
り
。
真
九
郎
此こ
の

由よ
し

を
聴き
ゝ

て
便す
な
はち
彼か
の

人ひ
と

に
対む
か

ひ
、「
其そ
こ

許も
と

の
脱お
と

せ
し
金
は
員ゐ
ん

数じ
ゆ

何
程
あ
り
し
や
」
と
問と
ふ

に
、
彼か
の

人
口く
ち

に
ま
か
せ
て
「
四
五

拾
両
な
り
」
と
い
ふ
。
真
九
郎
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、「
白し
ら

布ぬ
の

の
褁ど
う
ま
き肚
な
り
や
否い
な

や
」
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五
二

と
問と

へ
ば
、
彼か
の

人
駭お
ど
ろき
て
、「
寔じ
つ

に
白
布
の
褁ど
う
ま
き肚
な
り
。
你お
ん
みも
し
拾ひ
ろ

ひ
給
は
ゞ

帰か
へ

し
与
あ
た
へ

給
へ
。
我わ
れ

実じ
つ

に
謝し
や

物も
つ

（
れ
い
の
し
な
）
を
奉
ら
む
」
と
い
ふ
に
、
衆ひ
と

人あ
ま
たの
中
に
も
快く
ち
ま
め嘴
の
男
あ
り
て
、
傍
か
た
は
らよ
り
言こ
と
ばを
発お
こ

し
て
い
ふ
、「
御
両
人
半は
ん

分ぶ
ん

に
頒
わ
か
ち

給
は
ゞ
、利り

の
当あ
た

れ
る
所
な
る
べ
し
」。
又
傍か
た
は
らよ
り
言こ
と
ばを
発お
こ

し
て
い
ふ
、「
ま

づ
何
物
に
納い
れ

て
脱お
と

し
た
る
や
、
其
主ぬ
し

に
尋た
づ

ね
て
後の
ち

是ぜ

非ひ

を
も
い
ふ
べ
き
に
、
拾
ひ
ろ
ひ

主ぬ
し

、
我わ
れ

か
ら
其
物
を
さ
し
て
い
へ
る
は
甚
は
な
は
だ

麁そ

忽こ
つ

な
り
」
な
ど
口く
ち

〴
〵
に
い
ひ
さ

わ
ぐ
を
、
真
九
郎
耳み
ゝ

に
も
か
け
ず
、「
実じ
つ

に
我わ
れ

過さ
き
ほ
ど刻
拾ひ
ろ

ひ
て
我わ
が

家い
へ

に
あ
り
。
你
お
ん
み

我わ
れ

と
共と
も

に
来き
た

ら
れ
よ
」
と
、
彼か
の

人
を
誘い
ざ
なひ
て
立
帰
る
に
、
衆ひ
と
〴人〵
も
又
跡あ
と

に
つ
き

て
従
し
た
が
ひ

行ゆ

く
。（
２
ウ
）
真
九
我わ
が

家い
へ

に
至
り
、彼か
の

褁ど
う
ま
き肚
を
出
し
て
持
主
に
与あ
た
へけ
れ
ば
、

彼
人
其
中
を
改あ
ら
ため
見
て
、
本も
と

の
ご
と
く
不ふ

足そ
く

な
き
を
し
れ
ど
も
、
只た
ゞ

真
九
に
謝し
や

物も
つ

を
贈お
く

ら
む
こ
と
を
恐
れ
、
又
衆ひ
と

人〴
〵

の
主と
り
も
ち張
に
て
平へ
い

分ぶ
ん

に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
悲
か
な
し

み
、
俄に
は
かに
欺い
つ
は
り心
を
起お
こ

し
て
い
ふ
、「
本も
と

我わ
が

金き
ん

子す

は
五
拾
両
あ
り
。
汝
な
ん
ぢ

半な
か
ばを
隠か
く

し

た
ら
ん
。
速
す
み
や
かに
出
し
て
我わ
れ

に
還か
へ

せ
」
と
荒あ
ら
ゝか
に
罵
の
ゝ
し
りけ
れ
ば
、真
九
大
き
に
怒い
か

り
、

「
原も
と

此
金
は
我わ
れ

拾ひ
ろ
ひ

帰か
へ

り
て
老
母
に
見
せ
し
に
、
老
母
我わ
れ

に
勧す
ゝ

め
て
原
も
と
の

主ぬ
し

を
尋た
づ

ね

て
返か
へ

さ
し
む
。
な
ん
ぞ
然さ

様や
う

の
卑い
や
しき
事
を
な
さ
む
」
と
い
ふ
に
、
彼
人
猶な
ほ

争あ
ら
そひ

罵の
ゝ
しり
て
や
ま
ず
。
真
九
も
又
屈む
じ
つを
い
ひ
か
け
ら
れ
、
忿い
か
りに
堪た
へ

ず
し
て
互た
が
ひに
争
あ
ら
そ
ひ

募つ
の

り
、
竟つ
ひ

に
彼か
の

人
真
九
が
髻
も
と
ゞ
りを
取と
つ

て
引ひ
き

倒た
ふ

し
、
拳こ
ぶ
しを
上
て
打
ち
や
う

擲ち
や
くし
け
れ
ば
、
真
九

も
又
彼か
れ

を
搔か
き

む
し
り
、
組く
み

つ
転ま
ろ

び
つ
揉も
み

合あ
ひ

け
れ
ば
、
老
母
も
走
は
し
り

出い
で

て
狼う
ろ
た
へ狽
騒さ
わ

ぎ
、

衆ひ
と

人〴
〵

も
声
を
上
て
嚷わ
め

き
立た
て

、
は
な
は
だ
騒さ
う

動ど
う

に
及
ぶ
折を
り

か
ら
、
目も
く

代だ
い

職し
よ
くの
官
く
わ
ん

人に
ん

、
此
処
を
過よ
ぎ
り
て
此
（
３
オ
）
光
景
を
見
給
ひ
、
則
ち
捕ほ

卒そ
つ

（
と
り
て
）
に

分い
ひ
つ
け付
て
両
人
を
拿と
ら

へ
来
ら
し
め
、
面め
の
ま
へ前
に
引
出
し
て
事こ
と

の
始し

末ま
つ

を
尋
た
づ
ね

問と

ふ
に
、

一
チ
人
は
い
ふ
、「
彼か
れ

、
小そ
れ
が
し人
が
金
子
を
拾
ひ
、
半な
か
ばを
匿か
く

し
て
還か
へ

さ
ず
」。
一
人

は
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
母は
ゝ

の
言こ
と
ばに
従し
た
がひ
他か
れ

に
還か
へ

せ
し
に
、
他か
れ

却か
へ
つて
小そ
れ
が
し人
に
屈む
じ
つを
い
ひ

か
け
ぬ
」。
官
く
わ
ん

人に
ん

衆ひ
と

人〴
〵

に
む
か
ひ
て
、「
誰た
れ

か
此こ

所ゝ
に
在あ
り

て
見み

証と
ゞ
けを
な
す
」
と
い

ふ
に
、
衆ひ
と

人〴
〵

皆み
な

言こ
と
ばを
揃そ
ろ
へて
、「
彼か
の

旅た
び

人う
ど

、
厠か
は
やの
辺ほ
と
りに
て
金
子
を
落お
と

し
、
人
を
傭や
と

ひ
て
索た
づ
ぬれ
ど
も
見
え
ず
。
真
九
自み
づ
から
拾ひ
ろ
ひた
り
と
い
ひ
て
、他か
れ

を
引ひ
い

て
家
に
帰
り
、

褁ど
う

肚ま
き

を
返か
へ

せ
し
こ
と
我
〳
〵
が
見
る
所
な
り
。
但た
ゞ

金
子
の
多た

少せ
う

は
我
〳
〵
ど
も

の
し
ら
ざ
る
所
な
り
」。
官
人
す
な
は
ち
捕ほ

卒そ
つ

に
下げ

知ぢ

し
、
両
人
と
衆ひ
と
〴人〵
と
を

斉ひ
と

し
く
目も
く

代だ
い

所し
よ

に
来き
た

ら
し
め
、
自み
づ
から
堂だ
う

に
升の
ぼ

り
て
褁
肚
と
金
子
と
を
改
め
、
扨さ
て

旅た
び

人う
ど

に
対む
か
ひて
、「
汝な
ん
ぢが
金
子
幾い
か
ほ
ど許
な
り
や
」
と
尋
給
へ
ば
、「
五
拾
両
な
り
」
と

答こ
た

ふ
。「
汝
彼か
れ

が
拾
ひ
ろ
ひ

取と

り
し
金
を
見
よ
。
是こ
れ

か
な
ら
ず
汝
が
物
に
あ
ら
じ
」。
旅

人
い
ふ
、「
彼か
れ

口く
ち

よ
り
自み
づ
か
ら
拾
ひ
ろ
ひ

得え

（
３
ウ
）
た
り
と
告ま
を

す
。
是
慥た
し
かな
る
証
し
や
う

拠こ

な

ら
ず
や
」。
官
く
わ
ん

人に
ん

又
い
ふ
、「
他か
れ

も
し
汝
が
金
を
貪む
さ
ぼら
ば
、
蓋
な
ん
ぞ

全ま
つ
たく
取と
ら

ず
し
て
半は
ん

分ぶ
ん

を
還か
え

さ
む
や
。
又
他か
れ

自み
づ
から
告つ
げ

ざ
ら
ば
、
汝
い
か
に
し
て
他か
れ

が
拾ひ
ろ

ひ
し
事
を
し

る
べ
き
。
他か
れ

が
自み
づ
から
告つ
げ

た
る
を
も
つ
て
、
彼か
れ

が
貪む
さ
ぼる
心
な
き
を
し
る
べ
し
。
汝

が
失う
し
なひ
し
金か
ね

は
五
拾
両
に
て
、
他
が
拾
ひ
し
金
は
三
拾
両
な
り
。
し
か
れ
ば
此

金
は
必か
な
らず
汝
が
物
に
あ
ら
ず
。別べ
つ

に
一あ
る

人ひ
と

の
脱お
と

せ
る
金
な
る
べ
し
」。旅
人
い
ふ
、

「
此
金
子
、
実じ
つ

に
小そ
れ
が
し人
が
物
な
り
。
二
拾
両
の
不ふ

足そ
く

は
い
ふ
と
も
詮せ
ん

な
し
。
ね

が
は
く
ば
只た
ゞ

此
三
十
両
を
取と
り

て
帰か
へ

る
べ
し
」。
官
く
わ
ん

人に
ん

い
ふ
、「
員ゐ
ん

数じ
ゆ

同お
な

じ
か
ら
ざ

れ
ば
汝
が
物
と
は
い
は
れ
ず
。
此
金
子
主ぬ
し

な
き
物
な
れ
ば
、
真
九
郎
に
与あ
た
へて
母は
ゝ

を
養や
し
なふ
助た
す
けと
な
さ
し
む
べ
し
。汝
が
五
拾
両
の
金
は
汝
み
づ
か
ら
索
た
づ
ね

出い
だ

す
べ
し
」

と
判は
ん

断だ
ん

す
で
に
定さ
だ
まり
け
れ
ば
、真
九
郎
金
を
得え

て
喜よ
ろ
こぶ
こ
と
お
ほ
か
た
な
ら
ず
、

恩お
ん

を
謝し
や

し
、
母は
ゝ

を
扶た
す

け
て
退た
い

出し
ゆ
つす
。
彼
旅
人
、
既す
で

に
目も
く

代だ
い

所し
よ

の
断さ
ば
きを
経へ

て
、
い

か
ん
と
も
せ
ん
か
た
な
く
、
羞は
ぢ

を
（
４
オ
）
含ふ
く

み
、
涙な
み
だを
噙す
ゝ

り
て
退し
り
ぞく
。
衆ひ
と
〴人〵

皆み
な

快こ
ゝ
ろ
よし
と
い
は
ざ
る
者
な
し
。
原も
と

是こ
れ

他ひ

と人
を
図は
か

ら
ん
と
思
ひ
て
、
翻か
へ
つて
自お
の
れ己
を

失う
し
なふ
。
自お
の
れ己
は
羞
は
づ
か

慚し
め

を
禀う
く

れ
ど
、
他ひ

と人
は
却か
へ
つて
歓よ
ろ
こ
び喜
を
得え

た
り
。
爰こ
ゝ

に
又ま
た

一ひ
と

箇つ

の
奇
め
づ
ら
し
き

話は
な
しあ
り
。
妻つ
ま

あ
る
者も
の

却か
へ
つて
妻つ
ま

を
失う
し
なひ
、
妻つ
ま

な
き
者も
の

却か
へ
つて
妻つ
ま

を
得え

た
る
の

一い
ち

條で
う

、
彼か
の

真
九
郎
と
旅た
び

人う
ど

と
、
金
あ
る
者
は
金
を
失う
し
なひ
、
金
な
き
者
却か
へ
つて
金
を

得え

し
が
如ご
と

く
、
事じ

蹟せ
き

は
異こ
と

な
れ
ど
も
天て
ん

理り

は
全ま
つ
たく
同お
な

じ
。
事こ
と

長な
が

け
れ
ど
再
ふ
た
ゝ
びこ
れ

を
説と
か

む
。
い
づ
れ
の
頃こ
ろ

に
か
あ
り
け
ん
、
駿す
る

河が

の
国こ

ふ府
に
、
清き
よ

見み

某な
に
が
しと
い
ふ
者も
の

あ
り
。
同お
な

じ
郷が
う

士し

に
、
高た
か

階し
な

慶け
い

介す
け

と
い
ふ
者
と
代だ
い

〳
〵
の
縁え
ん

者じ
や

に
し
て
、
清き
よ

見み

氏う
ぢ

の
一い
っ

子し

要か
な
め人
と
、
高た
か

階し
な

氏う
ぢ

の
一む
す
め女
飛あ
す
か鳥
と
、
幼を
さ
なき
よ
り
婚こ
ん

（
え
ん
ぐ
み
）
を

約や
く

せ
し
が
、
清き
よ

見み

氏う
ぢ

の
父ち
ゝ

母は
ゝ

、
数す

年ね
ん

な
ら
ざ
る
内
に
病
び
や
う

死し

し
け
れ
ば
、
少と
し
わ
か年
の

要か
な
め人
、
家か

事じ

（
い
へ
の
ま
か
な
ひ
）
を
収を
さ
むる
に
堪た
へ

ず
、
漸や
う
やく
困こ
ん

窮き
う

に
な
り
ゆ
き
、
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五
三

此
頃
は
只た
ゞ

一い
つ

軒け
ん

の
破あ
ば
ら屋や

を
残の
こ

せ
る
の
み
に
て
、
殆
ほ
と
ん
ど

飢き

餲か
つ

（
う
ゑ
か
は
く
）
に
及

ば
ん
と
す
。（
４
ウ
）
飛あ
す
か鳥
が
父ち
ゝ

慶け
い

介す
け

、此
あ
り
さ
ま
を
見
て
悔
く
わ
い

親し
ん
（
へ
ん
が
へ
）

の
意こ
ゝ
ろを
生し
ゃ
うじ
、
夫お
く
が
た人
畝う
ね

尾を

と
商
し
や
う

議ぎ

（
さ
う
だ
ん
）
す
る
に
、
畝
尾
い
ふ
、「
清

見
氏
貧ま
づ

し
と
い
へ
ど
も
幼を
さ
な
き
よ
り
の
契い
ひ

親な
づ
けな
れ
ば
、
何
と
て
離り

縁え
ん

を
な
さ
ん

や
」。
慶
介
い
ふ
、「
只た
ゞ

人
を
つ
か
は
し
、
彼か
れ

を
催さ
い

促そ
く

し
て
婚こ
ん

礼れ
い

を
急い
そ

ぎ
な
ば
、

彼か
れ

其そ
の

費い
り

用よ
う

を
致い
た

す
に
力ち
か
らな
く
、
必か
な
らず
要
人
が
許も
と

よ
り
退へ
ん
が
へ親
を
計は
か

ら
ん
」。
畝う
ね

尾を

こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、「
娘
む
す
め

飛あ
す
か鳥
は
執か
た
い
ぢ拗
な
る
性
う
ま
れ

質つ
き

な
れ
ば
、
操み
さ
をを
守ま
も

り
て
お
そ
ら
く

は
従し
た
がふ
ま
じ
」。
慶
介
い
ふ
、「
女む
す
め児
家い
へ

に
在あ
り

て
は
父ち
ゝ

に
従し
た
がふ
と
い
へ
り
。
い
か

ん
ぞ
吾わ

が
言こ
と
ばを
負そ
む

か
ん
。
汝
お
ん
み

折を
り

を
得え

て
、
寛
ゆ
る
や
かに
勧す
ゝ

め
諭さ
と

す
べ
し
」
と
あ
り
け
れ

ば
、
畝
尾
も
止や

む
こ
と
を
得え

ず
、
夫を
つ
との
詞こ
と
ばに
し
た
が
ひ
、
一あ
る
と
き日
娘
の
房へ
や

に
入
て

父ち
ゝ

が
言こ
と
ばを
伝つ
た

へ
、
畝
尾
さ
ま
〴
〵
と
語か
た

り
諭さ
と

し
け
れ
ば
、
飛あ
す
か鳥
答こ
た
へて
い
ふ
や
う
、

「
婦を
ん
なの
道み
ち

を
守ま
も

る
者
は
、
生
し
や
う

涯が
い

只た
ゞ

一
チ
人
に
従し
た
がは
ん
こ
と
を
ね
が
へ
り
。
其
一
チ

人
の
夫を
つ
とを
定さ
だ

む
る
に
、
財た
か
らを
論ろ
ん

じ
貧ま
づ
しき
を
嫌き
ら

ふ
は
人ひ

と倫
の
道み
ち

に
あ
ら
ね
ば
、
父ち
ゝ

上う
へ

い
か
に
（
５
オ
）
命お
ほ
せあ
り
と
も
、
此
こ
と
に
は
従
し
た
が
ひ

難が
た

し
」。
畝う
ね

尾
い
ふ
、「
我わ
が

夫つ
ま

今
要か
な
め人
子ど
の

を
促う
な
がし
て
婚こ
ん

礼れ
い

を
急い
そ
がし
む
。彼か
の

人ひ
と

も
し
費い
り

用よ
う

の
足た
ら

ざ
る
を
思
は
ば
、

彼か
の

方か
た

よ
り
離り

縁え
ん

を
い
ひ
来き
た

る
べ
し
。其
時
は
你お
ん
みい
か
ゞ
す
べ
き
や
」。飛
鳥
い
ふ
、

「
要か
な
め人
主ぬ
し

婚こ
ん

礼れ
い

を
な
す
に
力ち
か
らな
く
し
て
、
是ぜ

非ひ

な
く
離り

縁え
ん

し
給
は
ゞ
、
妾わ
ら
はは
独
ひ
と
り

寐ね

の
閨ね
や

を
守ま
も

り
、
一い
つ

生し
や
う

他ほ
か

へ
は
嫁よ
め
い
ら
じ
。
も
し
父ち
ゝ

上う
へ

強し
ひ

て
逼せ
ま

り
給
は
ば
、
命
い
の
ち

を
失う
し
なふ
と
も
い
と
ひ
侍は
べ

ら
ず
」
と
、
赤せ
き

心し
ん

（
ま
こ
と
）
面お
も
てに
あ
ら
は
れ
、
泪な
み
だを

催も
よ
ほし
て
云い
ひ

放は
な

ち
け
れ
ば
、
畝
尾
も
娘
が
操
み
さ
を

正た
ゞ

し
き
を
見
て
其そ
の

志
こ
ゝ
ろ
ざ
しを
憐あ
は
れみ
、
心

に
ひ
と
つ
の
計
は
か
り
ご
とを
生し
や
うじ
、
密ひ
そ
かに
要か
な
め人
を
招ま
ね

き
て
金か

ね子
を
与あ
た

へ
、
速
す
み
や
かに
婚こ
ん

礼れ
い

を
な

さ
し
め
む
と
、
夫を
つ
と
の
他た

行ぎ
や
うす
る
を
待ま
ち

け
る
に
、
幸
さ
い
は
ひな
る
か
な
、
慶
介
三み

河か
は
の

国く
に

に
用よ
う

事じ

あ
り
て
出い
で

行ゆ
き

し
か
ば
、
此こ
の

隙ひ
ま

に
こ
そ
事こ
と

を
計は
か

ら
め
と
、
私ひ
そ
かに
園
や
し
き

公も
り

の
老ら
う

人じ
ん

畠は
た

平へ
い

を
招ま
ね

き
て
、
事こ
と

の
次し

第だ
い

委く
は

し
く
い
ひ
聞き

け
、「
か
や
う
〳
〵
に
し
て

要か
な
め人
を
後う
ら

門も
ん

よ
り
来き
た

ら
し
め
よ
。（
５
ウ
）
決け
つ

し
て
人
に
語か
た

る
こ
と
な
か
れ
」

と
云い
ひ

け
れ
ば
、
畠は
た

平へ
い

直た
ゞ
ちに
清き
よ

見み

家け

へ
到い
た

り
見
る
に
、
要
人
は
家い
へ

に
不あ
ら
ず在
し
て
、

白は
く

髪は
つ

の
嫗
）
11

う
ば（		

、
竈か
ま
ど
の
下も
と

に
火ひ

を
焚た
き

居ゐ

た
り
。
畠は
た

平
す
な
は
ち
嫗う
ば

に
む
か
ひ
て

夫お
く
が
た人
の
言こ
と
ばを
伝つ
た

へ
、
嫗う
ば

を
し
て

要か
な
め人
を
迎
む
か
へ

帰か
へ

り
て
、
吾わ
が

家や

に
来き
た

ら
し
め
ん
こ
と
を
計は
か

り
、「
是こ
れ

は
夫お
く
が
た人
の
内な
い

意い

に
し
て
、
此
ほ

ど
主し
ゆ

君く
ん

の
他た

行ぎ
や
うあ
り
し
間ひ
ま

な
れ

ば
、
速
す
み
や
かに
来き

て
時と
き

を
誤あ
や
まる
べ
か

ら
ず
」
と
頼
た
の
み

置お
き

て
帰
り
け
り
。

元ぐ
わ
ん

来ら
い

此こ
の

要か
な
め人
一
チ
人
の
伯を

ば母
あ

り
。
城
じ
や
う

外ぐ
わ
い

一い
ち

里り

余あ
ま

り
あ
る
的ま
と

場ば

の
里さ
と

の
、
八や

十そ

津つ

氏う
ぢ

に
嫁か

し

け
る
が
、
夫を
つ
と
は
已す
で

に
死し

し
て
、

一い
つ

子し

佳か

太た

郎ら
う

が
為た
め

に
媳よ

め婦
を
娶め
と

り
、
家か

内な
い

饒ゆ
た
かに
暮く
ら

し
け
り
。
此こ
の

日ひ

要
人
は
、
米こ
め

を
借か
ら

ん
が
為た
め

に

伯を

ば母
の
許も
と

に
往ゆ
き

て
留る

守す

な
り
し

に
、
彼か
の

嫗う
ば

畠は
た

平へ
い

が
言こ
と
ばを
聴き
ゝ

て
、「
此
事
遅お
そ

く
な
ら
ば
あ
し
か
る
べ
く
、
又
密み

つ

事じ

な
れ
ば
人
を
傭や
と

ひ
て
い
ひ
遣や

ら
ん
も
あ
し
か
る
べ
し
」
と
、
隣と
な
り家
の
人
に
留る

守す

を
頼た
の

み
て
、（
６
オ
）
み
づ
か
ら
的ま
と

場ば

に
到い
た

り
、
伯を

ば母
と
要
人
と
に
見ま
み

え
、
畠

平
が
言こ
と
ばを
仔こ
ま
か細
に
語か
た

り
け
れ
ば
、
要
人
喜よ
ろ
こぶ
こ
と
大お
ほ

方か
た

な
ら
ず
。
速
す
み
や
かに
往ゆ
か

ん
こ

と
を
思
へ
ど
、
此こ
の

襤つ
ゞ
れ褸
の
衣い

服ふ
く

を
着き

て
、
岳
し
う
と
の

家い
へ

に
往ゆ
か

ん
に
は
あ
ま
り
に
見み

苦ぐ
る

し

け
れ
ば
、
幸さ
い
はひ
に
佳か

太
郎
が
衣い

服ふ
く

を
借か
ら

ん
こ
と
を
乞こ

ふ
。
此
佳か

太
郎
素も
と

よ
り
心

の
正た
ゞ

し
か
ら
ぬ
者
な
る
が
、
忽た
ち
まち
ひ
と
つ
の
悪あ
く

心し
ん

を
起お
こ

し
、
答こ
た
へて
い
ふ
や
う
、

「
衣い

服ふ
く

は
容い
と
や
す易
き
こ
と
な
る
が
、
今
日
は
は
や
暮く
れ

近ち
か

け
れ
ば
、
高た
か

階し
な

氏
の
ご
と

き
豪が
う

家か

は
門も
ん

戸こ

の
出
入
も
便た
よ
りあ
ら
ず
。
且
そ
の
う
へ、
家し
も
べ僕
等ら

に
聞き
か

れ
ん
も
さ
ま
あ
し
け

れ
ば
、
今こ
ん

夜や

は
吾わ
が

家い
へ

に
泊と
ま

り
て
明
日
は
や
く
行ゆ
き

給
ふ
べ
し
。
吾わ
れ

は
江え

尻じ
り

の
駅え
き

に

往ゆ
く

べ
き
用よ
う

事じ

あ
れ
ば
、
今
夜
江え

尻じ
り

に
い
た
り
、
明
朝
は
や
く
帰か
へ

り
て
、
衣い

服ふ
く

を

貸か

し
申ま
を

す
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
お
の
〳
〵
「
然し
か

る
べ
し
」
と
同ど
う

じ
け
れ
ば
、
佳か
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か
ん
。

汝

折
を
得
て
、

寛

に
勧
め
諭
す
べ
し
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
畝
尾
も
止
む
こ
と
を
得
ず
、

夫

の

詞

に
し
た

お
ん
み
を
り

え

ゆ
る
や
か

す
ゝ

さ
と

や

え

を
つ
と

こ
と
ば

が
ひ
、
一
日
娘
の
房
に
入
て
父
が

言
を
伝
へ
、
畝
尾
さ
ま
〴
〵
と
語
り
諭
し
け
れ
ば
、
飛
鳥

答
て
い
ふ
や
う
、
「

婦

あ
る
と
き

へ
や

ち
ゝ

こ
と
ば

つ
た

か
た

さ
と

あ

す

か

こ
た
へ

を
ん
な

の
道
を
守
る
者
は
、

生

涯
只
一

チ

人
に

従

は
ん
こ
と
を
ね
が
へ
り
。
其
一

チ

人
の

夫

を
定
む
る
に
、

財

を
論
じ

貧

み
ち

ま
も

し
や
う
が
い
た
ゞ

し
た
が

を
つ
と

さ
だ

た
か
ら

ろ
ん

ま
づ
し

き
を
嫌
ふ
は
人
倫
の
道
に
あ
ら
ね
ば
、
父
上
い
か
に
（
５
オ
）

命
あ
り
と
も
、
此
こ
と
に
は

従

難
し
」
。
畝
尾
い
ふ
、

き
ら

ひ

と

み
ち

ち
ゝ
う
へ

お
ほ
せ

し
た
が
ひ
が
た

う
ね

「
我
夫
今
要
人
子
を

促

し
て
婚
礼
を

急

し
む
。
彼
人
も
し
費
用
の
足
ざ
る
を
思
は
ば
、
彼
方
よ
り
離
縁
を
い
ひ
来
る

わ
が
つ
ま

か

な

め

ど
の

う
な
が

こ
ん
れ
い

い
そ
が

か
の
ひ
と

い
り
よ
う

た
ら

か
の
か
た

り

え
ん

き
た

べ
し
。
其
時
は

你

い
か
ゞ
す
べ
き
や
」
。
飛
鳥
い
ふ
、
「
要
人
主
婚
礼
を
な
す
に

力

な
く
し
て
、
是
非
な
く
離
縁
し
給

お
ん
み

か

な

め

ぬ
し
こ
ん
れ
い

ち
か
ら

ぜ

ひ

り

え
ん

は
ゞ
、

妾

は

独

寐
の
閨
を
守
り
、
一

生

他
へ
は

嫁

ら
じ
。
も
し
父
上
強
て
逼
り
給
は
ば
、

命

を

失

ふ
と
も
い
と

わ
ら
は

ひ
と
り

ね

ね
や

ま
も

い
つ
し
や
う
ほ
か

よ
め
い

ち
ゝ
う
へ
し
ひ

せ
ま

い
の
ち

う
し
な

ひ
侍
ら
ず
」
と
、
赤
心
（
ま
こ
と
）

面
に
あ
ら
は
れ
、
泪
を
催
し
て
云
放
ち
け
れ
ば
、
畝
尾
も
娘
が
操
正
し
き
を
見

は
べ

せ
き
し
ん

お
も
て

な
み
だ

も
よ
ほ

い
ひ
は
な

み
さ
を
た
ゞ

て
其

志

を

憐
み
、
心
に
ひ
と
つ
の

計

を

生
じ
、
密

に
要
人
を
招
き
て
金
子
を
与
へ
、

速

に
婚
礼
を
な
さ
し

そ
の
こ
ゝ
ろ
ざ
し

あ
は
れ

は
か
り
ご
と

し
や
う

ひ
そ
か

か

な

め

ま
ね

か

ね

あ
た

す
み
や
か

こ
ん
れ
い

め
む
と
、

夫

の
他

行

す
る
を
待
け
る
に
、

幸

な
る
か
な
、
慶
介
三

河

国
に
用
事
あ
り
て
出
行
し
か
ば
、
此
隙
に

を
つ
と

た

ぎ
や
う

ま
ち

さ
い
は
ひ

み

か
は
の
く
に

よ
う

じ

い
で
ゆ
き

こ
の
ひ
ま

こ
そ
事
を
計
ら
め
と
、
私
に

園
公
の
老
人
畠
平
を
招
き
て
、
事
の
次
第
委
し
く
い
ひ
聞
け
、「
か
や
う
〳
〵
に
し
て
要
人

こ
と

は
か

ひ
そ
か

や
し
き
も
り

ら
う
じ
ん
は
た
へ
い

ま
ね

こ
と

し

だ
い
く
は

き

か

な

め

を
後
門
よ
り
来
ら
し
め
よ
。（
５
ウ
）

決
し
て
人
に
語
る
こ
と
な
か
れ
」
と
云
け
れ
ば
、
畠
平

直

に
清
見
家
へ
到
り
見

う
ら
も
ん

き
た

け
つ

か
た

い
ひ

は
た
へ
い
た
ゞ
ち

き
よ

み

け

い
た

る
に
、
要
人
は
家
に
不
在
し
て
、
白
髪
の
嫗

、
竈
の
下
に
火
を
焚
居
た
り
。
畠
平
す
な
は
ち
嫗
に
む
か
ひ
て
夫
人
の
言

い
へ

あ

ら

ず

は
く
は
つ

う
ば

か
ま
ど

も
と

ひ

た
き

ゐ

は
た

う
ば

お
く
が
た

こ
と
ば

(23)

を
伝
へ
、
嫗
を
し
て
要
人
を
迎
帰
り
て
、
吾
家
に
来
ら
し
め
ん
こ
と
を
計
り
、「
是
は
夫
人
の
内
意
に
し
て
、
此
ほ
ど
主
君

つ
た

う
ば

か

な

め

む
か
へ
か
へ

わ
が

や

き
た

は
か

こ
れ

お
く
が
た

な
い

い

し
ゆ
く
ん

の
他
行

あ
り
し
間
な
れ
ば
、
速

に
来
て
時
を
誤
る
べ
か
ら
ず
」
と

頼

置
て
帰
り
け
り
。
元

来
此
要
人
一

チ

人
の
伯
母

た

ぎ
や
う

ひ
ま

す
み
や
か

き

と
き

あ
や
ま

た
の
み
お
き

ぐ
わ
ん
ら
い
こ
の

か

な

め

を

ば

あ
り
。

城

外

一
里
余
り
あ
る
的
場
の
里
の
、
八
十
津
氏
に
嫁
し
け
る
が
、

夫

は
已
に
死
し
て
、
一
子
佳
太
郎
が
為

じ
や
う
ぐ
わ
い
い
ち

り

あ
ま

ま
と

ば

さ
と

や

そ

つ

う
ぢ

か

を
つ
と

す
で

し

い
つ

し

か

た

ら
う

た
め

に
媳
婦
を
娶
り
、
家
内

饒

に
暮
し
け
り
。
此
日
要
人
は
、
米
を
借
ん
が
為
に
伯
母
の
許
に
往
て
留
守
な
り
し
に
、
彼

よ

め

め
と

か

な
い
ゆ
た
か

く
ら

こ
の

ひ

こ
め

か
ら

た
め

を

ば

も
と

ゆ
き

る

す

か
の

嫗
畠
平
が

言

を
聴
て
、
「
此
事
遅
く
な
ら
ば
あ
し
か
る
べ
く
、
又
密
事
な

う
ば
は
た
へ
い

こ
と
ば

き
ゝ

お
そ

み
つ

じ

れ
ば
人
を
傭
ひ
て
い
ひ
遣
ら
ん
も
あ
し
か
る
べ
し
」
と
、
隣
家
の
人
に
留
守

や
と

や

と

な

り

る

す

を
頼
み
て
、（
６
オ
）

み
づ
か
ら
的
場
に
到
り
、
伯
母
と
要
人
と
に
見
え
、

た
の

ま
と

ば

い
た

を

ば

ま
み

畠
平
が
言
を
仔
細
に
語
り
け
れ
ば
、
要
人
喜
ぶ
こ
と
大
方
な
ら
ず
。
速

こ
と
ば

こ

ま

か

か
た

よ
ろ
こ

お
ほ
か
た

す
み
や
か

に
往
ん
こ
と
を
思
へ
ど
、
此
襤
褸
の
衣
服
を
着
て
、

岳

家
に
往
ん
に
は

ゆ
か

こ
の

つ

ゞ

れ

い

ふ
く

き

し
う
と
の
い
へ

ゆ
か

あ
ま
り
に
見
苦
し
け
れ
ば
、

幸

ひ
に
佳
太
郎
が
衣
服
を
借
ん
こ
と
を
乞

み

ぐ
る

さ
い
は

か

い

ふ
く

か
ら

こ

ふ
。
此
佳
太
郎
素
よ
り
心
の
正
し
か
ら
ぬ
者
な
る
が
、

忽

ち
ひ
と
つ
の

か

も
と

た
ゞ

た
ち
ま

悪
心
を
起
し
、

答

て
い
ふ
や
う
、
「
衣
服
は
容
易
き
こ
と
な
る
が
、
今
日

あ
く
し
ん

お
こ

こ
た
へ

い

ふ
く

い
と
や
す

は
は
や
暮
近
け
れ
ば
、
高
階
氏
の
ご
と
き
豪
家
は
門
戸
の
出
入
も

便

あ

く
れ
ち
か

た
か
し
な

が
う

か

も
ん

こ

た
よ
り

ら
ず
。

且

、
家
僕
等
に
聞
れ
ん
も
さ
ま
あ
し
け
れ
ば
、
今
夜
は
吾
家
に
泊

そ
の
う
へ

し

も

べ

ら

き
か

こ
ん

や

わ
が
い
へ

と
ま

り
て
明
日
は
や
く
行
給
ふ
べ
し
。
吾
は
江
尻
の
駅
に
往
べ
き
用
事
あ
れ
ば
、

ゆ
き

わ
れ

え

じ
り

え
き

ゆ
く

よ
う

じ

今
夜
江
尻
に
い
た
り
、
明
朝
は
や
く
帰
り
て
、
衣
服
を
貸
し
申
す
べ
し
」

え

じ
り

か
へ

い

ふ
く

か

ま
を

と
い
ふ
に
、
お
の
〳
〵
「
然
る
べ
し
」
と
同
じ
け
れ
ば
、
佳
太
郎
し
す
ま

し
か

ど
う

か

し
た
り
と
大
き
に

喜

び
、

密

に

新

き
衣
服
に
（
７
ウ
）

あ
ら
た
め
、
家

よ
ろ
こ

ひ
そ
か

あ
た
ら
し

い

ふ
く

い
へ

を
出
、
江
尻
の
方
へ
は
往
か
ず
し
て
、
府
中
に
向
ひ
て
急
に
走
り
、
高
階
氏
の
門
に
到
り
て
、
内

え

じ
り

か
た

ゆ

ふ

ち
う

む
か

き
ふ

は
し

た
か
し
な

か
ど

い
た

う
ち

の
動
静
を
窺
ひ
居
た
り
。
此
時
高
階
家
に
は
、
夫
人
畝
尾
、
畠
平
に
下
知
し
て
後
門
を
開
き
て
待
し
む
る
所
に
、
夜
中

や

う

す

う
か
ゞ

ゐ

た
か
し
な

け

お
く
が
た
う
ね

を

は
た
へ
い

げ

ぢ

う
ら
も
ん

ひ
ら

ま
た

や

ち
う

一
チ

人
の
後
生
、
斉
整
（
り
つ
ぱ
）
の
衣
服
を

着
し
、
慌
は
し
く
走
来
り
け
る
が
、
門
の

傍

に

站

て
敢
て
進
ま
ず
。
畠

わ
か
も
の

せ
い
〳
〵

い

ふ
く

ち
や
く

い
そ
が

は
せ
き
た

か
た
は
ら

た
ゝ
ず
み

あ
へ

す
ゝ

は
た

平
こ
れ
を
見
て
、
「
君
は
清
見
氏
の
聟
君
に
て
は
わ
た
ら
せ
給
は
ず
や
」
と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
好
図
と
嬉
し
く
思
ひ
、

き
み

き
よ

み

う
ぢ

む
こ
ぎ
み

よ
き

ず

う
れ

「
い
か
に
も
小
人
清
見
要
人
な
り
。
夫
人
の
招
き
に
よ
り
て
爰
に
来
る
。
此
由
告
て
給
は
ら
む
か
」
。
畠
平

直

に

請

そ
れ
が
し
き
よ

み

か

な

め

お
く
が
た

ま
ね

こ
ゝ

き
た

こ
の
よ
し
つ
げ

た
ゞ
ち

し
や
う

じ
て
内
に
入
ら
し
め
、
夫
人
に
斯
と
報
じ
け
れ
ば
、
畝
尾
す
な
は
ち
老
女
を
出
し
て
内
室
に
招
か
し
む
。
又
両
人
の
了
鬟
、

お
く
が
た

か
く

は
う

う
ね

を

ら
う
ぢ
よ

お
く
の
ま

ま
ね

こ
し
も
と

燈
燭
を
取
て
前
に
立
ち
、
弯

曲
て
内
室
に
い
た
る
に
、
正
に
是
、
朱
楼
（
あ
け
の
た
か
ど
の
）
画
閣
（
ゑ
が
き
い
ろ
ど
り
し

と
も
し
び

と
り

さ
き

た

ま
が
り
〳
〵

お
く
の
ま

ま
さ

こ
れ

し
ゆ
ろ
う

ぐ
わ
か
く

い
へ
）
と
も
い
ふ
べ
き
居
室
の
結
構
、
目
も
及
ば
ざ
る
こ
と
ど
も
な
り
。（
８
オ
）
佳
太
郎
元

来
軽
き
出
身
の
者
な
れ
ば
、

い

へ

ゐ

け
つ
か
う

め

お
よ

ぐ
わ
ん
ら
い
か
ろ

み

も

と

か
ゝ
る
富
貴
の
家
に
は
じ
め
て
来
り
、
二

ツ

に
は
村

郎
に
て
文
筆
の
事
を
暁
さ
ず
、
三

〔
ツ
〕

に
は
要
人
を

偽
り
て
来
り

ふ
う

き

い
へ

ふ
た

ゐ
な
か
び
と

ぶ
ん
ぴ
つ

さ
と

み

か

な

め

い
つ
は

（
６
ウ
・
７
オ
）

（
６
ウ
・
７
オ
） 
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五
四

太
郎
し
す
ま
し
た
り
と
大
き
に
喜よ
ろ
こび
、
密ひ
そ
かに
新
あ
た
ら
しき
衣い

服ふ
く

に
（
７
ウ
）
あ
ら
た
め
、

家い
へ

を
出
、
江え

尻じ
り

の
方か
た

へ
は
往ゆ

か
ず
し
て
、
府ふ

中ち
う

に
向む
か

ひ
て
急き
ふ

に
走は
し

り
、
高た
か

階し
な

氏

の
門か
ど

に
到い
た

り
て
、
内う
ち

の
動や
う
す静
を
窺う
か
ゞ
ひ
居ゐ

た
り
。
此
時
高た
か

階し
な

家け

に
は
、
夫お
く
が
た人
畝う
ね

尾を

、
畠は
た

平へ
い

に
下げ

知ぢ

し
て
後う
ら

門も
ん

を
開ひ
ら

き
て
待ま
た

し
む
る
所
に
、
夜や

中ち
う

一
チ
人
の
後わ
か
も
の生
、

斉せ
い

整〳
〵

（
り
つ
ぱ
）
の
衣い

服ふ
く

を
着ち
や
くし
、
慌い
そ
がは
し
く
走は
せ

来き
た

り
け
る
が
、
門
の
傍
か
た
は
らに
站
た
ゝ
ず
み

て
敢あ
へ

て
進す
ゝ

ま
ず
。
畠は
た

平
こ
れ
を
見
て
、「
君き
み

は
清き
よ

見み

氏う
ぢ

の
聟む
こ

君ぎ
み

に
て
は
わ
た
ら

せ
給
は
ず
や
」
と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
好よ
き

図ず

と
嬉う
れ

し
く
思
ひ
、「
い
か
に
も
小そ
れ
が
し人

清き
よ

見み

要か
な
め人
な
り
。夫お
く
が
た人
の
招ま
ね

き
に
よ
り
て
爰こ
ゝ

に
来き
た

る
。此こ
の

由よ
し

告つ
げ

て
給
は
ら
む
か
」。

畠
平
直た
ゞ
ちに
請し
や
うじ
て
内
に
入
ら
し
め
、
夫お
く
が
た人
に
斯か
く

と
報は
う

じ
け
れ
ば
、
畝う
ね

尾を

す
な
は

ち
老ら
う

女ぢ
よ

を
出
し
て
内お
く
の
ま室
に
招ま
ね

か
し
む
。
又
両
人
の
了こ
し
も
と鬟
、
燈と
も
し
び燭
を
取と
り

て
前さ
き

に
立た

ち
、
弯
ま
が
り

曲〳
〵

て
内お
く
の
ま室
に
い
た
る
に
、
正ま
さ

に
是こ
れ

、
朱し
ゆ

楼ろ
う

（
あ
け
の
た
か
ど
の
）
画ぐ
わ

閣か
く

（
ゑ
が
き
い
ろ
ど
り
し
い
へ
）
と
も
い
ふ
べ
き
居い
へ
ゐ室
の
結け
つ

構か
う

、
目め

も
及お
よ

ば
ざ
る

こ
と
ど
も
な
り
。（
８
オ
）
佳
太
郎
元ぐ
わ
ん

来ら
い

軽か
ろ

き
出み
も
と身
の
者
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
富ふ
う

貴き

の
家い
へ

に
は
じ
め
て
来
り
、
二ふ
た
ツ
に
は
村
ゐ
な
か

郎び
と

に
て
文ぶ
ん

筆ぴ
つ

の
事
を
暁さ
と

さ
ず
、
三み
〔
ツ
〕

に
は
要か
な
め人
を
偽い
つ
はり
て
来
り
し
ゆ
ゑ
、危き

懼く

（
あ
や
ふ
さ
こ
は
さ
）
の
心
を
抱い
だ

き
、

意い

気き

（
こ
ゝ
ろ
も
ち
）
は
な
は
だ
舒の
び
や
か展
な
ら
ず
。
礼か
た
ち貌
卑い
や

し
く
、語こ
と
ば言
渋し
ぶ

り
て
、

大た
い

家か

（
い
へ
が
ら
）
の
子し

弟て
い

（
こ
ど
も
）
の
ご
と
く
な
ら
ず
。
畝う
ね

尾を

心
の
中う
ち

に

い
ぶ
か
り
け
る
が
、
又
想お
も

へ
ば
、
諺
こ
と
わ
ざに
貧ひ
ん

す
れ
ば
鈍ど
ん

す
る
と
い
ふ
ご
と
く
、
貧ひ
ん

困こ
ん

な
る
ゆ
ゑ
に
お
の
づ
か
ら
器き

量り
や
うも
狭せ
ま

り
し
も
の
な
ら
む
と
、
却か
へ
りて
憐
あ
は
れ
みの
心
を

起お
こ

し
、
ま
づ
酒し
ゆ

飯は
ん

を
出
し
て
管も
て
な待
し
、
扨さ
て

飛あ
す
か鳥
を
も
呼よ
び

出い
だ

し
て
傍
か
た
は
らに
居を

ら
し
む
。

佳か

太
郎
、
小む
す
め姐
を
竊
し
の
び

眼め

に
見
る
に
、
姿し

色し
よ
く

端あ
て
や
か麗
な
り
け
れ
ば
、
密ひ
そ
か
に
心
を
動う
ご

か
せ
ど
も
、
飛あ
す
か鳥
は
深し
ん

窓そ
う

に
養や
し
なは
れ
し
身み

の
、
は
じ
め
て
丈を
つ
と夫
に
見ま
み
ゆる
な
れ
ば
、

恥は
づ

か
し
さ
い
は
ん
か
た
な
く
、
只た
ゞ

頭か
う
べを
低た
れ

て
言こ
と

を
出い
だ

さ
ず
。
畝う
ね

尾を

し
ば
ら
く
あ

り
て
後の
ち

、
飛あ
す
か鳥
が
（
８
ウ
）
操み
さ
をを
守ま
も

る
こ
と
ど
も
具つ
ぶ
さに
語か
た

り
出い
で

け
る
に
、
佳
太

郎
面お
も
てを
赤あ
か

ら
め
て
一い
ち
ご
ん言
の
答こ
た
へも
な
く
、
膝ひ
ざ

に
開ひ
ら

き
つ
塞す
ぼ

め
つ
し
て
、
扇あ
ふ
ぎ子
に
声こ
ゑ

を
出い
だ

さ
し
む
る
の
み
。
畝
尾
は
他か
れ

が
少と
し
わ
か年
に
て
害は
ぢ
ら
ふ羞
と
の
み
思
ひ
て
、
些す
こ
しの
あ

や
し
み
を
も
な
さ
ず
。
佳
太
郎
此こ
の

坐ざ

に
在あ

る
こ
と
は
、
漆ぬ
り
ぼ
ん盒
の
上う
へ

に
蝦が

蟇ま

（
ひ

き
が
へ
る
）
を
放は
な

ち
た
る
が
ご
と
く
、
は
な
は
だ
局き
づ
ま
り促
に
し
て
只た
ゞ

冷ひ
や
ゝ
かな
る
汗あ
せ

を

拭ぬ
ぐ

ふ
の
み
。
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

酒さ
け

を
好こ
の

め
ど
も
、
盃
さ
か
づ
きを
と
れ
ば
手て

も
と
震ふ
る

へ
、
僅は
づ
かに
一ひ
と

雫し
づ
くを

下く
だ

せ
ば
、
咽の
ん
どの
鳴な
る

音お
と

に
恥は
ぢ

ら
ひ
、
や
う
〳
〵
些す
こ
し

計ば
か
りを
飲の

む
に
、
畝
尾
強し
ひ

て
す
ゝ

め
ず
、
直た
ゞ
ちに
酒し
ゆ

盃は
い

を
収と
り

拾を
さ
めさ
せ
、
一ひ
と

室ま

に
臥や

ぐ具
を
設ま
う

け
て
佳か

太
郎
を
宿や
ど

さ
し
む
。

仮に
せ

公む

こ子
、
仮か
り

に
帰き

宅た
く

せ
ん
こ
と
を
乞こ

ふ
に
、
畝
尾
敢あ
へ

て
従し
た
がは
ず
、「
縁え
ん

者じ
や

の
家い
へ

、

何
の
隔
き
や
く

意い

（
え
ん
り
よ
）
か
あ
ら
ん
。
我わ
れ

等ら

又
密ひ
そ
かに
語か
た

る
べ
き
事
あ
り
」
と
い

ふ
に
、
仮に
せ

公む

子こ

、
心し
ん

中ち
う

暗あ
ん

（
ひ
そ
か
）
に
喜よ
ろ
こ
び
、
婢こ
し
も
と女
に
誘い
ざ
な
は
れ
て
東
ひ
が
し
の

廂ざ
し
きに

安や
す
み歇
ぬ
。
畝
尾
、
女む
す
め児
と
共
に
房へ
や

に
入
り
、（
９
オ
）
篋て
ば
こ
の
中な
か

よ
り
私し

房ば
う

（
ほ

ま
ち
）
の
銀ぎ
ん

子す

（
か
ね
）
二に

貫く
わ
ん

目め

あ
ま
り
を
取と
り
い
だ出
し
、
又
銀ぎ
ん

盃ぱ
い

（
し
ろ
が
ね

の
さ
か
づ
き
）
二に

対つ
い

、
玳た
い
ま
い瑁
の
笄
か
う
が
ひ

簪か
ん
ざ
しな
ど
、
約お
よ
そ三
貫
目
余あ
ま

り
に
値あ
た

る
べ
き
物も
の

を

飛あ
す
か鳥
に
与あ
た

へ
て
、「
你お
ん
み
此
物
を
携
た
づ
さ
へ

行ゆ
き

て
郎む
こ
ど
の君
に
与あ
た

へ
、
婚こ
ん

礼れ
い

の
雑い
り
よ
う費
に
な
さ
し

む
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
飛
鳥
害は
ぢ
ら
ひ羞
て
、「
妾わ
が

身み

い
か
で
か
か
や
う
の
事
を
做な

し

得え

ん
」
と
い
ふ
に
、
畝
尾
又
い
ふ
、「
你お
ん
みみ
づ
か
ら
携た
づ
さへ
行ゆ
き

て
、
夫め
を
と婦
の
情な
さ
けを

も
つ
て
他か
の

人ひ
と

に
与あ
た

へ
ん
に
、
郎む
こ
ど
の君
い
か
で
か
拒こ
ば

み
給
は
む
。
你お
ん
みも
し
羞は
ぢ

ら
ひ
て

此
物
を
与あ
た

へ
ず
は
、
婚こ
ん

礼れ
い

整と
ゝ
のふ
時を
り

な
く
、
其
時
悔く
ゆ

る
と
も
甲か

ひ斐
な
か
ら
ん
。
此

品し
な

〴
〵
、
你お
ん
みの
袖そ
で

に
隠か
く

し
て
携た
づ
さへ
ゆ
き
、
必
ず
人
に
見
す
べ
か
ら
ず
」。
飛
鳥

此
道だ
う

理り

を
聴き
ゝ

て
、「
い
か
に
も
命お
ほ
せに
従し
た
がひ
ま
ゐ
ら
せ
ん
。
さ
れ
ど
妾わ
が

身み

ひ
と
り
、

い
か
で
か
彼か
し
こ所
に
到い
た

り
申
す
べ
き
」
と
い
ふ
に
、「
然さ

ら
ば
乳め
の
と人
を
你お
ん
みに
添そ
へ

て

往ゆ
か

し
め
ん
」
と
て
、
即そ
く

時じ

に
乳め
の
と人
を
招ま
ね

き
、「
汝
な
ん
ぢ

人ひ
と

静し
づ
まり
て
後の
ち

、
飛あ
す
か鳥
を
送お
く

り
て
ひ
そ
か
に
東
ひ
が
し

廂ざ
し
きに
（
９
ウ
）
到い
た

ら
し
め
よ
」
と
い
ひ
終を
は

り
、
又
口く
ち

を
耳み
ゝ

に

よ
せ
て
、「
汝
な
ん
ぢ

送お
く

り
行ゆ
き

て
内
に
入
ら
ず
、
只た
ゞ

外そ
と

に
在あ
り

て
二
人
リ
の
目
に
か
ゝ
ら

ぬ
や
う
に
す
べ
し
」
と
委く
は

し
く
い
ひ
つ
け
け
れ
ば
、
乳め
の
と人
其
意こ
ゝ
ろを
会ゑ

得と
く

し
、
家か

内な
い

の
寐ね

静し
づ
まる
を
待ま
ち

居ゐ

た
り
。
斯か
く

て
仮に
せ

公む

子こ

は
、
ひ
と
り
東
ひ
が
し

廂ざ
し
きに
在あ
り

て
睡ね
ぶ

ら
ず
し

て
待ま
ち

居ゐ

け
る
に
、
夜
中
に
い
た
り
て
果は
た

し
て
老ら
う

婆ば

出
来
り
、「
小む
す
め
ご姐
み
づ
か
ら

爰こ
ゝ

に
来き

給
ふ
」
と
い
ふ
に
、
仮に
せ

公む

子こ

慌い
そ
がは
し
く
迎
む
か
へ

入い

れ
、
傍
か
た
は
らに
坐ざ

し
て
世
う
き
よ

説ば
な
しを

な
す
。
佳か

太
郎
、
夫お
く
が
た人
の
前ま
へ

に
て
は
心
こ
ゝ
ろ

臆お
く

し
て
一い
ち

言ご
ん

を
も
出い
だ

し
得え

ざ
り
し
が
、

今
飛
鳥
に
む
か
ひ
て
は
、
彼か
れ

が
心
に
協か
な

ふ
べ
き
絮
や
は
ら
か
な
る

話は
な
しを
な
し
て
さ
ま
〴
〵
に
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阿お
も
ねる
に
、
飛
鳥
も
は
じ
め
は
恥は
ぢ

ら
ひ
て
頭か
う
べを
低た

れ
、
声こ
ゑ

を
呑の

み
、
と
か
く
退し
り
ぞき

勝が
ち

な
り
し
が
、
や
う
〳
〵
に
心
定さ
だ

ま
り
、
委い

細さ
い

の
事
を
語か
た

り
出
し
、
覚お
ぼ

え
ず
泪
な
み
だ

に
袖そ
で

を
し
ぼ
る
に
、
仮に
せ

公む

子こ

も
又
鼻は
な

を
啜す
ゝ

り
、
涙な
み
だを
呑の
み

て
、
仮か
り

に
悲ひ

泣き
う

（
か
な

し
み
）
の
態か
た
ち
を
な
す
。
飛
鳥
す
な
は
ち
袖そ
で

の
中う
ち

よ
り
、
白し
ろ
（
10
オ
）
銀が
ね

と
笄
か
う
が
ひ

簪か
ん
ざ
しな
ど
を
出
し
て
手
に
わ
た
せ
ば
、
仮に
せ

公む

子こ

取と
り

て
数
あ
ま
た

回た
び

お
し
い
た
ゞ
き
、
深ふ
か

く

夫お
く
が
た人
の
厚な
さ
け情
を
謝し
や

し
け
る
が
、
誤あ
や
まち
た
る
ふ
り
に
て
燈
と
も
し
びを
吹ふ
き

消け

し
、
や
が
て
飛

鳥
が
手て

を
と
り
て
歓
よ
ろ
こ
びを
求も
と

む
る
に
、
飛
鳥
声こ
ゑ

を
立た
て

な
ば
婢こ
し
も
と
ど
も

女
等
に
聞き
こ

え
て
、
大だ
い

事じ

を
壊や
ぶ

ら
ん
事
を
お
そ
れ
、
是ぜ

非ひ

な
く
袖そ
で

を
顔か
ほ

に
当あ
て

て
、
他か
れ

が
挙ふ
る
ま
ひ動
に
従し
た
がふ
。

古い
に
し
へよ
り
、
事こ
と

三み

た
び
思お
も

は
ざ
れ
ば
終つ
ひ

に
後こ
う

悔く
わ
いあ
り
と
い
ふ
ご
と
く
、
畝
尾
密ひ
そ
かに

金
を
あ
た
へ
て
親し
ん

事じ

（
え
ん
ぐ
み
）
を
為な

さ
し
め
ん
と
す
る
は
、
は
な
は
だ
善よ
き

計は
か
ら
ひな
れ
ど
も
、
是こ
れ

ほ
ど
の
大た
い

儀ぎ

な
れ
ば
、
畠は
た

平
を
し
て
委く
は

し
く
要か
な
め人
が
面か
ほ

を
見

せ
し
め
、
又
他か
れ

に
遇あ
ひ

て
も
、
み
づ
か
ら
委い

細さ
い

を
語か
た

り
て
後の
ち

彼か
の

品し
な

を
あ
た
へ
、
此こ
の

夜よ

直た
ゞ
ちに
帰
ら
し
め
な
ば
、
斯か
く

ま
で
の
大だ
い

事じ

に
は
及お
よ

ぶ
ま
じ
き
を
、
女む
す
め児
を
東
ひ
が
し

廂ざ
し
きに
遣つ
か

は
し
て
他か
れ

に
贈お
く

ら
せ
し
は
、
門も
ん

を
開ひ
ら

き
て
盗た
う

賊ぞ
く

を
招ま
ね

く
が
ご
と
く
、
な

ん
ぞ
一い
ち

大だ
い

事じ

を
起お
こ

さ
ざ
ら
ん
。
是こ
れ

女む
す
め児
を
愛あ
い

す
る
よ
り
し
て
、
却か
へ
り
て
（
10
ウ
）

女む
す
め児
が
終し
う

身し
ん

（
い
つ
し
や
う
）
を
誤あ
や
まる
。
全ま
つ
たく
畝う
ね

尾を

が
私し

計け
い

（
な
い
し
や
う
ご

と
）
の
罪つ
み

と
い
ふ
べ
し
。
天よ
あ
け明
て
よ
り
畝う
ね

尾を

、
仮に
せ

公む

子こ

に
朝
飯
を
喫く
は

し
め
、
又

心
を
添そ
へ

て
、「
拙わ
が

夫つ
ま

ひ
さ
し
か
ら
ず
し
て
家い
へ

に
帰
ら
ん
ま
ゝ
、
賢む
こ
ど
の婿
は
や
く

准よ
う
い備
を
な
し
て
怠お
こ
たる
こ
と
な
か
れ
」
と
、
丁て
い

寧ね
い

に
言こ
と
ばを
尽つ
く

し
て
、
又
後う
ら

門も
ん

よ
り

送お
く
り

出い
だ

さ
し
む
。
佳か

太
郎
思お
も

ふ
や
う
、「
我わ
れ

思
は
ざ
る
に
大た
い

家け

の
閨む
す
め女
を
騙だ
ま

し
、

又
許あ
ま

多た

の
財た
か
らを
得え

て
、
些す
こ
しも
馬ま
こ
と脚
を
露あ
ら
はさ
ゞ
る
は
万ま
ん

分ぶ
ん

の
僥さ
い
は
ひ倖
と
い
ふ
べ
し
。

只た
ゞ

今
日
要か
な
め人
ま
た
来
ら
ば
、
十じ
ふ

分ぶ
ん

の
美び

（
よ
き
つ
が
ふ
）
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。

高た
か

階し
な

の
主あ
る
じ人
ひ
さ
し
か
ら
ず
し
て
帰
ら
む
と
聴き

け
ば
、
我わ
れ

今
一
チ
日
要
人
を
待ま
た

せ
置お

き
、
明
日
放は
な

ち
帰
ら
し
め
ん
。
其そ
の

間う
ち

に
慶
介
も
し
家
に
帰
り
な
ば
、
彼か
れ

ゆ

く
こ
と
を
得え

ず
し
て
十
分ぶ
ん

に
よ
か
る
べ
し
」
と
計け
い

較か
う

（
も
く
ろ
み
）
を
定さ
だ

め
、

ま
づ
酒さ
か

廛や

に
い
た
り
て
数す

盃は
い

を
傾か
た
ぶけ
、
や
う
〳
〵
午ひ
る
す
ぎ後
に
及
び
て
家
に
帰
り
け

る
に
、
要か
な
め人
は
佳か

太
郎
が
帰
り
来
る
を
、
今
朝
よ
り
待ま
ち

居を

れ
ど
も
帰
り
来
ら
ず
、

衣い

（
11
オ
）
服ふ
く

を
借か
り

得え

ざ
れ
ば
帰
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
伯を

ば母
も
心こ
ゝ
ろ
を
燥い
ら

ち
、

家け

頼ら
い

を
遣つ
か

は
し
て
江え

尻じ
り

の
駅ゑ
き

を
尋た
づ
ねさ
す
る
に
、
其そ
の

行ゆ
く

方へ

を
し
ら
ざ
れ
ば
、
媳よ

め婦

の
小こ

鷹た
か

が
房へ
や

に
入
り
て
、「
児せ
が
れ子
が
衣い

服ふ
く

あ
り
や
」
と
問と

ふ
に
、
小こ

鷹た
か

答こ
た
へて
、

「
丈を
つ
と夫
み
づ
か
ら
箱は
こ

の
中う
ち

に
納を
さ

め
て
、
鑰か
ぎ

を
留と
ゞ
め
ず
」
と
い
ふ
。
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

小こ

鷹た
か

は
、

平へ
ぐ
り群
左さ

右う

馬ま

が
女む
す
め児
に
し
て
顔が
ん

色し
よ
く

艶え
ん

麗れ
い

（
か
ほ
か
た
ち
う
る
は
し
く
）、
し
か

の
み
な
ら
ず
好こ
の
みて
書し
よ

を
読よ

み
、
略ほ
ゞ

道だ
う

理り

に
通つ
う

ず
。
左さ

右う

馬ま

は
近き
ん

辺ぺ
ん

に
名な

高だ
か

き
豪が
う

傑け
つ

に
し
て
、
弱よ
わ

き
を
救す
く

ひ
、
強つ
よ

き
を
折く
ぢ

く
の
俠け
ふ

士し

（
を
と
こ
ぎ
の
人
）
な
る
が
、

或あ
る

人ひ
と

他か
れ

を
憎に
く

み
て
罪つ
み

に
陥
お
と
し
いれ
ん
と
せ
し
を
、
佳か

太
郎
が
父ち
ゝ

、
要か
な
め人
が
父ち
ゝ

と
心
を

合あ
は

せ
、
其そ
の

冤む
じ
つを
救す
く

ひ
し
か
ば
、
左さ

う

ま
右
馬
深ふ
か

く
其そ
の

恩お
ん

を
感か
ん

じ
、
女む
す
め児
小こ

鷹た
か

を
以も
つ

て

媳よ
め

と
は
し
け
る
な
り
。
此こ
の

小こ

鷹た
か

、
父ち
ゝ

に
似に

て
些す
こ
しの
俠け
ふ

気き

（
た
て
ひ
き
）
あ
り
し

が
、
丈を
つ
と夫
の
愚お
ろ
かに
し
て
、
且か
つ

不よ
か
ら
ぬ良
心こ
ゝ
ろあ
る
を
見
て
、
平つ
ね

常〴
〵

睦む
つ
まし
か
ら
ず
。
衣い

服ふ
く

の
類る
い

も
佳
太
郎
み
づ
か
ら
収と
り

拾を
さ
めて
、
小こ

鷹た
か

に
は
管か
ま
（
11
ウ
）
は
せ
ざ
る
ゆ
ゑ
、

自み
づ
から
鑰か
ぎ

を
携た
づ
さへ
て
出い
で

ゆ
き
し
な
り
。斯か
く

て
伯を

母ば

甥を
ひ

両
人
こ
ゝ
ろ
焦い
ら
ちて
あ
る
所
に
、

佳
太
郎
満ま
ん

面め
ん

（
ま
つ
か
に
）
酒し
ゆ

気き

（
ゑ
ひ
）
を
帯お
び

て
浮ふ

ら浪
〳
〵
と
し
て
帰
り
来き
た

る
に
、
老は
ゝ
お
や娘
罵の
ゝ
しり
て
い
ふ
、「
要
人
此こ

所ゝ
に
在あ
り

て
汝な
ん
ぢ
が
衣い

服ふ
く

を
待ま

つ
に
、
汝
な
ん
ぢ

何い
づ
く方
に
行ゆ
き

て
か
日ひ

を
費つ
ひ
や
し
、
家い
へ

に
は
帰
り
来
ら
ざ
る
や
」。
佳
太
郎
一い
ち
ご
ん言
の

応い
ら
へ答
も
な
く
、直た
ゞ
ちに
自お
の
れ己
が
房へ
や

に
入
て
袖し
う

裏り

（
そ
で
の
う
ち
）
の
物
を
取と
り

出い
だ

し
、

密ひ
そ
かに
蔵か
く

し
置お
き

て
後の
ち

、
や
う
〳
〵
出
来
り
要
人
に
対む
か

ひ
て
い
ふ
、「
適
た
ま
〳
〵

聊い
さ
ゝ
かの
用よ
う

事じ

に
隙ひ
ま

ど
り
て
你お
ん
みの
用よ
う

を
欠か
き

た
り
。
ね
が
は
く
は
怪あ
や
しま
る
ゝ
こ
と
な
か
れ
。
今
日

も
早は
や

暮く
れ

に
逼せ
ま

り
た
れ
ば
、
明
日
家
に
帰
り
給
は
ん
や
」。
老は
ゝ
お
や娘
又
詈の
ゝ
しり
て
云
、

「
汝な
ん
ぢ只
衣い

服ふ
く

を
出
し
て
貸か
し
あ
た与
へ
よ
。
他か
れ

が
用
事
は
他
が
心
に
任ま
か

す
。
今
日
明
日

に
管か
ま

ふ
こ
と
な
か
れ
」。
要
人
い
ふ
、「
只た
ゞ

衣い

服ふ
く

の
み
な
ら
ず
、
佩わ
き
ざ
し刀
の
た
ぐ
ひ

も
亦ま
た

恩お
ん

借し
や
くを
乞こ

ふ
」。
佳か

太
郎
い
ふ
、「
吾わ
が

佩わ
き
ざ
し刀
、
柄つ
か

糸い
と

損そ
こ
ねし
ゆ
ゑ
工
し
よ
く

人に
ん

の
許も
と

に

遣つ
か
はし
置お
き

し
が
、
今
夜
取
来
り
て
（
12
オ
）
明
朝
早
く
貸か
し

ま
ゐ
ら
せ
ん
」。
要
人

せ
ん
か
た
な
く
又
一
夜
を
過す
ご

し
、
明
朝
に
至い
た

る
に
、
佳
太
郎
宿ふ
つ
か

酔ゑ
ひ

に
悩な
や

み
、

頭か
し
ら

疼い
た

き
と
て
起お
き
あ
が上
ら
ず
。
漸や
う
や
く
巳よ
つ
ど
き時
に
至
り
て
起お
き
い
で出
、
早あ
さ
め
し飯
を
喫く
ら

ひ
、
慢ゆ
る

々〳
〵

と
し
て
衣い

服ふ
く

佩わ
き
ざ
し刀
を
貸か
し
あ
た与
へ
け
れ
ば
、
姑は
ゝ
お
や娘
こ
れ
を
包ふ
ろ
し
き袱
に
包つ
ゝ

み
、
又
数す

升し
や
うの
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五
六

白は
く

米ま
い

、
些す
こ
し
の
野あ
を

菜も
の

等な
ど

、
一
チ
人

の
家し
も
べ僕
に
担に
な

は
せ
て
要
人
を
送お
く

り
出い
だ

し
、
又
告つ
げ

て
い
ふ
、「
你
お
ん
み

の
婚こ
ん

礼れ
い

成じ
や
う

就じ
ゆ

し
な
ば
、
は
や

く
吾わ
れ

に
告つ
げ

て
我わ
が

牽こ
ゝ
ろ

掛が
ゝ
りを
停や
め

し

め
よ
」。
要
人
礼れ
い

を
な
し
て
立

出
る
に
、
佳か

太
郎
門も
ん

外ぐ
わ
いに
送お
く

り

出
、
示し
め

し
て
い
ふ
、「
足そ

こ下
今

よ
り
高た
か

階し
な

家け

に
往ゆ
き

給
は
ゞ
、
よ

く
心こ
ゝ
ろ
を
用も
ち

ひ
よ
。
他か
れ

が
心
の

中う
ち

、
真ま
こ
とか
仮う
そ

か
い
ま
だ
し
る
べ

か
ら
ず
。
我わ
れ

思
ふ
に
、
表
お
も
て

門も
ん

よ

り
明あ
き
らか
に
進す
ゝ

む
べ
し
。
若も
し

後う
ら

門も
ん

の
花は
な

園ぞ
の

曠く
わ
う

野や

（
の
ひ
ろ
き
）

の
地ち

に
入
り
て
、
他か
れ

が
真ま
こ
と情
な

ら
ざ
る
と
き
は
、
歩ほ

（
あ
ゆ
み
）
を
退
し
り
ぞ
くる
に
所
な
か
ら
む
。
只た
ゞ

こ
ゝ
ろ
を
つ
け

て
、
仔こ
ま
か細
に
想お
も

ふ
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
要
人
そ
の
用
こ
ゝ
ろ

意づ
か
ひを
謝し
や

し
、
急い
そ

ぎ
家
に

（
13
ウ
）
帰
り
て
衣い

服ふ
く

を
整と
ゝ
のへ
け
る
が
、便か
み
い
れ袋
は
な
は
だ
損そ
ん

じ
て
見み

苦ぐ
る

し
け
れ
ば
、

隣と
な
り家
よ
り
火ひ

熨の

斗し

を
借か
り

来
り
て
皺し
は

を
熨の

し
、
又
飯め
し
つ
ぶ顆
を
取
て
破や
ぶ

れ
を
補お
ぎ
なひ
、
又

は
墨す
み

に
て
塗ぬ
り

か
く
し
等な
ど

、
か
れ
こ
れ
時と
き

を
移う
つ

し
、
漸や
う
やく
扮い
で
たち
得え

て
斉せ
い

整〳
〵

（
り
つ

ぱ
）
に
な
り
け
れ
ば
、
纔は
づ
かに
進す
ゝ

み
て
高た
か

階し
な

家け

に
到い
た

る
に
、
門も
ん

公ば
ん

こ
れ
を
見
て
生
し
ら
ぬ

客ひ
と

な
り
と
思
ひ
、「
主し
ゆ

君く
ん

此こ
の

節せ
つ

他た

国こ
く

に
行ゆ
き

て
留る

守す

な
れ
ば
、
帰き

国こ
く

の
後の
ち

再ふ
た
ゝび
来

り
給
へ
」
と
い
ふ
に
、
要
人
舒し
づ
かに
答こ
た
へて
い
ふ
、「
汝
な
ん
ぢ

夫お
く
が
た人
に
告つ
げ

て
、
要
人
が
来

れ
る
由よ
し

を
い
ふ
べ
し
」
と
あ
る
に
、
門も
ん

公ば
ん

は
じ
め
て
清き
よ

見み

氏う
ぢ

な
る
こ
と
を
し
れ

ど
も
、何
ゆ
ゑ
に
来
れ
る
事
を
し
ら
ざ
れ
ば
、又
答こ
た
へて
、「
主し
ゆ

人じ
ん

家い
へ

に
在あ
ら

ざ
れ
ば
、

猥み
だ

り
に
報は
う

じ
が
た
し
」
と
い
ふ
。
要
人
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、
夫お
く
が
た人
の
招ま
ね

き
に
よ
り
て

来き
た

れ
る
由よ
し

を
演の
べ

け
れ
ば
、
門も
ん

公ば
ん

内
に
入
て
此
旨む
ね

を
告ま
を

す
。
畝う
ね

尾を

こ
れ
を
聴き
ゝ

て
は

な
は
だ
怪
し
み
、「
他か
れ

何
事
あ
り
て
か
再ふ
た
ゝび
又
来き
た

れ
る
」
と
、
正
お
も
て

庁ざ
し
きに
迎む
か

へ
入

ら
し
め
、
乳め
の
と人
を
出
し
て
（
14
オ
）
縁わ

け故
を
尋た
づ

ね
し
む
る
に
、
乳め
の
と人
出
来
り
て

一ひ
と

目め

見
る
よ
り
、
忽た
ち
まち
駭お
ど
ろき
て
走
は
し
り

入
り
、
夫お
く
が
た人
に
む
か
ひ
て
い
ふ
や
う
、「
今

日
の
婿む
こ

公ぎ
み

は
仮に
せ

公も

子の

に
て
、
前ぜ
ん

夜や

の
人
に
あ
ら
ず
。
前ぜ
ん

夜や

の
人
は
色い
ろ

黒く
ろ

く
麻ま

臉け
ん

（
み
つ
ち
や
づ
ら
）
な
り
し
が
、
今
日
の
人
は
色い
ろ

白し
ろ

く
形
か
た
ち

肥こ
え

ず
、
十
分ぶ
ん

（
あ
つ

ぱ
れ
）
の
好か
う

男だ
ん

子し

（
い
ろ
を
と
こ
）
な
り
」。
畝う
ね

尾を

誠ま
こ
とと
せ
ず
、
自み
づ
から
庁
お
も
て
ざ
し
きに
い

た
り
、
障
し
や
う

子じ

の
陰か
げ

よ
り
伺
う
か
ゞ
ひ

見
る
に
、
果は
た

し
て
前ぜ
ん

夜や

の
人
に
あ
ら
ず
。
心
中
は
な

は
だ
疑う
た
がひ
、
乳め
の
と人
を
出
し
て
尋た
づ

ね
し
む
る
に
、
言こ
と
ば語
清あ
ざ
や
か爽
に
し
て
少
し
も
滞
と
ゞ
こ
ほら

ず
。
畝
尾
は
じ
め
に
仮に
せ

公む

こ子
を
見
し
時
、
心
中
少す
こ

し
く
疑ぎ

惑わ
く

あ
り
し
が
、
今
日

の
婿む
こ

は
容す
が
た貌
端み
や
び
や
か
麗
に
、
語
こ
と
ば

言づ
か
ひ

文ぶ
ん

雅が

あ
り
て
、
真ま
こ
と
に
清き
よ

見み

氏う
ぢ

の
嫡
ち
や
く

子し

と
い
ふ
べ

き
人ひ
と
が
ら物
な
れ
ば
、
又
乳め
の
と人
を
出
し
て
、
今
日
何
の
故ゆ
ゑ

に
来
れ
る
ぞ
と
問と
は

し
む
る

に
、
要
人
答こ
た
へて
い
ふ
、「
前さ
き
ご
ろ日
老や
し
き
も
り

園
公
を
し
て
小そ
れ
が
し人
を
招ま
ね

き
給
ふ
所
、
を
り
ふ

し
他た

所し
よ

に
滞た
い

留り
う

し
、
漸や
う
やく
今
日
家
に
帰
り
、
特
わ
ざ
〳
〵来
り
て
謁
ま
み
え

奉
る
。
望の
ぞ

む
ら
く
は

遅お
そ

緩な
は
りし
罪つ
み

を
恕ゆ
る

し
（
14
ウ
）
給
へ
」。
畝
尾
こ
れ
を
聞き
ゝ

て
、
真ま
こ
と
の
婿む
こ

な
る
こ
と

を
暁さ
と

り
け
る
が
、
只
前ぜ
ん

夜や

来き
た

り
し
者も
の

は
何
奴や
つ

な
ら
ん
と
慌い
そ
が
は忙
し
く
房へ
や

に
入
り
、

飛あ
す
か鳥
に
此
由よ
し

を
語か
た

り
て
、「
都す
べ

て
是こ
れ

、
夫を
つ
と
が
天て
ん

理り

を
思
は
ざ
る
よ
り
起お
こ

り
て
、

你お
ん
みの
身み

を
傷や
ぶ

り
し
こ
と
、
後こ
う

悔く
わ
いす
れ
ど
も
及
ば
ず
。
幸
さ
い
は
ひに
他た

人に
ん

の
し
る
こ
と
な

け
れ
ど
、
今
女む
こ
ど
の婿
こ
ゝ
に
在あ
り

て
、
贈お
く

る
べ
き
一
物し
な

な
き
を
い
か
に
せ
ん
」
と
い

ふ
に
、
飛あ
す
か鳥
大
き
に
呆あ
き

れ
お
ど
ろ
き
、
千ち
ゞ

の
針は
り

に
て
吾わ
が

身み

を
刺さ
す

が
ご
と
く
、
愁う
れ

へ
悶も
だ

え
て
し
ば
ら
く
物
を
も
い
は
ざ
り
し
が
、
漸や
う

〳
〵
に
心
を
さ
だ
め
、「
母は
ゝ

上う
へ

ま
づ
聟む
こ

君ぎ
み

に
謁ま
み

え
給
へ
。
妾
わ
ら
は

少
し
く
計は
か

ら
ふ
旨む
ね

あ
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
畝

尾
飛
鳥
が
詞
に
し
た
が
ひ
、
出
て
要か
な
め人
に
対た
い

面め
ん

す
る
に
、
要
人
岳し
う
と
め母
を
見
て

慇ね
ん
ご
ろ懃
に
礼れ
い

を
謝ほ
ど
こ
し
、「
在そ
れ
が
し下
家い
へ

貧ま
づ
しく
し
て
多お
ほ

く
礼れ
い

を
失う
し
な
ふ
こ
と
あ
り
。
幸
さ
い
は
ひに

岳し
う
と
め
ぎ
み

母
公
の
不と
り
た
て棄
に
逢あ

ふ
。
此
恩
死し

す
と
も
敢あ
へ

て
忘わ
す

れ
じ
」。
畝
尾
心
に
恥は
ぢ

入い

り

て
答こ
た

ふ
べ
き
詞こ
と
ばな
く
、
乳め
の
と人
を
（
15
オ
）
し
て
飛あ
す
か鳥
を
呼よ
び

来き
た
りて
ま
み
え
し
め
む

と
す
。
飛あ
す
か鳥
は
簾み
す

の
中う
ち

に
在あ
り

て
窺う
か
ゞひ
見
れ
ど
も
、
い
か
で
か
此こ

処ゝ
に
来き

て
ま
み

ゆ
べ
き
。只た
ゞ

乳め
の
と人
を
し
て
言こ
と
ばを
伝つ
た

へ
て
い
ふ
、「
君き
み

い
か
な
れ
ば
他よ

そ所
に
あ
り
て
、

- 20 -

の
閨
女
を
騙
し
、
又
許
多
の

財

を
得
て
、

些

も
馬
脚
を

露

さ
ゞ
る
は
万
分
の
僥
倖
と
い
ふ
べ
し
。
只
今
日
要
人
ま

む

す

め

だ
ま

あ
ま

た

た
か
ら

え

す
こ
し

ま

こ

と

あ
ら
は

ま
ん
ぶ
ん

さ
い
は
ひ

た
ゞ

か

な

め

た
来
ら
ば
、
十
分
の
美
（
よ
き
つ
が
ふ
）
と
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
高
階
の
主
人
ひ
さ
し
か
ら
ず
し
て
帰
ら
む
と
聴
け
ば
、
我

じ
ふ
ぶ
ん

び

た
か
し
な

あ

る

じ

き

わ
れ

今
一

チ

日
要
人
を
待
せ
置
き
、
明
日
放
ち
帰
ら
し
め
ん
。
其
間
に
慶
介
も
し
家
に
帰
り
な
ば
、
彼
ゆ
く
こ
と
を
得
ず
し

ま
た

お

は
な

そ
の
う
ち

か
れ

え

て
十
分
に
よ
か
る
べ
し
」
と
計
較
（
も
く
ろ
み
）
を
定
め
、
ま
づ
酒
廛
に
い
た
り
て
数
盃
を

傾

け
、
や
う
〳
〵
午
後
に

ぶ
ん

け
い
か
う

さ
だ

さ
か

や

す

は
い

か
た
ぶ

ひ
る
す
ぎ

及
び
て
家
に
帰
り
け
る
に
、
要
人
は
佳
太
郎
が
帰
り
来
る
を
、
今
朝
よ
り
待
居
れ
ど
も
帰
り
来
ら
ず
、
衣
（

オ
）

服

か

な

め

か

ま
ち

を

い

ふ
く

11

を
借
得
ざ
れ
ば
帰
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
伯
母
も
心
を
燥
ち
、
家
頼
を
遣
は
し
て
江
尻
の
駅
を
尋
さ
す
る
に
、
其
行
方

か
り

え

を

ば

こ
ゝ
ろ

い
ら

け

ら
い

つ
か

え

じ
り

ゑ
き

た
づ
ね

そ
の
ゆ
く

へ

を
し
ら
ざ
れ
ば
、
媳
婦
の
小
鷹
が
房
に
入
り
て
、
「
児
子
が
衣
服
あ
り
や
」
と
問
ふ
に
、
小
鷹

答
て
、
「
丈
夫
み
づ
か

よ

め

こ

た
か

へ
や

せ

が

れ

い

ふ
く

と

こ

た
か
こ
た
へ

を

つ

と

ら
箱
の
中
に
納
め
て
、
鑰
を

留

ず
」
と
い
ふ
。

元

来
小
鷹
は
、
平
群
左
右
馬
が
女
児
に
し
て
顔

色

艶
麗
（
か
ほ
か
た

は
こ

う
ち

を
さ

か
ぎ

と
ゞ
め

ぐ
わ
ん
ら
い

こ

た
か

へ

ぐ

り

さ

う

ま

む

す

め

が
ん
し
よ
く
え
ん
れ
い

ち
う
る
は
し
く
）
、
し
か
の
み
な
ら
ず

好
て
書
を
読
み
、
略
道
理
に
通
ず
。
左
右
馬
は
近
辺
に
名
高
き
豪
傑
に
し
て
、
弱

こ
の
み

し
よ

よ

ほ
ゞ
だ
う

り

つ
う

さ

う

ま

き
ん
ぺ
ん

な

だ
か

が
う
け
つ

よ
わ

き
を
救
ひ
、
強
き
を
折
く
の
俠
士
（
を
と
こ
ぎ
の
人
）
な
る
が
、
或
人
他
を
憎
み
て
罪
に

陥

れ
ん
と
せ
し
を
、
佳
太
郎

す
く

つ
よ

く
ぢ

け
ふ

し

あ
る
ひ
と
か
れ

に
く

つ
み

お
と
し
い

か

が
父
、
要
人
が
父
と
心
を
合
せ
、
其
冤

を
救
ひ
し
か
ば
、
左
右
馬
深
く
其
恩
を
感
じ
、
女
児
小
鷹
を
以
て
媳
と
は
し

ち
ゝ

か

な

め

ち
ゝ

あ
は

そ
の
む
じ
つ

す
く

さ

う

ま

ふ
か

そ
の
お
ん

か
ん

む

す

め

こ

た
か

も
つ

よ
め

け
る
な
り
。
此
小
鷹
、
父
に
似
て

些

の
俠
気
（
た
て
ひ
き
）
あ
り
し
が
、
丈
夫
の

愚

に
し
て
、
且
不
良

心

あ
る
を
見

こ
の

こ

た
か

ち
ゝ

に

す
こ
し

け
ふ

き

を

つ

と

お
ろ
か

か
つ
よ
か
ら
ぬ
こ
ゝ
ろ

て
、
平
常

睦
し
か
ら
ず
。
衣
服
の
類
も
佳
太
郎
み
づ
か
ら
収
拾
て
、
小
鷹
に
は
管
（

ウ
）
は
せ
ざ
る
ゆ
ゑ
、
自
ら
鑰

つ
ね
〴
〵
む
つ
ま

い

ふ
く

る
い

と
り
を
さ
め

こ

た
か

か
ま

み
づ
か

か
ぎ

11

を

携

へ
て
出
ゆ
き
し
な
り
。
斯
て
伯
母
甥
両
人
こ
ゝ
ろ

焦

て
あ
る
所
に
、
佳
太
郎
満
面
（
ま
つ
か
に
）
酒
気
（
ゑ
ひ
）

た
づ
さ

い
で

か
く

を

ば

を
ひ

い
ら
ち

ま
ん
め
ん

し
ゆ

き

を
帯
て
浮
浪
〳
〵
と
し
て
帰
り
来
る
に
、
老
娘

罵

り
て
い
ふ
、
「
要
人
此
所
に
在
て

汝

が
衣
服
を
待
つ
に
、

汝

何
方

お
び

ふ

ら

き
た

は
ゝ
お
や
の
ゝ
し

こ

ゝ

あ
り

な
ん
ぢ

い

ふ
く

ま

な
ん
ぢ

い

づ

く

に
行
て
か
日
を

費

し
、
家
に
は
帰
り
来
ら
ざ
る
や
」
。
佳
太
郎
一
言
の
応
答
も
な
く
、

直

に
自
己
が
房
に
入
て
袖
裏

ゆ
き

ひ

つ
ひ
や

い
へ

い
ち
ご
ん

い

ら

へ

た
ゞ
ち

お

の

れ

へ
や

し
う

り

（
そ
で
の
う
ち
）
の
物
を
取
出
し
、

密

に
蔵
し
置
て
後
、
や
う
〳
〵
出
来
り
要
人
に
対
ひ
て
い
ふ
、
「

適

聊

の
用
事

と
り
い
だ

ひ
そ
か

か
く

お
き

の
ち

む
か

た
ま
〳
〵
い
さ
ゝ
か

よ
う

じ

に
隙
ど
り
て

你

の
用
を
欠
た
り
。
ね
が
は
く
は

怪

ま
る
ゝ
こ
と
な
か
れ
。
今
日
も
早
暮
に
逼
り
た
れ
ば
、
明
日
家
に

ひ
ま

お
ん
み

よ
う

か
き

あ
や
し

は
や
く
れ

せ
ま

帰
り
給
は
ん
や
」
。
老
娘
又

詈

り
て
云
、
「

汝
只
衣
服
を
出
し
て
貸
与
へ
よ
。
他
が
用
事
は
他
が
心
に
任
す
。
今
日
明

は
ゝ
お
や

の
ゝ
し

な
ん
ぢ

い

ふ
く

か
し
あ
た

か
れ

ま
か

日
に
管
ふ
こ
と
な
か
れ
」
。
要
人
い
ふ
、「
只
衣
服
の
み
な
ら
ず
、
佩
刀
の
た
ぐ
ひ
も
亦
恩
借

を
乞
ふ
」
。
佳
太
郎
い
ふ
、

か
ま

た
ゞ

い

ふ
く

わ
き
ざ
し

ま
た
お
ん
し
や
く

こ

か

「
吾
佩
刀
、
柄
糸

損

し
ゆ
ゑ

工

人
の
許
に

遣

し
置
し
が
、
今
夜
取
来

わ
が
わ
き
ざ
し

つ
か
い
と
そ
こ
ね

し
よ
く
に
ん

も
と

つ
か
は

お
き

り
て
（

オ
）

明
朝
早
く
貸
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
。
要
人
せ
ん
か
た
な
く
又
一
夜

か
し

12

を
過
し
、
明
朝
に
至
る
に
、
佳
太
郎
宿

酔
に
悩
み
、
頭
疼
き
と
て
起
上

す
ご

い
た

ふ
つ
か
ゑ
ひ

な
や

か
し
ら
い
た

お
き
あ
が

ら
ず
。

漸

く
巳
時
に
至
り
て
起
出
、
早
飯
を
喫
ひ
、
慢
々
と
し
て
衣
服

や
う
や

よ
つ
ど
き

お
き
い
で

あ
さ
め
し

く
ら

ゆ
る
〳
〵

い

ふ
く

佩
刀
を
貸
与
へ
け
れ
ば
、
姑
娘
こ
れ
を
包
袱
に
包
み
、
又
数
升

の
白
米
、

わ
き
ざ
し

か
し
あ
た

は
ゝ
お
や

ふ
ろ
し
き

つ
ゝ

す

し
や
う

は
く
ま
い

些

の
野
菜
等
、
一

チ

人
の
家
僕
に
担
は
せ
て
要
人
を
送
り
出
し
、
又
告

す
こ
し

あ
を
も
の
な
ど

し

も

べ

に
な

お
く

い
だ

つ
げ

て
い
ふ
、「
你
の
婚
礼
成
就
し
な
ば
、
は
や
く
吾
に
告
て
我
牽

掛

を
停

お
ん
み

こ
ん
れ
い
じ
や
う
じ
ゆ

わ
れ

つ
げ

わ
が
こ
ゝ
ろ
が
ゝ
り

や
め

し
め
よ
」
。
要
人
礼
を
な
し
て
立
出
る
に
、
佳
太
郎
門
外

に
送
り
出
、
示

れ
い

か

も
ん
ぐ
わ
い

お
く

し
め

し
て
い
ふ
、「
足
下
今
よ
り
高
階
家
に
往
給
は
ゞ
、
よ
く
心

を
用
ひ
よ
。
他

そ

こ

た
か
し
な

け

ゆ
き

こ
ゝ
ろ

も
ち

か
れ

が
心
の
中
、

真

か
仮
か
い
ま
だ
し
る
べ
か
ら
ず
。
我
思
ふ
に
、

表

門

う
ち

ま
こ
と

う
そ

わ
れ

お
も
て
も
ん

よ
り

明

か
に
進
む
べ
し
。
若
後
門
の
花
園

曠

野
（
の
ひ
ろ
き
）
の
地
に

あ
き
ら

す
ゝ

も
し
う
ら
も
ん

は
な
ぞ
の
く
わ
う

や

ち

入
り
て
、
他
が
真
情
な
ら
ざ
る
と
き
は
、
歩
（
あ
ゆ
み
）
を

退

る
に
所

か
れ

ま

こ

と

ほ

し
り
ぞ
く

な
か
ら
む
。
只
こ
ゝ
ろ
を
つ
け
て
、
仔
細
に
想
ふ
べ
し
」
と
い
ふ
に
、

た
ゞ

こ

ま

か

お
も

要
人
そ
の

用

意

を
謝
し
、
急
ぎ
家
に
（

ウ
）

帰
り
て
衣
服
を

整

へ
け

こ
ゝ
ろ
づ
か
ひ

し
や

い
そ

い

ふ
く

と
ゝ
の

13

る
が
、
便
袋
は
な
は
だ
損
じ
て
見
苦
し
け
れ
ば
、
隣
家
よ
り
火
熨
斗
を
借
来
り
て
皺
を
熨
し
、
又
飯
顆

か
み
い
れ

そ
ん

み

ぐ
る

と

な

り

ひ

の

し

か
り

し
は

の

め
し
つ
ぶ

を
取
て
破
れ
を

補

ひ
、
又
は
墨
に
て
塗
か
く
し
等
、
か
れ
こ
れ
時
を
移
し
、

漸

く

扮

ち
得
て
斉
整
（
り
つ
ぱ
）
に
な

や
ぶ

お
ぎ
な

す
み

ぬ
り

な
ど

と
き

う
つ

や
う
や

い
で
た

え

せ
い
〳
〵

り
け
れ
ば
、
纔
に
進
み
て
高
階
家
に
到
る
に
、
門
公
こ
れ
を
見
て

生
客
な
り
と
思
ひ
、「
主
君
此
節
他
国
に
行
て
留
守

は
づ
か

す
ゝ

た
か
し
な

け

い
た

も
ん
ば
ん

し
ら
ぬ
ひ
と

し
ゆ
く
ん
こ
の
せ
つ

た

こ
く

ゆ
き

る

す

な
れ
ば
、
帰
国
の
後
再
び
来
り
給
へ
」
と
い
ふ
に
、
要
人
舒
に

答
て
い
ふ
、「
汝
夫
人
に
告
て
、
要
人
が
来
れ
る
由

き

こ
く

の
ち
ふ
た
ゝ

し
づ
か

こ
た
へ

な
ん
ぢ
お
く
が
た

つ
げ

よ
し

を
い
ふ
べ
し
」
と
あ
る
に
、
門
公
は
じ
め
て
清
見
氏
な
る
こ
と
を
し
れ
ど
も
、
何
ゆ
ゑ
に
来
れ
る
事
を
し
ら
ざ
れ
ば
、

も
ん
ば
ん

き
よ

み

う
ぢ

又
答
て
、
「
主
人
家
に
在
ざ
れ
ば
、
猥
り
に
報
じ
が
た
し
」
と
い
ふ
。
要
人
こ
れ
を
聴
て
、
夫
人
の
招
き
に
よ
り
て
来

こ
た
へ

し
ゆ
じ
ん
い
へ

あ
ら

み
だ

は
う

き
ゝ

お
く
が
た

ま
ね

き
た

（

ウ
・

オ
）
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五
七

妾わ
ら
はが
母は
ゝ

上う
へ

の
深し
ん

切せ
つ

に
そ
む
き
給
ふ
や
」。
要
人
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
病や
ま
ひを
患う
れ

ふ
る
ゆ
ゑ

に
是ぜ

非ひ

な
く
他た

所し
よ

に
滞と
ゞ
まり
、
今
日
爰こ
ゝ

に
来き

て
約や
く

束そ
く

に
応お
う

ず
。
な
ん
ぞ
負そ
む
くと
い
は

ん
」。
飛
鳥
、
簾み
す

の
中う
ち

よ
り
答こ
た
へて
い
ふ
、「
三
日
以い

前ぜ
ん

に
来き

給
は
ゞ
、
妾
わ
が
み

君き
み

に
し

た
が
ふ
べ
け
れ
ど
、
今
三
日
遅お
そ

か
り
し
ゆ
ゑ
、
君き
み

に
し
た
が
ひ
ま
ゐ
ら
す
る
こ

と
を
得
ず
。
金
こ
が
ね

帛ま
き
ぎ
ぬの
た
ぐ
ひ
も
又
贈お
く

る
こ
と
か
な
は
ね
ば
、
此
二ふ
た
つ股
の
釵
か
ん
ざ
しを
お

く
り
て
、
妾わ
が
みの
微び

志し

を
あ
ら
は
す
の
み
。
君
此
後の
ち

は
、
更さ
ら

に
嫁よ
め

君ぎ
み

を
択え
ら

み
給
ひ

て
、
妾わ
ら
は
に
心
を
遺の
こ

し
給
ふ
な
」
と
、
乳め
の
と人
を
し
て
釵
か
ん
ざ
しを
与あ
た
へ
し
め
、
又
い
ふ
、

「
君き
み

し
ば
ら
く
し
て
お
の
づ
か
ら
縁い
は
れ故
を
し
り
給
ふ
べ
し
。
速
す
み
や
かに
帰
り
給
へ
。

こ
ゝ
に
在あ
り

て
益え
き

な
か
ら
む
」
と
い
ひ
終を
は

り
、涙な
み
だに
む
せ
び
て
（
15
ウ
）
内
に
入い
り

ぬ
。

要
人
心
中
大お
ほ

き
に
疑う
た
がひ
、
夫お
く
が
た人
に
む
か
ひ
て
色い
ろ

を
起お
こ

し
て
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
貧ま
づ

し

け
れ
ど
も
、
釵
か
ん
ざ
しを
求も
と

め
ん
と
て
爰こ
ゝ

に
来き
た

る
に
あ
ら
ず
。
今
日
小む
す
め
ご姐
離り

縁え
ん

の
意こ
ゝ
ろあ

る
に
似に

た
り
。
夫お
く
が
た人
な
ん
ぞ
一ひ
と

言こ
と

を
出い
だ

さ
ゞ
る
や
」。
畝
尾
い
ふ
、「
妾
わ
ら
は

母お
や

子こ

並な
ら
びに
異い

心し
ん

（
か
は
る
こ
ゝ
ろ
）
な
し
。
但た
ゞ

君き
み

が
来
給
ふ
こ
と
遅お
そ

き
ゆ
ゑ
、
女む
す
め児

が
心
に
は
姻い
ん

事じ

（
え
ん
ぐ
み
の
こ
と
）
を
重お
も

し
と
思お
も
はざ
る
こ
と
を
察さ
つ

し
、
恨う
ら

み

憤い
き
ど
ほる
所
な
り
。
君き
み

疑う
た
がふ
こ
と
を
や
め
給
へ
」。
要
人
敢あ
へ

て
信ま
こ
とと
せ
ず
、「
吾わ
が

父ち
ゝ

存ぞ
ん

生じ
や
うの
日
は
、
さ
ば
か
り
懇こ
ん

意い

の
交ま
じ
は
り
な
り
し
も
の
を
、
今
岳
し
う
と
の

家い
へ

は
富と
み

栄さ
か

え
、

吾わ
が

家い
へ

は
貧ま
づ

し
く
衰お
と
ろふ
と
い
へ
ど
も
、
な
ん
ぞ
改あ
ら
ため
変へ
ん

ず
る
に
忍し
の

び
ん
や
。
小そ
れ
が
し人

た
ゞ
岳し
う
と
め母
一
人
を
倚た
の
み頼
と
せ
し
に
、
三
日
お
く
れ
た
れ
ば
と
て
離り

縁え
ん

の
こ
と
を

計は
か

り
給
ふ
は
、
理り

の
あ
る
所
に
あ
ら
ず
」
と
さ
ま
〴
〵
に
恨
う
ら
み

嘆な
げ

き
け
れ
ば
、
畝

尾
答こ
た

ふ
べ
き
詞
な
く
、
黙も
く

然ね
ん

と
し
て
在あ
り

け
る
に
、
忽た
ち
ま
ち
裡
お
く
の

面か
た

騒さ
わ

が
し
く
、

「
夫お
く
が
た人
は
や
く
来
り
て
小む
す
め
ご姐
を
救す
く

ひ
（
16
オ
）
給
へ
」
と
泣な
き

叫さ
け

ぶ
声こ
ゑ

に
お
ど
ろ
き
、

畝
尾
何
事
や
ら
ん
と
慌
あ
は
て

騒さ
わ

ぎ
、
一ひ
と
ま室
の
裡う
ち

に
入
り
て
見
る
に
、
哀あ
は
れむ
べ
し
女む
す
め児

飛あ
す
か鳥
、
短た
ん

刀た
う

を
も
つ
て
咽の
ん
どを
つ
ら
ぬ
き
、
俯う
つ
ぶ
し伏
に
な
り
て
死し
ゝ

居ゐ

た
り
。
こ
は
い

か
に
と
搔か
き
い
だ抱
き
、
さ
ま
〴
〵
に
介か
い

抱は
う

す
れ
ど
も
、
息い
き

す
で
に
絶た

え
、
呼よ
び
さ
ま醒
せ
ど

も
し
る
し
な
し
。
衆み
な
〳人〵
せ
ん
か
た
な
く
、
声こ
ゑ

を
放は
な

ち
て
悲か
な
しみ
嘆な
げ

き
け
る
が
、
畝

尾
や
う
〳
〵
泪な
み
だを
お
さ
へ
、
要
人
を
呼よ

び
て
此こ
の

体て
い

を
見
せ
し
む
。
要
人
此
形あ
り
さ
ま勢

を
見
て
、
何
の
縁わ

け故
あ
る
こ
と
を
し
ら
ね
ど
、
乱
み
だ
れ

箭や

の
胸む
ね

を
突つ

く
が
ご
と
く
声こ
ゑ

を
上あ
げ

て
泣な
き

け
る
に
、
畝
尾
い
ふ
や
う
、「
賢む
こ
ど
の婿
ひ
さ
し
く
此
処
に
停と
ゞ
まら
ば
、
恐お
そ

ら
く
は
事
を
引ひ
き

出い
だ

さ
ん
。
は
や
く
家
に
帰か
へ

り
た
ま
へ
」
と
、
乳め
の
と人
を
し
て
要
人

が
袖
そ
で
の

裏う
ち

へ
両に
ほ
ん股
の
簪
か
ん
ざ
しを
お
し
い
れ
し
め
、
速
す
み
や
かに
送お
く

り
て
門
を
出い
だ

す
。
要
人
は
い

か
に
と
も
せ
ん
か
た
な
く
、
泪な
み
だを
お
さ
へ
て
家い
へ

に
帰か
へ

る
。
斯
て
畝
尾
、
人
を
三み

河か
は

に
馳は
せ

て
慶
介
を
呼よ
び

帰
ら
し
め
、
委く
は

し
き
こ
と
は
語か
た

ら
ず
し
て
、（
16
ウ
）
只た
ゞ

「
女む
す
め児
婚こ
ん

礼れ
い

を
止と
ゞ
まる
こ
と
を
ね
が
は
ず
、
自じ

害が
い

し
て
果は
て

た
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、

慶
介
後こ
う

悔く
わ
いす
れ
ど
も
及お
よ

ば
ず
、
や
う
〳
〵
に
葬は
う
ぶり
終を
は
りぬ
。
か
く
て
要
人
は
家い
へ

に

還か
へ

り
、
釵か
ん
ざ
し児
を
見
て
一い
ち

度ど

は
哭な
げ

き
一い
ち

度ど

は
疑う
た
がひ
、
い
か
な
る
わ
け
か
は
し
ら
ね

ど
も
、
自わ
が
み家
の
薄は
く

命め
い

（
ふ
し
あ
は
せ
）
を
あ
き
ら
め
て
一い
ち

夜や

を
過す
ご

し
、
次
あ
く
る

日ひ

に

い
た
り
て
、
借か
り

た
る
所
の
衣い

服ふ
く

佩わ
き
ざ
し刀
等な
ど

も
と
の
ご
と
く
包つ
ゝ

み
、
み
づ
か
ら
的ま
と

場ば

に
行
て
送お
く

り
帰
し
、
伯を

ば母
に
謁ま
み

え
て
飛あ
す
か鳥
が
自じ

害が
い

せ
し
こ
と
を
語か
た

り
、
互た
が
ひに
憐
あ
は
れ

み
哭な
げ

き
て
別わ
か

れ
帰
り
ぬ
。
佳か

太
郎
は
要
人
が
別わ
か

れ
去さ

り
し
跡あ
と

へ
、
他た

所し
よ

よ
り
帰

来
り
け
る
が
、
要
人
が
来き
た

り
し
事
を
聞
て
老ら
う

母ぼ

に
む
か
ひ
、「
高た
か

階し
な

氏う
ぢ

の
事
は

い
か
ゞ
な
り
し
。
聞き
ゝ

給
ひ
つ
る
か
」
と
問と

ふ
に
、
老
母
答こ
た

へ
て
、「
要
人
昨き
の
ふ日

高
階
家
に
往ゆ
き

し
に
、
何
の
わ
け
な
る
か
は
し
ら
ね
ど
、
彼か
の

小む
す
め姐
、
要
人
が
三
日

遅お
そ

か
り
し
を
恨う
ら

み
て
、
自じ

害が
い

し
た
る
由よ
し

語か
た

り
し
」
と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
大
き
に

駭お
ど
ろき
、
お
ぼ
え
ず
失く
ち

口す
べ
りて
、「
噫あ
ゝ

、
世よ

に
す
ぐ
れ
た
る
美び

人じ
ん
（
17
オ
）
な
り
し
に
、

惜を
し

む
べ
し
。
斯か
く

と
し
ら
ば
い
か
に
も
し
て
今
一い
ち

度ど

逢あ

ふ
べ
き
物も
の

を
」と
い
ふ
に
、

老ら
う

母ぼ

怪あ
や

し
み
て
、「
汝な
ん
ぢい
か
に
し
て
彼か
の

小む
す
め姐
に
遇あ
ひ

し
」
と
問と

ふ
に
、
佳か

太
郎
只た
ゞ

今い
ま

の
失し
つ

言げ
ん

（
く
ち
す
べ
る
）
に
つ
ゝ
む
べ
き
や
う
な
く
、
や
む
こ
と
を
得え

ず
し

て
委い

細さ
い

を
語か
た

れ
ば
、
母
大
き
に
駭
お
ど
ろ
き

詈の
ゝ
しり
て
い
ふ
、「
天て
ん

理り

を
し
ら
ぬ
畜ち
く

生し
や
う。
か

や
う
の
悪あ
く

事じ

を
巧た
く

み
出い
だ

し
て
い
か
に
と
か
す
る
。
要か
な
め人
が
親お
や

は
汝な
ん
ぢが
婚こ
ん

（
え
ん

ぐ
み
）
を
媒
な
か
だ
ちせ
し
に
、
汝
な
ん
ぢ

却か
へ
りて
恩お
ん

を
仇あ
だ

に
て
報は
う

じ
、
兄
き
や
う

弟だ
い

の
姻い
ん
え
ん縁
（
と
つ
ぐ
こ

と
）
を
壊や
ぶ

り
、
又
人ひ
と

の
命い
の
ちを
損そ
ん

ず
。
世よ

に
類た
ぐ
ひな
き
畜ち
く

生し
や
う、
何な
に

の
顔
か
ほ
ば
せあ
り
て
か
天て
ん

地ち

の
間あ
ひ
だに
立た
ゝ

ん
」。
佳か

太
郎
母
に
詈の
ゝ
しら
れ
答こ
た

ふ
べ
き
詞こ
と
ばな
く
、
房へ
や

の
中う
ち

に
入
ら

ん
と
す
る
に
、
妻つ
ま

の
小こ

鷹た
か

戸と

を
閇と
ぢ

て
開ひ
ら

か
ず
、
内う
ち

よ
り
罵の
ゝ
しり
て
い
ふ
、「
你お
ん
みか

や
う
の
不ふ

義ぎ

の
人
、
ひ
さ
し
か
ら
ず
し
て
天て
ん

の
報む
く
ひあ
ら
ん
。
決け
つ

し
て
終を
は
りを
善よ
く

す



湘北紀要　第 38 号　2017

五
八

べ
か
ら
ず
。以こ
の
ゝ
ち来
は
你お
ん
みは
你お
ん
みよ
、

妾わ
れ

は
妾わ
れ

な
り
。
人ひ
と

を
連ま
き
ぞ
へ累
に
し

給
ふ
な
」。
佳
太
郎
、
生つ
ね
〴平〵
夫ふ
う

婦ふ

中な
か

睦む
つ
まし
か
ら
ね
ば
、
此こ
の

言こ
と
ばを

聴き
ゝ

て
ま
す
〳
〵
怒い
か

り
、
戸
を
踢け

放は
な
ちて
（
17
ウ
）
内
に
入
り
、
小こ

鷹た
か

が
髪か
み

を
揪つ
か
んで
引ひ
き

倒た
ふ

し
、
力ち
か
らに

ま
か
せ
て
打
ち
や
う

擲ち
や
くす
。
老
母
慌あ
は
て

忙ふ
た
め
きて
走は
し

り
来
り
、
佳
太
郎
を
喝
し
か
り

て
早さ
う

〳
〵
に
出い
で

行ゆ
か

し
め
、
扨
小

鷹
を
さ
ま
〴
〵
に
騙す
か

し
宥な
だ

め

て
、
漸
や
う
〳
〵に
轎か
ご

に
乗の

ら
し
め
、
ま

づ
暫し
ば
ら
く
娘お
や
ざ
と家
に
居を

ら
し
め
し

が
、
此
老ら

う

婆ば

驚き
や
う

苦く

を
得え

し
上う
へ

に
、
事こ
と

の
露あ
ら

は
れ
ん
こ
と
を
恐お
そ

れ
、
一い
ち

夜や

睡ね
ぶ

ら
ず
し
て
寒か
ん

熱ね
つ

甚は
な
は
だし
く
、
病や

む
事
七な
ぬ

日か

、
終つ
ひ

に
死し

し
去さ

り
ぬ
。
小

鷹
岳し
う
と
め母
の
死し

せ
し
由よ
し

を
聞き
ゝ

て
速
す
み
や
かに
帰
り
来
る
に
、
佳か

太
郎
前ぜ

ん

日じ
つ

の
憤
い
き
ど
ほり
い
ま
だ

や
ま
ず
、
罵
の
ゝ
し
りて
い
ふ
、「
薄
じ
や
う

情な
し

婦を
ん
な、
一い
つ

生し
や
う

娘お
や
ざ
と家
に
在あ

る
べ
き
を
、
な
ん
ぞ
又

帰
り
来
れ
る
」。
小
鷹
い
ふ
、「
你お
ん
み
悪あ
く
じ事
を
醸か
も

し
出い
だ

し
、
又
老ら
う

母ぼ

を
気き

死し

（
お

も
ひ
じ
に
）
さ
し
め
、
妾わ
ら
はを
罵の
ゝ
しる
は
何な
ん

の
道だ
う

理り

ぞ
や
。
今
日
老
母
の
亡う
せ

給
ふ
こ

と
な
く
は
、你お
ん
みが
面か
ほ

を
見
ざ
ら
ん
も
の
を
」。佳
太
郎
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
大
き
に
怒い
か

り
、

「
我
今
日
休さ
り

書じ
や
うを
与あ
た
へん
。
汝
去さ
り

て
再ふ
た
ゝび
来
る
こ
と
な
か
れ
」。
小
鷹
い
ふ
、「
妾
わ
ら
は

一い
つ

生し
や
う

寡や
も
めを
守ま
も

る
と
も
、
你お
ん
みが
ご
と
き
不ふ

義ぎ

の
徒や
か
らに
（
18
オ
）
従し
た
がふ
こ
と
を
ね
が

は
ず
」。
佳
太
郎
す
な
は
ち
休さ
り

書ぢ
や
うを
書
き
て
あ
た
へ
け
れ
ば
、
小
鷹
岳し
う
と
め母
の
霊れ
い

位ゐ

に
対む
か

ひ
声こ
ゑ

を
上
て
哭な
げ

き
、
や
う
〳
〵
門
を
出
て
去さ

る
。
扨
又
畝う
ね

尾を

は
、
娘
む
す
め

飛あ
す
か鳥
が
事
を
お
も
ひ
て
、
泪な
み
だ
の
乾か
は

く
間ひ
ま

も
な
か
り
し
が
、
暗ひ
そ
か
に
思
ふ
や
う
、

「
前ぜ
ん

日じ
つ

来き
た

り
し
黒く
ろ

漢を
と
こは
、
畠は
た

平へ
い

が
連つ
れ
き
た来
り
し
な
れ
ば
、
彼か
れ

も
共と
も

に
巧た
く

み
て
此
事

を
な
せ
し
か
。
然さ

ら
ず
ば
他た

人に
ん

に
洩も
ら

し
聞き
か

せ
し
も
の
な
ら
ん
。
何
に
も
せ
よ
、

畠は
た

平
を
点て
ん

視け
ん

（
ぎ
ん
み
）
せ
ば
明め
い

白は
く

な
る
べ
し
」
と
、
良を
つ
と人
の
留る

守す

を
伺う
か
ゞひ
、

園や
し
き

公も
り

を
呼よ

び
て
訊
な
じ
り

問と

ふ
。
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

園や
し
き

公も
り

畠は
た

平へ
い

は
、
清き
よ

見み

家け

へ
使つ
か
ひに
行ゆ

き
し
後の
ち

も
、

敢あ
へ

て
他ひ
と

に
洩も
ら

せ
し
事こ
と

な
し
。
只た
ゞ

要
人
が
衣い

服ふ
く

を
借か

ら
ん
と
せ
し
ゆ
ゑ
に
惹ひ
き
い
だ出
せ

し
奸か
ん

計け
い

（
わ
る
だ
く
み
）
な
れ
ば
、
当そ
の

夜よ

来き
た

れ
る
は
仮に
せ

公む

こ子
に
て
、
三
日
の
後の
ち

来
れ
る
は
真ま
こ
との
女む

こ婿
な
り
。
真し
ん

仮か

（
ま
こ
と
ゝ
に
せ
と
）
両
人
あ
る
事
、
畝
尾

は
明あ
き
らか
に
暁さ
と

り
た
れ
ど
も
、
此
畠は
た

平
は
、
只た
ゞ

前ぜ
ん

後ご

来
れ
る
と
も
に
一
人
な
り
と

の
み
思
ひ
居を
り

し
か
ば
、
分い
ひ
わ
け弁
（
19
ウ
）
分ぶ
ん

明め
い

な
ら
ず
。
素も
と

よ
り
畝
尾
は
、
此
畠

平
も
奸か
ん

計け
い

（
わ
る
だ
く
み
）
の
夥な
か
まな
ら
ん
と
疑う
た
がひ
居
し
所
な
れ
ば
、
他か
れ

が
詞こ
と
ばの

分ふ
ん

明み
や
うな
ら
ざ
る
を
見
て
、
い
よ
〳
〵
怒い
か
りに
堪た
へ

か
ね
、
傍
か
た
は
らな
る
扇あ
ふ
ぎを
取
て
、
他か
れ

が

額ひ
た
ひを
つ
ゞ
け
ざ
ま
に
四よ

ツ
五い
つ

ツ
打う
ち

し
に
、
老ら
う

人じ
ん

の
皮か
は

薄う
す

け
れ
ば
、
忽た
ち
まち
皮か
は

開ひ
ら

け

血ち

流な
が

れ
て
淋り
ん

漓り

（
ぼ
た
〳
〵
）
せ
し
を
、婢こ
し
も
と
ど
も

女
等
漸や
う
〳
〵に
助た
す

け
て
房へ
や

に
帰か
へ

ら
し
む
。

一あ
る
と
き日
慶
介
園え
ん

中ち
う

（
に
は
）
に
到い
た

り
、
畠
平
を
呼
て
地ち

を
掃は
か

せ
け
る
が
、
他か
れ

が
額
ひ
た
ひ

に
疵き
ず

あ
る
を
見
て
、
其そ
の

縁い
は
れ故
を
問と

ふ
に
、「
是こ
れ

は
す
な
は
ち
夫お
く
が
た人
に
打う
た

れ
し
疵き
ず

な
り
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
怪あ
や
しみ
て
深ふ
か

く
訊
な
じ
り

問と

ふ
に
、
畠
平
す
な
は
ち

清き
よ

見み

家け

へ
使つ
か
ひに
行
し
よ
り
は
じ
め
て
、
要
人
来
り
て
房ば
う

中ち
う

（
へ
や
の
う
ち
）
に

て
飛あ
す
か鳥
に
遇あ

ひ
し
事
に
至い
た

る
ま
で
一い
ち

〳
〵
に
告つ
げ

け
れ
ば
、
慶
介
は
じ
め
て
此

縁い
は
れ故
を
聴き
ゝ

、
大
き
に
怒い
か

り
、
即そ
く

時じ

み
づ
か
ら
目も
く

代だ
い

所し
よ

に
到い
た

り
て
、
官
く
わ
ん

人に
ん

に
此
事

を
訴う
つ
たへ
、
要
人
を
拿と
ら

へ
て
飛あ
す
か鳥
が
命い
の
ちを
償つ
ぐ
のは
ん
こ
と
を
求も
と

む
。
官
く
わ
ん

人に
ん

す
な
は
ち

（
20
オ
）捕ほ

卒そ
つ（
と
り
て
）を
馳は
せ

て
、要
人
を
拿と
ら

へ
来
ら
し
め
、審
つ
ま
び
らか
に
糺き
う

問も
ん（
た
ゞ

し
と
ふ
）
す
る
に
、
要
人
素も
と

よ
り
老ら
う

実じ
つ

（
り
ち
ぎ
）
の
者も
の

な
れ
ば
、
実じ
つ

情じ
や
う（
ま

こ
と
）
を
細こ
ま
かに
告つ
げ

訴う
つ
たへ
、「
釵
か
ん
ざ
し

二に
ほ
ん股
は
他か
れ

が
贈お
く

る
所
な
れ
ど
も
、
房ば
う

中ち
う

（
へ
や
）

に
お
い
て
私ひ
そ
かに
会あ
ひ

し
こ
と
は
実じ
つ

に
お
ぼ
え
な
し
」
と
い
ふ
に
、
官
く
わ
ん

人に
ん

ま
づ
畠は
た

平

を
呼よ
び

出い
だ

し
て
要
人
を
見
せ
し
む
。
此
老
人
、
両
り
や
う

眼が
ん

明あ
き
らか
な
ら
ざ
る
上う
へ

、
暗あ
ん

夜や

な

れ
ば
仮に
せ

公も

の子
の
面か
ほ

を
覚お
ぼ

え
ず
。
且か
つ

今
日
主
人
の
分い
ひ
つ
け付
も
あ
れ
ば
、
只た
ゞ

「
此
人
こ

そ
前ぜ
ん

夜や

来
り
し
人
な
れ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
官
く
わ
ん

人に
ん

下し
も

司づ
か
さに
命め
い

じ
て
、
呵か

嘖し
や
く（
せ

め
さ
い
な
み
）
す
る
事

）
11

お
ご
そ
か（厳	
な
り
。
要
人
は
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

温を
ん

良り
や
う（
や
は
ら
か
）
な
る
性
う
ま
れ

- 22 -

帰
ら
し
め
、
委
し
き
こ
と
は
語
ら
ず
し
て
、（

ウ
）

只
「
女
児
婚
礼
を

止

る
こ
と
を
ね
が
は
ず
、
自
害
し
て
果
た
り
」

く
は

か
た

た
ゞ

む

す

め
こ
ん
れ
い

と
ゞ
ま

じ

が
い

は
て

16

と
い
ひ
け
れ
ば
、
慶
介
後

悔

す
れ
ど
も
及
ば
ず
、
や
う
〳
〵
に

葬

り

終

ぬ
。
か
く
て
要
人
は
家
に
還
り
、
釵
児
を

こ
う
く
わ
い

お
よ

は
う
ぶ

を
は
り

い
へ

か
へ

か
ん
ざ
し

見
て
一
度
は
哭
き
一
度
は

疑
ひ
、
い
か
な
る
わ
け
か
は
し
ら
ね
ど
も
、
自
家
の
薄
命
（
ふ
し
あ
は
せ
）
を
あ
き
ら
め
て
一
夜

い
ち

ど

な
げ

い
ち

ど

う
た
が

わ

が

み

は
く
め
い

い
ち

や

を
過
し
、
次
日
に
い
た
り
て
、
借
た
る
所
の
衣
服
佩
刀
等
も
と
の
ご
と
く
包
み
、
み
づ
か
ら
的
場
に
行
て
送
り
帰
し
、

す
ご

あ
く
る

ひ

か
り

い

ふ
く
わ
き
ざ
し
な
ど

つ
ゝ

ま
と

ば

お
く

伯
母
に
謁
え
て
飛
鳥
が
自
害
せ
し
こ
と
を
語
り
、
互

に

憐
み
哭
き
て
別
れ
帰
り
ぬ
。
佳
太
郎
は
要
人
が
別
れ
去
り
し
跡

を

ば

ま
み

あ

す

か

じ

が
い

か
た

た
が
ひ

あ
は
れ

な
げ

わ
か

か

わ
か

さ

あ
と

へ
、
他
所
よ
り
帰
来
り
け
る
が
、
要
人
が
来
り
し
事
を
聞
て
老
母
に
む
か
ひ
、
「
高
階
氏
の
事
は
い
か
ゞ
な
り
し
。
聞

た

し
よ

き
た

ら
う

ぼ

た
か
し
な
う
ぢ

き
ゝ

給
ひ
つ
る
か
」
と
問
ふ
に
、
老
母
答
へ
て
、「
要
人
昨
日
高
階
家
に
往
し
に
、
何
の
わ
け
な
る
か
は
し
ら
ね
ど
、
彼
小
姐
、

と

こ
た

き

の

ふ

ゆ
き

か
の

む

す

め

要
人
が
三
日
遅
か
り
し
を
恨
み
て
、
自
害
し
た
る
由
語
り
し
」
と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
大
き
に

駭
き
、
お
ぼ
え
ず
失

口

お
そ

う
ら

じ

が
い

よ
し
か
た

お
ど
ろ

く
ち
す
べ
り

て
、「
噫
、
世
に
す
ぐ
れ
た
る
美
人
（

オ
）
な
り
し
に
。
惜
む
べ
し
。
斯
と
し
ら
ば
い
か
に
も
し
て
今
一
度
逢
ふ
べ
き
物

あ
ゝ

よ

び

じ
ん

を
し

か
く

い
ち

ど

あ

も
の

17

を
」
と
い
ふ
に
、
老
母
怪
し
み
て
、
「

汝

い
か
に
し
て
彼
小
姐
に
遇
し
」
と
問
ふ
に
、
佳
太
郎
只
今
の
失
言
（
く
ち
す

ら
う

ぼ

あ
や

な
ん
ぢ

か
の

む

す

め

あ
ひ

と

か

た
ゞ
い
ま

し
つ
げ
ん

べ
る
）
に
つ
ゝ
む
べ
き
や
う
な
く
、
や
む
こ
と
を
得
ず
し
て
委
細
を
語
れ
ば
、
母
大
き
に

駭

詈

り
て
い
ふ
、
「
天
理

え

い

さ
い

か
た

お
ど
ろ
き
の
ゝ
し

て
ん

り

を
し
ら
ぬ
畜
生
。
か
や
う
の
悪
事
を
巧
み
出
し
て
い
か
に
と
か
す
る
。
要
人
が
親
は

汝

が
婚
（
え
ん
ぐ
み
）
を

媒

せ

ち
く
し
や
う

あ
く

じ

た
く

い
だ

か

な

め

お
や

な
ん
ぢ

こ
ん

な
か
だ
ち

し
に
、
汝

却
て
恩
を
仇
に
て
報
じ
、
兄
弟
の
姻
縁
（
と
つ
ぐ
こ
と
）
を
壊
り
、
又
人
の
命
を
損
ず
。
世
に
類

な
き
畜
生

、

な
ん
ぢ
か
へ
り

お
ん

あ
だ

は
う

き
や
う
だ
い

い
ん
え
ん

や
ぶ

ひ
と

い
の
ち

そ
ん

よ

た
ぐ
ひ

ち
く
し
や
う

何
の

顔

あ
り
て
か
天
地
の
間
に
立
ん
」
。
佳
太
郎
母
に

詈
ら
れ
答
ふ
べ
き

詞
な
く
、
房
の
中
に
入
ら
ん
と
す
る
に
、

な
に

か
ほ
ば
せ

て
ん

ち

あ
ひ
だ

た
ゝ

か

の
ゝ
し

こ
た

こ
と
ば

へ
や

う
ち

妻
の
小
鷹
戸
を
閇
て
開
か
ず
、
内
よ
り

罵

り
て
い
ふ
、
「

你
か
や
う
の
不
義
の
人
、
ひ
さ
し
か
ら
ず
し
て
天
の

報

あ

つ
ま

こ

た
か

と

と
ぢ

ひ
ら

う
ち

の
ゝ
し

お
ん
み

ふ

ぎ

て
ん

む
く
ひ

ら
ん
。
決
し
て

終
を
善
す
べ
か
ら
ず
。
以
来
は

你

は

你

よ
、
妾
は
妾
な
り
。
人
を
連
累
に
し
給
ふ
な
」
。
佳
太
郎
、

け
つ

を
は
り

よ
く

こ
の
ゝ
ち

お
ん
み

お
ん
み

わ
れ

わ
れ

ひ
と

ま
き
ぞ
へ

生
平
夫
婦
中
睦

し
か
ら
ね
ば
、
此
言

を
聴
て
ま
す
〳
〵
怒
り
、
戸
を
踢

放
て
（

ウ
）

内
に
入
り
、
小
鷹
が
髪
を

揪

つ
ね
〴
〵
ふ
う

ふ

な
か
む
つ
ま

こ
の
こ
と
ば

き
ゝ

い
か

け

は
な
ち

こ

た
か

か
み

つ
か
ん

17

で
引
倒
し
、

力

に
ま
か
せ
て

打

擲

す
。
老
母

慌

忙

て
走
り
来
り
、
佳
太
郎
を

喝

て
早
〳
〵
に
出
行
し
め
、
扨

ひ
き
た
ふ

ち
か
ら

ち
や
う
ち
や
く

あ
は
て
ふ
た
め
き

は
し

し
か
り

さ
う

い
で
ゆ
か

小
鷹
を
さ
ま
〴
〵
に
騙
し
宥
め
て
、
漸

に
轎
に
乗
ら
し
め
、
ま
づ
暫

く
娘
家
に
居
ら
し
め
し
が
、
此
老
婆
驚
苦
を
得

す
か

な
だ

や
う
〳
〵

か
ご

の

し
ば
ら

お
や
ざ
と

を

ら
う

ば

き
や
う

く

え

し
上
に
、
事
の
露
は
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
一
夜
睡
ら
ず
し
て
寒
熱

甚

し
く
、
病
む
事
七
日
、
終
に
死
し
去
り
ぬ
。
小

う
へ

こ
と

あ
ら

お
そ

い
ち

や

ね
ぶ

か
ん
ね
つ
は
な
は
だ

や

な
ぬ

か

つ
ひ

し

さ

鷹
岳
母
の
死
せ
し
由
を
聞
て

速

に
帰
り
来
る
に
、
佳
太
郎
前
日
の

憤

り
い
ま
だ
や
ま
ず
、

罵

て
い
ふ
、
「

薄

情

し
う
と
め

し

よ
し

き
ゝ

す
み
や
か

か

ぜ
ん
じ
つ

い
き
ど
ほ

の
ゝ
し
り

じ
や
う
な
し

婦
、
一
生
娘
家
に
在
る
べ
き
を
、
な
ん
ぞ
又
帰
り
来
れ
る
」
。
小
鷹
い
ふ
、「
你
悪
事
を
醸
し
出
し
、
又
老
母
を
気
死

を
ん
な

い
つ
し
や
う
お
や
ざ
と

あ

お
ん
み
あ
く

じ

か
も

い
だ

ら
う

ぼ

き

し

（
お
も
ひ
じ
に
）
さ
し
め
、

妾

を

罵

る
は
何
の
道
理
ぞ
や
。
今
日
老
母
の
亡
給
ふ
こ
と
な
く
は
、

你

が
面
を
見
ざ
ら

わ
ら
は

の
ゝ
し

な
ん

だ
う

り

う
せ

お
ん
み

か
ほ

ん
も
の
を
」
。
佳
太
郎
こ
れ
を
聴
て
大
き
に
怒
り
、
「
我
今
日
休
書

を

与
ん
。
汝
去
て

再

び
来
る
こ
と
な
か
れ
」
。
小

き
ゝ

い
か

さ
り
じ
や
う

あ
た
へ

さ
り

ふ
た
ゝ

鷹
い
ふ
、「
妾
一
生

寡

を
守
る
と
も
、
你
が
ご
と
き
不
義
の
徒
に
（

オ
）

従

わ
ら
は
い
つ
し
や
う
や
も
め

ま
も

お
ん
み

ふ

ぎ

や
か
ら

し
た
が

18

ふ
こ
と
を
ね
が
は
ず
」
。
佳
太
郎
す
な
は
ち
休

書

を
書
き
て
あ
た
へ
け
れ
ば
、

さ
り
ぢ
や
う

小
鷹
岳
母
の
霊
位
に
対
ひ
声
を
上
て
哭
き
、
や
う
〳
〵
門
を
出
て
去
る
。
扨
又

し
う
と
め

れ
い

ゐ

む
か

こ
ゑ

な
げ

さ

畝
尾
は
、

娘

飛
鳥
が
事
を
お
も
ひ
て
、

泪

の
乾
く
間
も
な
か
り
し
が
、

暗

う
ね

を

む
す
め

あ

す

か

な
み
だ

か
は

ひ
ま

ひ
そ
か

に
思
ふ
や
う
、
「
前
日
来
り
し
黒

漢

は
、
畠
平
が
連
来
り
し
な
れ
ば
、
彼
も
共

ぜ
ん
じ
つ
き
た

く
ろ
を
と
こ

は
た
へ
い

つ
れ
き
た

か
れ

と
も

に
巧
み
て
此
事
を
な
せ
し
か
。
然
ら
ず
ば
他
人
に
洩
し
聞
せ
し
も
の
な
ら
ん
。

た
く

さ

た

に
ん

も
ら

き
か

何
に
も
せ
よ
、
畠
平
を
点
視
（
ぎ
ん
み
）
せ
ば
明
白
な
る
べ
し
」
と
、
良
人
の
留
守

は
た

て
ん
け
ん

め
い
は
く

を

つ

と

る

す

を

伺

ひ
、

園

公
を
呼
び
て

訊

問
ふ
。

元

来

園

公
畠
平
は
、
清
見
家
へ

使

う
か
ゞ

や
し
き
も
り

よ

な
じ
り

と

ぐ
わ
ん
ら
い
や
し
き
も
り
は
た
へ
い

き
よ

み

け

つ
か
ひ

に
行
き
し
後
も
、
敢
て
他
に
洩
せ
し
事
な
し
。
只
要
人
が
衣
服
を
借
ら
ん
と
せ

ゆ

の
ち

あ
へ

ひ
と

も
ら

こ
と

た
ゞ

い

ふ
く

か

し
ゆ
ゑ
に
惹
出
せ
し
奸
計
（
わ
る
だ
く
み
）
な
れ
ば
、
当
夜
来
れ
る
は
仮
公
子
に

ひ
き
い
だ

か
ん
け
い

そ
の

よ

き
た

に
せ

む

こ

て
、
三
日
の
後
来
れ
る
は

真
の
女
婿
な
り
。
真
仮
（
ま
こ
と
ゝ
に
せ
と
）
両
人
あ

の
ち

ま
こ
と

む

こ

し
ん

か

る
事
、
畝
尾
は

明

か
に
暁
り
た
れ
ど
も
、
此
畠
平
は
、
只
前
後
来
れ
る
と
も

あ
き
ら

さ
と

は
た

た
ゞ
ぜ
ん

ご

に
一
人
な
り
と
の
み
思
ひ
居
し
か
ば
、
分
弁
（

ウ
）
分
明
な
ら
ず
。
素
よ
り
畝
尾
は
、
此
畠
平
も
奸
計

を
り

い
ひ
わ
け

ぶ
ん
め
い

も
と

か
ん
け
い

19

（
わ
る
だ
く
み
）
の

夥

な
ら
ん
と

疑

ひ
居
し
所
な
れ
ば
、
他
が

詞

の
分

明

な
ら
ざ
る
を
見
て
、
い
よ
〳
〵

怒

に
堪

な
か
ま

う
た
が

か
れ

こ
と
ば

ふ
ん
み
や
う

い
か
り

た
へ

か
ね
、

傍

な
る

扇

を
取
て
、
他
が

額

を
つ
ゞ
け
ざ
ま
に
四
ツ
五
ツ
打
し
に
、
老
人
の
皮
薄
け
れ
ば
、

忽

ち
皮
開

か
た
は
ら

あ
ふ
ぎ

か
れ

ひ
た
ひ

よ

い
つ

う
ち

ら
う
じ
ん

か
は
う
す

た
ち
ま

か
は
ひ
ら

け
血
流
れ
て
淋
漓
（
ぼ
た
〳
〵
）
せ
し
を
、
婢
女
等

漸

に
助
け
て
房
に
帰
ら
し
む
。
一
日
慶
介
園
中
（
に
は
）
に
到
り
、

ち

な
が

り
ん

り

こ
し
も
と
ど
も
や
う
〳
〵

た
す

へ
や

か
へ

あ
る
と
き

え
ん
ち
う

い
た

（

ウ
・

オ
）

18
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五
九

な
れ
ば
、
拷が
う

問も
ん

の
苦く
る
しみ
に
堪た
へ

ず
、
仮か
り

（
わ
ざ
と
）
に
告つ
げ

て
い
ふ
、「
高た
か

階し
な

氏う
ぢ

の

夫お
く
が
た人
、
懇こ
ん

切せ
つ

に
小そ
れ
が
し人
を
招ま
ね

き
、
釵
か
ん
ざ
しを
贈お
く

り
て
婚こ
ん

礼れ
い

の
資た
す
けと
す
。
在そ
れ
が
し下
偶
た
ま
〳
〵

女む
す
め児

の
美か
ほ
よ
き貌
を
見
て
、
強し
ひ

て
逼せ
ま

り
て
奸か
ん

を
行お
こ
なひ
、
三
日
の
後の
ち

再ふ
た
ゝび
往ゆ

く
に
、
女む
す
め児
羞は
ぢ

憤い
き
ど
ほり
て
自じ

害が
い

し
た
り
」
と
告つ
げ

け
れ
ば
、
官
く
わ
ん

人に
ん

口く
ち

詞が
き

を
録ろ
く

し
、「
要
人
飛
鳥
と
契い
ひ

親な
づ
けせ
し
の
み
（
20
ウ
）
に
て
、
い
ま
だ
聘た
の
みを
納い
れ

ざ
れ
ば
、
夫ふ
う
ふ妻
を
も
つ
て
論ろ
ん

じ

が
た
し
。
既す
で

に
奸か
ん

に
よ
り
て
死し

を
致い
た

す
上う
へ

は
、要
人
が
解げ

死し

人に
ん

遁の
が

る
ゝ
所
な
し
」

と
、
直た
ゞ
ちに
搦か
ら

め
て
獄ご
く

に
下く
だ

し
、
文ぶ
ん

書し
よ

を
備そ
な

へ
て
問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

に
言ご
ん

上じ
や
うす
。
畝
尾
此こ
の

由よ
し

を
聞
て
大
き
に
驚お
ど
ろき
、「
此
一い
つ

件け
ん

、全ま
つ
たく
要
人
が
し
る
こ
と
な
ら
ず
。
我わ
が

私し

計け
い（
わ

た
く
し
ご
と
）
よ
り
事こ
と

起お
こ

り
て
、
罪つ
み

な
き
要か
な
め人
を
害が
い

す
る
に
至い
た

る
」
と
、
心し
ん

中ち
う

は
な
は
だ
悶も
だ

え
苦く
る
しみ
、
屢
し
ば
〳
〵

良を
つ
と人
を
す
ゝ
め
て
要
人
が
命い
の
ちを
全ま
つ
たう
せ
ん
こ
と
を
謀は
か

る
。
慶
介
い
よ
〳
〵
怒い
か
りを
加く
は

へ
、
は
や
く
要
人
を
害こ
ろ

し
て
、
娘む
す
めが
仇あ
た

を
報む
く

は
ん

と
の
み
思
ひ
居
け
り
。
爰こ
ゝ

に
津つ

守も
り
の

正し
や
う

司じ

と
い
ふ
者も
の

あ
り
。
此
人
の
父ち
ゝ

は
前
さ
き
の

年と
し

慶け
い

介す
け

と
同ど
う

学が
く

（
お
な
じ
ま
な
び
）
の
友と
も

な
り
。
此
人
年と
し

壮わ
か

け
れ
ど
も
聡そ
う

明め
い

（
か

し
こ
き
人
）
に
し
て
、専も
つ
ぱら
冤む
じ
つを
弁わ
き
まへ
、枉ま
が

れ
る
を
拆く
じ

く
事
を
好こ
の

み
、官
く
わ
ん

家か

（
お

ほ
や
け
）
に
仕つ
か

へ
て
登と
う

庸よ
う

（
と
り
た
て
）
の
時
に
遇あ
ひ

し
が
、
此
時
巡じ
ゆ
ん

按あ
ん

司し

と

な
り
て
此
国く
に

に
来
り
、
い
ま
だ
境さ
か
ひに
入
ら
ざ
る
時
、
慶
介
旅り
よ

宿し
ゆ
くに
行
て
此
事
を

托た
の
み（

21
オ
）
け
る
に
、
正
し
や
う

司じ

口く
ち

に
は
諾
う
け
が
ふと
い
へ
ど
も
、
心
に
は
然し
か

り
と
せ
ず
。

府ふ

中ち
う

に
留と
ゞ
まる
こ
と
数す

日じ
つ

、
牌ふ
だ

を
出い
だ

し
て
獄ご
く

訟し
よ
う（
ひ
と
や
に
あ
る
う
つ
た
へ
）
を

聴き

く
。
是こ
れ

則す
な
はち
巡
じ
ゆ
ん

按あ
ん

司し

の
司
つ
か
さ
どる
所
な
り
。
こ
れ
に
仍よ
つ

て
衆
お
ほ
く
の

官つ
か
さ

人び
と

、
皆
犯つ
み
ん
ど人
を

引
出
す
に
、
正
司
一い
ち

〳
〵
明め
い

白は
く

に
裁さ
い

断だ
ん

し
、
要か
な
め人
が
事
に
到い
た

り
て
、
招く
ち
が
き詞
を
読よ

み
、
釵
か
ん
ざ
しを
見み

終を
は

り
、
す
な
は
ち
要
人
を
呼よ
び

出い
だ

し
、
問と
ふ

て
い
ふ
、「
此
釵
か
ん
ざ
し

は
じ
め

て
遇あ

ひ
し
時
、
汝な
ん
ぢに
与あ
た

へ
し
物
か
」。
要
人
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
只た
ゞ

一い
ち

度ど

行
し
の
み
に

て
、
再ふ
た
ゝび
行
し
こ
と
な
し
」。
正
司
い
ふ
、「
口く
ち
が
き調
に
三
日
の
後の
ち

又
行
き
し
と
あ

る
は
何
ぞ
や
」。
要
人
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
拷が
う

問も
ん

の
苦く

痛つ
う

に
堪た
へ

ず
、
是ぜ

非ひ

な
く
冤む
じ
つに
陥
お
ち
い

り
て
、
告ま
を

す
所
実じ
つ

情じ
や
うに
あ
ら
ず
。
小そ
れ
が
し人
が
父て
ゝ

親お
や

存ぞ
ん

生じ
や
うの
日ひ

、
高た
か

階し
な

氏
と
婚こ
ん

姻い
ん

を

約や
く

せ
し
が
、
父ち
ゝ

亡う
せ

て
後の
ち

、
家か

道だ
う

（
し
ん
だ
い
）
貧ま
づ

し
く
、
聘へ
い

（
ゆ
ひ
の
う
）
を

行お
こ
なふ
に
力ち
か
らな
し
。
岳し
う
と父
慶け
い

介
離り

縁え
ん

の
心
あ
れ
ど
も
、
岳し
う
と
め母
畝う
ね

尾を

と
い
ふ
者
、
園
や
し
き

公も
り

畠は
た

平へ
い

を
し
て
小そ
れ
が
し人
を
招ま
ね

き
、金き
ん

帛ぱ
く
（
こ
が
ね
ま
き
ゞ
ぬ
）
を
贈お
く

り
て
聘へ
い
し
ん信
（
こ

ん
れ
い
い
り
よ
う
）
の
資た
す
け
と
せ
ん
と
す
。
在そ
れ
が
し下
（
21
ウ
）
他た

所し
よ

に
在あ
り

し
ゆ
ゑ
、

三
ツ
日
の
後の
ち

は
じ
め
て
行
き
し
に
、
只た
ゞ

岳し
う
と
め母
を
見
て
、
曽か
つ

て
小む
す
め姐
の
面お
も
てを
見
ず
。

奸か
ん

情じ
や
うあ
り
と
告ま
を

せ
し
は
悉
こ
と
〴
〵く
虚そ
ら
ご
と誕
な
り
」。
正
司
い
ふ
、「
既す
で

に
小む
す
め姐
を
見
ず
ば
、

此
釵
か
ん
ざ
し

何
人
か
汝な
ん
ぢ
に
贈お
く

れ
る
」。
要
人
い
ふ
、「
小む
す
め姐
簾み
す

の
中う
ち

に
あ
り
て
、
小そ
れ
が
し人

が
到い
た

る
事こ
と

の
遅お
そ

く
し
て
事こ
と

を
誤あ
や
まる
を
責せ

め
、『
婚こ
ん

姻い
ん

の
事
を
い
ふ
こ
と
な
か
れ
。

金き
ん

帛ぱ
く

も
又
贈お
く

る
こ
と
能あ
た

は
ず
。
此
釵
か
ん
ざ
し

聊
い
さ
ゝ
か

留と
ゞ

め
て
記か
た
み念
と
な
す
』
と
い
へ
り
。

小そ
れ
が
し人
只た
ゞ

離り

縁え
ん

の
語こ
と
ばな
り
と
の
み
思
ひ
て
、
岳し
う
と
め母
と
争あ
ら
そひ
論ろ
ん

ず
る
所
に
、
は
か
ら

ざ
り
き
、
房ば
う

中ち
う

（
ひ
と
ま
）
に
て
自じ

害が
い

し
て
果は
て

ぬ
。
小そ
れ
が
し人
今
に
い
た
る
ま
で
其そ
の

ゆ
ゑ
を
し
ら
ず
」。
正
司
い
ふ
、「
し
か
ら
ば
其そ
の

夜よ

、
汝
な
ん
ぢ

後お
く
に
は園
に
到い
た

ら
ざ
る
や
」。

要
人
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し人
表お
も
て

門も
ん

よ
り
入
て
正
お
も
て

庁ざ
し
きに
在あ
り

し
の
み
。
曽か
つ

て
後お
く
に
は園
を
し
ら
ず
」。

正
司
心
に
想お
も

ふ
や
う
、「
も
し
特わ
ざ
〳地〵
招ま
ね

き
た
ら
ば
、
な
ん
ぞ
釵
か
ん
ざ
しの
ご
と
き
微
す
こ
し
の

物も
の

を
あ
た
へ
ん
や
。
女む
す
め児
が
怨う
ら

み
憤
い
き
ど
ほり
し
口く
ち
ぶ
り気
を
察さ
つ

す
る
に
、
か
な
ら
ず
人ひ
と

有あ
り

て

金き
ん

帛ぱ
く

を
貪む
さ
ぼり
、
奸か
ん

情じ
や
うを
（
22
オ
）
通つ
う

ぜ
し
ゆ
ゑ
に
、
女む
す
め児
羞は
ぢ

憤い
き
ど
ほり
て
み
づ
か
ら

死し

せ
し
も
の
な
ら
ん
」
と
思
ひ
け
れ
ば
、
畠は
た

平
を
呼よ
び

て
問と
ふ

て
い
ふ
、「
汝
清き
よ

見み

家け

に
到い
た

り
し
時
、要
人
を
見
し
や
否い
な
や」。
畠
平
い
ふ
、「
曽か
つ

て
見
ず
」。
正
司
い
ふ
、

「
既す
で

に
面お
も
てを
見
た
る
事
な
く
は
、
夜や

中ち
う

来
り
し
時
、
い
か
に
し
て
要
人
な
る
こ

と
を
し
り
し
や
」。
畠
平
い
ふ
、「
他か
れ

み
づ
か
ら
要
人
と
称し
よ
うし
、
特
わ
ざ
〳
〵

来き
た

り
て
約や
く

に

赴お
も
むく
と
告ま
を

せ
り
。
小そ
れ
が
し人
主お
く
が
た母
の
命お
ほ
せに
よ
り
て
他か
れ

を
裡う
ち

に
入い
れ

た
り
」。
正
司
い
ふ
、

「
彼か
れ

何
時
に
か
帰
り
去さ

り
し
」。
畠
平
い
ふ
、「
天よ
あ
け明
て
よ
り
帰
れ
り
」。
正
司
い

ふ
、「
再ふ
た
ゝび
来
り
し
時
も
汝な
ん
ぢが
案あ
ん

内な
い

に
て
通と
ほ

せ
し
か
」。
畠
平
い
ふ
、「
再に
ど
め度
は

前お
も
て

門も
ん

よ
り
来
り
し
ゆ
ゑ
に
、
小そ
れ
が
し人
預あ
づ
かり
し
ら
ず
」。
正
司
い
ふ
、「
他か
れ

は
じ
め

は
な
ん
ぞ
前
お
も
て

門も
ん

よ
り
入
ら
ず
し
て
、後お
く
に
は園
に
来き

て
汝
を
尋た
づ

ね
し
や
」。畠
平
い
ふ
、

「
我わ
が

家い
へ

の
主お
く
が
た母
、
小そ
れ
が
し人
を
遣つ
か

は
し
て
言こ
と

を
伝つ
た

へ
、
他か
れ

を
し
て
後お
く
に
は園
に
来
ら
し
む
」。

正
司
其
時
要
人
に
む
か
ひ
、「
岳し
う
と
め母
、
汝
を
し
て
後お
く
に
は園
に
来
れ
と
い
へ
る
を
、

（
22
ウ
）汝
な
ん
ぞ
前
お
も
て

門も
ん

に
行
き
し
や
」。
要
人
い
ふ
、「
小そ
れ
が
し生
他か
れ

が
心
の
真し
ん

仮か
（
ま

こ
と
う
そ
）
を
し
ら
ず
。
只た
ゞ

園え
ん

中ち
う

（
に
は
の
う
ち
）
曠
く
わ
う

野や

（
の
ひ
ろ
き
）
の
地ち
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な
れ
ば
、
他か
れ

が
暗も
く
ろ
み算
を
恐お
そ

れ
、
後お
く
に
は園
に
行ゆ
か

ず
し
て
前
門
よ
り
入
り
し
な
り
」。

正
司
思
ふ
に
、「
要
人
が
語こ
と
ばと
畠
平
が
詞こ
と
ばと
お
の
づ
か
ら
両
り
や
う

様や
う

な
り
。
其
中う
ち

か

な
ら
ず
情わ

け弊
あ
ら
ん
」
と
、
又
要
人
を
指ゆ
び

さ
し
て
畠
平
に
問と
ふ

て
い
ふ
、「
彼か
の

後お
く
に
は園
よ
り
来
り
し
者
、
此
男を
と
こな
り
や
否い
な
や」。
畠
平
い
ふ
、「
夜
中
老ら
う

眼が
ん

に
て
し
か

と
は
覚お
ぼ

え
ね
ど
も
、
此
人
な
る
べ
し
」。
正
司
い
ふ
、「
要
人
家い
へ

に
不あ
ら
ず在
し
て
、

何
人
に
か
言こ
と
ばを
伝つ
た

へ
た
る
」。
畠
平
い
ふ
、「
他か
れ

が
家
に
は
白は
く

髪は
つ

の
嫗う
ば

一
人
あ
り
。

此
嫗う
ば

に
い
ひ
お
き
ぬ
。
別べ
つ

に
一
人
も
聞き
ゝ

た
る
者
な
し
」。
正
司
沈ち
ん

吟ぎ
ん

（
し
あ
ん
）

す
る
事
し
ば
ら
く
し
て
、
又
要
人
に
む
か
ひ
、「
汝
其
時
何い
づ
こ処
に
行ゆ
き

、
又
い
づ

れ
の
時
か
此
信た
よ
りを
聞き
ゝ

た
る
」。
要
人
い
ふ
、「
此
処
を
離は
な

る
ゝ
事
一い
ち

里り

余あ
ま

り
、
的ま
と

場ば

の
里さ
と

に
行ゆ
き

し
が
、
其
日
信た
よ
りを
聞
た
り
」。
正
司
案つ
く
ゑを
拍う
つ

て
呼よ
ば

は
つ
て
い
は
く
、

「
汝
要
人
、
三
日
の
後の
ち

は
じ
め
て
高た
か

階し
な

家け

に
（
23
オ
）
到い
た

る
と
い
ひ
し
は
、

虚い
つ
は
り妄
な
る
こ
と
明め
い

白は
く

な
り
。
本そ
の

日ひ

此
信た
よ
りを
聞
て
速
す
み
や
かに
到い
た

り
し
な
ら
ん
。
な
ん
ぞ

三
日
を
過す
ご

さ
ん
や
」。
要
人
い
ふ
、「
相と

の公
怒い
か
りを
息や
め

給
へ
。
小そ
れ
が
し生
委く
は

し
く
告つ
げ

奉
る

べ
し
。
小そ
れ
が
し生
困こ
ん

窮き
う

に
逼せ
ま

り
、
些す
こ
しの
米こ
め

を
借か
ら

ん
が
た
め
、
的ま
と

場ば

な
る
伯を

ば母
の
家
に

行
き
し
が
、
此
信た
よ
りを
聞
て
速
す
み
や
かに
行
ん
と
思
へ
ど
、
衣い

服ふ
く

あ
ま
り
に
見み

苦ぐ
る
しき
ゆ
ゑ
、

表い
と
こ兄
に
衣い

服ふ
く

を
借か
ら

ん
と
せ
し
に
、
表い
と
こ兄
、
当そ
の
ひ日
用
事
あ
り
と
て
家
を
出
、
や
う

〳
〵
次つ
ぎ
の

日ひ

の
夕
ゆ
う
べ

帰
り
来
り
し
か
ど
も
、
い
ま
だ
衣い

服ふ
く

を
借か

さ
ず
。
第み
つ
か
め

三
日
に

い
た
り
て
漸
や
う
〳
〵に
借か
り

得え

て
帰
り
ぬ
」。
正
司
い
ふ
、「
汝
が
表い
と
こ兄
、
名な

を
何
と
呼よ

び

て
何
を
か
業げ
ふ

と
す
る
や
」。
要
人
い
ふ
、「
名な

を
佳か

太
郎
と
呼よ

び
て
、
的ま
と

場ば

村む
ら

の

豪が
う

農の
う

（
お
ほ
び
や
く
せ
う
）
な
り
」。
正
司
聴き
ゝ

終を
は

り
て
、「
明
日
再ふ
た
ゝび
審し
ん

問も
ん

（
ぎ

ん
み
）
す
べ
し
」
と
衆み
な
〳人〵
を
退し
り
ぞか
し
め
し
が
、
次
つ
ぎ
の

日ひ

は
病や
ま
ひあ
り
と
て
公か
う

事じ

（
う

つ
た
へ
ご
と
）
を
収を
さ

（
き
か
ず
）
め
ず
。
爰こ
ゝ

に
彼か
の

佳か

太
郎
は
、
要
人
が
死し

刑け
い

に

究き
は
まり
し
由よ
し

を
聴き
ゝ

て
、
暗ひ
そ
か
に
喜よ
ろ
こ
び
、
心
を
安や
す

う
し
て
居
け
る
が
、
一あ
る
と
き日
（
23
ウ
）

門も
ん

前ぜ
ん

騒さ
わ
がし
か
り
け
れ
ば
、
何
事
ぞ
と
立
出
見
る
に
、
一
チ
人
）
11
（		

の
絹き
ぬ

を
売う

る
旅た
び

人う
ど

、
東と
う

国ご
く

の
声こ
わ

音ね

に
て
高た
か

ら
か
に
い
ふ
を
聴き

け
ば
、「
吾わ
れ

は
上か
み
つ
け毛
の
者
な
る
が
、

は
じ
め
て
此
国く
に

に
来き

て
絹き
ぬ

を
売う
ら

ん
と
せ
し
に
、
古こ

郷き
や
うの
父ち
ゝ

が
亡う
せ

し
ゆ
ゑ
急き
ふ

に
帰

ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
猶
許そ
こ
ば
く多
の
絹き
ぬ

あ
り
。
今
急き
ふ

に
売う

ら
ん
事
を
計は
か

る
ゆ
ゑ
、
大

き
に
価あ
た
ひを
減げ
ん

ず
べ
し
。
願ね
が

は
く

は
求も
と

め
給
へ
」
と
い
ふ
。
衆お
ほ
ぜ
い人

の
中う
ち

、
一い
つ

疋ぴ
き

を
買か

は
ん
と
い
ふ

者も
の

あ
り
。
二
疋
三
疋
を
買か

は
ん

と
い
ふ
も
の
あ
り
。
旅た
び

人う
ど

す
べ

て
首か
し
ら
を
揺ふ
り

て
い
ふ
、「
さ
や
う

に
些す
こ
しば
か
り
を
売う
り

て
は
、
数す

日じ
つ

を
経ふ

る
と
も
便べ
ん

じ
が
た
し
。
只た
ゞ

財か
ね
も
ち主
あ
り
て
一の
こ
ら
ず総
買か
ひ

給
は
ん
こ

と
を
ね
が
ふ
」と
い
ひ
け
れ
ば
、

佳
太
郎
こ
れ
を
聴き
ゝ

て
、「
汝
い

か
ほ
ど
の
絹き
ぬ

あ
り
て
、
い
か
ほ

ど
の
価あ
た
ひに
売う

ら
ん
と
い
ふ
や
」。

旅た
び

人う
ど

い
ふ
、「
猶
八
十
疋
を
余あ
ま

せ
り
。
此
本も
と

価ね

四し

貫く
わ
ん

目め

余あ
ま
りな

り
。
吾わ
れ

今
三
貫
五
百
目
を
得え

ば
速
す
み
や
かに
売う
り

終を
は

り
、
身み

を
軽か
る

う
し
て
帰き

国こ
く

せ
ん
こ
と

を
思お
も

ふ
」。
佳
太
郎
布ぬ
の

を
（
24
オ
）
取と
り

て
仔こ
ま
か細
に
見
終
り
、「
吾わ
れ

一
貫
五
百
目
を

出い
だ

さ
ん
に
、
汝
半な
か
ばを
分わ
け

て
我わ
れ

に
売う

れ
」
と
い
へ
ば
、
絹き
ぬ

賈あ
き
う
ど人
首か
う
べを
揺ふ

り
、「
い

か
ん
ぞ
さ
や
う
の
価あ
た
ひあ
ら
ん
。
且か
つ

半な
か
ばを
売う
り

て
、
半な
か
ばを
ば
誰た
れ

に
か
売う

る
べ
き
。
你
お
ん
み

は
買か

は
ん
と
思
ふ
人
に
あ
ら
ず
。
是こ
れ

よ
り
府ふ

中ち
う

に
至い
た

ら
ば
、
彼か
し
こ所
は
財か
ね
も
ち主
多お
ほ

き

所
な
れ
ば
、
速
す
み
や
かに
買あ
ひ
て人
多お
ほ

か
る
べ
し
」
と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
心
に
憤
い
き
ど
ほ
りを
含ふ
く

み
、

又
価あ
た
ひの
高た
か

か
ら
ぬ
を
見
て
、
敢あ
へ

て
他か
れ

を
放は
な

さ
ず
し
て
い
ふ
、「
然し
か

ら
ば
我わ
れ

の
こ

ら
ず
求も
と

む
べ
き
が
、
汝
又
い
か
ほ
ど
を
か
減げ
ん

ず
る
」。
旅
人
い
ふ
、「
你お
ん
みも
し
実じ
つ

に
買か

は
ん
と
な
ら
ば
、
我
又
百
目
を
減げ
ん

ず
べ
し
」。
佳
太
郎
い
ふ
、「
吾わ
れ

三
貫

二
百
目
を
出
さ
ん
」。
旅
人
き
か
ず
。
傍
か
た
は
らの
人
言こ
と
ばを
発お
こ

し
て
い
ふ
、「
我わ
れ

們ら

は
事こ
と

に
預あ
づ
から
ず
と
い
へ
ど
も
、
今
媒
な
か
だ
ちを
な
す
べ
し
。
ま
づ
左と
か
く右
を
い
は
ず
、
両
人
い

は
る
ゝ
所
の
中な
か

を
取と

り
て
、
三
貫
三
百
目
に
て
交か
う

易え
き

し
給
ふ
べ
し
」。
旅
人
は

- 24 -

り
て
約
に

赴

く
と
告
せ
り
。
小
人
主
母
の

命
に
よ
り
て
他
を
裡
に
入
た
り
」
。
正
司
い
ふ
、
「
彼
何
時
に
か
帰
り
去
り

や
く

お
も
む

ま
を

そ
れ
が
し
お
く
が
た

お
ほ
せ

か
れ

う
ち

い
れ

か
れ

さ

し
」
。
畠
平
い
ふ
、
「
天
明
て
よ
り
帰
れ
り
」
。
正
司
い
ふ
、
「

再

び
来
り
し
時
も

汝

が
案
内
に
て
通
せ
し
か
」
。
畠
平

よ

あ

け

ふ
た
ゝ

な
ん
ぢ

あ
ん
な
い

と
ほ

い
ふ
、
「
再
度
は

前

門
よ
り
来
り
し
ゆ
ゑ
に
、
小
人
預

り
し
ら
ず
」
。
正
司
い
ふ
、
「
他
は
じ
め
は
な
ん
ぞ

前
門
よ
り

に

ど

め

お
も
て
も
ん

そ
れ
が
し
あ
づ
か

か
れ

お
も
て
も
ん

入
ら
ず
し
て
、
後
園
に
来
て
汝
を
尋
ね
し
や
」
。
畠
平
い
ふ
、
「
我
家
の
主
母
、
小
人
を
遣
は
し
て
言
を
伝
へ
、
他
を

お
く
に
は

き

た
づ

わ
が
い
へ

お
く
が
た

そ
れ
が
し

つ
か

こ
と

つ
た

か
れ

し
て
後
園
に
来
ら
し
む
」
。
正
司
其
時
要
人
に
む
か
ひ
、
「
岳
母
、
汝
を
し
て
後
園
に
来
れ
と
い
へ
る
を
、（

ウ
）

汝
な

お
く
に
は

し
う
と
め

お
く
に
は
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ん
ぞ

前
門
に
行
き
し
や
」
。
要
人
い
ふ
、「
小
生
他
が
心
の
真
仮
（
ま
こ
と
う
そ
）
を
し
ら
ず
。
只
園
中
（
に
は
の
う
ち
）
曠
野

お
も
て
も
ん

そ
れ
が
し
か
れ

し
ん

か

た
ゞ
え
ん
ち
う

く
わ
う

や

（
の
ひ
ろ
き
）
の
地
な
れ
ば
、
他
が
暗
算
を
恐
れ
、
後
園
に
行
ず
し
て
前
門
よ
り
入
り
し
な
り
」
。
正
司
思
ふ
に
、
「
要

ち

か
れ

も
く
ろ
み

お
そ

お
く
に
は

ゆ
か

人
が

語

と
畠
平
が

詞

と
お
の
づ
か
ら

両

様
な
り
。
其
中
か
な
ら
ず
情
弊
あ
ら
ん
」
と
、
又
要
人
を
指
さ
し
て
畠
平

こ
と
ば

こ
と
ば

り
や
う
や
う

う
ち

わ

け

ゆ
び

に
問
て
い
ふ
、
「
彼
後
園
よ
り
来
り
し
者
、
此

男

な
り
や

否

」
。
畠
平
い
ふ
、
「
夜
中
老
眼
に
て
し
か
と
は
覚
え
ね
ど

と
ふ

か
の
お
く
に
は

を
と
こ

い
な
や

ら
う
が
ん

お
ぼ

も
、
此
人
な
る
べ
し
」
。
正
司
い
ふ
、
「
要
人
家
に
不
在
し
て
、
何
人
に
か

言

を
伝
へ
た
る
」
。
畠
平
い
ふ
、
「
他
が
家

い
へ

あ

ら

ず

こ
と
ば

つ
た

か
れ

に
は
白
髪
の
嫗
一
人
あ
り
。
此
嫗
に
い
ひ
お
き
ぬ
。
別
に
一
人
も
聞
た
る
者
な
し
」
。
正
司
沈
吟
（
し
あ
ん
）
す
る
事
し

は
く
は
つ

う
ば

う
ば

べ
つ

き
ゝ

ち
ん
ぎ
ん

ば
ら
く
し
て
、
又
要
人
に
む
か
ひ
、
「
汝
其
時
何
処
に
行
、
又
い
づ
れ
の
時
か
此
信
を
聞
た
る
」
。
要
人
い
ふ
、
「
此
処

い

づ

こ

ゆ
き

た
よ
り

き
ゝ

を
離
る
ゝ
事
一
里
余
り
、
的
場
の
里
に
行
し
が
、
其
日
信

を
聞
た
り
」
。
正
司

案
を
拍
て
呼
は
つ
て
い
は
く
、
「
汝
要

は
な

い
ち

り

あ
ま

ま
と

ば

さ
と

ゆ
き

た
よ
り

つ
く
ゑ

う
つ

よ
ば

人
、
三
日
の
後
は
じ
め
て
高
階
家
に
（

オ
）
到
る
と
い
ひ
し
は
、
虚
妄
な
る
こ
と
明
白
な
り
。
本
日
此
信

を
聞
て

速

の
ち

た
か
し
な

け

い
た

い
つ
は
り

め
い
は
く

そ
の

ひ

た
よ
り

す
み
や
か
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に
到
り
し
な
ら
ん
。
な
ん
ぞ
三
日
を
過
さ
ん
や
」
。
要
人
い
ふ
、
「
相
公

怒

を
息
給
へ
。
小
生
委
し
く
告
奉
る
べ
し
。

い
た

す
ご

と

の

い
か
り

や
め

そ
れ
が
し
く
は

つ
げ

小
生
困
窮
に
逼
り
、

些

の
米
を
借
ん
が
た
め
、
的
場
な
る
伯
母
の
家
に
行
き
し
が
、
此
信

を
聞
て

速

に
行
ん
と
思

そ
れ
が
し
こ
ん
き
う

せ
ま

す
こ
し

こ
め

か
ら

ま
と

ば

を

ば

た
よ
り

す
み
や
か

へ
ど
、
衣
服
あ
ま
り
に
見

苦

き
ゆ
ゑ
、
表
兄
に
衣
服
を
借
ん
と
せ
し
に
、
表
兄
、
当
日
用
事
あ
り
と
て
家
を
出
、
や

い

ふ
く

み

ぐ
る
し

い

と

こ

い

ふ
く

か
ら

い

と

こ

そ

の

ひ

う
〳
〵
次
日
の
夕
帰
り
来
り
し
か
ど
も
、
い
ま
だ
衣
服
を
借
さ
ず
。
第
三
日
に
い
た
り
て

漸

に
借
得
て
帰
り
ぬ
」
。

つ
ぎ
の

ひ

ゆ
う
べ

い

ふ
く

か

み

つ

か

め

や
う
〳
〵

か
り

え

正
司
い
ふ
、「
汝
が
表
兄
、
名
を
何
と
呼
び
て
何
を
か
業
と
す
る
や
」
。
要
人
い
ふ
、「
名
を
佳
太
郎
と
呼
び
て
、
的
場
村

い

と

こ

な

よ

げ
ふ

な

か

よ

ま
と

ば

む
ら

の
豪
農
（
お
ほ
び
や
く
せ
う
）
な
り
」
。
正
司
聴
終
り
て
、
「
明
日

再
び
審
問
（
ぎ
ん
み
）
す
べ
し
」
と
衆
人
を

退
か
し
め

が
う
の
う

き
ゝ
を
は

ふ
た
ゝ

し
ん
も
ん

み
な
〳
〵

し
り
ぞ

し
が
、
次
日
は
病

あ
り
と
て
公
事
（
う
つ
た
へ
ご
と
）
を
収
（
き
か
ず
）
め
ず
。
爰
に
彼
佳
太
郎
は
、
要
人
が
死
刑
に
究

つ
ぎ
の

ひ

や
ま
ひ

か
う

じ

を
さ

こ
ゝ

か
の

か

し

け
い

き
は
ま

り
し
由
を
聴
て
、

暗

に

喜

び
、
心
を
安
う
し
て
居
け
る
が
、
一
日
（

ウ
）

門
前

騒

し
か
り
け
れ
ば
、
何
事
ぞ
と
立

よ
し

き
ゝ

ひ
そ
か

よ
ろ
こ

や
す

あ
る
と
き

も
ん
ぜ
ん
さ
わ
が
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出
見
る
に
、
一

チ

人

の
絹
を
売
る
旅
人
、
東
国
の
声
音
に
て
高
ら
か
に
い
ふ
を
聴
け
ば
、
「
吾
は
上
毛
の
者
な
る
が
、

き
ぬ

う

た
び
う
ど

と
う
ご
く

こ
わ

ね

た
か

き

わ
れ

か
み
つ
け

(25)

は
じ
め
て
此
国
に
来
て
絹
を
売
ん
と
せ
し
に
、
古

郷

の
父
が
亡
し
ゆ
ゑ
急
に
帰
ら
ん
と
思
へ
ど
も
、
猶
許
多
の
絹
あ

く
に

き

き
ぬ

う
ら

こ

き
や
う

ち
ゝ

う
せ

き
ふ

そ
こ
ば
く

き
ぬ

り
。
今
急
に
売
ら
ん
事
を
計
る
ゆ
ゑ
、
大
き
に

価
を
減
ず
べ
し
。
願
は
く
は
求
め
給
へ
」
と
い
ふ
。
衆
人
の
中
、
一
疋

き
ふ

う

は
か

あ
た
ひ

げ
ん

ね
が

も
と

お
ほ
ぜ
い

う
ち

い
つ
ぴ
き

を
買
は
ん
と
い
ふ
者
あ
り
。
二
疋
三
疋
を
買
は
ん
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
旅
人
す
べ
て
首

を
揺
て
い
ふ
、「
さ
や
う
に

些

か

も
の

か

た
び
う
ど

か
し
ら

ふ
り

す
こ
し

ば
か
り
を
売
て
は
、
数
日
を
経
る
と
も
便
じ
が
た
し
。
只
財
主
あ
り
て

う
り

す

じ
つ

ふ

べ
ん

た
ゞ
か
ね
も
ち

一
総
買
給
は
ん
こ
と
を
ね
が
ふ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
佳
太
郎
こ
れ
を
聴

の
こ
ら
ず
か
ひ

き
ゝ

て
、
「
汝
い
か
ほ
ど
の
絹
あ
り
て
、
い
か
ほ
ど
の

価

に
売
ら
ん
と
い
ふ

き
ぬ

あ
た
ひ

う

や
」
。
旅
人
い
ふ
、「
猶
八
十
疋
を
余
せ
り
。
此
本
価
四
貫
目
余
な
り
。
吾

た
び
う
ど

あ
ま

も
と

ね

し

く
わ
ん

め

あ
ま
り

わ
れ

今
三
貫
五
百
目
を
得
ば

速

に
売
終
り
、
身
を
軽
う
し
て
帰
国
せ
ん
こ

え

す
み
や
か

う
り
を
は

み

か
る

き

こ
く

と
を
思
ふ
」
。
佳
太
郎
布
を
（

オ
）

取
て
仔
細
に
見
終
り
、
「
吾
一
貫
五

お
も

ぬ
の

と
り

こ

ま

か

わ
れ

24

百
目
を
出
さ
ん
に
、
汝
半
を
分
て
我
に
売
れ
」
と
い
へ
ば
、
絹
賈
人
首

い
だ

な
か
ば

わ
け

わ
れ

う

き
ぬ
あ
き
う
ど
か
う
べ

を
揺
り
、
「
い
か
ん
ぞ
さ
や
う
の

価

あ
ら
ん
。
且

半

を
売
て
、

半

を

ふ

あ
た
ひ

か
つ
な
か
ば

う
り

な
か
ば

ば
誰
に
か
売
る
べ
き
。
你
は
買
は
ん
と
思
ふ
人
に
あ
ら
ず
。
是
よ
り
府
中

た
れ

う

お
ん
み

か

こ
れ

ふ

ち
う

に
至
ら
ば
、
彼
所
は
財
主
多
き
所
な
れ
ば
、

速

に
買
人
多
か
る
べ
し
」

い
た

か

し

こ

か
ね
も
ち
お
ほ

す
み
や
か

あ

ひ

て

お
ほ

と
い
ふ
に
、
佳
太
郎
心
に

憤

を
含
み
、
又
価
の
高
か
ら
ぬ
を
見
て
、
敢

い
き
ど
ほ
り

ふ
く

あ
た
ひ

た
か

あ
へ

て
他
を
放
さ
ず
し
て
い
ふ
、
「
然
ら
ば
我
の
こ
ら
ず
求
む
べ
き
が
、
汝
又

か
れ

は
な

し
か

わ
れ

も
と

い
か
ほ
ど
を
か
減
ず
る
」
。
旅
人
い
ふ
、
「

你

も
し
実
に
買
は
ん
と
な
ら

げ
ん

お
ん
み

じ
つ

か

ば
、
我
又
百
目
を
減
ず
べ
し
」
。
佳
太
郎
い
ふ
、「
吾
三
貫
二
百
目
を
出
さ
ん
」
。
旅
人
き
か
ず
。

傍

げ
ん

わ
れ

か
た
は
ら

（

ウ
・

オ
）
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（
24
ウ
・
25
オ
） 
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六
一

じ
め
は
伏ふ
く

せ
ざ
り
し
が
、
衆み
な
〳人〵
に
勧す
ゝ

め
ら
れ
、
や
う
〳
〵
に
い
ふ
、「
然し
か

ら
ば

此
百
目
の
銀ぎ
ん

子す

は
、（
25
ウ
）
各
お
の
〳
〵の
面め
ん

上じ
や
う（
お
か
ほ
）
に
対た
い

し
て
減げ
ん

ず
べ
し
。

你お
ん
みは
や
く
価か

銀ぎ
ん

（
だ
い
も
つ
）
を
出
し
給
へ
。
吾わ
れ

連よ
ど
ほ
し夜
に
い
そ
ぎ
帰か
へ

ら
ん
」。

佳
太
郎
い
ふ
、「
銀ぎ
ん

子す

少す
こ

し
不ふ

足そ
く

な
れ
ば
、
玳だ
い

瑁ま
い

の
笄
か
う
が
ひ

釵
か
ん
ざ
し

等な
ど

を
贈お
く

ら
ん
に
、
汝

取と

ら
ん
や
否い
な
や」。
旅
人
は
じ
め
は
領
う
け
が
はざ
り
し
が
、
や
う
〳
〵
に
承
し
よ
う

伏ふ
く

し
、「
い
か

に
と
も
せ
ん
か
た
な
し
。
只た
ゞ

公か
う

道だ
う

（
通
り
相
場
）
に
価あ
た
ひを
定さ
だ

む
べ
し
」
と
い
ふ

に
、
佳
太
郎
す
な
は
ち
銀ぎ
ん

子す

と
笄
か
う
が
ひ

釵か
ん
ざ
しの
類た
ぐ
ひを
取
出
し
、
衆お
ほ
ぜ
い人
に
見
せ
て
公か
う

道だ
う

に

価あ
た
ひを
さ
だ
め
、
都す
べ

て
三
貫
三
百
目
の
数か
ず

に
満み
て

し
め
け
れ
ば
、
客た
び
う
ど人
是
を
領う
け
とり
、

絹き
ぬ

を
与あ
た
へて
別
わ
か
れ

去さ

り
ぬ
。
佳
太
郎
今
日
の
交か
う

易え
き

、
幾よ
ほ
ど許
の
利り

あ
れ
ば
、
心
中
喜よ
ろ
こぶ

事
限か
ぎ

り
な
し
。
誰た
れ

か
し
ら
ん
、
此
絹き
ぬ

を
販ひ
さ

ぐ
者
は
正ま
さ

に
是こ
れ

、
津つ

守も
り
の

正し
や
う

司じ

な
る

こ
と
を
。
此
人
病や
ま
ひに
托た
く

し
て
門も
ん

を
閇と
ぢ

、
ひ
そ
か
に
爰こ
ゝ

に
来き

て
消や
う
す息
を
伺う
か
ゞひ
し
な

り
。
此
時
又
捕ほ

卒そ
つ

（
と
り
て
）
に
命め
い

じ
て
、
佳か

太
郎
を
拿と
ら

へ
来
ら
し
め
、
又

書て
が
みを
投つ
か
はし
て
慶け
い

介
を
招ま
ね

き
、
み
づ
か
ら
病
や
ま
ひ

愈い
え

た
り
と
称し
よ
うし
て
（
26
オ
）
門も
ん

を
ひ

ら
く
に
、
慶
介
出
来
り
け
れ
ば
、
後お
く

堂ざ
し
きに
招ま
ね

き
酒さ
け

を
勧す
ゝ

む
る
に
、
慶
介
又
要
人

が
事
に
及
ぶ
。
津つ

守も
り

笑わ
ら
ひて
い
ふ
、「
今
日
君き
み

を
此
所
に
招ま
ね

く
は
、
専も
つ
ぱら
此
事
の

為た
め

な
り
」
と
。
す
は
な
ち
篋て
ば
こを
ひ
ら
き
て
、
銀ぎ
ん

盃ぱ
い

（
し
ろ
が
ね
の
さ
か
づ
き
）

二に

対つ
い

と
許あ
ま

多た

の
首
か
ん
ざ
し

飾た
ぐ
ひを
取
出
し
て
見
せ
け
れ
ば
、
慶
介
、
是こ
れ

我わ

が
家い
へ

の
物
な
る

を
見
て
、
大
き
に
駭お
ど
ろき
問と
ふ

て
い
ふ
、「
此
物
何い
づ
こ所
よ
り
得え

給
ひ
し
や
」。
正
司
い

ふ
、「
令
お
む
す

愛め
ご

の
死し

亡
、
た
ゞ
此
物
の
故ゆ
ゑ

に
よ
れ
り
。
君
寛ゆ
る
りと
坐ざ

し
給
へ
。
吾わ
れ

今

眼が
ん

前ぜ
ん

に
君き
み

の
疑
う
た
が
ひを
晴は
ら	

し）
11
（

申
さ
ん
」
と
。
則す
な
はち
要
人
が
一
か
ゝ
り

起あ
ひ

を
呼よ
び

出
し
て
傍
か
た
は
らに

在あ
ら

し
め
、
又
佳
太
郎
を
呼よ
び

出い
だ

し
、
み
づ
か
ら
喝し
か
りて
い
は
く
、「
汝
な
ん
ぞ
高
階

家
に
行
て
賊ぞ
く

（
ぬ
す
み
）
を
な
せ
し
や
」。
佳か

太
郎
此
一い
つ

句く

を
聴き
ゝ

て
、
青せ
い

天て
ん

に

雷い
か
づ
ちの
落お
ち

た
る
ご
と
く
駭お
ど
ろき
慌あ
は
てて
口く
ち

を
開
ひ
ら
き

得え

ず
。
正
司
す
な
は
ち
銀ぎ
ん

盃ぱ
い

と
首
か
ん
ざ
し

飾た
ぐ
ひと

を
取
出
し
て
い
ふ
、「
此
物
は
何い
づ
こ処
よ
り
来
れ
る
ぞ
」。
佳
太
郎
頭か
し
らを
抬も
た

げ
て
見

る
に
、
此こ
の

相と

の公
は
（
26
ウ
）
正ま
さ

に
是こ
れ

、
絹き
ぬ
う
り売
の
旅た
び

人う
ど

な
り
。
再ふ
た
ゝび
驚お
ど
ろき
恐お
そ

れ
て
、

顔が
ん

色し
よ
く

土つ
ち

の
ご
と
く
、只た
ゞ
「
小そ
れ
が
し人
罪つ
み

あ
り
。
ゆ
る
し
給
へ
」
と
叫さ
け

ぶ
。
正
司
い
ふ
、

「
吾わ
れ

拷が
う

問も
ん

を
用
ひ
ず
。汝
白あ
か
ら

地さ
ま

に
白は
く

状ぢ
や
うす
べ
し
」。佳
太
郎
つ
ゝ
む
こ
と
を
得え

ず
、

仔し

細さ
い

審つ
ま
び
らか
に
白は
く

状ぢ
や
うし
け
れ
ば
、
正
司
招く
ち
が
き詞
を
取
り
、
又
畠は
た

平
を
呼よ
び

て
、「
前ぜ
ん

日じ
つ

夜や

中ち
う

後う
ら

門も
ん

よ
り
入
り
し
は
此
者
に
あ
ら
ず
や
」
と
問と

ふ
に
、
畠は
た

平
瞬
ま
た
ゝ
きも
せ
ず
見み

居ゐ

た
り
し
が
、
す
な
は
ち
い
ふ
、「
正ま
さ

に
此こ
の

人ひ
と

な
り
、
此こ
の

人ひ
と

な
り
」。
正
司
す
な

は
ち
佳
太
郎
を
死し

刑け
い

に
決け
つ

し
、
要
人
を
釈ゆ
る

し
て
家い
へ

に
帰
ら
し
む
。
斯か
く

て
慶
介
は

後お
く

堂ざ
し
きに
在あ
り

て
、
此
由よ
し

を
き
ゝ
大
き
に
駭お
ど
ろき
、
正
司
が
内
に
入
る
を
待ま
ち

て
、
再さ
い

三さ
ん

謝し
や

し
て
い
ふ
、「
君き
み

の
裁さ
い

断だ
ん

に
あ
ら
ず
は
、
女む
す
め児
が
恨
う
ら
み

伸の
ぶ

る
所
な
か
ら
ん
。
但た
ゞ

銀ぎ
ん

両り
や
う

首し
ゆ

飾し
よ
く（
し
ろ
が
ね
あ
る
ひ
は
か
ん
ざ
し
る
い
）
い
か
ゞ
し
て
得え

給
ひ
し

や
」。
正
司
声こ
ゑ

を
低ひ
く

う
し
て
か
や
う
〳
〵
と
語か
た

る
に
、
慶
介
ふ
か
く
嘆た
ん

伏ふ
く

し
、

「
但た
ゞ

此
一い
つ

件け
ん

、
佳
太
郎
が
妻さ
い

子し

か
な
ら
ず
此
情こ
ゝ
ろを
（
27
オ
）
し
ら
ん
。
吾わ
が

家い
へ

の

首し
ゆ

飾し
よ
く、
い
ま
だ
彼か
し
こ所
に
残の
こ

り
あ
ら
ん
も
し
ら
ず
。
君き
み

ね
が
は
く
は
是こ
れ

を
も
尋た
づ

ね

て
給
は
る
べ
し
」。
正
司
「
容い
と
や
す易
き
事
な
り
」
と
て
、
又
佳
太
郎
を
呼よ
び

出い
だ

し
問と
ふ

て
い
ふ
、「
汝
が
妻さ
い

子し

も
又
此
事
を
し
れ
り
や
」。
佳
太
郎
心し
ん

中ち
う

妻つ
ま

を
恨う
ら

み
居ゐ

け

れ
ば
、
答こ
た
へて
云
、「
妻つ
ま

小こ

鷹た
か

、
財ざ
い

物も
つ

を
貪む
さ
ぼる
ゆ
ゑ
に
、
其そ
の

実じ
つ

は
同
じ
く
謀
は
か
り
ご
とを
合あ
は

せ
た
り
」。
正
司
速
す
み
や
かに
人
を
馳は
せ

て
、
小こ

鷹た
か

を
呼よ
び

出い
だ

さ
し
む
。
扨
又
小こ

鷹た
か

は
八や

十そ

津つ

氏う
ぢ

を
離り

縁え
ん

し
て
後の
ち

、
父ふ

母ぼ

と
も
に
亡
な
く
な
りけ
れ
ば
、
兄あ
に

静せ
い

介す
け

が
許も
と

に
養や
し
な
は
れ
、

針ぬ
ひ
は
り線
に
日ひ

を
送お
く

り
け
る
が
、
此
日
静せ
い

介
、
県や
し
き前
に
て
此
信た
よ
りを
き
ゝ
、
い
そ
ぎ
帰

り
て
告つ
げ

し
ら
せ
け
る
に
、
小
鷹
す
こ
し
も
驚お
ど
ろか
ず
、「
大あ
に
う
へ哥
騒さ
わ

ぎ
給
ふ
な
。
妾
わ
が
み

み
づ
か
ら
道し
か
た理
あ
り
」
と
、
彼か
の

休さ
り

書ぢ
や
うを
懐
ふ
と
こ
ろに
入
れ
、
直た
ゞ
ちに
高た
か

階し
な

家け

に
い
た
り
、

夫お
く
が
た人
に
ま
み
え
ん
と
す
。
畝う
ね

尾を

は
る
か
に
小
鷹
が
入
来き
た

る
を
見
る
に
、
正ま
さ

し
く

娘む
す
めの
飛あ
す
か鳥
な
り
け
れ
ば
、
驚お
ど
ろ
き
て
問と

は
ん
と
し
け
る
内
、（
27
ウ
）
前ま
へ

に
ち
か

づ
き
て
よ
く
見
れ
ば
、
い
ま
だ
見
し
ら
ぬ
麗う
る
はし
き
婦を
な
ご人
な
り
。
い
よ
〳
〵
怪あ
や
しみ

て
「
誰た
れ

ぞ
」
と
問と

ふ
に
、
小こ

鷹た
か

拝は
い

伏ふ
く

し
て
い
ふ
、「
妾わ
ら
はは
是こ
れ

、
八や

そ

つ
十
津
佳
太
郎

が
妻つ
ま

小こ

鷹た
か

と
い
ふ
者
な
る
が
、
夫を
つ
との
所ふ
る
ま
ひ行
よ
か
ら
ざ
る
を
見み

限か
ぎ

り
、
疾と
く

よ
り
離り

縁え
ん

し
て
今
は
兄あ
に

の
許も
と

に
あ
り
」
と
、
一い
ち

張ま
い

の
休さ
り

書ぢ
や
うを
取
出
し
、「
夫お
く
が
た人
こ
れ
を

見
給
ひ
て
、
妾わ
ら
はが
夫を
つ
とに
与く
み

せ
ざ
る
こ
と
を
察あ
き
らめ
給
へ
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
夫お
く
が
た人

取
て
開
ひ
ら
き

見み

る
所
に
、
小
鷹
忽こ
つ

然ぜ
ん

と
し
て
音お
ん

声せ
い

か
は
り
、
夫お
く
が
た人
に
取と
り

つ
き
て
声こ
ゑ

を

放は
な
ちて
泣な
き

叫さ
け

び
、「
母は
ゝ

上う
へ

憐あ
は
れみ
給
へ
。
婚こ
ん

姻い
ん

を
変へ
ん

改が
い

せ
ん
と
し
給
ひ
て
、
父ち
ゝ

上う
へ

妾わ
ら
は
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六
二

を
害こ
ろ

し
給
へ
り
」。
畝
尾
正ま
さ

し
く
飛あ
す
か鳥
が
声こ
ゑ

な
る
を
聴き
ゝ

て
大
き
に
哭な
げ

き
、
や
う

〳
〵
に
し
て
い
ふ
、「
扨
又
飛
鳥
が
幽い
う

魂こ
ん

な
る
か
。
非ひ

業が
う

に
死し

せ
し
你お
ん
みの
魂こ
ん

魄ぱ
く

、

宙ち
う

宇う

に
迷ま
よ

ひ
在あ
り

け
る
か
。
斯か

く
形か
た
ち容
を
現あ
ら

は
し
て
、
妾わ
ら
は
に
何
の
願ね
が
ひ
か
あ
る
」。

小
鷹
此
時
眼ま
な
こを
閇と

ぢ
、
悲ひ

嘆た
ん

に
逼せ
ま

り
て
見
え
け
る
が
、
泪な
み
だを
と
ゞ
め
て
い
ふ
、

（
28
オ
）「
妾わ
が
みは
か
ら
ず
も
姦わ
る
も
の人
に
身み

を
汚け
が

せ
し
ゆ
ゑ
、
清き
よ

見み

氏う
ぢ

に
謁ま
み
えん
こ
と
を

羞は
ぢ

ら
ひ
、
み
づ
か
ら
死し

し
て
貞て
い

節せ
つ

を
尽つ
く

せ
り
。
し
か
る
を
父ち
ゝ

上う
へ

、
委く
は

し
く
事こ
と

を

正た
ゞ

さ
ず
し
て
、
殆
ほ
と
ん
ど

賢む
こ
ぎ
み婿
の
命い
の
ちを
失う
し
なは
ん
と
し
給
へ
り
。
是こ
れ

母は
ゝ

上う
へ

と
妾わ
が
みと
し
て
、

彼か
れ

を
誤あ
や
まる
と
い
ふ
も
の
な
り
。
要か
な
め人
主ぬ
し

、
幸さ
い
はひ
に
縲な
は
め紲
を
免ま
ぬ
かれ
給
へ
ど
も
、
い

ま
だ
妻つ
ま

の
娶め
と

る
べ
き
な
し
。
母は
ゝ

上う
へ

も
し
妾わ
が
みを
憐あ
は
れみ
給た
ま

は
ら
ば
、
父ち
ゝ

上う
へ

に
と
り
な

し
て
、
他か
れ

に
一
チ
人
の
媳よ

め婦
を
与あ
た

へ
、
親し
ん

家か

（
し
ん
る
い
）
の
縁え
ん

を
絶た

つ
事
な

く
は
、
妾
わ
が
み

九き
う

泉せ
ん

（
く
さ
ば
）
の
下も
と

（
か
げ
）
に
在あ
り

て
、
恨う
ら

む
事
な
か
る
べ
し
。

此
一い
ち

事じ

を
ね
が
は
ん
為た
め

、
遥は
る

〴
〵
現あ
ら

は
れ
出
た
る
な
り
。
冥め
い

途ど

と
娑し
や

婆ば

と
の
境
き
や
う

界か
い

は
、
十じ
ふ

万ま
ん

億お
く

里り

を
隔へ
だ

つ
と
い
へ
ど
も
、
契い
ひ

親な
づ
けせ
し
賢む
こ
ぎ
み婿
の
冤む
じ
つを
救す
く

ひ
ま
ゐ
ら

せ
ん
と
、
貞て
い

操さ
う

の
一い
ち

念ね
ん

た
ゆ
ま
ず
、
人に
ん

頭づ

幢と
う

の
視み
る

眼め

を
忍し
の

び
、
又
嗅か
ぐ
は
な鼻
の
鼻は
な

を

覆お
ほ

ひ
て
、
刀た
う

山ざ
ん

剣け
ん

樹じ
ゆ

（
つ
る
ぎ
の
や
ま
）
に
身み

を
貫つ
ら
ぬか
れ
、
三さ
ん

途づ

八は
ち

難な
ん

の
業ご
ふ

苦く

を
も
厭い
と

は
ず
し
て
、
や
う
〳
〵
此こ
の

土ど

に
来き
た

る
と
い
へ
ど
も
、
一い
つ

世せ

に
限か
ぎ

れ
る
親お
や

子こ

の
縁え
ん

は
是ぜ

非ひ

も
な
し
。
身み

は
（
28
ウ
）
傍
か
た
は
らに
在あ
り

な
が
ら
一ひ
と

言こ
と

を
も
交ま
じ
へが
た
く
、

仮か
り

に
小こ

鷹た
か

の
身み

を
借か
り

て
母は
ゝ

上う
へ

に
告つ
げ

ま
ゐ
ら
す
。
斯か
く

い
ふ
中う
ち

に
も
時
こ
そ
移う
つ

れ
。

焔ゑ
ん

王わ
う

殿で
ん

に
は
閻ゑ
ん

羅ら

天て
ん

子し

、
幽い
う

冥め
い

閣か
く

に
は
幽い
う

冥め
い

王わ
う

、
其そ
の

数か
ず

十じ
ふ

王わ
う

五ご

道だ
う

の
冥
み
や
う

官く
わ
ん、
お

の
〳
〵
鉄て
つ

薄ぱ
く

の
数す
う

を
量は
か

り
て
罪ざ
い

人に
ん

の
出い
で

没い
り

を
正た
ゞ

し
、
等と
う

活く
わ
つ・
紅ぐ

蓮れ
ん

・
阿あ

び鼻
・
焦せ
う

熱ね
つ

、
一
百
三
十
六
地ぢ

獄ご
く

の
獄ご
く

卒そ
つ

に
命め
い

を
下く
だ

せ
ば
、
牛ご

頭づ

馬め

頭づ

・
悪あ
く

鬼き

羅ら

刹せ
つ

の

輩と
も
が
ら、
呵か

嘖し
や
くの
火く
わ

車し
や

（
ひ
の
く
る
ま
）
を
轟と
ゞ
ろか
し
て
、
鉄
く
ろ
が
ねの
棒し
も
とを
打う
ち

振ふ

り
、『
は

や
来き
た

れ
、
疾と
く

乗の

れ
』
と
促う
な
がす
事
頻し
き
りな
れ
ば
、
妾わ
ら
はは
冥め
い

府ふ

（
ぢ
ご
く
）
に
還か
へ

る
な

り
」
と
、
身み

を
起お
こ

す
よ
と
見
え
け
る
が
、
其そ
の

侭ま
ゝ

倒た
ふ

れ
て
悶も
ん

絶ぜ
つ

す
。
了こ
し
も
と鬟
等ど
も

走は
し
り

倚よ

り
、
水み
づ

を
吹ふ
き

か
け
名な

を
呼よ
び

て
、
さ
ま
〴
〵
と
介か
い

抱は
う

し
け
れ
ば
、
小
鷹
や
う	

〳
〵
心
づ
き
、
其
身
は
直た
ゞ
ちに
起お
き

上あ
が

る
と
い
へ
ど
も
、
忙ば
う

然ぜ
ん

と
し
て
事
を
弁わ
き
まへ
ず
。

畝
尾
ひ
た
す
ら
啼て
い

泣き
う

（
な
き
さ
け
び
）
し
て
止や
ま

ざ
り
し
が
、
涙な
み
だな
が
ら
に
小
鷹

に
対む
か

ひ
、「
你お
ん
みに
父ち
ゝ

母は
ゝ

あ
り
や
」
と
問と

へ
ば
、父
母
亡な
く

な
り
し
由よ
し

を
答こ
た

ふ
る
に
ぞ
、

（
29
オ
）
畝
尾
聴き
ゝ

て
大
き
に
喜よ
ろ
こび
、「
妾
わ
ら
は

你お
ん
みの
形か
た
ち容
を
見
る
に
、
正ま
さ

し
く
娘
む
す
め

飛あ
す
か鳥

に
似に

た
り
。
你
お
ん
み

我わ

が
義
や
し
な
ひ

女む
す
めと
な
ら
ん
や
否い
な
や」。
小
鷹
い
ふ
、「
も
し
夫お
く
が
た人
に
仕つ
か

へ

奉
ら
ば
、
妾わ
ら
はが
身み

の
幸さ
い
はひ
な
り
」。
畝
尾
か
ぎ
り
な
く
喜よ
ろ
こび
て
、
小
鷹
を
傍
か
た
は
らに

留と
め

置お
き

け
り
。
扨さ
て

慶
介
家
に
帰
り
て
後の
ち

、
小
鷹
は
佳か

太
郎
と
離り

縁え
ん

し
て
、
他か
れ

に
預
あ
づ
か

る
こ
と
な
き
由よ
し

を
き
ゝ
、
彼か
の

休さ
り

書ぢ
や
うを
正
し
や
う
司じ

に
見
せ
て
、
小
鷹
が
罪つ
み

な
き
よ
し

を
明あ
き

ら
め
、
又
小
鷹
が
賢け
ん

に
し
て
智ち

あ
る
を
見
て
、
畝
尾
が
勧す
ゝ

め
に
従し
た
がひ
、
養
や
し
な

ひ
て
義ぎ

女ぢ
よ

（
や
し
な
ひ
む
す
め
）
と
な
し
ぬ
。
畝
尾
又
丈を
つ
と夫
に
む
か
ひ
て
、
娘
む
す
め

飛あ
す
か鳥
が
小
鷹
の
骸か
ら
だを
借か
り

て
魂
た
ま
し
ひを
現あ
ら

は
し
、
清
見
氏
と
姻え
ん
ぐ
み縁
を
絶た

つ
こ
と
な
か
れ

と
再さ
い

三さ
ん

た
の
み
置お
き

し
事
を
語か
た

り
、「
今
小
鷹
が
為た
め

に
要
人
を
女む

こ婿
と
な
し
て
、

前ぜ
ん

姻い
ん

（
ま
へ
の
え
ん
ぐ
み
）
を
続つ
ぎ

な
ば
い
か
ゞ
あ
ら
ん
」
と
い
ふ
に
、
慶
介
罪つ
み

な
き
要
人
に
苦く

を
請う
け

さ
せ
し
事
、
我わ
が

誤あ
や
まり
な
り
と
常つ
ね

に
悔く
や

み
居ゐ

け
れ
ば
、
妻つ
ま

の

詞こ
と
ばの
理り

あ
る
を
見
て
、
其そ
の

勧す
ゝ
めに
従し
た
がは
ん
と
（
29
ウ
）
思
へ
ど
も
、
要
人
が
疑
う
た
が
ひあ

ら
ん
こ
と
を
恐お
そ

れ
、
み
づ
か
ら
清き
よ

見み

が
家
に
行
て
罪つ
み

を
謝し
や

し
、
又
続ぞ
く

親し
ん

（
え
ん

を
つ
ぐ
）
の
事
を
計は
か

る
に
、
要
人
再さ
い

三さ
ん

辞じ

退た
い

し
け
る
が
、
竟つ
ひ

に
其
意こ
ゝ
ろに
し
た
が

ひ
、
彼か
の

釵か
ん
ざ
しを
聘へ
い

信し
ん

（
た
の
み
）
と
な
し
、
日ひ

を
択え
ら

み
て
婚こ
ん

礼れ
い

を
整と
ゝ
のふ
。
元
ぐ
わ
ん

来ら
い

慶

介
、
要
人
に
む
か
ひ
て
姪め
い

な
り
と
の
み
い
ひ
、
畝
尾
も
小
鷹
に
は
要
人
な
り
と

い
は
ず
、
婚こ
ん

姻い
ん

の
夜よ

に
至い
た

り
て
、
小
鷹
は
婿む
こ

を
要
人
な
り
と
知し

り
、
要
人
も
佳か

太
郎
が
先せ
ん

妻さ
い

小
鷹
な
る
こ
と
を
し
り
ぬ
。
扨さ
て

彼か
の

目も
く

代だ
い

某な
に
が
しは
、
要
人
を
冤む
じ
つの
罪つ
み

に

墜お
と

し
、
死し

刑け
い

に
定さ
だ

め
し
不ふ

穿せ
ん

鑿さ
く

、
は
な
は
だ
越お
ち

度ど

な
り
と
あ
り
て
、
官く
わ
んを
も
罷や
め

ら
る
べ
か
り
し
を
、
巡
じ
ゆ
ん

按あ
ん

司し

津つ

守も
り
の

正し
や
う

司じ

が
仁じ
ん

心し
ん

に
よ
り
て
、
し
ば
ら
く
閇へ
い

門も
ん

の
身み

と
な
り
し
が
、
正
司
再ふ
た
ゝび
問も
ん

注ぢ
う

所し
よ

に
告つ
げ

訴う
つ
たへ
て
、
彼か
れ

が
罪つ
み

を
宥な
だ
めし
か
ば
、

原も
と

の
ご
と
く
目も
く

代だ
い

の
官く
わ
んに
居を

れ
り
。
か
く
て
要
人
小
鷹
は
、
夫ふ
う
ふ婦
は
な
は
だ
睦む
つ

ま
し
く
、
養や
う

父ふ

母ぼ

（
や
し
な
ひ
お
や
）
に
孝か
う

順じ
ゆ
ん（

30
オ
）
な
り
け
る
が
、
慶け
い

介

子こ

な
く
、
要
人
遂つ
ひ

に
高た
か

階し
な

氏う
ぢ

の
統あ
と

を
継つ

ぎ
、
後の
ち
〳来〵
国こ
く

司し

に
仕つ
か

へ
て
高か
う

官く
わ
ん（
た
か

き
く
ら
ゐ
）
に
陞の
ぼ

り
、
男な
ん

子し

二
人
を
生し
や
う
じ
、
一
チ
人
は
清
見
氏
、
一
チ
人
は
高

階
氏
を
続つ
が

し
め
、
子し

孫そ
ん

連れ
ん

綿め
ん

と
し
て
栄さ
か

え
け
り
。
原も
と

此こ
の

一い
つ

回く
わ
いの
始し

末ま
つ

、
要
人
が
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六
三

約い
ひ

親な
づ
けの
妻つ
ま

は
、
図は
か

ら
ず
も
佳か

太
郎
に
犯を
か

さ
れ
て
共と
も

に
終し
う

身し
ん

（
い
つ
し
や
う
）
を

誤あ
や
まり
、
佳か

太
郎
が
妻
は
、
想お
も

は
ず
も
要
人
に
姻と
つ
ぎて
夫ふ
う

婦ふ

安あ
ん

佚い
つ

（
や
す
ら
か
）
に

栄さ
か

ゆ
。
善ぜ
ん

縁え
ん

（
よ
き
え
に
し
）
の
人
悪あ
く

縁え
ん

に
変か
は

り
、
悪あ
く

縁え
ん

の
人
善ぜ
ん

縁え
ん

と
な
る
。

禍く
わ

福ふ
く

凶き
よ
う

吉き
つ

常つ
ね

な
ら
ざ
る
か
な
、
吁あ
ゝ

。

梅ば
い

精せ
い

奇き

談だ
ん

魁
さ
き
が
け

草ざ
う

紙し

巻
之
三
畢を
は
る（

30
ウ
）

【
注
】

（
1
）	

本
田
康
雄
「
式
亭
三
馬
の
世
界
」（『
式
亭
三
馬
の
文
芸
』、
笠
間
書
院
、
昭
和

四
十
八
年
）。

（
2
）	

引
用
は『
燕
石
十
種
』第
二
巻（
中
央
公
論
社
）に
よ
り
、句
読
点
を
一
部
改
め
た
。

（
3
）	

巻
首
の
標
題
は
「
羽は

束づ
か

身み

を
汚け
が

し
て
却か
へ
りて
身み

を
清す
ゝ

ぐ
話こ
と

の
上か
み

」
と
な
っ
て
い
る

が
、「
下し
も

」
は
な
く
、
こ
の
一
巻
に
作
品
の
全
体
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）	

後
藤
丹
治
「
読
本
三
種
考
証
―
桜
姫
全
伝
・
月
氷
奇
縁
・
阿
古
義
物
語
―
」（『
国

語
国
文
』第
八
巻
第
四
号
、昭
和
十
三
年
四
月
）、本
田
康
雄「
式
亭
三
馬
の
世
界
」

（
前
掲
）。
巻
一
・
二
・
五
の
原
話
は
後
藤
氏
、巻
三
・
四
の
原
話
は
本
田
氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
た
。

（
5
）	

注
１
本
田
論
文
、
注
４
後
藤
論
文
。

（
6
）	

ち
な
み
に
白
話
小
説
を
利
用
し
た
そ
の
他
の
三
馬
作
品
に
つ
い
て
は
、
井
上
啓

治
「
式
亭
三
馬
と
白
話
小
説
―
『
阿
古
義
物
語
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
近
世
文

藝
』
第
四
十
一
号
、
昭
和
五
十
九
年
十
一
月
）、「
続
・
式
亭
三
馬
と
白
話
小
説

―
『
大
尽
舞
花
街
始
』
と
『
五
鳳
吟
』
―
」（『
国
文
学
研
究
』
第
九
十
一
号
、

昭
和
六
十
二
年
三
月
）、「
馬
琴
へ
の
対
抗
と
黙
阿
弥
へ
の
影
響
―
続
々
式
亭
三

馬
と
白
話
小
説
・『
坂
東
太
郎
』『
杜
騙
新
書
』
と
『
弁
天
小
僧
』
―
」（『
近
世

文
藝
』
第
四
十
六
号
、
昭
和
六
十
二
年
六
月
）
に
言
及
が
あ
る
。

（
7
）	

た
だ
し
巻
之
二
は
「
魁
草
紙
」
の
読
み
仮
名
が
「
さ
き
が
け
ざ
う
し
」。

（
8
）	

た
だ
し
巻
之
二
・
三
は
「
魁
草
紙
」
の
読
み
仮
名
が
「
さ
き
が
け
ざ
う
し
」。
ま

た
、
巻
之
四
の
尾
題
に
は
読
み
仮
名
が
な
い
。

（
9
）	

甲
乙
点
は
上
下
点
の
誤
り
。

（
10
）	

底
本
「
畜
」。
以
下
同
様
。

（
11
）	

底
本
「
見
試
」。

（
12
）	

底
本
「
悞
」。
以
下
同
様
。

（
13
）	

底
本
「
管
侍
」。
以
下
同
様
の
例
が
あ
る
が
、
い
ち
い
ち
注
し
な
い
。

（
14
）	

底
本
「
候
」。

（
15
）	

底
本
「
賤
別
」。

（
16
）	

底
本
「
千
刃
」。

（
17
）	「
従
ひ
て
」
の
誤
り
か
。

（
18
）	

こ
れ
ま
で
「
央
助
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、
以
後
「
央
介
」
の
表
記
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。

（
19
）	「
東
吾
」
と
あ
る
の
は
原
文
マ
マ
。

（
20
）	

底
本
「
週
遊
」。

（
21
）	「
お
ぼ
え
」
の
誤
り
か
。

（
22
）	

底
本
「
隠
徳
」。

（
23
）	

こ
の
文
字
の
後
に
二
字
分
の
空
格
あ
り
。

（
24
）	

底
本
「
巖
」。

（
25
）	

底
本
「
二
チ
人
」。

（
26
）	

底
本
「
睛
」。

【
附
記
】

　

翻
刻
な
ら
び
に
図
版
の
掲
載
を
御
許
可
く
だ
さ
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。


